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Chapter 1
DxDesigner イ ン ターフ ェース と

ユーテ ィ リ テ ィ

以下の図は 、 DxDesigner の共通ウ ィ ン ド ウの一部です 。

Figure 1-1. ユーテ ィ リ テ ィ ウ ィ ン ド ウを表示中の DxDesigner イ ン ターフ ェース

ナビゲータ ：  プロジ ェ ク ト 階層の
表示と作業を行う こ とができます 。

プロパテ ィ ：  プロパテ ィ 制約の作成 ・ 編集
用イ ン ターフ ェース 。

回路図エデ ィ タ ウ ィ ン ド ウ ： フ ラ ッ ト および
階層設計上にコ ンポーネン ト を配置するため
のイ ン ターフ ェ ース 。

アウ ト プ ッ ト ：  コ マン ドの出力結果を表示し
ます 。  他のタ ブには他の動作の結果が表示さ
れます 。
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DxDesigner イ ン ターフ ェース と  ユーテ ィ リ テ ィ

Figure 1-2. Figure1-1 以外のア ド イ ンを表示中の DxDesigner イ ン ターフ ェース

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 DxDesigner ユーザーイ ン ターフ ェース 」  

ICT ビ ューワ ：  設計を ICT の
形で表示し ます 。

シンボル ： 各種ラ イブ ラ リから
シンボルの検索 、 選択 、 配置を
行う ためのイ ン ターフ ェ ース 。

DxDataBook ：  各種パー ト
ラ イブ ラ リから コ ンポーネ
ン ト を検索 ・ 選択するため
のイ ン ターフ ェース 。

コ マン ド ラ イ ンツールバー ：  コ マン ド
実行のためのイ ン ターフ ェース 。
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Chapter 2
DxDesigner 対応フ ァ イルおよび変数

こ こ では 、 以下について説明し ます ：

• DxDesigner 対応フ ァ イル

• DxDesigner 環境変数

DxDesigner 対応フ ァ イル
以下の ト ピ ッ クでは 、 DxDesigner 対応フ ァ イルの一部について説明し ます ：

フ ァ イルの概要

以下の表では 、 DxDesigner が動作および外観の制御に使用する フ ァ イルの一部につ
いて説明し ます 。

• フ ァ イルの概要

• project.prj フ ァ イル

• DxDesigner.xml フ ァ イル

• バス コ ンテンツ フ ァ イル

• 設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) デフ ォル ト
フ ァ イル

• パーツ リ ス ター初期設定フ ァ イル

Table 2-1. DxDesigner 対応フ ァ イル

フ ァ イル名 説明

addins.ini カス タムのア ド イ ン設定のサポー ト に使用し ます 。

borders.ini セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Project ( セクシ ョ ン ) > Borders ( サブセク
シ ョ ン ) で指定された回路図のボーダー設定を保存し ます 。 この
.ini フ ァ イルの保存場所は 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 >
Project > ボーダーシンボル ( フ ィ ールド ) で指定し ます 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 設計をボーダーで囲む 」 。

busconts.ini  2007 以前のバージ ョ ンでの conts.bc に代わる フ ァ イルです 。
参照 ：  28 ページの 「 バス コ ンテンツ フ ァ イル 」 。

Client.cfg ク ラ イアン ト サーバーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンマネージャのク ラ
イアン ト フ ァ イルで 、 %WDIR%\iCDB\Client\Client.cfg に格納さ
れています 。 詳細は DxDesigner Administrator’s Guide の
「 Client.cfg コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい
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DxDesigner 対応フ ァ イル

commontools.ini %SDD_HOME%\standard デ ィ レ ク ト リ にある このフ ァ イルにはカ
ス タ マイズし た common メ ニューコ マン ド ( ツール > カス タ マイ
ズ ) が保存されます 。 詳細は 64 ページの 「 Customize Tools Menu
ダイアログボ ッ クス 」 をご覧 く だ さい

dashtools.ini Dashboard 上のカス タムツールバーを制御し ます 。

.dxc files セ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログボ ッ クス ) > Display ( セクシ ョ
ン ) > Objects の Other ボタ ンから読み込み / 保存可能な色の定義
スキーム 。

dxdb.ini どの .dbc フ ァ イルを DxDatabook に読み込むかを制御し ます 。  
詳細は DxDatabook User’s Guide の Using a dxdb.ini File をご覧 く だ
さい 。

DxArchiver.xml ツール > アーカ イバを実行する と 、 使用する設定を保存するた
めにこのフ ァ イルが作成されます 。 詳細は DxDesigner User’s 
Guide の 「 プロジ ェ ク ト のアーカ イブ 」 をご覧 く だ さい 。
manifest.xml フ ァ イルも作成されます 。

DxDesigner.xml EE2007 以前のバージ ョ ンで使用されていた viewdraw.ini および
draw.ini フ ァ イルの代わり と なる 、 プ ラ イマ リの設定コ ン フ ィ ギ
ュ レーシ ョ ン フ ァ イルです 。
詳細は 19 ページの 「 DxDesigner.xml フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい

DxDesigner.wsp DxDesigner の前回のセ ッ シ ョ ンのウ ィ ン ド ウ配置を記録する フ
ァ イルで 、 WDIR に格納されます 。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト のウ ィ ン ド ウ配置設定に戻すには 、 このフ ァ
イルを削除し ます 。 次回の DxDesigner 起動の際に新規フ ァ イル
が作成されます 。

hdlutils.ini このフ ァ イルは 、 ツール > シ ミ ュ レーシ ョ ンセ ッ ト ア ッ プユー
テ ィ リ テ ィ 、 またはフ ァ イル > エクスポー ト > VHDL ネ ッ ト リ
ス ト 、 またはフ ァ イル > エクスポー ト > Verilog ネ ッ ト リ ス ト の
実行によ り作成されます 。  すべてのネ ッ ト リ ス ト 設定は 、
VHDL または Verilog ネ ッ ト リ ス ト 作成中にプロジ ェ ク ト デ ィ レ
ク ト リ に作成される この hdlutils.ini フ ァ イルに保存されます 。
参照 ： 152 ページの 「 Verilog Netlister ダイアログボ ッ クス 」 、
158 ページの 「 VHDL Netlister ダイアログボ ッ クス 」 。

icdbpartslister.ipl
(旧 バージ ョ ンで
は partslist.ini)

(DxDesigner のツール > パーツ リ ス ターから起動する ) パーツ リ
ス ターツールによ って作成される BOM のフ ォーマ ッ ト を制御し
ます 。 参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 BOM ( 部品表 ) の生
成 」 。

Table 2-1. DxDesigner 対応フ ァ イル (cont.)
フ ァ イル名 説明
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Launcher.cfg このフ ァ イルは 、 サービス / デーモンを実行するマシン上にのみ
存在する ク ラ イアン ト サーバーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンマネージ
ャ フ ァ イルで 、 %WDIR%\iCDB\Launcher\Launcher.cfg に格納さ
れています 。  詳細は DxDesigner Administrator’s Guide の
「 Launcher.cfg コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イル 」 をご覧 く だ さ
い 。

locmap.cfg ソ フ ト パス名を定義する変数定義を格納し ます 。
詳細は DxDesigner Administrator’s Guide の 「 ソ フ ト パス名を索引
図フ ァ イルを使って定義する 」 をご覧 く だ さい 。

manifest.xml ツール > アーカ イバ実行時に使用される フ ァ イルセ ッ ト が記載
されます 。 詳細は DxDesigner User’s Guide の 「 プロジ ェ ク ト のア
ーカ イブ 」 をご覧 く だ さい 。 DxArchiver.xml フ ァ イルも作成さ
れます 。

NetlistVerify.ini 設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) ユーテ ィ リ テ ィ は ( ネ ッ ト リ ス ト ワー
ク フ ロー設計の場合 ) 、 実行するチ ェ ッ ク 、 使用するデフ ォル ト
値 、 メ ッ セージレベル指定 (ERROR 、  WARNING 、 NOTE) とい
ったプロジ ェ ク ト の DRC 設定を 、 この .ini フ ァ イルに保存し ま
す 。 詳細は 69 ページの 「 DRC ― Rules タ ブ 」 をご覧 く だ さい 。  
DxDesigner User’s Guide の 「 設計ルールチ ェ ッ クによる回路図の
検証 」 もご参照 く だ さい 。

NetlistVerify
Defaults.ini

設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) ユーテ ィ リ テ ィ は 、  ( ネ ッ ト リ ス ト ワ
ーク フ ロー設計の場合 ) 初期デフ ォル ト 設定を この .ini フ ァ イル
に保存し ます 。 フ ァ イルは以下の場所に保存されます ：  
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard
上記 NetlistVerify.ini の説明および 30 ページの 「 設計ルールチ ェ
ッ ク (DRC) デフ ォル ト フ ァ イル 」 もご覧 く だ さい 。

nse_lm.ini Dx Symbol Editor を呼び出し 、 セン ト ラルラ イブ ラ リ に対し てロ
ーカルなシンボルを作成し た際に作られる初期設定フ ァ イル 。 こ
のフ ァ イルには Dx Symbol Editor が使用するグ リ ッ ド設定とデフ
ォル ト の色設定が含まれています 。  
注意 ： DxDesigner から Dx Symbol Editor を呼び出し てシンボル
を作成し た場合は 、 DxDesigner.xml フ ァ イル内のシンボル設定
が使用されます 。

PathsMap.cfg このフ ァ イルはク ラ イアン ト サーバーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンマ
ネージャ フ ァ イルで 、 格納場所は %WDIR%\iCDB\PathMaps.cfg
です 。  詳細は DxDesigner Administrator’s Guide の
「 PathsMap.cfg コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イル 」 をご覧 く だ さ
い 。

<project>.prj プロジ ェ ク ト 固有の設定と環境構成を保存し ます 。 このフ ァ イル
はプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リの下に保存されます 。  詳細は 18 ペ
ージの 「 project.prj フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい 。

Table 2-1. DxDesigner 対応フ ァ イル (cont.)
フ ァ イル名 説明
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関連 ト ピ ッ ク

• テンプレー ト を使って DxDesigner プロジ ェ ク ト の社内規格を定義する 
(DxDesigner Administrator’s Guide)

project.prj フ ァ イル

DxDesigner の各プロジ ェ ク ト に対し て <project>.prj フ ァ イルが作成されます 。  この
フ ァ イルにはプロジ ェ ク ト 固有の設定と環境構成が保存され 、 フ ァ イルはプロジ ェ ク
ト デ ィ レ ク ト リの下に格納されます 。  以下は一般的な .prj フ ァ イルの例です 。  ( 以下
の例では読みやすいよ う イ ンデン ト を行っていますが 、 実際のオン ラ イ ン .prj フ ァ イ
ルではイ ンデン ト はされていません 。 )

scripts.ini DxDesigner が呼び出された時に読みこむスク リ プ ト を記載し ま
す 。

scout.ini このフ ァ イルで Scout を設定できます 。 Scout は階層をサポー ト
する相互参照ユーテ ィ リ テ ィ です 。  詳細は Cross Referencing a 
Design Manual の Sample Scout.ini file をご覧 く だ さい 。

Server.cfg ク ラ イアン ト サーバーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンマネージャのサー
バーフ ァ イルで 、 %WDIR%\iCDB\Server\Server.cfg に格納されて
います 。 詳細は DxDesigner Administrator’s Guide の
「 Server.cfg コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい

usertools.ini DxDesigner は 、 カス タ マイズされたユーザー固有のメ ニューコ
マン ド  ( ツール > カス タ マイズ ) を %WDIR% またはプロジ ェ ク
ト の場所にある このフ ァ イルに保存し ます 。 詳細は 64 ページの
「 Customize Tools Menu ダイアログボ ッ クス 」 をご覧 く だ さい

Verify.ini 設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) ユーテ ィ リ テ ィ は (Expedition ワーク
フ ロー設計の場合 ) 、 実行するチ ェ ッ ク 、 使用するデフ ォル ト 値
、 メ ッ セージレベル指定 (ERROR 、  WARNING 、 NOTE) といっ
たプロジ ェ ク ト の DRC 設定を この .ini フ ァ イルに保存し ます詳
細は 69 ページの 「 DRC ― Rules タ ブ 」 をご覧 く だ さい 。  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 設計ルールチ ェ ッ クによる回
路図の検証 」 。

VerifyDefaults.ini 設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) ユーテ ィ リ テ ィ は 、  ( Expedition ワー
ク フ ロー設計の場合 ) 初期デフ ォル ト 設定を この .ini フ ァ イルに
保存し ます 。 フ ァ イルは以下の場所に保存されます ：  
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard
上記 Verify.ini の説明および 30 ページの 「 設計ルールチ ェ ッ ク
(DRC) デフ ォル ト フ ァ イル 」 もご覧 く だ さい 。

Table 2-1. DxDesigner 対応フ ァ イル (cont.)
フ ァ イル名 説明
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SECTION DesignInfo <!-- 116 ページの 「 プロジ ェ ク ト の設定 」 参照 --!>
KEY CentralLibrary "C:\Demonstrations\Bash_Central_Library\DxVidar.lmc"
KEY PinComponents "C:\Demonstrations\Bash_Central_Library\speccomp.ini"
KEY BorderSymbols "C:\Demonstrations\Bash_Central_Library\borders.ini"
KEY Bus_Contents "C:\Demonstrations\Bash_Central_Library\busconts.ini"
KEY FrontEndSnapshot "DxD"
KEY HdlUtilsConfigFile "hdlutils.ini"

ENDSECTION
SECTION iCDB

LIST Designs
VALUE "Design1"

ENDLIST
KEY iCDBDir ".\database"
KEY DedicatedServerName ""

ENDSECTION
SECTION FlowSettings

KEY FlowType "DX"
ENDSECTION
SECTION Template_Design <!-- 117 ページの Table 3-34 参照 --!>

KEY ConfigType "PCB"
KEY SearchPathScheme "(Default)"
KEY SchematicDesignBackAnno "0"
KEY SchematicDesignStatus "0"
KEY CADBackAnno "0"

ENDSECTION
SECTION ICXProInfo

KEY ICXProDir "ICXPro"
ENDSECTION
SECTION Design1 <!-- 117 ページの Table 3-34 参照 --!>

KEY ConfigType "PCB"
KEY SearchPathScheme "(Default)"
KEY SchematicDesignBackAnno "0"
KEY SchematicDesignStatus "0"
KEY CADBackAnno "0"
KEY RootBlock "gary_design3_sch1"
KEY SchematicConflict "Default"

ENDSECTION

DxDesigner.xml フ ァ イル

DxDesigner は 1 つまたは複数の ASCII DxDesigner.xml フ ァ イルから環境設定を読み込
みます 。 このフ ァ イルでは標準的な XML フ ォーマ ッ ト が使用されています 。  デフ ォ
ル ト の DxDesigner 設定は以下に格納されています ：
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\DxDesigner.xml. 
各ユーザーの WDIR 環境変数には 、 DxDesigner.xml フ ァ イルを格納し ている この
"standard" フ ォルダへのパスが含まれています 。 このフ ァ イルで物理的に値を変更す
る と 、 同じ イ ンス ト ールから DxDesigner を実行し ている全ユーザーのデフ ォル ト 設
定にも影響し ます 。 デフ ォル ト 設定は 、 DxDesigner セ ッ シ ョ ン中にセ ッ ト ア ッ プ >
設定ダイアログボ ッ クスから変更する こ とができます 。
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さ らに 、 以下の場所にそれぞれ DxDesigner.xml フ ァ イルがあ り ます ：
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\expedition
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\netlist

これらの DxDesigner.xml フ ァ イルには 、 特定のプロジ ェ ク ト に対し て Expedition ワー
ク フ ローまたはネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローの どち ら を選択し たかに応じ て 、
DxDesigner を カス タ マイズするのに使用されるデフ ォル ト 設定がさ らに含まれていま
す 。 ワーク フ ローに関する詳細は DxDesigner User’s Guide の 「 DxDesigner のワーク フ
ロー 」  をご覧 く だ さい 。  

た と えば 、 新規プロジ ェ ク ト 作成の際にはネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローのテンプレー ト
を使用するよ う選択し た場合 、
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\netlist\
DxDesigner.xml フ ァ イル内の <key name="KEYBINDINGS" value="0"/> ラ イ ンによ り
Expedition ス タ イルのキーバイ ン ドがデフ ォル ト でオフに設定されます 。  

DxDesigner ダイアログボッ クスで設定し た内容を変更 ・ 保存する と 、 DxDesigner は
WDIR フ ォルダ内の DxDesigner.xml フ ァ イルに値を書き込みます 。  WDIR フ ォルダは
WDIR 環境変数リ ス ト の一番上に記載されています 。  デフ ォル ト 値と異なる値を持っ
ている設定のみ 、 DxDesigner.xml フ ァ イルのローカルコ ピーに書き込まれます 。

DxDesigner セ ッ シ ョ ンは複数の異なる DxDesigner.xml フ ァ イルを読み込み 、 各フ ァ イ
ル内の設定を以下の順序で適用し ます 。

1. \<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard

2. \<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\expedition 
または 
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\netlist

3. WDIR 環境変数

注意 ：  WDIR 変数には複数のパスが記載されている場合があ り ます 。  
DxDesigner.xml フ ァ イルが複数のパスにある場合 、 フ ァ イルは右から左の順で
読み込まれ 、 設定は下記の例で示すよ う に適用されます ：

WDIR = C:\myWDIR;C:\A_prj;C:\MentorGraphics\EE2007\SDD_HOME\standard
で 、 これらすべてのデ ィ レ ク ト リ に DxDesigner.xml フ ァ イルがある場合 、

WDIR パスは 、 以下のよ う に右から左へ読み込まれます ：

a. C:\MentorGraphics\EE2007\SDD_HOME\standard

b. C:\A_prj

c. C:\myWDIR

myWDIR フ ォルダ内の DxDesigner.xml フ ァ イルの設定は 、  
A_prj\DxDesigner.xml または ...\standard\DxDesigner.xml フ ァ イル内の同一の設
定に優先し ます 。 A_prj\DxDesigner.xml フ ァ イル内の同一の設定は
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...\standard\DxDesigner.xml フ ァ イル内の同様の設定に優先し ます ( ただ し
myWDIR\DxDesigner.xml フ ァ イルに同じ設定がある場合は上書き されます )
Figure 2-2 もご参照 く だ さい 。

各フ ァ イル内の設定は現在のセ ッ シ ョ ンに適用されます 。 複数の DxDesigner.xml フ ァ
イル内で重複する設定があった場合 、 最後に読み込まれたフ ァ イルの設定が前のもの
に優先し ます 。

Figure 2-1. DxDesigner.xml フ ァ イル読み込み時の優先順位の例

DxDesigner を閉じずにプロジ ェ ク ト 間を移動できるため 、 開いているプロジ ェ ク ト ご
とに使用されているワーク フ ローが異なる場合があ り ます 。 そのため 、 適切な設定が
確実に適用されるよ う 、 DxDesigner セ ッ シ ョ ン内でプロジ ェ ク ト を切り替えるたび
に DxDesigner.xml フ ァ イルは再ロー ド されます 。

DxDesinger.xml フ ァ イル内の階層と一般的な XML 要素は以下のとお り です ：

Example 2-1. DxDesigner.xml フ ァ イルの主要部分

<?xml version="1.0" ?> 
- <DxDesigner_Configuration_file version="1.1" name="DxDesigner.xml"> 

- <DxDesigner> 
+ <OBJECTS>

<!--OBJECTS 一覧は 138 ページの Table 3-48 参照 -->
</OBJECTS> 
+ <LAYERS> 
</LAYERS> 
+ <SETTINGS> 

<!-- このセク シ ョ ンの設定については 116 ページの 「 プロジ ェ ク ト の設定 」 参照 -->
</SETTINGS> 
+ <SIZES> 
</SIZES> 
+ <COLORS> 

Setting 1 = AA
Setting 2 = AB
Setting 3 = AC
Setting 4 = AD
. . .

C:\MentorGraphics\EE2007\SDD_HOME\standard\DxDesigner.xml

C:\myWDIR\DxDesigner.xml

C:\A_prj\DxDesigner.xml

DxDesigner は右から左の順にフ ァ イルを読み込みます

Setting 2 = BB
Setting 3 = BC

. . .

Setting 1 = CA

Setting 3 = CC

. . .
Setting 1 = CA
Setting 2 = BB
Setting 3 = CC
Setting 4 = AD
. . .

DxDesigner が使用する設定 
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<!--141 ページの 「 DxDesigner COLORS Element 」 参照 -->
</COLORS> 
+ <key name="PRINTINGCOLORS"> 
</key> 
</DxDesigner> 

</DxDesigner_Configuration_file>

以下は <release>/SDD_HOME/standard デ ィ レ ク ト リ にある DxDesigner.xml フ ァ イルの
内容で 、 本 Reference Manual 内の情報への参照を含みます ：

Example 2-2. Standard デ ィ レ ク ト リ にある DxDesigner.xml フ ァ イルの内容

<?xml version="1.0"?>
<DxDesigner_Configuration_file version="1.1" name="DxDesigner.xml">
<DxDesigner>
<OBJECTS> <!--OBJECTS 一覧は 138 ページの Table 3-48 参照 -->
<NET> <!--Net の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0x00ff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="1"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</NET>
<COMPONENT> <!--Component の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0x00ffff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</COMPONENT>
<ATTRIBUTE> <!--Property (ATTRIBUTE) の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xffff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</ATTRIBUTE>
<LABEL> <!--Label の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xffff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</LABEL>
<PIN> <!--Pin の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</PIN>
<BOX> <!--Box の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>
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</BOX>
<LINE> <!--Line の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</LINE>
<CIRCLE> <!--Circle の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</CIRCLE>
<ARC> <!--Arc の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</ARC>
<TEXT> <!--Text の説明を参照 -->
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xffff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</TEXT>
<WIRE>
<key name="VISIBLE" value="1"/>
<key name="SELECTABLE" value="1"/>
<key name="COLOR" value="0xffff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</WIRE>
</OBJECTS>
<LAYERS>
<SELECTION_LAYER> <!--Selection の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0xffffff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</SELECTION_LAYER>
<BORDER_LAYER> <!--Border の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0x00ffff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</BORDER_LAYER>
<VALUE_LAYER> <!--Value の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0xc0c0c0"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</VALUE_LAYER>
<ANNOTATION_LAYER> <!--Annotation の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0xffff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</ANNOTATION_LAYER>
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<HIGHLIGHT_LAYER> <!--Hightlight の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0xff00ff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="1"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</HIGHLIGHT_LAYER>
<BACKGROUND_LAYER> <!--Background の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0x000000"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</BACKGROUND_LAYER>
<GRID_LAYER> <!--Grid の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0xffffff"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</GRID_LAYER>
<DRAG_LAYER> <!--Drag の説明を参照 -->
<key name="COLOR" value="0x00ff00"/>
<key name="FILL_STYLE" value="0"/>
<key name="LINE_STYLE" value="0"/>

</DRAG_LAYER>
</LAYERS>
<SETTINGS>
<key name="ABSOLUTE_OATS" value="0"/>
<key name="ADISTANCE" value="20"/> <!--Avoidance Distance 参照 -->
<key name="ANNO_SIZE" value="15"/>
<key name="ATTR_ON_SPLIT" value="0"/>
<key name="ATTRON" value="1"/>
<key name="AUTO_RIPPER_BUS_SEGMENT_LENGTH" value="2"/>
<key name="AUTO_RIPPER_BUS_SEGMENT" value="1"/>
<key name="AUTO_TEXT_ORIEN" value="0"/>
<key name="AUTOLOG" value="10"/> <!--Autolog の説明を参照 -->
<key name="AUTOPAN" value="1"/> <!--Auto pan の説明を参照 -->
<key name="BEGIN_NETS_IN_SPACE" value="1"/>

<!--Begin Nets in space 参照 -->
<key name="BELL" value="1"/>
<key name="BIGCROSS" value="0"/>
<key name="BLOCKTYPE" value="1"/>
<key name="BORDERON" value="1"/> <!--Display > Border 参照 -->
<key name="BOXSIZE" value="5"/> <!--Box Size の説明を参照 -->
<key name="BUBBLESIZE" value="5"/> <!--Inverted Pin Bubble Size 参照 ->
<key name="BUS" value="0"/>
<key name="BUS_DOTSIZE" value="12"/> <!--Bus Dot Width 参照 -->
<key name="BUSWIDTH" value="4"/> <!--Bus Width 参照 -->
<key name="CHECK_COMP_DATES" value="1"/>

<!--Detect Components whose Symbols has changed 参照 -->
<key name="COARSE_GRID" value="1"/>
<key name="COMPONENT_TOOLTIPS" value="1"/>
<key name="COMPTEXTON" value="1"/> <!--Display > Component Text 参照 ->
<key name="CONSTRAINT" value="1"/>
<key name="CONTEXT_WINDOW" value="0"/>
<key name="CROSSCURSOR" value="0"/> <!--Crosshair Cursor 参照 -->
<key name="DB_ERR_VERBOSE" value="1"/> <!--Verbose Errors 参照 -->
<key name="DBOXON" value="0"/>
<key name="DEF_USESHEET1" value="0"/> <!--Border Sheet Options 参照 -->
<key name="DEFAULT_VALUE_UPPER" value="0"/>
<key name="DEFMETHOD" value="1"/> <!--Border Sheet Options 参照 -->
<key name="DEFSHEET" value="0"/> <!--Border Sheet Options 参照 -->
<key name="DETAIL" value="1"/> <!--Crosshair Cursor 参照 -->
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<key name="DOTSIZE" value="5"/> <!--Dot Size の説明を参照 -->
<key name="DOTSIZE_THREE_SEGMENTS" value="0"/>
<key name="DYNAMIC_PANNING" value="1"/>
<key name="DYNAMIC_PLOTSIZE" value="0"/>
<key name="DYNAMIC_XY" value="1"/>
<key name="EURO_ARROWS" value="0"/> <!-- Pintype Arrows 参照 --
<key name="EURO_DATE" value="0"/>
<key name="EXCLUDE_GLOBALS_FM_UNIQUE_ON_COPY" value="0"/>

<!--Unique labels on copy - exclude globals 参照 -->
<key name="EXPEDITION_ZOOM" value="1"/>

<!--Expedition Pan and Zoom 参照 -->
<key name="FUBPINTYPEON" value="1"/>
<key name="GRID" value="10"/> <!--Grid Spacing の説明を参照 -->
<key name="GRID_HIGHLIGHT_INTERVAL" value="0"/>
<key name="GRID_HIGHLIGHT_MARKS" value="1"/>

<!--Grid Interval Marking 参照 -->
<key name="GRID_HIGHLIGHT_MARKS_INTERVAL" value="10"/>
<key name="GRIDON" value="1"/> <!--Grid Display の説明を参照 -->
<key name="HATS" value="1"/>
<key name="KEYBINDINGS" value="1"/>

<!--Expedition Style Keybindings 参照 -->
<key name="LABEL_ON_SPLIT" value="0"/>
<key name="LABELON" value="1"/>
<key name="LABELTHRESHOLD" value="4"/>
<key name="LONG_LINE_ERRORS" value="127"/>
<key name="WIR_CONT_CHAR" value="0"/>
<key name="MIDSTROKE" value="0"/> <!--Strokes の説明を参照 -->
<key name="MRU_SETTINGS" value="Designs"/>
<key name="MRU_SIZE" value="6"/>
<key name="NAMESON" value="0"/>
<key name="NET_LENGTH" value="40"/>
<key name="NET_SPACING" value="10"/>
<key name="NET_TOOLTIPS" value="0"/>
<key name="NEW_ATTR_VIS" value="1"/>
<key name="NO_UNDO_CBA_MOVE" value="3000"/>
<key name="NON_UNDOABLE_MOVE" value="0"/>
<key name="OATCHECK" value="1"/>
<key name="OATS" value="1"/>
<key name="OATSTOOLS_FILE_BYPASS" value="0"/>
<key name="ORIENTATION" value="0"/> <!--Sheet Orientation 参照 -->
<key name="PARTIAL_UNLIMITED_TEXT_LENGTH" value="1"/>
<key name="PIN_TOOLTIPS" value="0"/>
<key name="PINTYPE_ARROWS" value="1"/> <!--Pintype Arrows 参照 --
<key name="PLACEHOLDER" value="1"/>
<key name="PNUMSON" value="1"/> <!--Display Pin Numbers 参照 -->
<key name="PRESERVE_CASE" value="1"/>
<key name="PRINTFORCEBLACK" value="1"/>
<key name="PRINTLINETHICKNESS" value="1"/>
<key name="PRINTORIENTATION" value="1"/>
<key name="PRINTPAPERSIZE" value="0"/>
<key name="PRINTSCALE" value="0"/>
<key name="PRINTSCALEFACTOR" value="1"/>
<key name="PRINTSCALETYPE" value="0"/>
<key name="PRINTXMARGIN" value="0"/>
<key name="PRINTYMARGIN" value="0"/>
<key name="PROJECT_PLOT_ON_PC" value="0"/>
<key name="RNUMSON" value="1"/> <!--Reference Designator 参照 -->
<key name="ROUTE" value="2"/> <!--Nets Route Mode 参照 -->
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<key name="SCHEMATIC_TABS" value="1"/>
<key name="SCOPE" value="0"/>
<key name="SDISTANCE" value="10"/> <!--Selection Distance 参照 -->
<key name="SELNAMEON" value="0"/>
<key name="SHEETSIZE" value="1"/> <!--Sheet Size 参照 -->
<key name="SNAPTOPIN" value="1"/> <!--Snap Nets to Pin 参照 -->
<key name="SORTON" value="1"/>
<key name="STROKE_DELAY" value="100"/>
<key name="STROKES" value="1"/> <!--Strokes の説明を参照 -->
<key name="SCALEFACTOR" value="1.0"/>
<key name="TEXT_THRESHOLD" value="3"/>
<key name="TEXTON" value="1"/>
<key name="TEXTORIGIN" value="3"/> <!--Default Text Origin 参照 -->
<key name="TEXTSIZE" value="10"/> <!--Default Text Size 参照 -->
<key name="TIPOFTHEDAY" value="1"/>
<key name="TIPOFTHEDAYFILEPOS" value="590"/>
<key name="TIPOFTHEDAYTIMESTAMP" value="Wed Oct 10 08:35:59 2007"/>
<key name="UNDO" value="1"/>
<key name="UNDO_LEVEL" value="1024"/>
<key name="UNIQUE_LABEL" value="0"/> <!--Unique labels on copy 参照 ->
<key name="UNLIMITED_TEXT" value="0"/>

<!--Unlimited Text Length 参照 ->
<key name="VALUESON" value="1"/>
<key name="WIR_FILE_CONTINUATION" value="0"/>
<key name="WIREON" value="0"/>
<key name="XTRAERRS" value="1"/> <!--Extra Errors の説明を参照 -->
<key name="PRINTING" value="0"/>
<key name="PROPERTIES_TOOLTIP">
<value>REFDES</value>

</key>
</SETTINGS>
<SIZES>
<A_SIZE>
<key name="WIDTH" value="1100"/>
<key name="HEIGHT" value="850"/>

</A_SIZE>
<B_SIZE>
<key name="WIDTH" value="1700"/>
<key name="HEIGHT" value="1100"/>

</B_SIZE>
<C_SIZE>
<key name="WIDTH" value="2200"/>
<key name="HEIGHT" value="1700"/>

</C_SIZE>
<D_SIZE>
<key name="WIDTH" value="3400"/>
<key name="HEIGHT" value="2200"/>

</D_SIZE>
<E_SIZE>
<key name="WIDTH" value="4400"/>
<key name="HEIGHT" value="3400"/>

</E_SIZE>
<A4_SIZE>
<key name="WIDTH" value="1169.2913"/>
<key name="HEIGHT" value="826.77165"/>

</A4_SIZE>
<A3_SIZE>
<key name="WIDTH" value="1653.5433"/>
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<key name="HEIGHT" value="1169.2913"/>
</A3_SIZE>
<A2_SIZE>
<key name="WIDTH" value="2338.5827"/>
<key name="HEIGHT" value="1653.5433"/>

</A2_SIZE>
<A1_SIZE>
<key name="WIDTH" value="3311.0236"/>
<key name="HEIGHT" value="2338.5827"/>

</A1_SIZE>
<A0_SIZE>
<key name="WIDTH" value="4681.1024"/>
<key name="HEIGHT" value="3311.0236"/>

</A0_SIZE>
<Z_SIZE>
<key name="WIDTH" value="100"/>
<key name="HEIGHT" value="100"/>

</Z_SIZE>
</SIZES>
<COLORS> <!--DxDesigner COLORS Element 参照 -->
<key name="SCREEN">
<value>0x000000</value>
<value>0x800000</value>
<value>0x008000</value>
<value>0x808000</value>
<value>0x80</value>
<value>0x800080</value>
<value>0x8080</value>
<value>0xc0c0c0</value>
<value>0x808080</value>
<value>0xff0000</value>
<value>0xff00</value>
<value>0xffff00</value>
<value>0xff</value>
<value>0xff00ff</value>
<value>0xffff</value>
<value>0xffffff</value>

</key>
<key name="PRINTER">
<value>0x000000</value>
<value>0x800000</value>
<value>0x8000</value>
<value>0x808000</value>
<value>0x80</value>
<value>0x800080</value>
<value>0x8080</value>
<value>0xc0c0c0</value>
<value>0x808080</value>
<value>0xff0000</value>
<value>0xa00000</value>
<value>0xffff00</value>
<value>0xff</value>
<value>0xff00ff</value>
<value>0x400040</value>
<value>0x000000</value>

</key>
</COLORS>
<key name="PRINTINGCOLORS">
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<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000,0x000000</value>
<value>0xffffff</value>
<value>0x000000</value>
<value>0x000000</value>

</key>
</DxDesigner>

</DxDesigner_Configuration_file>

関連 ト ピ ッ ク

• 設定ダイアログボ ッ クス

バスコ ンテンツ フ ァ イル

任意の数のシグナルから成る 、 回路図で使用するバスバン ドルを定義する こ とができ
ます 。  バン ドル情報は 、 バスコ ンテンツ フ ァ イル ( デフ ォル ト のフ ァ イル名 ：
busconts.ini) に保存されます 。  このデフ ォル ト の busconts.ini フ ァ イルは 、 2007 以前
のバージ ョ ンで使用されていた conts.bc フ ァ イルに代わる ものです 。  DxDesigner が
プロジ ェ ク ト を読み込む際 、 そのプロジ ェ ク ト のバスコ ンテンツ フ ァ イルが
design_name.prj フ ァ イルで以下のよ う に指定されていた場合 ：

SECTION DesignInfo
. . .

KEY Bus_Contents “busconts.ini”
. . .
ENDSECTION

そのフ ァ イルに含まれるバス情報が DxDesigner に読み込まれます 。  DxDesigner 
セ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログボ ッ クス ) > Project ( セクシ ョ ン ) > Bus Contents 
( フ ィ ールド ) から 、 特定のプロジ ェ ク ト のバスコ ンテンツ フ ァ イルの格納場所を指
定できます 。

また 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログボ ッ クス ) > Project ( セクシ ョ ン ) > 
Bus Contents ( セクシ ョ ン ) > Import ( ボタ ン ) を使用し て 、 既存のバスコ ンテンツ
フ ァ イルの設定を DxDesigner に取り込むこ と も可能です 。



DxDesigner 対応フ ァ イルおよび変数
DxDesigner 対応フ ァ イル

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 29

2007 以降の busconts.ini フ ァ イルと 旧conts.bc バスコ ンテンツ フ ァ イルでは 、 以下の
よ う に類似し たフ ォーマ ッ ト が使用されています ：

• コ ンテンツ フ ァ イルの各ラ イ ンの最大文字数は 10,000 文字です 。

• 次のラ イ ンにバス定義が続 く 場合は 、 ラ イ ンの最後にアンパサン ド (&) を入れ
て く だ さい 。

注意 ： 続き (2 行目 ) のラ イ ンにも 、 必ず最初に bus_net_name を入れて く だ さ
い 。  以下の例をご参照 く だ さい ：

Bus1    net1,net2,&
Bus1    net3,net4

• シグナル名にスペースが含まれる場合 、 すべてのシグナル名を " " で囲んで く だ
さい 。  これは使用可能な方法ですが 、 推奨し ていません 。

• バスの入れ子はサポー ト し ていません 。

バスコ ンテンツ フ ァ イル例

以下はバスコ ンテンツ フ ァ イル busconts.ini の例です ：

CPU_BUS ADR[0:15],DATA[0:8],CTL[0:3],&
CPU_BUS INAP[0:25],ADV[0:7]
MEM_BUS "ADR[0:10],CONTROL[10:20],NETNAME WITH SPACE"

$FORMAT_CARD$ 2007 以前の conts.bc フ ァ イルでヘ ッ ダーの定義に使用
し ます 。  (busconts.ini フ ァ イルでは使用されていませ
ん )

nA mC (busconts.ini フ ァ イルでは使用されていません )
$END$ conts.bc フ ァ イルでヘ ッ ダーの終了に使用し ます 。  

(busconts.ini フ ァ イルでは使用されていません )
bus_net_name signal_name1,signal_name2, …
signal_name signal_name3,signal_name4, …

フ ィ ールド 説明

nA バスネ ッ ト 名フ ィ ールドの最大サイズ 。  
(busconts.ini フ ァ イルでは使用されていません ) 

mC バス コ ンテンツ フ ィ ールドのサイズ 。  m は 64K 未満です 。
(busconts.ini フ ァ イルでは使用されていません ) 

bus_net_name バスに指定する Net Name テキス ト プロパテ ィ の値 。

signal_name カ ンマ区切りの指定するシグナル名 。  
シグナル名は必ずカ ンマで区切り ます 。



DxDesigner Reference Manual, EE2007.330

DxDesigner 対応フ ァ イルおよび変数
DxDesigner 対応フ ァ イル

設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) デフ ォル ト フ ァ イル

DRC が呼び出される と  ( ツール > 検証 ) 、 DRC ダイアログボッ クスが開きます 。
DRC ダイアログボッ クスは 、 ワーク フ ローに応じ た以下のいずれかの .ini フ ァ イルの
内容に基づき 、 デフ ォル ト 設定が行われています 。  

• \<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\VerifyDefaults.ini 
(Expedition ワーク フ ロー ) 

• \<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\NetlistVerifyDefaults.ini 
( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー )

• $WDIR\Verify.ini (Expedition ワーク フ ロー )
ダイアログボ ッ クスから行われたローカルの変更を保存し ます 。

• $WDIR\NetlistVerify.ini ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー ) 
ダイアログボ ッ クスから行われたローカルの変更を保存し ます 。

.ini フ ァ イルでは XML フ ォーマ ッ ト を使用し ています 。 適切なフ ァ イル許可を持っ
ている場合 、 \<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard フ ァ イルを修正し て 、
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\... から DxDesigner を起動し ているユーザー用
DRC ダイアログボッ クスのデフ ォル ト 設定を変更できます 。

行える変更には以下のよ う なものがあ り ます ：

• Settings タ ブのデフ ォル ト 設定を変更

• Rules タ ブで以下を変更 ：

• 特定のルールチ ェ ッ クのデフ ォル ト 値を変更

• ルールチ ェ ッ ク を表示 / 非表示

• 独自のグループを追加し 、 行うルールチ ェ ッ ク を指定

• 各グループの下に表示させるチ ェ ッ ク を選択

本 ト ピ ッ クの以降のセクシ ョ ンでは 、 .ini フ ァ イルの内容と ダイアログボ ッ クス タ ブ
との関連性の理解を深め 、 上記パラ メ ータの変更に役立つよ う 、  .ini フ ァ イルの構成
について説明し ます 。 以下の .ini フ ァ イルセクシ ョ ンについて説明し ます 。

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ン

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Settings セクシ ョ ン

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Checks セクシ ョ ン

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Rules セクシ ョ ン
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Note
NetlistVerifyDefaults.ini と VerifyDefaults.ini は似ており 、 説明は各フ ァ イルに当て
はま り ます 。 一部のチ ェ ッ クに関し ては値が多少異なる場合があ り ます 。

VerifyDefaults.ini も し く は NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルを変更する際は XML 構文
を正し く 使用する こ とが重要です 。 誤りがある場合 、 ツール > 検証を選択し た際に
DxDesigner がフ リーズする こ とがあ り ます 。

DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ン

VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンは 、 DRC が特定のチ ェ ッ クで内部的
に使用する Option Name と それに対応する Value を定義し ています 。 下記にコ メ ン ト
付きの Defines セクシ ョ ンを記載し ます 。 Option Name 文字列は変更し ないで く だ さ
い 。

関連するチ ェ ッ クで DRC が使用する Value は変更可能です 。

<Defines>
<Option Name="ground_nets" Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* A0V*"/>

<!-- ground_nets is used by checks:
ICInputPinCheck (drc-48)
PowerValueCheck (drc-46)
VoltageDropCheck (drc-44)
VoltageValueCheck (drc-45)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="power_nets" Value="+48V* -48V* +24V* -24V* +15V* -15V*
+12V* -12V* +5V* -5V* +3.3V* -3.3V* +2.5V* -2.5V* +2V* -2V* +1.8V* 
-1.8V* +1.5V* -1.5V* +1.2V* -1.2V*"/>
<!-- power_nets is used by checks:
PowerValueCheck (drc-46)
VoltageDropCheck (drc-44)
VoltageValueCheck (drc-45)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="units" Value="Atto:a Femto:f Pico:p Nano:n Micro:u 
Milli:m Kilo:k Mega:M Giga:G Tera:T" />
<!-- units is used by checks:

ICInputPinCheck (drc-48)
PowerValueCheck (drc-46)
VoltageDropCheck (drc-44)
VoltageValueCheck (drc-45)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="supply_pin" Value="DRC Supply Pin" />
<!-- supply_pin is used by checks:

SupNegConnected (drc-32)
SupNotConnected (drc-33)
SupWrongConnected (drc-33) -->

<Option Name="drc_power" Value="DRC Power" />
<!-- drc_power is used by checks:

PowerValueCheck (drc-46)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="drc_value" Value="Value" />
<!-- drc_value is used by check:

PowerValueCheck (drc-46)-->
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<Option Name="drc_tolerance" Value="DRC Tolerance" />
<!-- drc_tolerance is used by check:

VRRMCheck (drc-47) -->
<Option Name="drc_negative" Value="DRC Negative" />

<!-- drc_negative is used by checks:
PowerValueCheck (drc-46)
VoltageDropCheck (drc-44)
VoltageValueCheck (drc-45)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="drc_positive" Value="DRC Positive" />
<!-- drc_positive is used by checks:

PowerValueCheck (drc-46)
VoltageDropCheck (drc-44)
VoltageValueCheck (drc-45)
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="drc_voltage" Value="DRC Voltage" />
<!-- drc_voltage is used by checks:

ICInputPinCheck (drc-48)
VoltageValueCheck (drc-45) -->

<Option Name="drc_ic" Value="DRC IC" />
<!-- drc_ic is used by checks:

ICOpenPinCheck (drc-49)
VoltageDropCheck (drc-44) -->

<Option Name="drc_power_factor" Value="DRC Power Factor" />
<!-- drc_power_factor is used by check:

VRRMCheck (drc-47) -->
<Option Name="drc_vrrm" Value="DRC VRRM" />

<!-- drc_vrrm is used by check:
VRRMCheck (drc-47) -->

<Option Name="vhdl_file" Value="VHDL File" />
<!-- vhdl_file is used by check:

VhdlModelAvailability (drc-43) -->
<Option Name="verilog_file" Value="Verilog File" />

<!-- verilog_file is used by check:
VhdlModelAvailability (drc-43) -->

<Option Name="vhdl_type" Value="VHDL Type" />
<!-- vhdl_type is used by checks:

VhdlDataTypeMismatch (drc-39)
VhdlReservedKeyword (drc-37) -->

<Option Name="verilog_type" Value="Verilog Type" />
<!-- verilog_type is used by check:

VerilogReservedKeyword (drc-38) -->
<Option Name="vhdl_model" Value="VHDL Model" />

<!-- vhdl_model is used by check:
VhdlReservedKeyword (drc-37) -->

<Option Name="verilog_model" Value="Verilog Model" />
<!-- verilog_model is used by check:

VerilogReservedKeyword (drc-38) -->
<Option Name="global_signal" Value="Global Signal Name" />

<!-- global_signal is used by check:
GlobalSignals -->

</Defines>

参照

• DRC ― Rules タ ブ
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DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Settings セクシ ョ ン

Figure 2-2 には 、 .ini フ ァ イルの Settings セクシ ョ ン と 、 DRC ダイアログボ ッ クスの
Settings タ ブでの各種設定との関連を記載し ます 。 .ini フ ァ イルコー ド と Settings タ ブ
での対応を示すために 、 以下の番号を使用し ます 。

Figure 2-2. DRC Settings タ ブ―デフ ォル ト フ ァ イルの Settings と UI の関係

参照

• DRC ― Settings タ ブ

<GUI>
<Settings> <!-- This section defines defaults on Settings tab-->

<!-- For check_level Value, choose one of:

"sheet"|"block"|"block_hier"|"design"-->

<Option Name="check_level" Value="design"/>

<Option Name="hierarchical_paths" Value="true"/>

<Option Name="level_std" Value="true"/>

<Option Name="level_vhdl" Value="false"/>

<Option Name="level_verilog" Value="false"/>
</Settings>

2 4

5

6

7

1 3

8

4
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DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Checks セクシ ョ ン

Figure 2-3 には 、 .ini フ ァ イルの Checkes セクシ ョ ン と 、 Check Name 定義の各セクシ
ョ ン と対応する Rules タ ブ との関係を記載し ます 。  .ini フ ァ イルコー ド と Rules タ ブ
での対応を示すために 、 以下の番号を使用し ます 。

1. ID ― ID 列に表示される ID 番号を指定し ます 。

2. State ―チ ェ ッ クボ ッ クス設定を有効 または無効 にプ リ セ ッ ト し ます 。

3. Severity ― Severity レベルの設定を Note 、 Warning 、 Error のいずれかにプ リ
セ ッ ト し ます 。

4. GUI ― Rules 列に表示されるテキス ト を定義し ます 。

5. Description ―ヌル文字列 (" ") 以外の場合 、 チ ェ ッ ク を選択 (check 行のいずれ
かを ク リ ッ ク ) し た時にダイアログボ ッ クスの下部にそのテキス ト が表示され
ます 。

6. Value ― Values 列の値をプ リ セ ッ ト し ます 。 値がない場合は Check Name 定義
から この設定を外し ます 。

7. GuiObject ―この設定がある場合 、 上記 6 で定義し た Value を UI 上で編集でき
ます 。

参照

• DRC ― Rules タ ブ
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Figure 2-3. DRC Rules タ ブ―デフ ォル ト フ ァ イル Checks セクシ ョ ン と UI の関係

DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Rules セクシ ョ ン

Figure 2-4 には主に .ini フ ァ イルの Rules セクシ ョ ンを記載し ます 。 このセクシ ョ ンで
は 、 Rules タ ブに表示するグループ と 、 各グループに関連付けるチ ェ ッ ク を指定し ま
す 。 Rules セクシ ョ ン内で Check Name がどのよ う に参照されているかが分かるよ う
Checks セクシ ョ ンの一部も記載し ています 。 この例では 、  Check Name 

<?xml version="1.0"?>
<VDRC>

<Checks>
<Check Name="check_name" ID="drc-#" State="Enabled|Disabled"

Severity="Note|Warning|Error" GUI="text appears in Rules column"

Description="text to appear in message help at bottom of dialog">

<Option Name="option_name1" Value="text" GuiObject="edit"/>

<Option Name="option_name2" Value="text" GuiObject="edit"/>
. . .
</Check>

</Checks>

1 2

3 4

5

6 7
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"PropertyUnsupported" が "Migration" の最初のエン ト リーです 。 図の後にある説明では
参照用に番号を使用し ています 。

Figure 2-4. DRC Rules タ ブ―デフ ォル ト フ ァ イル Rules セクシ ョ ン と UI の関係

Figure 2-4 に記載の .ini フ ァ イルセクシ ョ ンの内の項目を以下で説明し ます 。

<VDRC>
<Checks>

<Check Name="PropertyUnsupported" ID="drc-1" State="Disabled" 
Severity="Error" GUI="Property can't be mapped to Common

Properties" 
Description="From EE2007 on, properties (former attributes) 

must comply to Common Properties. They can eventually be promoted
later">

<Option Name="attr_name_format" Value="^(~?[a-zA-Z_0-9+-.]+)$" 
GuiObject="edit"/>

</Check>
</Checks>
. . .

<GUI>
. . .
<Rules>

<Group Name="Migration">
<Check Name="PropertyUnsupported" State="Enabled"/>
<Check Name="PropertyValueInvalid"/>
<Check Name="CompNameInvalid"/>
<Check Name="PropertyNameTooLong"/>
<Check Name="PropertyValueTooLong"/>
<Check Name="NetNameTooLong"/>
<Check Name="CompNameTooLong"/>

</Group>
<Group Name="HDL Checks">

<Check Name="VhdlReservedKeyword"/>
. . .

</Rules>
</GUI>

</VDRC>

1
2 3

3

4
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1. .ini フ ァ イルの Rules セクシ ョ ンではグループ名が定義されます 。 この例で定
義されている最初のグループは "Migration" です 。

2. Migration グループの下に表示されるチ ェ ッ クは 、 Checks セクシ ョ ンで定義さ
れる 、 そのチ ェ ッ クの Check Name によ って参照されます 。

3. Rules セクシ ョ ンに State="Enabled" 文字列を イ ン クルー ド し た場合 、 そのチ ェ
ッ クに関し ては 、 .ini フ ァ イルでの Check セクシ ョ ンの State 宣言をオーバー
ラ イ ド し ます 。 例では Checks セクシ ョ ンで PropertyUnsupported チ ェ ッ クが無
効 ("Disabled") に設定されていますが 、 Rules セクシ ョ ンでは有効 ("Enabled")
に設定されています 。 UI 上で表示されている とお り 、 このチ ェ ッ クは有効に
な り ます 。

4. Rules セクシ ョ ンで指定されている 2 番目のグループは "HDL Checks" です 。

パーツ リ ス ター初期設定フ ァ イル

DxDesigner のプルダウン メ ニュー 、 ツール > パーツ リ ス ターからパーツ リ ス ターダイ
アログボッ クスを開き 、 パーツ リ ス ターの設定が行えます 。

パーツ リ ス ターのデフ ォル ト 設定は 、 $SDD_HOME\standard\icdbPartsLister.ipl
フ ァ イルに保存されています 。

 パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスのフ ァ イル > 名前を付けて保存コ マン ド を使用
し て 、 カス タ マイズし た設定を保存する こ とができます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスのフ ァ イル > 開 く コ マン ド で任意の .ipl フ ァ イル
を選択し て 、 保存し た設定を使用できます 。  必要であれば 、 パーツ リ ス ターで開 く 前
に .ipl フ ァ イルをエデ ィ タ で修正する こ と も可能です 。

本 ト ピ ッ クの以降の部分では 、 パーツ リ ス ター初期設定フ ァ イル内の各種セクシ ョ ン
やキーワー ド 、 値の範囲 、 またそれらが出力されるパーツ リ ス ト フ ァ イルにどのよ う
に影響するかなどを説明し ます 。  説明では列と フ ィ ールド についても触れています 。
列と フ ィ ールドは以下のよ う に定義されています ：

• Column (列)―水平スペースは1文字で占有され 、 垂直スペースは1文字以上で占
有されます 。

• Field ( フ ィ ールド )― 水平および垂直スペースは1 つ以上のリ ス ト 項目で占有さ
れ 、 指定された列範囲内で 1 行以上を占有し ます 。

以下の例は 、 デフ ォル ト の $SDD_HOME\standard\icdbPartsLister.ipl フ ァ イルの主要な
セクシ ョ ンです 。  コ メ ン ト は省略し 、 ページに合わせてフ ォーマ ッ ト を多少変更し て
います 。  例の中では各機能の説明に リ ン クが表示されています 。  ソ フ ト ウ ェ ア出荷
時に設定されているデフ ォル ト 値を例に示し ます 。
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Example 2-3. 初期設定フ ァ イルフ ォーマ ッ ト の例

<?xml version="1.0"?>

<IcdbPartsListerConfiguration
version="1"
outputFormat="PLAIN"
pagination="YES"
spacing="1"
delimiter=" ">

<Page length="63" topMargin="3"/>

<Header type="NORMAL"/>

<Columns>
<Column type="ITEM" name="#" width="3" dec="0" 

justification="LEFT" select="NO" visible="YES" sort="NO"
sum="NO"/>

<Column type="QTY" name="QTY" width="2" dec="0" 
justification="LEFT" select="NO" visible="YES" sort="NO"
sum="YES"/>

<Column type="REFERENCE" name="REFDES" width="10" dec="0"
justification="LEFT" select="NO" visible="YES" sort="NO"
sum="NO" mode="EXPAND"/>

<Column type="ITEMIZER" name="DEVICE" width="10" dec="0" select="NO"
visible="YES" sort="NO" sum="NO" attribute="Part Number"
multiplyBy=""/>

<Column type="ITEMIZER" name="PACKAGE" width="10" dec="0" select="NO"
visible="YES" sort="NO" sum="NO" attribute="PKG_TYPE"
multiplyBy=""/>

<Column type="ITEMIZER" name="VALUE" width="10" dec="0" select="NO"
visible="YES" sort="NO" sum="NO" attribute="VALUE"
multiplyBy=""/>

<Column type="ITEMIZER" name="COST" width="5" dec="2" select="NO"
visible="YES" sort="NO" sum="YES" attribute="UCOST"
multiplyBy="QTY"/>

</Columns>

<Ignore>
<Component attribute = "CLASS" value = "RF" scope ="ALL" />

</Ignore>

</IcdbPartsListerConfiguration>
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Column - attribute
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。  attribute フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

attribute=“string”

string

関連するプロパテ ィ が複数ある場合 ( 例 ： manufacturer 、 manufacturer number および
manufacturer cost) 、 Column 定義の "attribute" フ ィ ールド で指定する string は 、 グルー
プ内のどのプロパテ ィ を列に表示するかを決定し ます 。  

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Property Name ( フ ィ ールド ) 

参照

• Column - type, MULTIPLE
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Column - dec
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。  dec (decimal) フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

dec=“number”

number

コ ス ト や地域といった数字の属性値と一緒に使用され 、 0 以上の整数と な り ます 。  
dec フ ィ ールド では 、 出力されるデータ フ ィ ールド にどの位まで小数位を表示するか
を指定し ます 。  dec の設定はオプシ ョ ンで 、 デフ ォル ト 値は 0 ( ゼロ ) です 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Decimal Places ( フ ィ ールド ) 
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Column - justification
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。  justification フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

justification=“value”

value
[ LEFT | RIGHT ]

列のテキス ト を左揃えも し く は右揃えに設定し ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > Justify ( フ ィ ールド )
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Column - mode
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。  mode フ ィ ールドは多数ある column パラ メ ータの内の 1 つで 、
type="REFERENCE" column 定義と共に使用されます 。

構文

mode=“mode_type”

mode_type
[ COMPRESS | EXPAND | EXPAND_SLOT ]

• COMPRESS― 参照番号を圧縮し て (C1, C2, C3...C12 を C1-12のよ う に )表記し ま
す 。

• EXPAND ( デフ ォル ト ) ―参照番号を展開 ( 列挙 ) し ます 。

• EXPAND_SLOT―参照番号をすべて表示(列挙) し 、 スロ ッ ト (ゲー ト ) の使用を
記載し ます 。 例 ： U2 が 74LS32(4 スロ ッ ト ) で 、 最初と最後のスロ ッ ト が設計
内で使用されている場合 、 パーツ リ ス ターはそれら を "U2/0, U2/3" と記載し ま
す 。  マルチスロ ッ ト デバイスの最初のスロ ッ ト ( または単一デバイス上のユニ
ークなスロ ッ ト ) は常にスロ ッ ト 0 と な り ます 。
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Column - name
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 name フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

name=“string”

string

• string の部分に入力するテキス ト は 、 出力フ ァ イルの列ヘ ッ ダーに表示されま
す 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > Column Label ( フ ィ ールド )

または

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Column Label ( フ ィ ールド ) 
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Column - select
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 select フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

select=“value”

value
[ YES | NO ]

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Enabled ( チ ェ ッ クボ ッ クス ) 
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Column - sort
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 sort フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

sort= “value”

value
[ YES | NO ]

• YES ―参照番号の値を基準に 、 出力する ラ イ ンを英数字順にソー ト し ます 。
例 ： C1, C2, D1, D2, ..., R1, R2, ..., U1, U2.

• NO ―ラ イ ンを ソー ト し ません 。
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Column - sum
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 sum フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

sum=“value”

value
[ YES | NO ]

• YES― 列内のすべてのデータの数値を合計し ます 。  ITEMIZER タ イプの列では
合計は計算されませんが 、 項目数が算出されます 。

sum= "YES" 結果が特定のフ ィ ールド で許可された ( 幅で指定される ) 最大桁数
よ り大きい場合 、 合計は右側で切り捨てられます 。  合計の右側にあるハイ フ ン
( " - ") は 、 切捨てが発生し たこ と を示し ます 。  

• No ―合計操作を行いません 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > QTY > Sum ( チ ェ ッ クボッ ク
ス )

または

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Sum ( チ ェ ッ クボ ッ クス ) 
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Column - type
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 type フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

type=“type_value”

type_value
[ ITEM | QTY | REFERENCE | ITEMIZER | MULTIPLE | SINGULAR ]

システム定義の列に適用される標準的な列タ イプは以下の 3 種類です ：

• ITEM

• QTY

• REFERENCE

ユーザー定義の列に対し ては 、 パーツ リ ス ターでサポー ト する ラ イブ ラ リ プロパテ ィ
メ ンテナンス と使用方法には 3 つのス タ イルがあ り ます 。  ラ イブ ラ リ プロパテ ィ メ ン
テナンスでは 、 プロパテ ィ が回路図シンボルを実際の部品に物理的にマ ッ ピングする
方法を扱います 。

3 つのス タ イルは 3 つのフ ィ ールド定義修飾子で表されます 。  これらの修飾子で 、 記
述されたプロパテ ィ をパーツ リ ス ターがどのよ う に解釈するかが決定し ます 。 修飾子
は 以下のとお り です ：  

• SINGULAR

• ITEMIZER

• MULTIPLE 

ITEM

ITEM は 、 出力フ ァ イル内の各項目 (item) ラ イ ンへ項目番号 (1 、 2 、 3 など ) を割り
当てる列を定義し ます 。

QTY

QTY は特定項目のイ ンス タ ンス数を把握するための 、 出力フ ァ イル内の列を定義し
ます 。 マルチスロ ッ ト ( 複数ゲー ト ) デバイス (74LS00 など ) の場合 、 QTY はゲー ト
数ではな く 、 デバイス数と な り ます 。  

REFERENCE

REFERENCE は 、 設計内で呼び出される参照番号を含む出力フ ァ イル内の列を 、 カ ン
マで区切って定義し ます 。  これらの出力フ ォーマ ッ ト はキーワー ド "mode" で制御さ
れます 。
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SINGULAR

該当プロパテ ィ はシンボル上にのみ表示される と仮定し 、  コ ンポーネン ト ( 回路図 )
レベルのプロパテ ィ 値を無視し ます 。

ITEMIZER

まずイ ンス タ ンス化されたコ ンポーネン ト 上でプロパテ ィ を探し 、 次にコ ンポーネン
ト  ( 例 ： 回路図 ) プロパテ ィ 値 をシンボル ( ラ イブ ラ リ ) 値に優先し て 、 シンボル上
でプロパテ ィ を探し ます 。 ITEMIZER タ イプ と宣言されたすべての列は 、  出力フ ァ
イルに作成される項目ラ イ ンを定義するのに役立ちます 。 た と えば 、 "VALUE" 、
"TOLERANCE" および "WATT" が 3 つの ITEMIZER プロパテ ィ だった場合 、 コ ンポ
ーネン ト 上で使用される VALUE=10K, TOLERANCE=2%, WATT=1/10W の組み合わせ
によ り 、 出力フ ァ イルでは別々の項目ラ イ ンが作成されます 。  このデータ を共有し て
いる他のすべてのコ ンポーネン ト も 、 この項目ラ イ ンに表示されます 。

MULTIPLE

複数の値を持つプロパテ ィ を扱います 。 これらの複数の値はプロパテ ィ に連番を付加
する ( 複数プロパテ ィ を作成 ) こ とによ り区別されます 。 このよ う なプロパテ ィ は 
"key" プロパテ ィ  (MFGR0 、 MFGR1 などを持つこ とのできる MFGR など ) と呼ばれ
ます 。 "key" プロパテ ィ は 、 column 定義では 、 attribute= "MFGR" とい う よ う にキー
ワー ド attribute で指定されます 。

MULTIPLE は 、 ITEMIZER と同様 、 まずイ ンス タ ンス化された コ ンポーネン ト 上の
プロパテ ィ を探し 、 次にコ ンポーネン ト  ( 例 ： 回路図 ) プロパテ ィ 値 をシンボル
( ラ イブ ラ リ ) 値に優先し て 、 シンボル上のプロパテ ィ を探し ます 。 特定のシンボル
値を使用し たい場合 、 column type 値フ ィ ールド に値を入力するか 、 シンボル値を コ
ンポーネン ト 値と し て使用する こ と を表す記号 「 < 」 を入力できます 。 key 属性の 1
つの値で複数回繰り返す場合 、 時間を短縮できます 。

本ヘルプ フ ァ イル内の例を詳細に見てい く こ とが MULTIPLE キーワー ドの動作をよ
く 理解するための手助けと な り ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > ITEM | QTY | REFERENCE 
( チ ェ ッ クボ ッ クス )

または

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > 
Add/Edit Attribute ( ダイアログボ ッ クス ) > Column Type ( フ ィ ールド ) > ITEMIZER 
| SINGULAR | MULTIPLE

参照

• Column - visible
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Column - visible
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。  visible フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。  このフ ィ ー
ルドは 、 システム定義の ITEM 、 QTY または REFERENCE タ イプの標準 column と共
に使用されます 。

構文

visible=“value”

value
[ YES | NO ]

• YES ―パーツ リ ス ターの出力において列を表示し ます 。

• NO ―パーツ リ ス ターの出力において列を表示し ません 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > ITEM | QTY | REFERENCE 
( チ ェ ッ クボ ッ クス )
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Column - width
各 Column 定義は 、 初期設定フ ァ イルの Column セクシ ョ ンでグループ化されていま
す 。 width フ ィ ールドは 、 多数ある column パラ メ ータの内の 1 つです 。

構文

width=“number”

number

列データ フ ィ ールドの幅を示し ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Columns ( タ ブ ) > Standard Definitions ( セクシ ョ ン ) > Column Width 
( フ ィ ールド )

または

Columns ( タ ブ ) > ( プロパテ ィ リ ス ト セクシ ョ ンで右ク リ ッ ク ) Edit > Add/Edit 
Attribute ( ダイアログボッ クス ) > Column Width ( フ ィ ールド ) 



DxDesigner 対応フ ァ イルおよび変数
delimiter

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 51

delimiter
<IcdbPartsListerConfiguration ...> セクシ ョ ンの一部です 。

構文

delimiter=”char_value”

char_value
[character]

IcdbParsListerConfiguration セクシ ョ ンの delimiter フ ィ ールドは 、 パーツ リ ス ターで出
力するデータ列の区切り文字の設定に使用されます 。 デフ ォル ト はスペース " " です

delimiter 文字は outputFormat オプシ ョ ン と共に使用されます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Settings( タ ブ ) > Output ( セクシ ョ ン ) > Delimiter ( フ ィ ールド )
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Header type

構文

<Header type=”value”/>

value
[ NONE | NORMAL | ALT | ALT_NORMAL | NORMAL_ALT ]

• NONE ―データ列のヘ ッ ダー出力は無効です 。

• NORMAL ( デフ ォル ト ) ―標準のデータ列ヘ ッ ダーを出力し ます 。  標準データ
列ヘ ッ ダーを使用する場合 、 パーツ リ ス ターは各データ列に Column type 定義
で宣言された列ラベルをつけます 。

• ALT ― 代替データ列ヘ ッ ダーを出力し ます 。  代替データ列ヘ ッ ダーを使用す
る場合 、 パーツ リ ス ターは現在の ini_file 内でキーワー ド
BEGIN_ALT_HEADER を検索し ます 。 BEGIN_ALT_HEADER が見つかる と 、
そこからキーワー ド END_ALT_HEADER までの全テキス ト が一語一句読み込
まれ 、 パーツ リ ス ト 出力時の代替データ列ヘ ッ ダーと し て生成されます 。 キー
ワー ド BEGIN_ALT_HEADER および END_ALT_HEADER は 、 ini_file の所定
のラ イ ン上にある必要があ り ます 。

• ALT_NORMAL ―代替ヘ ッ ダーの後に標準ヘ ッ ダーを出力し ます 。

• NORMAL_ALT ―標準ヘ ッ ダーの後に代替ヘ ッ ダーを出力し ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Settings ( タ ブ ) > Header ( セクシ ョ ン ) > Alternative Header ( リ ス ト ボ ッ クス )
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Ignore - Component attribute

構文

<Component attribute=”attribute_option” value=“string” scope=“s_value” />

attribute_option
[ CLASS | LEVEL ]

• CLASS - 

• LEVEL - 

string

パーツ リ ス ターで無視する内容を指定し ます 。

s_value
[ BELOW | ALL ]

• BELOW - 

• ALL - 
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outputFormat
<IcdbPartsListerConfiguration ...> セクシ ョ ンの一部です 。

構文

outputFormat=”file_option”

file_option
[ PLAIN | DELIM | HTML | EXCEL ]

出力する フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト を以下のいずれかで指定し ます ：

• PLAIN ―このフ ォーマ ッ ト で生成される出力フ ァ イルはプレーンなテキス ト
フ ァ イルと な り ます 。

• DELIM―区切られたテキス ト 。 このフ ォーマ ッ ト で生成される出力フ ァ イルは
テキス ト フ ァ イルと な り ます 。 一番上の行は 、 ユーザー指定の区切り文字
( デフ ォル ト はスペース " " ) で区切られたすべてのフ ィ ールド名 / 項目と な り
ます 。  51 ページの 「 delimiter 」 もご参照 く だ さい 。

• HTML ―表の行と列にパーツ リ ス ト のフ ィ ールド と値が表示された形式の
HTML フ ァ イルで出力されます 。

• EXCEL―出力フ ァ イルは 、 一番上の行にフ ィ ールド名 、 以降の行にフ ィ ールド
値が含まれた形式と な り ます 。 一番最後の行には必要に応じ て列の値の合計が
(.ini フ ァ イルでの設定とお り ) 表示されます 。

それに続 く 各行は 、 同じ区切り文字で区切られたフ ィ ールド値の文字列と な り ます 。  
以下の例をご参照 く だ さい ：  

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
pltest Thursday, January 6, 2005 4:17 pm Page 1
# QTY REFDES DEVICE PACKAGE VALUE COST 
-----------------------------------------------------------------
1 4 U1,U4,$1I2,GATE1 MC74AC00 14PDIP
2 2 U2,GATE2 MC74AC04 14PDIP
3 1 U3 MC74AC02 14PDIP 
-- -----
4 0.00 

上記の例を区切り文字 「 ; 」 で出力し た場合は 、 以下のよ う にな り ます ：

#;QTY;REFDES;DEVICE;PACKAGE;VALUE;COST;
1;4;U1,U4,$1I2,GATE1;MC74AC00;14PDIP;;;
2;2;U2,GATE2;MC74AC04;14PDIP;;;
3;1;U3;MC74AC02;14PDIP;;;

Output File Name テキス ト ボ ッ クスには適切な拡張子のついたフ ァ イル名を入力する
こ と を推奨し ます 。  た と えば 、 EXCEL フ ァ イルオプシ ョ ンを指定する場合は 、 出力
フ ァ イル名のテキス ト ボ ッ クスに file-name.xls と入力し て く だ さい 。  同様に 、 HTML
フ ァ イルには file-name.htm 、 DELIM 形式のテキス ト には file-name.delim または file-
name.txt と入力し ます 。  出力フ ァ イル閲覧の際に便 利 です 。
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パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Settings ( タ ブ ) > Output ( セクシ ョ ン ) > Type ( フ ィ ールド )
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Page length および topMargin
構文

<Page length=”length_number” topMargin=”margin_number”/>

length_number

改ページ挿入前に生成する出力行数を指定し ます 。 デフ ォル ト は 63 です 。

margin_number

ト ッ プマージンを指定された数値に設定し ます 。  デフ ォル ト は 3 です 。
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pagination
<IcdbPartsListerConfiguration ...> セクシ ョ ンの一部です 。

構文

pagination=”value”

value
[ YES | NO ]

• YES ―ページ付けを有効にし て出力し ます 。  ページ付けを有効にする と 、 設計
名とページ番号と と もに 、 日時のタ イムス タ ンプが各出力ページの上部に生成
されます 。

• NO ( デフ ォル ト ) ― ページ付け出力を無効にし ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Page ( タ ブ ) > Page ( セクシ ョ ン ) > Page On ( チ ェ ッ クボ ッ クス )
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spacing
<IcdbPartsListerConfiguration ...> セクシ ョ ンの一部です 。

構文

spacing=”number”

number
[ 1 | 2 | ...]

こ こ で設定し た number が 、 ラ イ ンスペーシングを決定し ます 。  た と えば 、  "1 " 
( デフ ォル ト ) の場合はシングルスペースが出力されます 。  "2" の場合はダブルスペー
ス と な り ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスでの相当する設定

Page ( タ ブ ) > Page ( セクシ ョ ン ) > Spacing ( フ ィ ールド )
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version
<IcdbPartsListerConfiguration ...> セクシ ョ ンの一部です 。

構文

version=”number”

数値

[ 1 | 2 | ...] 

こ こ で設定し た数字が 、 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルのバージ ョ ン番号を決定し
ます 。

DxDesigner 環境変数
以下の表に 、 ユーザー設定可能な DxDesigner の環境変数を記載し ます 。  

Table 2-2. ユーザー設定可能な DxDesigner の環境変数

環境変数 定義

HPGL_HEIGHT_SCALE HPGL 出力プロ ッ ト フ ァ イルのフ ォ ン ト の垂直方向のス
ケーリ ングを制御し ます 。  
参照 ：  "HPGL_WIDTH_SCALE と HPGL_HEIGHT_SCALE
の使用

HPGL_WIDTH_SCALE HPGL 出力プロ ッ ト フ ァ イルのフ ォ ン ト の水平方向のス
ケーリ ングを制御し ます 。
参照 ：  " HPGL_WIDTH_SCALE と
HPGL_HEIGHT_SCALE の使用

LM_LICENSE_FILE
または
MGLS_LICENSE_FILE

ラ イセンスフ ァ イルを直接指定するか 、 <port>@<host>
の形式でラ イセンスサーバー を指定し ます 。

PATH OS が実行フ ァ イルを検索するデ ィ レ ク ト リのリ ス ト 。

MGC_EPD_INVISIBLE_
ADDIN_LIST

DxDesigner が呼び出された時に 、 特定のア ド イ ンを除外
するかど うかを制御し ます 。  ア ド イ ンを外すこ とによ り
DxDesigner の起動時間を短縮できます 。  た と えば 、
MGC_EPD_INVISIBLE_ADDIN_LIST= "ProjectNavigator 
Tree,ProjectNavigator Contents" と設定する と 、 これらの 2
つのア ド イ ンを起動時に除外する こ とができます 。  起動
時に除外し ても 、 これらのア ド イ ンはツールバーから開
く こ とができます 。  
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 DxDesigner の設定 」

• DxDesigner Administrator’s Guide の 「 ソ フ ト パス名の設定 」

WDIR  WDIR 環境変数では 、 カス タ マイズフ ァ イル 、 初期設定
フ ァ イル 、 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの格納場所
の検索パスを指定し ます 。  変数の値は下記の例のよ う に
な り ます ：

WDIR = c:\myWDIR;
c:\MentorGraphics\2007EE\SDD_HOME\standard

注意 ： UNIX をご使用の場合 、 パスはセ ミ コ ロンでな く
コ ロン ":" で区切って く だ さい 。
参照 ： DxDesigner Administrator’s Guide の 「 WDIR 環境変
数 」  

Table 2-2. ユーザー設定可能な DxDesigner の環境変数 (cont.)
環境変数 定義



DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 61

Chapter 3
DxDesigner ダイアログボ ッ クス

DxDesigner から以下のダイアログボッ クスにアクセスできます :

• DxDesigner のバージ ョ ン情報ダ
イアログボ ッ クス

• ブロ ッ ク を追加ダイアログボ ッ
クス

• ポー ト 付きネ ッ ト を追加ダイア
ログボ ッ クス

• アーカ イバウ ィ ザー ド

• Customize Tools Menu ダイアログ
ボ ッ クス

• Customize(toolbars) ダイアログボ
ッ クス

• DRC (schematic_name) ダイアログ
ボ ッ クス

• DxPDF ダイアログボ ッ クス

• テキス ト 検索置換ダイアログボ
ッ クス

• シンボル生成ダイアログボ ッ ク
ス

• ラ イセンスオプシ ョ ンダイアロ
グボ ッ クス

• LineSim リ ン クダイアログボ ッ ク
ス

• Merge Differences ダイアログボ ッ
クス

• ネ ッ ト に名前を付けるダイアロ
グボ ッ クス

• 新規プロジ ェ ク ト ダイアログボ
ッ クス

• 開 く ダイアログボ ッ クス

• ブロ ッ ク を開 く ダイアログボ ッ
クス

• Packager ダイアログボ ッ クス

• パーツ リ ス ターダイアログボ ッ
クス

• Add/Edit Attribute ダイアログ
ボ ッ クス

• 形式を指定し て貼り付けダイア
ログボ ッ クス

• 印刷ダイアログボ ッ クス

• プロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイア
ログボ ッ クス

• ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示
(DxDesigner User’s Guide)

• シンボル / パーツの置換ダイアロ
グボ ッ クス

• 縮尺変更ダイアログボ ッ クス

• 設定ダイアログボ ッ クス

• シンボルウ ィ ン ド ウ

• Verilog Netlisterダイアログボ ッ ク
ス

• VHDL Netlister ダイアログボ ッ ク
ス
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DxDesigner のバージ ョ ン情報ダイアログボ ッ クス
ヘルプ > DxDesigner のバージ ョ ン情報ダイアログボ ッ クスには 、 使用し ている ソ フ
ト ウ ェ アの詳細が表示されます 。

ブロ ッ ク を追加ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは 、  追加 > ブロ ッ ク メ ニュー項目を選択 、 または ツール
バーボタ ンを ク リ ッ ク し て以下のいずれかを行う こ とによ り開きます 。

• ブロ ッ ク を追加し たい回路図上の何もない領域で矩形を描画

• 他の回路図に抽出し たいオブジ ェ ク ト を回路図上で選択 

ブロ ッ ク を追加ダイアログボ ッ クスには以下のオプシ ョ ンがあ り ます 。

参照

DxDesigner User’s Guide の 「 回路図から ブロ ッ ク を生成 」  

ポー ト 付きネ ッ ト を追加ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは Interconnectivity Editor (ICE) 設計でのみ使用可能です 。

コ ンポーネン ト を選択し てから編集 > 詳細接続メ ニュー項目を選ぶか 、 コ ンポーネン
ト を選択し てから右ク リ ッ ク メ ニューの詳細接続を選択する こ とによ り 、 ダイアログ
ボッ クスを開 く こ とができます 。

Table 3-1. ブロ ッ ク を追加のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ブロ ッ ク名 作成し ているブロ ッ クの名前を入力し ます 。

回路図を抜き出す 選択済のオブジ ェ ク ト がある場合にこのオプシ ョ ンが有
効 ( ボ ッ クスを選択 ) にな り ます 。 選択オブジ ェ ク ト は
新規回路図に移動し 、 新規作成されたブロ ッ クのコ ンテ
ンツ と な り ます 。  選択された回路の代わり にブロ ッ クが
表示されます 。 また 、 ブロ ッ クはナビゲータ上にも表示
され 、 回路図エデ ィ タウ ィ ン ド ウの新規タ ブ と し ても表
示されます 。
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参照

• DxDesigner User’s Guide の 「 詳細接続でネ ッ ト を追加 」  

アーカ イバウ ィ ザー ド
アーカ イバウ ィ ザー ドはツール > アーカ イバメ ニューから開きます 。 ウ ィ ザー ド には
以下の 2 種類のページが含まれます ：

• アーカ イバウ ィ ザー ド オプシ ョ ン

• アーカ イバウ ィ ザー ドのフ ァ イル追加

アーカ イバウ ィ ザー ド オプシ ョ ン

以下の表にアーカ イバオプシ ョ ンを記載し ます 。

Table 3-2. ポー ト 付きネ ッ ト を追加のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト 生成

名前フ ィ ルタ このフ ィ ールド に入力し た文字を元にネ ッ ト リ ス ト を フ ィ ル
タ リ ングし 、 必要なネ ッ ト のみ表示させる こ とができます 。

方向フ ィ ルタ ネ ッ ト リ ス ト をネ ッ ト の方向でも フ ィ ルタ リ ングする こ とが
できます 。 プルダウン リ ス ト から方向を選択し て く だ さい 。

既に接続し ている
ものは除 く

このチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合 、 接続済みネ ッ
ト はネ ッ ト リ ス ト に含まれません 。

Table 3-3. アーカ イバウ ィ ザー ドのオプシ ョ ン項目

オプシ ョ ン 説明

DxDesigner project file アーカ イブ し たいプロジ ェ ク ト を指定し ます 。

Target directory アーカ イブを保存するデ ィ レ ク ト リの場所を指定し ます

Compress using zip format アーカ イブを圧縮するかど うかを指定し ます 。

Create pdf プロジ ェ ク ト 内の各回路図シー ト のラ イ ン描画を含む
PDF フ ァ イル作成を指定し ます 。 PDF フ ァ イルは 、
ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リの pdf デ ィ レ ク ト リ に保存され
ます 。
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アーカ イバウ ィ ザー ドのフ ァ イル追加

以下の表にはアーカ イバウ ィ ザー ド オプシ ョ ンページの Next ボタ ンで開 く アーカ イ
バフ ァ イル追加オプシ ョ ンを記載し ます 。

Customize Tools Menu ダイアログボ ッ クス
ツール > カス タ マイズプルダウン メ ニューから開きます 。  Customize Tools Menu ダイ
アログボッ クスを使用し て 、  ツールプルダウン メ ニューを カス タ マイズし 、 以下の表
の説明にあるよ う 、 DxDesigner アプ リ ケーシ ョ ンから起動し たいプログラムを含め
る こ とができます :

Table 3-4. アーカ イバウ ィ ザー ドのフ ァ イル追加項目

オプシ ョ ン 説明

Add file 
アーカ イブに追加する フ ァ イルを選択するブ ラウザ
ウ ィ ン ド ウを開きます 。

Add folder 
アーカ イブに追加する フ ォルダを選択するブ ラウザ
ウ ィ ン ド ウを開きます 。

Remove selected 
選択された項目を リ ス ト から削除し ます 。

Clear list 
リ ス ト 全体を消去し ます 。
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Table 3-5. Customize Tools Menu オプシ ョ ン項目

オプシ ョ ン 説明

Menu Item Types

Common このオプシ ョ ンを選択し た場合 、 ツールメ ニューに配置する コマ
ン ドは 、 このマシンを使用するすべてのユーザーに対し 、 すべて
のプロジ ェ ク ト において使用可能と な り ます 。 プルダウン メ ニュ
ーでは 、 コマン ド名の後に “(common)” 文字列がついた形で表記さ
れます 。

DxDesigner は common メ ニューコ マン ド を 
%SDD_HOME%\standard デ ィ レ ク ト リ内の commontools.ini
フ ァ イルに保存し ます 。

注意 ： %SDD_HOME%\standard に書き込み可能な commontools.ini
フ ァ イルがない場合 、  Common コ マン ド を追加する こ とはできま
せん 。 空の %SDD_HOME%\standard\commontools.ini フ ァ イルを先
に作成する こ と で 、 Common コ マン ド を追加できるよ う にな り ま
す 。

User Specific このオプシ ョ ンを選択し た場合 、 ツールメ ニューに配置する コマ
ン ドは 、 特定の %WDIR% デ ィ レ ク ト リ を指定し ているユーザー
または特定のプロジ ェ ク ト を使用し ているユーザーに対し てのみ
使用可能と な り ます 。 カス タ マイズ設定は 、 以下の設定を元に
usertools.ini フ ァ イルに保存されます ：

 Customize this project only
usertools.ini フ ァ イルはプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ内に保存されま
す 。

 Customize this project only
usertools.ini フ ァ イルは %WDIR% パスにある最初の書き込み可能
なデ ィ レ ク ト リ に保存されます 。

Menu Items このボ ッ クスには 、 (Menu Item Types セクシ ョ ンでの選択オプシ
ョ ンに応じ て ) commontools.ini または usertools.ini フ ァ イルのいず
れかで既に定義されている メ ニュー項目が一覧表示されます 。
リ ス ト 内で選択し た項目に対し 、 Remove 、 Move Up 、 Move 
Down 、 Copy ボタ ンを実行できます 。 Add ボタ ンを ク リ ッ クす
る と 、 新規エン ト リがリ ス ト に入力されます 。

Menu Text ツールプルダウン メ ニューに表示させたい文字列を入力し ます 。

Command メ ニュー項目を実行可能な コマン ド と関連付けます 。 Browse ボタ
ンを使って実行フ ァ イルを検索するか 、 手動でパスを入力し て く
だ さい 。

Arguments コマン ドの引数を リ ス ト ア ッ プ し ます 。
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 ツールメ ニューのカス タ マイズ 」  

Customize(toolbars) ダイアログボ ッ クス
表示 > ツールバー > カス タ マイズプルダウン メ ニューから このダイアログボ ッ クスを
開きます 。 こ こ で DxDesigner ユーザーイ ン ターフ ェースのツールバーを カス タ マイ
ズできます 。 表示するツールバーの選択 、 各ツールバーから実行できるボタ ン / コ マ
ン ドの変更 、 カス タムツールバーの追加 / カス タ マイズを行えます 。

カス タ マイズダイアログボ ッ クスには以下の 2 つのタ ブがあ り ます ：

• Customize ― Toolbars タ ブ

• Customize ― Commands タ ブ

Customize ― Toolbars タ ブ

Toolbars タ ブには以下のフ ィ ールドが含まれています 。

Initial Directory Command フ ィ ールド で指定し たツールの作業デ ィ レ ク ト リ を指定
し ます 。

Table 3-6. Customize ― Toolbars タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Toolbars このフ ィ ールド には表示可能なツールバーが一覧表示されます 。
DxDesigner ユーザーイ ン ターフ ェースに表示し たいツールバーを選択
するためのチ ェ ッ クボ ッ クスが表示されます 。 削除またはリ セ ッ ト し
たいツールバーを選択するには 、 チ ェ ッ クボ ッ クスの横にあるツール
バー名を ク リ ッ ク し て く だ さい 。

Show 
Tooltips

ボタ ンにカーソルを合わせた時にツールヒ ン ト を表示させたい場合 、
このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て く だ さい 。 このオプシ ョ ンが選択さ
れている場合 、 た と えば ボタ ンにカーソルを合わせる と 「 ズーム
イ ン 」 と書かれた小さ なテキス ト ボ ッ クスが表示されます 。  

Cool Look 以下に 、 このオプシ ョ ンが選択されている場合 ( チ ェ ッ ク有 ) と選択
されていない場合のツールバーの表示の違いを示し ます 。

 

 

デフ ォル ト ：  

Table 3-5. Customize Tools Menu オプシ ョ ン項目 (cont.)

オプシ ョ ン 説明
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Customize ― Commands タ ブ

Commands タ ブには以下のフ ィ ールドが含まれています 。

Large 
Buttons

以下に 、 このオプシ ョ ンが選択されている場合 ( チ ェ ッ ク有 ) と選択
されていない場合のツールバーの表示の違いを示し ます 。

 

 

デフ ォル ト ：  
New
( ボタ ン )

このボタ ンを ク リ ッ クする と 、 新規ツールバーの名前を設定する
New Toolbar ダイアログボ ッ クスが表示されます 。 OK を ク リ ッ クす
る と 、 新規ツールバーの名前がツールバーリ ス ト に表示されます 。
作成し たツールバーの表示 / 非表示を設定できます 。 作成時はツール
バーは空の状態です 。

Reset
( ボタ ン )

ツールバーリ ス ト でシステム定義のツールバーを選択し た場合 、 この
ボタ ンが表示されます 。  このボタ ンを ク リ ッ クする と 、 選択し たツ
ールバーをデフ ォル ト の状態に戻すこ とができます 。

Delete
( ボタ ン )

ツールバーリ ス ト でユーザー定義のツールバーを選択し た場合 、 この
ボタ ンが表示されます 。 このボタ ンを ク リ ッ クする と 、 選択し たツー
ルバーを削除できます 。

Toolbar 
name

ツールバーリ ス ト の下にある このフ ィ ールド には 、 ツールバーリ ス ト
で選択し たツールバー名が表示されます 。 ユーザー定義のツールバー
を選択し た場合は 、 このフ ィ ールド でツールバーの名前を変更できま
す 。

Table 3-7. Customize ― Commands タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Categories コマン ド ボタ ンのカテゴ リが一覧表示されます 。 各カテゴ リ には機
能が似たコマン ドがグループ化されています 。  これらのカテゴ リの
多 く は 、 ツールバータ ブにあるシステム定義のツールバーと類似す
る ものに対応し ています 。  ただ し 、 フ ァ イルカテゴ リ には一致する
ツールバーはあ り ません 。 また 、 システム定義のツールバー上よ り
多 く のボタ ンを含むカテゴ リ もあ り ます 。

表示されたツールバーのいずれかに ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする こ と で
好きなツールバーにこれらのボタ ンを組み合わせて配置する こ とが
できます 。

Buttons 選択し たカテゴ リ に属するボタ ンが表示されます 。

Table 3-6. Customize ― Toolbars タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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DRC (schematic_name) ダイアログボ ッ クス
ツール > 検証プルダウン メ ニューまたは ボタ ンのク リ ッ クによ り 、 現在の回路図シ
ー ト の DRC ( 設計ルールチ ェ ッ カー ) ダイアログボ ッ クスを開 く こ とができます 。  任
意の設計上で右ク リ ッ ク し て検証メ ニューを選択する こ とによ り 、 ナビゲータから も
DRC ツールを開 く こ とができます 。 現在の回路図名が DRC ダイアログボ ッ クスのバ
ナーに表示されます 。 DRC ダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• DRC ― Settings タ ブ

• DRC ― Rules タ ブ

参照

• DxDesigner User’s Guide の 「 設計ルールチ ェ ッ クによる回路図の検証 」  

• 正規表現構文

• あいまい性

DRC ― Settings タ ブ

Settings タ ブは DRC を開いた時に最初に表示される タ ブで 、 以下の Table 3-8 に記載
のフ ィ ールド を指定し ます 。

Description 選択し たボタ ンの簡単な説明が表示されます 。

Table 3-8. DRC Settings タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Check

Sheet 選択し たシー ト をチ ェ ッ ク し ます 。 ブロ ッ クまたは設計を
選択し た場合 、 そのブロ ッ クまたは設計の最初のシー ト が
チ ェ ッ ク されます 。
デフ ォル ト ：  
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="check_level" Value="sheet"/>

Table 3-7. Customize ― Commands タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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参照

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Settings セクシ ョ ン

DRC ― Rules タ ブ

DRC Rules タ ブではどの DRC チ ェ ッ ク を行うかを選択できます 。 設定はプロジ ェ ク
ト デ ィ レ ク ト リ内の Verify.ini フ ァ イル (Expedition ワーク フ ロー設計の場合 ) または
NetlistVerify.ini フ ァ イル ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー設計の場合 ) に保存されます 。

Block 選択し たブロ ッ ク をチ ェ ッ ク し ます 。 設計を選択し た場合
、 その設計の最初のブロ ッ クがチ ェ ッ ク されます 。 ブロ ッ
クのシー ト を選択し た場合 、 そのブロ ッ クがチ ェ ッ ク され
ます 。 階層を越えたチ ェ ッ クは行われません 。
デフ ォル ト ：  
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="check_level" Value="block"/>

Block and all hierarchy 
underneath

上記の Block オプシ ョ ン と同様のチ ェ ッ ク と な り ますが 、
すべての階層がチ ェ ッ ク されます 。
デフ ォル ト ：  
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="check_level" Value="block_hier"/>

Design 選択し た設計をチ ェ ッ ク し ます 。 ブロ ッ クまたはシー ト を
選択し た場合 、 そのブロ ッ クまたはシー ト が属し ている設
計がチ ェ ッ ク されます 。
デフ ォル ト ：  
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="check_level" Value="design"/>

Level Property DRC がチ ェ ッ クする階層の深さ を制限するレベルプロパ
テ ィ を選択し ます 。
デフ ォル ト ：  STD  VHDL  Verilog
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="level_std" Value="true"/>
<Option Name="level_vhdl" Value="false"/>
<Option Name="level_verilog" Value="false"/>

Report

Show hierarchical paths デフ ォル ト ：  
VerifyDefaults.ini & NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルでの
相当箇所 ：

<Option Name="hierarchical_paths" Value="true"/>

Table 3-8. DRC Settings タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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起動時 、 DRC は $WDIR パスにある Verify.ini または NetlistVerify.ini フ ァ イルを読み
込みます 。 DRC は設定を読み込んだ状態で起動し ます 。

チ ェ ッ ク を実行する OK ボタ ンを押す前にデフ ォル ト ボタ ンを ク リ ッ クする と 、
DRC をデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト できます 。 デフ ォル ト 設定の保存場所は ：

• Expedition ワーク フ ロー
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\VerifyDefaults.ini.

• ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\NetlistVerifyDefaults.ini.

VerifyDefaults.ini/NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イルの設定と異なるユーザー設定のみ
ローカルの VerifyDefaults.ini/NetlistVerify.ini フ ァ イルに表示されます 。

一部のチ ェ ッ クでは .ini コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンで指
定されたパラ メ ータが使用されます 。  た と えば 、 ICInputPinCheck (drc-48) のチ ェ ッ ク
では 、 .ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンの下記 ground_nets 定義で定義された Value
の値がルールチ ェ ッ カーに渡されます 。

<Option Name="ground_nets" Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* A0V*"/>

.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンで定義される他の Option Name には 、 関連するチ ェ
ッ クの実行対象を示すため 、 回路図オブジ ェ ク ト に対し て特定のプロパテ ィ を配置で
きる ものあ り ます 。 た と えば 、 以下の supply_pin 定義は DRC Supply Pin の値を指定し
ています 。  

<Option Name="supply_pin" Value="DRC Supply Pin" />

設計内で DRC Supply Pin プロパテ ィ を定義し て適切なネ ッ ト に配置し た場合 、  
SupNegConnected (drc-32) 、 SupNotConnected (drc-33) 、 SupWrongConnected (drc- 34)
のチ ェ ッ クは ( 選択されていれば ) 、 そのネ ッ ト を評価し ます 。

.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンに表示される内容の詳細と 、 どのテス ト が特定の機
能を使用するかについては 、 31 ページの 「 DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Defines
セクシ ョ ン 」  をご覧 く だ さい 。 また Table 3-9 に 、 どのテス ト が Defines セクシ ョ ンで
指定された機能を使用するかを示し ます 。

Note
.ini フ ァ イルの Defines セクシ ョ ンの値は各サイ ト に合わせて修正できます 。
た と えば 、 supply_pin 定義内の Value を "Supply Pin Check" に変更し てから 、
"Supply Pin Check" とい う プロパテ ィ を作成し 、 回路図オブジ ェ ク ト に配置する
こ とが可能です 。  ただ し Option Name の "supply_pin" は変更し ないで く だ さい
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以下の表に 、 ソ フ ト ウ ェ アイ ンス ト ール時のデフ ォル ト 設定を記載し ます 。

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト

グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )

Migration

drc-1 

Property can’t be 
mapped to Common 
Properties

EE2007 以降 、 ( 以前は 「 属性 」 と呼ば
れていた ) プロパテ ィ は Common プロパ
テ ィ に準拠し ている必要があ り ます 。
プロパテ ィ は後でプロモー ト できます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PropertyUnsupported
Option 名 : attr_name_format

^(~?[a-zA-Z_0-9+-
]+)$

Severity: Error

drc-2

Invalid net name 
format

Net Name フ ォーマ ッ ト は Common プロ
パテ ィ で定義されます 。 移行された設計
が準拠し ていない可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : NetNameInvalid
Option 名 : net_label_format

な し

Severity: Error

drc-3

Invalid property value 
format

Common プロパテ ィ にマ ッ プ された 、 移
行されたプロパテ ィ の値がフ ォーマ ッ ト
定義に違反し ています 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PropertyValueInvalid
Option 名 : attr_val_format

な し

Severity: Error

drc-4

Invalid symbol name 
format

Symbol Name フ ォーマ ッ ト は Common
プロパテ ィ で定義されます 。 移行された
設計が準拠し ていない場合があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : CompNameInvalid
Option 名 : comp_label_format

^(~?[a-zA-Z_0-9+-
]+)$

Severity: Error

drc-5

Property name 
exceeds maximum 
length

移行されたプロパテ ィ の名前の長さが
Common プロパテ ィ で指定された最大値
を超えています 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PropertyNameTooLong
Option 名 : attr_name_length 

40

Severity: Error
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drc-6

Property value 
exceeds maximum 
length

移行されたプロパテ ィ の値の長さが 、
Common プロパテ ィ で指定された最大値
を超えています 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PropertyValueTooLong
Option 名 : attr_val_length 

80

Severity: Error

drc-7

Net name exceeds 
maximum length

移行されたネ ッ ト の名前の長さが
Common プロパテ ィ で指定された最大値
を超えています 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : NetNameTooLong 
Option 名 : net_label_length

120

Severity: Error

drc-8

Symbol name 
exceeds maximum 
length

移行されたシンボルの名前の長さが 、
Common プロパテ ィ で指定された最大値
を超えています 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : CompNameTooLong
Option 名 : comp_label_length

120

Severity: Error

HDL Checks

drc-37

VHDL reserved 
keyword

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VhdlReservedKeyword
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="vhdl_type" 
Value="VHDL Type" />

<Option Name="vhdl_model" 
Value="VHDL Model" />

な し

Severity: Error

drc-38

Verilog reserved 
keyword

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VerilogReservedKeyword
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="verilog_type"

Value="Verilog Type" />
<Option Name="verilog_model" 

Value="Verilog Model" />

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-39

VHDL data type 
mismatch

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VhdlDataTypeMismatch
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="vhdl_type" 

Value="VHDL Type" />

な し

Severity: Error

drc-40

VHDL read-in output

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VhdlReadinOutput

な し

Severity: Error

drc-41

Array size mismatch

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : ArraySizeMismatch

な し

Severity: Error

drc-42

VHDL interface 
mismatch

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VhdlInterfaceMismatch

な し

Severity: Error

drc-43

VHDL model 
availability

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VhdlModelAvailability
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="vhdl_file" 
Value="VHDL File" />

<Option Name="verilog_file"
Value="Verilog File" />

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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Voltage

drc-44

Voltage Drop

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VoltageDropCheck
Option 名 : voltage_drop_comonents
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="ground_nets" 

Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* 
A0V*"/>

<Option Name="power_nets" 
Value="+48V* -48V* +24V* -24V* 

+15V* -15V*
<Option Name="units" 

Value="Atto:a Femto:f Pico:p 
Nano:n Micro:u Milli:m 
Kilo:k Mega:M Giga:G
Tera:T" />

<Option Name="drc_negative" 
Value="DRC Negative" />

<Option Name="drc_positive" 
Value="DRC Positive" />

<Option Name="drc_ic" 
Value="DRC IC" />

な し

Severity: Error

drc-45

Voltage Value

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : VoltageValueCheck
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="ground_nets" 

Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* 
A0V*"/>

<Option Name="power_nets" 
Value="+48V* -48V* +24V* -24V* 

+15V* -15V*
<Option Name="units" 

Value="Atto:a Femto:f Pico:p 
Nano:n Micro:u Milli:m
Kilo:k Mega:M Giga:G
Tera:T" />

<Option Name="drc_negative" 
Value="DRC Negative" />

<Option Name="drc_positive" 
Value="DRC Positive" />

<Option Name="drc_voltage" 
Value="DRC Voltage" />

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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Voltage Value 
Components

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : voltage_value_components
Min Value;
Max Values

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : voltage_value_tolerance
drc-46

Power Value

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PowerValueCheck
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="ground_nets" 

Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* 
A0V*"/>

<Option Name="power_nets" 
Value="+48V* -48V* +24V* -24V* 

+15V* -15V*
<Option Name="units" 

Value="Atto:a Femto:f Pico:p 
Nano:n Micro:u Milli:m 
Kilo:k Mega:M Giga:G 
Tera:T" />

<Option Name="drc_power" 
Value="DRC Power" />

<Option Name="drc_value" 
Value="Value" />

<Option Name="drc_negative" 
Value="DRC Negative" />

<Option Name="drc_positive" 
Value="DRC Positive" />

な し

Severity: Error

Power Value 
Components

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : 
voltage_power_value_components

Min Value;
Max Values

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : 
voltage_power_value_tolerance

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-47

VRRM

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 ： VRRMCheck
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="ground_nets" 

Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* 
A0V*"/>

<Option Name="power_nets" 
Value="+48V* -48V* +24V* -24V* 

+15V* -15V*
<Option Name="units" 

Value="Atto:a Femto:f Pico:p 
Nano:n Micro:u Milli:m
Kilo:k Mega:M Giga:G
Tera:T" />

<Option Name="drc_power" 
Value="DRC Power" />

<Option Name="drc_tolerance" 
Value="DRC Tolerance" />

<Option Name="drc_negative" 
Value="DRC Negative" />

<Option Name="drc_positive" 
Value="DRC Positive" />

<Option Name="drc_power_factor" 
Value="DRC Power Factor" />

<Option Name="drc_vrrm" 
Value="DRC VRRM" />

な し

Severity: Error

VRMM 
Components

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 ： vrrm_value_components
Min Value;
Max Values

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 ： vrrm_value_tolerance

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-48

IC Input Pin

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 ：  ICInputPinCheck
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="ground_nets" 

Value="+0V* E FG AG E0V* G0V* 
A0V*"/>

<Option Name="units" 
Value="Atto:a Femto:f Pico:p 

Nano:n Micro:u Milli:m 
Kilo:k Mega:M Giga:G 
Tera:T" />

<Option Name="drc_voltage" 
Value="DRC Voltage" />

な し

Severity: Error

drc-49

IC Open Pin Check

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : ICOpenPinCheck
Option 名 : ic_connected_pins
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="drc_ic" 

Value="DRC IC" />

な し

Severity: Error

Others 
注意 ： E は VerifyDefaults.ini の値 (Expedition ワーク フ ロー ) 、

N は NetlistVerifyDefaults.ini の値 ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー ) を
 表し ます 。

drc-9

Missing symbol 
property

フ ローを進めるには 、 シンボルにプロパ
テ ィ が必要です 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : SymMissingAttr
Option 名 : required_sym_attr

E - "Part Number"
N - DEVICE

Severity: Error

drc-10

Missing symbol pin 
property

フ ローを進めるには 、 ピンにプロパテ ィ
が必要です 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : SymPinMissingAttr
Option 名 : required_spn_attr 

E - "Pin Number"
N - #

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-11

Missing block 
property

フ ローを進めるには 、 ブロ ッ クにプロパ
テ ィ が必要です 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : CompMissingAttr
Option 名 : required_comp_attr 

Level

Severity: Error

drc-12

Output and 
bidirections pins 
connected together

アウ ト プ ッ ト ピン と双方向ピンが接続さ
れており 、 ハー ド ウ ェ アを破損する可能
性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : ConOUTBI

な し

Severity: Warning

drc-13

Output and tristate 
pins connected 
together

アウ ト プ ッ ト ピン と ト ラ イステー ト ピン
が接続されており 、 ハー ド ウ ェ アを破損
する可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : ConOUTRI

な し

Severity: Warning

drc-14

Global net connected 
to output pins

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : DriveGlobal 
(NCNetPins に関連 )

な し

Severity: Error

drc-15

Illegal global net 
name

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : InvalidGlobal

な し

Severity: Error

drc-16

Local net defined as 
global

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : InvalidLocal
Option 名 : legal_globals

な し

Severity: Error

drc-17

Un-loaded net

ネ ッ ト の一端が駆動されていますが 、 も
う一端がイ ンプ ッ ト に接続されていませ
ん 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : FanIn 

な し

Severity: Warning

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-18

Net load exceeds max 
drive

ド ラ イバの DRC Pin Drive プロパテ ィ 値
と ロー ドの DRC Pin Load プロパテ ィ 値
の合計を比較し 、 ド ラ イバがロー ド合計
に対応し ている こ と を確認し ます 。  
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : FanOut 

な し

Severity: Error

Drive Property 
(CL 内に存在し
ている必要有 )

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : drive_attr
Load Property
(CL 内に存在し
ている必要有 )

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : load_attr
Default Drive VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 

NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル
Option 名 : default_drive

10

Default Load VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : default_load

1

Hierarchical 
Pin Load

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : hier_pin_load

0.01

Physical Pin Load VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : phys_pin_load

0.1

drc-19

Un-driven Net

各ネ ッ ト に接続された ド ラ イバがあるか
をチ ェ ッ ク し ます 。 ない場合はエラーが
報告されます 。 このチ ェ ッ クでは 、 各
BI ピンはド ラ イバと し て扱われます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : Undriven

な し

Severity: Error

drc-20

Multiple Output 
Drivers

ネ ッ ト が複数ド ラ イバで駆動されている
ため 、 電気的競合およびハー ド ウ ェ ア破
損が発生する可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : MultDrive

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-21

Component input pin 
not connected

イ ンプ ッ ト ピンを 1 本接続するのを忘れ
ている可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : InPinCon

な し

Severity: Warning

drc-22

Outpput pin is not 
hooked to a net

アウ ト プ ッ ト ピンを 1 本接続するのを忘
れている可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PinCon

な し

Severity: Warning

drc-23

None of the input pins 
is connected

イ ンプ ッ ト ピンを 1 本も接続し ていない
可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : NoInPinCon

な し

Severity: Error

drc-24

None of the output 
pins is connected

アウ ト プ ッ ト ピンを 1 本も接続し ていな
い可能性があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : NoPinCon

な し

Severity: Warning

drc-25

Symbol pin(s) type 
and underneath 
hierarchical port(s) 
mismatch

階層シンボルのピン タ イプは 、 1 つ下の
階層で定義されたポー ト のタ イプ と一致
する必要があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PinMatch

な し

Severity: Error

Ignore BI/TRI 
symbol pin vs. 
schematic port 
mismatch

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : bi_pin_mismatch_ok

Ignore OUT 
symbol pin vs. 
BI/TRI schematic 
port mismatch

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : pin_promote_ok

drc-26

Open collector pin 
not pulled up

オープン コ レ ク タ ピンは 、 プルア ッ プ コ
ンポーネン ト を通し て電源装置に接続す
る必要があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : OclVDD

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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Pull-up symbol(s) VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : pull_components

Discrete_passive: 
Resistor

Pull-up net(s) VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : pullup_nets

POWER VCC VPP

drc-27

Open emitter pin not 
pulled down

オープンエ ミ ッ タ ピンは 、 プルダウン コ
ンポーネン ト を通し てグラウン ド に接続
する必要があ り ます 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : OemGND

な し

Severity: Error

Pull-down 
symbol(s)

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : pull_components

Discrete_passive:
Resistor

Pull-down net(s) VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル
Option 名 : pulldown_nets

GND VSS VEE

drc-28

Hanging net

駆動されていない 、 も し く はイ ンプ ッ ト
ピンに接続されていないネ ッ ト 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 ： ZeroPin

None

Severity: Warning

drc-29

Unused bus nets

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : UnrippedNet

None

Severity: Warning

drc-30

Block pin un-
connected underneath 
in hierarchy

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : NoNetSpn

None

Severity: Error

drc-31

Global Signals 
validation

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : GlobalSignals
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="global_signal" 

Value="Global Signal Name" />

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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drc-32

Supply pin connected 
to the wrong voltage

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : SupNegConnected
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="supply_pin" 

Value="DRC Supply Pin" />

な し

Severity: Error

drc-33

Un-connected supply 
pin

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : SupNotConnected
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="supply_pin" 

Value="DRC Supply Pin" />

な し

Severity: Error

drc-34

Supply pin connected 
to incorrect net

(supply チ ェ ッ クが有効になっている と
想定し )DRC Supply Pin プロパテ ィ を持
つピンは Options で定義された供給 / グ
ラウン ド ネ ッ ト に接続されている必要が
あ り ます 。  
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : SupWrongConnected
このチ ェ ッ クでは (Defines セクシ ョ
ンの ) 以下を使用 ：
<Option Name="supply_pin" 

Value="DRC Supply Pin" />

な し

Severity: Warning

Power net 
name(s)

＋側の供給ピンに接続されるべきネ ッ ト
の名前 。
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : vdd_net_name 

POWER VCC VPP

Ground net 
name(s)

－側の供給ピンに接続されるべきネ ッ ト
VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Option 名 : gnd_net_name

GND VSS VEE

drc-35

Symbol of type 
PIN has no pin

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PinSymHasNoPin

な し

Severity: Error

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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参照

• DRC VerifyDefaults.ini フ ァ イルの Checks セクシ ョ ン

正規表現構文

プロパテ ィ と ラベル構文の設定には次の正規表現構文を使用し ます ：

• 正規表現は ｌ で区切られた 0 個以上の分岐で構成されます 。 分岐のいずれかに
マ ッ チする ものが検索されます 。

• 分岐は 0 個以上のピースの組み合わせで構成されます 。 ブ ラ ンチは 、 最初のピ
ースにマ ッ チ し 、 2 番目のピースにマ ッ チ し 、 と分岐の最後までマ ッ チ し たも
のが検索されます 。

• ピース とはア ト ムまたはア ト ムの後に* 、 + 、 または?がついたものです 。 *がつ
いたア ト ムは 、 0 個以上のア ト ムシークエンス と一致する ものにマ ッ チ し ます
。 + がついたア ト ムは 、 1 個以上のア ト ムシークエンス と一致する ものにマ ッ
チ し ます 。 ? がついたア ト ムは 、 ア ト ムまたはヌル文字列と一致する ものにマ
ッ チ し ます 。

• ア ト ムは( )で囲まれた正規表現(正規表現にマ ッ チする ものに一致) 、 レンジ 、 . 
( 任意の 1 文字にマ ッ チ ) 、 ^ ( 入力文字列の先頭のヌル文字列にマ ッ チ ) 、  $(
入力文字列の終端のヌル文字列にマ ッ チ ) 、 \ に続 く 任意の 1 字 ( その 1 字に
マ ッ チ ) 、 特殊な意味のない任意の 1 字 ( その 1 字にマ ッ チ ) です 。

• レンジは [ ] 内に含まれる文字の並びです 。 レンジは通常その中の任意の 1 字と
一致し ます 。 文字列が ^ で始まる場合 、 レンジは文字列にない任意の 1 字 (^ は
のぞ く ) と一致し ます 。 文字列内の 2 字が - で区切られている場合 、 その 2 字
間の ASCII 文字がすべて含まれている と解釈されます 。 ( 例 ： [0-9] は任意の
数字 1 字と マ ッ チ し ます ）  レンジの中に ] を入れたい場合は 、  [( またはそれに
続 く ^) の次の最初の文字と し ます 。 文字 - をレンジの中に入れたい場合は 、 最
初か最後に置いて く だ さい 。

あいまい性

正規表現のあいまい性解決についての次のリ ス ト を理解する こ とが重要です ：

drc-36

Symbol of type 
PIN has more than 
one pin

VerifyDefaults.ini フ ァ イル & 
NetlistVerifyDefaults.ini フ ァ イル

Check 名 : PinSymHasToManyPins

な し

Severity: Warning

Table 3-9. DRC Rules タ ブの設定―デフ ォル ト  (cont.)
グループ
ID | ルール

説明 デフ ォル ト 値と
Severity( 深刻度 )
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• 正規表現が入力文字列の 2 つの異なる部分にマ ッ チする場合 、 先に始まるほう
にマ ッ チ し ます 。 2 つと も同じ箇所で始まるが異なる長さにマ ッ チ し た り 、 同
じ長さに異なる方法でマ ッ チする場合 、 次のこ とが起こ り ます 。

• ViewDRC は左から右へと順番を追って分岐のリ ス ト 中の可能な選択肢を評価
し ます 。

• ViewDRC は 、 *や+ 、 ?の可能性については長いものから先に検討し て評価し ま
す 。  

• 入れ子構造のものは一番外側から中へ向かって検討され 、 連結構造は一番左か
ら先に検討されます 。  

• 選ばれるマ ッ チは 、 最初に行われた選択の一番先に来る候補を使用する もので
す 。

• 選択肢が2つ以上ある場合 、 ViewDRC は同様にし て一番先に来る候補を検討し
、 一番目の選択の決定に従って次の選択を行います 。

例

例えば (ab|a)b*c は 2 つのいずれかの方法で abc にマ ッ チする こ とができます 。 最初の
選択肢は ab と  a ですが 、 ab が先にあ り 、 使用可能なマ ッ チ と なるのでこれが選択さ
れます 。 b はすでに使用されているので b* は先に行われた選択に制限され 、 最後の
選択肢 - 空文字列 - と マ ッ チ し なければな り ません 。

｜が存在せず 、 * 、 + 、 ? のいずれかが 1 つのみある とい う特定の場合 、 全体的な効
果と し ては使用可能な最長マ ッ チが選択されます 。 以上に従い 、 xabbbby が提示され
る と 、 ab* は abbbb と マ ッ チ し ます 。 こ こ で注意すべきは ab* が xabyabbbz に対し て
マ ッ チを試みられた場合 、 先にあるほうが優先される とい うルールに基づき 、 x の直
後に来る ab と マ ッ チ し ます 。 ( 事実上 、 マ ッ チをど こ で始めるかとい う決定は最初に
行われる選択であ り 、 そのこ とによ り望ま し さが低い選択肢になる場合もそれよ り後
に続 く 選択はこのこ と を順守し な く てはな り ません 。 )

DxPDF ダイアログボ ッ クス
DxPDF ダイアログボ ッ クスはフ ァ イル > エクスポー ト > PDF プルダウン メ ニューか
ら開きます 。 DxDesigner 回路図を読み込み 、 その回路図設計の階層表示を生成し 、
設計を Adobe Acrobat PDF フ ァ イルと し て保存する際に使用し ます 。

DxPDF ダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• DxPDF ダイアログボッ クス― General タ ブ

• DxPDF ダイアログボッ クス― Advanced タ ブ

• DxPDF ダイアログボッ クス― Fonts タ ブ
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参照

• DxDesigner User’s Guide の 「 設計の PDF を作成する 」

DxPDF ダイアログボ ッ クス― General タ ブ

以下の表には General タ ブのオプシ ョ ンを記載し ます 。

Table 3-10. DxPDF ダイアログボ ッ クス― General タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Output File Name このフ ィ ールド で出力フ ァ イルを指定するか 、 Browse
ボタ ンを使用し て既存フ ァ イルの上書きを指定し ます 。

Schematic Name 印刷し たい回路図の名前を指定し ます 。

PDF Color Options:

Black on White 
(suppress black text)

白の背景にすべての色を黒でマ ッ ピングし た形式で PDF
フ ァ イルを作成し ます 。 黒のテキス ト は抑制されます 。

Color on White 白の背景にカ ラーの前景を使用し た形式で PDF フ ァ イルを
作成し ます 。 DxPDF は DxDesigner の設定から カ ラーマ ッ
プを取得し ます 。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択する前に 、 DxDesigner で適
切な色設定を選択し て く だ さい 。 DxDesigner でセ ッ ト ア ッ
プ > 設定 > 表示 > オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し 、 白の背景に
適し た色を指定し て く だ さい 。

Color on Black 黒の背景にカ ラーの前景を使用し た形式で PDF フ ァ イルを
作成し ます 。 DxPDF は現在の設定から カ ラーマ ッ プを取
得し ます 。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択する前に 、 DxDesigner で適
切な色設定を選択し て く だ さい 。 DxDesigner でセ ッ ト ア ッ
プ > 設定 > 表示 > オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し 、 黒の背景に
合った色を指定し て く だ さい 。  

Black on White 
(print black text)

白の背景にすべての色を黒でマ ッ ピングし た形式で PDF フ
ァ イルを作成し ます 。 黒のテキス ト は印刷されます 。

Add popup menu on 
components

このチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合 、 設計内の各
コ ンポーネン ト に対し て 、 生成される PDF フ ァ イル内にシ
ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます 。 Adobe Acrobat でコ ンポーネ
ン ト を ク リ ッ クする と 、 シンボル名 、 プロパテ ィ 、 コ ンポ
ーネン ト がコ ンポジ ッ ト の場合に基と なる回路図を表示す
るオプシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが表示されます 。

ヒ ン ト ： シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューにカーソルを合わせる と
サブ メ ニューが表示されます 。
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DxPDF ダイアログボ ッ クス― Advanced タ ブ

以下の表には Advanced タ ブのオプシ ョ ンを記載し ます 。

Visible Component/Net 
Hyperlinks

このチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合 、 ハイパーリ
ン クテキス ト の周り にボ ッ クスを表示し 、 PDF フ ァ イル内
のコ ンポーネン ト とネ ッ ト のハイパーリ ン ク を表示し ます
。 リ ン ク を ク リ ッ クする と 、 ハイパーリ ン ク と関連付けら
れたテキス ト が表示されます 。

Start PDF Reader After 
Generation

( チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合 )PDF 生成後に
PDF Reader を起動し ます 。

Table 3-11. DxPDF ダイアログボ ッ クス― Advanced タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Stop At Property こ こ で入力されたプロパテ ィ で指定される階層で印刷を
中止し ます 。
デフ ォル ト ： STD

Max. Annotations PDF 出力で許可する最大ア ノ テーシ ョ ン数を指定し ます 。
デフ ォル ト ：  100000

Max. Objects PDF 出力で許可するオブジ ェ ク ト の最大数を指定し ます 。
デフ ォル ト ：  100000

Max. Pages PDF 出力で許可するページの最大数を指定し ます 。
デフ ォル ト ： 1024

URL-valued Properties URL と なる値を持つプロパテ ィ を指定し ます 。 DxPDF は
、 これらのプロパテ ィ の値のリ ン ク を PDF フ ァ イル内に作
成し ます 。 リ ス ト にプロパテ ィ を追加するには 、 ボ ッ クス
にプロパテ ィ 名を入力し て く だ さい 。

ルール ： URL 値のプロパテ ィ を指定する際は 、 フ ォワー ド
スラ ッ シュ (/) を使用し ます 。 バッ クスラ ッ シュは使用し な
いで く だ さい 。

Line Thickness 回路図内の矩形や円弧などのすべてのラ イ ンの幅を設定し
ます 。

ルール ： この設定はテキス ト の太さには影響し ません 。
デフ ォル ト ：  1

Table 3-10. DxPDF ダイアログボ ッ クス― General タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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DxPDF ダイアログボ ッ クス― Fonts タ ブ

PDF フ ァ イルを作成する前に 、 各 DxDesigner フ ォ ン ト タ イプに対し て DxPDF が使用
する フ ォ ン ト を指定し て く だ さい 。 デフ ォル ト では 、 フ ォ ン ト は DxDesigner フ ォ ン
ト プロジ ェ ク ト 設定に従ってマ ッ ピングされています 。

ヒ ン ト ： DxDesigner フ ォ ン ト 設定を変更するには 、 DxDesignerからセ ッ ト ア ッ
プ > 設定 > Display ( セクシ ョ ン ) > Font Mappings ( サブセクシ ョ ン ) を ク リ
ッ ク し 、 フ ォ ン ト 設定を行って く だ さい 。

どの DxDesigner フ ォ ン ト タ イプでも以下のいずれかにマ ッ ピングできます :

• ネイテ ィ ブの PDF フ ォ ン ト

• Windows フ ォ ン ト

• DxDesigner ス ト ローク フ ォ ン ト エ ミ ュ レーシ ョ ン

Page Order シー ト 順序情報が含まれたテキス ト フ ァ イルへのパスを選
択し ます 。  

ルール ： シー ト 順序は sheet_name, page_number のよ う に指
定し ます 。 た と えば 、 フ ァ イルに次のよ う に指定し た場合

design.1, 3
design.2, 1
design.3, 2

以下のシー ト 順序で作成されます 。
design.2
design.3
design.1

ヒ ン ト ： Browse ボタ ンを ク リ ッ クする と 、 フ ァ イルを選
択するダイアログボ ッ クスが表示されます 。

Schematic Sheet Order 
Property

回路図の階層内でシー ト を処理する順番を設定し ます 。

ルール ： 各コ ンポジ ッ ト ブロ ッ クが 、 その回路図シー ト に
対する開始ページ番号と し て整数の値を持つ 、 特定名のコ
ンポーネン ト レベルプロパテ ィ を持っている こ と を確認し
て く だ さい 。

ヒ ン ト ： プロパテ ィ 設定をア ノ テー ト または更新するには
Scout を使用し ます 。

Table 3-11. DxPDF ダイアログボ ッ クス― Advanced タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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ルール ： UNIX プ ラ ッ ト フ ォームでは Windows のフ ォ ン ト はサポー ト されていませ
ん 。  

以下の表にフ ォ ン ト マ ッ ピングオプシ ョ ンを記載し ます 。

Table 3-12. DxPDF ダイアログボ ッ クス ― Fonts タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Stroke Fonts 使用可能なス ト ローク フ ォ ン ト を一覧表示し ます 。 現在の
マ ッ ピングと フ ォ ン ト 情報を表示するには 、 このリ ス ト で
フ ォ ン ト を選択し て く だ さい 。

Current Mapping Storke Fonts リ ス ト で選択し たフ ォ ン ト の現在のフ ォ ン ト マ
ッ ピングを表示し ます 。 このマ ッ ピングをオーバーラ イ ド
する と 、 現在のマ ッ ピング情報が変更されます 。

例 ： Native PDF Font リ ス ト から フ ォ ン ト を選択する と 、
現在のマ ッ ピング情報は選択された使用可能な Native PDF
フ ォ ン ト に変更されます 。

Use Stroke Font 
As Is

DxPDF フ ォ ン ト マ ッ ピングを行わず 、 ス ト ローク フ ォ ン ト
を使用し ます 。

ヒ ン ト ： 生成される PDF のテキス ト の選択や検索ができな
いため 、 このフ ォ ン ト タ イプの使用は控えて く だ さい 。 最
終的な手段と し てのみ DxDesigner ス ト ローク フ ォ ン ト をご
使用 く だ さい 。

Native PDF Font マ ッ ピングする フ ォ ン ト を選択するためのネイテ ィ ブの
PDF フ ォ ン ト リ ス ト を表示し ます 。

推奨 ： も っ と も効果的で移植可能なため 、 Native PDF フ ォ
ン ト をご使用 く だ さい 。

System Scalable Font 選択されたス ト ローク フ ォ ン ト をオーバーラ イ ド し 、 シス
テムのスケーラブルフ ォ ン ト (Windows フ ォ ン ト ) と置き換
えます 。

ルール ： UNIX プ ラ ッ ト フ ォームでは Windows のフ ォ ン ト
はサポー ト されていません 。

Font Information マ ッ ピングされたフ ォ ン ト の名前も し く は Stroke Font リ ス
ト で選択し たフ ォ ン ト の名前を表示し ます 。

Disable Mapped Fonts DxPDF が作成する PDF 内で 、 マ ッ ピングされたフ ォ ン ト の
使用を無効にし ます 。  

Sample Font Listing ユーザーシステム上で使用可能なフ ォ ン ト のリ ス ト (PDF
フ ァ イル ) を Adobe Acrobat で表示し ます 。 これらのフ ォ ン
ト は DxDesigner および Windows で使用可能です 。
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テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クス
テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クスは編集 > 検索 • 置換メ ニューから開 く こ とがで
き 、  1 つずつも し く は一括で 、 テキス ト の検索と置換を行う こ とができます 。

テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• テキス ト 検索置換―検索タ ブ

• テキス ト 検索置換―置換タ ブ

テキス ト 検索置換―検索タ ブ

以下の表に検索タ ブで使用可能な検索 ・ 置換設定を記載し ます 。

Horizontal Scale 必要に応じ てテキス ト を引き伸ばし た り詰めた り し ます 。
倍率はパーセン ト で指定し ます 。 値が大き く なるほど 、 テ
キス ト が引き伸ばされます 。

Table 3-13. テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クス―検索タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

検索するのは ： 検索する文字列を入力し ます 。 以前使用し た文字列を使用す
る場合はプルダウン リ ス ト から選択し て く だ さい 。

この範囲で ： プルダウン リ ス ト を使用し て検索の範囲を定義し ます 。

検出 このボ ッ クスには見つかった文字列のイ ンス タ ンス数が表示
されます 。

Table 3-12. DxPDF ダイアログボ ッ クス ― Fonts タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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テキス ト 検索内の正規表現構文

プロパテ ィ と ラベル構文の設定には次の正規表現構文を使用し ます :

• 正規表現は ｌ で区切られた 0 個以上の分岐で構成されます 。 分岐のいずれかに
マ ッ チする ものが検索されます 。

• 分岐は 0 個以上のピースの組み合わせで構成されます 。 ブ ラ ンチは 、 最初のピ
ースにマ ッ チ し 、 2 番目のピースにマ ッ チ し 、 と分岐の最後までマ ッ チ し たも
のが検索されます 。

• ピース とはア ト ムまたはア ト ムの後に* 、 + 、 または?がついたものです 。 *がつ
いたア ト ムは 、 0 個以上のア ト ムシークエンス と一致する ものにマ ッ チ し ます
。 + がついたア ト ムは 、 1 個以上のア ト ムシークエンス と一致する ものにマ ッ
チ し ます 。 ? がついたア ト ムは 、 ア ト ムまたはヌル文字列と一致する ものにマ
ッ チ し ます 。

• ア ト ムは( )で囲まれた正規表現(正規表現にマ ッ チする ものに一致) 、 レンジ 、 . 
( 任意の 1 文字に一致 ) 、 ^ ( 入力文字列の先頭のヌル文字列に一致 ) 、  $( 入力
文字列の終端のヌル文字列に一致 ) 、 \ に続 く 任意の 1 字 ( その 1 字に一致 )
、 特殊な意味のない任意の 1 字 ( その 1 字に一致 ) です。

多 く  >>
少な く  << 
( ボタ ン )

多 く >> ボタ ンを ク リ ッ クする と 、 テキス ト の検索を制限 /
拡張するための以下の詳細設定を開 く こ とができます ：
( 少な く << ボタ ンを ク リ ッ クする と詳細セクシ ョ ンは非表示
にな り ます ）
• 検索場所―検索し たい領域を定義するチ ェ ッ クボッ クスの

いずれかを選択し ます 。
• 検索対象―検索するテキス ト のタ イプを定義する ラジオ

ボタ ンのいずれかを選択し ます 。
• オプシ ョ ン―以下から選択し ます ( 複数可 ) ：
• 大 ・ 小文字を区別する―文字列の大文字 / 小文字が完全

に一致する ものを検索し ます 。
• 単語で検索―単語単位で一致する文字列のみ返し ます 。
• ワイルド カー ド を使用 [* ?] 
• 正規表現を使用―参照 ： テキス ト 検索内の正規表現構文

このオプシ ョ ンを選択する と単語で検索チ ェ ッ クボッ ク
スは選択不可と な り ます 。

• 選択範囲内を検索―選択されたオブジ ェ ク ト のみ検索
し ます 。

• 空のプロパテ ィ を削除 

次を検索 ( ボタ ン ) 検索文字列の次の結果を探し て選択し ます 。

全て検索 ( ボタ ン ) 検索文字列のすべての検索結果を探し て選択し ます 。

Table 3-13. テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クス―検索タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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• レンジは [ ] 内に含まれる文字の並びです 。 レンジは通常その中の任意の 1 字と
一致し ます 。 文字列が ^ で始まる場合 、 レンジは文字列にない任意の 1 字 (^ は
のぞ く ) と一致し ます 。 文字列内の 2 字が - で区切られている場合 、 その 2 字
間の ASCII 文字がすべて含まれている と解釈されます 。 ( 例 ： [0-9] は任意の
数字 1 字と マ ッ チ し ます ）  レンジの中に ] を入れたい場合は 、  [( またはそれに
続 く ^) の次の最初の文字と し ます 。 文字 - をレンジの中に入れたい場合は 、 最
初か最後に置いて く だ さい 。

テキス ト 検索置換―置換タ ブ

置換タ ブには 、 検索結果と置き換える文字列を指定するための 「 置換後 」 フ ィ ールド
が追加されています 。

シンボル生成ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスはツール > シンボル生成プルダウン メ ニューから開きます 。
以下の表にシンボル生成の設定を記載し ます 。

Table 3-14. シンボル生成ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ブロ ッ ク入力 現在選択されているブロ ッ クが自動的に入力されます 。
選択されているブロ ッ クがない場合は 、 このフ ィ ールド で
ブロ ッ クの名前を指定し ます 。

シンボル出力 作成し ているシンボルの名前を指定し ます 。

シンボルがすでに
存在する場合は :

以下のいずれかを選択し ます ：
• 上書きする
• 更新する

シンボルエデ ィ タ
でシンボルを開 く

このオプシ ョ ンを選択する と 、 シンボルエデ ィ タが開きま
す 。

詳細ボタ ン このボタ ンを ク リ ッ クする と詳細オプシ ョ ンダイアログ
ボ ッ クスが表示され 、 以下を設定できます ：
• シンボルプロパテ ィ
• シンボルプロパテ ィ サイズ
• 入力ピン
• 出力ピン
• ピン間隔
• ピン長さ
• ピン ラベルサイズ
• ピン側面 ( 以下のそれぞれに対し て 、 Left または Right の

いずれかを選択し て く だ さい )
• IN 、 OUT 、 ANALOG 、 BI 、 OCM 、 OEL 、 TRI
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オブジ ェ ク ト の挿入ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは 、 追加 > オブジ ェ ク ト を挿入プルダウン メ ニューから開き
ます 。 このダイアログボ ッ クスで ド キュ メ ン ト にオブジ ェ ク ト を挿入できます 。

ラ イセンスオプシ ョ ンダイアログボ ッ クス
ラ イセンスオプシ ョ ンダイアログボ ッ クスは 、 セ ッ ト ア ッ プ > ラ イセンスオプシ ョ ン
プルダウン メ ニューから開きます 。 ダイアログボ ッ クス内の説明にある とお り 、 この
ダイアログボッ クスではアプ リ ケーシ ョ ン起動時にどのオプシ ョ ンを読み込むかを制
御し ます 。 各ラ イセンスのステータ スはオプシ ョ ンの右側に表示されます 。  

診断ボタ ンを ク リ ッ クする と 、 詳細なラ イセンス情報が表示されます 。

ラ イセンスを有効にする方法には以下の 2 種類があ り ます ：

• 使用できるすべてのオプシ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト

• オプシ ョ ンを個別に選択

ラ イセンスオプシ ョ ン と し て使用できる一般的な機能例は以下のとおり です ：

• DxDataBook ： DxDataBook ウ ィ ン ド ウを有効にし ます 。
詳細は DxDataBook User’s Guide をご覧 く だ さい 。

• Hyperlynx Analog ： HLSsimulation ツールバーにある Hyperlynx Analog 機能およ
びツール > PSpice ラ イブ ラ リ を変換やツール > VHDL モデル生成といった メ
ニュー項目を有効にし ます 。

Table 3-15. オブジ ェ ク ト の挿入ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

新規作成 新規オブジ ェ ク ト のド キュ メ ン ト への挿入を指定し ます 。

フ ァ イルから
作成

既存オブジ ェ ク ト のド キュ メ ン ト への挿入を指定し ます 。

オブジ ェ ク ト の
種類

ド キュ メ ン ト に挿入する情報の種類を選択し ます 。

アイ コ ンで表示 ド キュ メ ン ト 内でオブジ ェ ク ト へのリ ン ク をアイ コ ンで表示し
ます 。

アイ コ ンの変更 ド キュ メ ン ト 内のリ ン ク を表すアイ コ ンを変更できます 。 この
ボタ ンはアイ コ ンで表示オプシ ョ ンを選択し た場合のみ表示さ
れます 。

結果 選択し たオプシ ョ ンの結果を記載し ます 。

リ ン ク 選択し たフ ァ イルの埋め込みではな く 、 リ ン ク作成を行います
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• DxRFEngineering ： RF ツールバーと メ ニュー項目を有効にし ます 。
詳細は RF in DxDesigner - Expedition Flow User’s Manual をご覧 く だ さい 。

他ユーザーが使用できるよ う 、 ラ イセンスを解放するには 、

1. 希望の機能のチ ェ ッ クマーク を外し ます ( 複数可 ) 。

2. 「 オプシ ョ ンを個別に選択 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

3. OK または適用ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

LineSim リ ン クダイアログボ ッ クス
LineSim リ ン ク (LineSimLink - DxDesigner/HyperLynx LineSim interface の略 ) ダイアロ
グボッ クスは 、 ツール > LineSim リ ン ク メ ニュー項目から開きます 。

LineSim リ ン クダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• LineSim リ ン ク― Options タ ブ

• LineSim リ ン ク― Schematic Topology タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Manual の
「 LineSim リ ン ク を使用し た HyperLynx へのエクスポー ト 」  

• DxDesigner User’s Manual の
「 LineSim リ ン ク を使用し た HyperLynx からのイ ンポー ト 」

LineSim リ ン ク― Options タ ブ
以下の表に Options タ ブで行える設定を記載し ます 。

Table 3-16. LineSim リ ン ク― Options タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Load Data from 
DxDesigner
( ボタ ン )

回路図内で選択されたネ ッ ト の取得プロセスを開始し ます 。

Connect to 
DxDesigner at 
start

LineSim リ ン クの開始時に DxDesigner に接続し ます 。  
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択し た場合 、 回路図に選択済ネ ッ
ト があれば 、 LineSim リ ン クの起動時に取得プロセスが自動的に
開始し ます 。

Selected Nets: 選択されたネ ッ ト を表示し ます 。
ヒ ン ト ： Schematic Topology タ ブで選択されたすべてのネ ッ ト を
見る こ とができます 。
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Complete 
schematic

相互接続を含む完全な回路図をエクスポー ト し ます 。

Parts only 
schematic

相互接続を除いた回路図内の部品のみエクスポー ト し ます 。

Layer レ イ ヤ ス タ ッ クア ッ プから得られる以下の伝送線パラ メ ータ を
決定し ます :
• 銅箔の厚さ
• 上下の誘電体厚
• 誘電率

LineSim は 、 ス タ ッ クア ッ プの伝送線は内層接続 ( 銅箔 ) 層を持
つ基板上に配線されている ものと想定し ます 。 内層接続 ( 銅箔 )
層のないス タ ッ クア ッ プ も許可されています 。 現在のプロジ ェ
ク ト でス タ ッ クア ッ プが定義されていない場合 、 デフ ォル ト 設
定は 6 層のス タ ッ クア ッ プ と な り ます ：
• Top side ―配線に使用できる外部層
• Ground Plane ―配線には使用できません
• Inner signal layer ―配線に使用できる内部層
• Inner signal layer ―配線に使用できる内部層
• Power Plane ―配線には使用できません
• Bottom side ―配線に使用できる外部層

誘電体のタ イプ と厚さおよび銅箔の重さのデフ ォル ト 値は 、
LineSim のデフ ォル ト 設定と同じにな り ます 。

Length シ ミ ュ レーシ ョ ン用のデフ ォル ト 伝送線の長さ  ( ネ ッ ト のピン間
の配線長 ) を定義し ます 。 デフ ォル ト の長さは 3 イ ンチ (3000 ミ
ル ) です 。

Width デフ ォル ト の伝送線幅を定義し ます 。 デフ ォル ト の配線幅は 6
ミ ル (0.006 イ ンチ ) です 。

Passive Prefixes パッ シブ コ ンポーネン ト に使用されるすべての参照番号プレ フ
ィ ッ クスを表示し ます 。 Type 列はパッ シブデバイス タ イプ
(Inductor 、 Capacitor 、 Resistor 、 Ferrite Bead) の固定リ ス ト と
な り ます 。
ヒ ン ト ： リ ス ト はスペース 、 カ ンマまたはセ ミ コ ロンで区切り
ます 。

Supply Nets 電圧源ネ ッ ト である設計内のすべてのネ ッ ト を表示し ます 。

Filename LineSim FFS エクスポー ト またはイ ンポー ト フ ァ イルへのパスを
ボ ッ クス内で指定 、 または参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て設計プロ
ジ ェ ク ト フ ァ イルを選択し ます 。

Export to 
HyperLynx 
( ボタ ン )

Opens HyperLynx を開き 、 LineSim 回路図フ ァ イルを作成し ます

Table 3-16. LineSim リ ン ク― Options タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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LineSim リ ン ク― Schematic Topology タ ブ

以下の表には Schematic Topology タ ブで行える設定を記載し ます 。

Merge Differences ダイアログボ ッ クス
LineSimLink - DxDesigner/HyperLynx LineSim interface ダイアログボ ッ クスで Import 
from HyperLynx を ク リ ッ クする と Merge Differences ダイアログボ ッ クスが開きます 。  
このダイアログボ ッ クスでは現在の ト ポロジーと イ ンポー ト された ト ポロジーを比較
し ます 。

Import from 
HyperLynx 
( ボタ ン )

リ ス ト されたフ ァ イルから情報を イ ンポー ト し 、 ダイアログボ
ッ クスのフ ィ ールド に入力し ます 。 DxDesigner はイ ンポー ト さ
れたデータ と現在ロー ド されている回路図 ト ポロジーを比較し
ます 。

Table 3-17. LineSim リ ン ク― Schematic Topology タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Schematic 
Topology list

LDxDesigner から ロー ド されたすべてのネ ッ ト を リ ス ト ア ッ プ し
ます 。

選択し たネ ッ ト に自動的にズームし ます 。
ヒ ン ト ： ピンを選択し た場合はピンのペアレン ト コ ンポーネン
ト にズームし ます 。

Exclude/Include 
Net ( ボタ ン )

( 回路図ではな く )Schematic Topology リ ス ト で選択済の電気ネ ッ
ト またはサブネ ッ ト の選択を解除し ます 。 サブネ ッ ト の選択が
解除された場合 、  そのサブネ ッ ト が他のサブネ ッ ト 間の唯一の
パスである場合 、 他のサブネ ッ ト も選択解除される場合があ り
ます 。  
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは電気ネ ッ ト またはサブネ ッ ト の選択
時のみ使用可能です 。

Change Direction: 双方向ピンの方向を指定し ます 。  
ヒ ン ト ： ボタ ンにはピン方向のグラ フ ィ ッ クが表示され 、 ボタ
ンを ク リ ッ クする と その方向が適用されます 。

選択ピンを上または下に移動し ます 。

Table 3-16. LineSim リ ン ク― Options タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明



DxDesigner Reference Manual, EE2007.396

DxDesigner ダイアログボ ッ クス
ネ ッ ト に名前を付けるダイアログボ ッ クス

以下の表に Schematic Topology タ ブで行える設定を記載し ます 。

ネ ッ ト に名前を付けるダイアログボ ッ クス
ネ ッ ト に名前をつけるダイアログボ ッ クスは 、 回路図上の 1 つまたは複数のネ ッ ト を
選択し てから 、 編集 > ネ ッ ト に名前を付ける メ ニュー項目を選択 、 または ( 右ク リ ッ
ク ) > ネ ッ ト に名前を付けるを選択 、 または ボタ ンのク リ ッ クによ り開きます 。

Table 3-18. Merge Differences ダイアログボッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Current Topology 
box

DxDesigner 回路図から取得 、 または前回のイ ンポー ト によ って
取得された ト ポロジー 。

Imported 
Topology box

現在のイ ンポー ト によ って取得された ト ポロジー 。

Updated Properties 
boxes

選択ピンの更新されたプロパテ ィ と値を表示し ます 。

Accept ( ボタ ン ) モデル指定をバッ クア ノ テー ト し ます 。

Deny ( ボタ ン ) データ を新たにイ ンポー ト せずにダイアログボッ クスを閉じ ま
す 。

Show stackup and 
trace changes

ダイアログボ ッ クスを展開し て詳細オプシ ョ ンを表示し ます 。

Changes in the 
stackup box

ス タ ッ クア ッ プで行われた変更をすべて表示し ます 。

Layer ス タ ッ クア ッ プのある層を表示し ます 。

Trace Width シ ミ ュ レーシ ョ ン用のデフ ォル ト 伝送線の長さ  ( ネ ッ ト のピン間
の配線長 ) を定義し ます 。

Trace Length デフ ォル ト の伝送線の幅を表示し ます 。

Table 3-19. ネ ッ ト に名前を付けるダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

名前 選択された各ネ ッ ト に適用される名前

ビ ッ ト 開始ビ ッ ト の指定

昇順 / 降順 各ネ ッ ト のラベル付けの順番 ( 昇順または降順 ) を選択
し ます 。

デルタ 各バス要素間の差分を定義し ます 。  
例 ： "1" を選択し た場合 、 バス要素には連番で番号が割
り当てられます (0 、 1 、  2...) 。 "2" を選択し た場合 、 各
要素間で番号がスキ ッ プ されます (0 、 2 、 4...) 。
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新規プロジ ェ ク ト ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスはフ ァ イル > 新規作成 > プロジ ェ ク ト プルダウン メ ニュー
から 、 または ( 新規 ) ボタ ン ク リ ッ ク後にプロジ ェ ク ト を選択する こ とによ り開き
ます 。  

ダイアログボッ クスの左側には Project Templates リ ス ト ボ ッ クスが表示されます 。
ワーク フ ローには 、 expedition と  netlist の 2 種類があ り ます 。 Expedition ワーク フ ロ
ーリ ス ト から テンプレー ト を選択する と 、 密に結合された Expedition PCB レ イアウ ト
ツールを使用するよ う DxDesigner が設定されます 。 ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローから
テンプレー ト を選択する と 、 特定の未統合レ イアウ ト ツール用のネ ッ ト リ ス ト を
DxDesigner で作成できます 。

各タ イプのワーク フ ローには 1 つのデフ ォル ト テンプレー ト があ り ます 。 さ らに 、 リ
ス ト にはア ド ミ ニス ト レーターが作成し たカス タムのテンプレー ト が含まれる場合も
あ り ます 。 これらのワーク フ ロータ イプに関する詳細は 、 DxDesigner User’s Guide の
「  DxDesigner のワーク フ ロー 」 をご参照 く だ さい 。

以下の場所に保存されたテンプレー ト はすべて 、 Project Templates リ ス ト に表示され
ます ：

• $SDD_HOME\standard\templates\dxdesigner\ 
expedition\template_name.prj
netlist\template_name.prj

( これらのフ ァ イルは特定のイ ンス ト ールフ ォルダを指定し ているすべての
ユーザーに対し て表示されます )

• $WDIR\standard\templates\dxdesigner\
expedition\template_name.prj
netlist\template_name.prj

($WDIR を指定し ているユーザーに対し てのみ表示されます )

template_name.prj フ ァ イルには 、 あらかじめ定義されたプロジ ェ ク ト 設定が保存され
ます 。 これらのテンプレー ト フ ァ イルを使用する と 、 すべてのプロジ ェ ク ト に渡って
表示される標準または共通の設計ス タ イルを企業などにおいて設定できます 。 新規プ

サフ ィ ッ クスを使用 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合 、 各ネ ッ ト 名の末
尾に付 く サフ ィ ッ クスを指定できます ( 次の項目を参照 )

サフ ィ ッ クス このフ ィ ールド でサフ ィ ッ クスを定義し ます ( 前の項目
を参照 ) 。

ヒ ン ト 前回の入力内容に基づき 、 バス要素名のプレビ ューが
表示されます 。

Table 3-19. ネ ッ ト に名前を付けるダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン (cont.)

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明
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ロジ ェ ク ト ダイアログボ ッ クスでは 、 Expedition ワーク フ ローテンプレー ト でのセン
ト ラルラ イブ ラ リのパス といったあらかじめ定義された設定が一部入力されています

以下の表に新規プロジ ェ ク ト ダイアログボ ッ クスで設定できる項目を記載し ます。

参照

DxDesigner User’s Guide の 「 新規プロジ ェ ク ト の作成 」  

開 く ダイアログボ ッ クス
以下のメ ニュー選択によ り 、 「 開 く 」 ダイアログボ ッ クスを表示できます ：

• フ ァ イル > 開 く > プロジ ェ ク ト ―プロジ ェ ク ト フ ァ イル (*.prj; *.dproj) 形式の
フ ァ イルを検索する 「 開 く 」 ダイアログボ ッ クスを開きます 。

• フ ァ イル > 開 く > ブロ ッ ク―使用可能なブロ ッ クから ブロ ッ ク を選択する
「 ブロ ッ ク を開 く 」 ダイアログボ ッ クスを開きます 。 詳細は 「 ブロ ッ ク を開 く
ダイアログボ ッ クス 」 をご覧 く だ さい 。

Table 3-20. 新規プロジ ェ ク ト ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

名前 プロジ ェ ク ト の名前を指定し ます 。

場所 プロジ ェ ク ト の保存場所をネ ッ ト ワーク上で指定し ます 。 参
照ボタ ンを使用し て特定の場所を選択する こ と もできます 。

セン ト ラル
ラ イブ ラ リパス

(Expedition ワーク
フ ローのみ )

このフ ィ ールドは 、 選択し たプロジ ェ ク ト テンプレー ト によ
り入力されている場合があ り ます 。 セン ト ラルラ イブ ラ リ を
手動で指定し た り 、 参照ボタ ンで選択する こ と もできます 。

リ モー ト サーバー
設定マネージャ を
使用する

ク ラ イアン ト サーバー設定マネージャ を指定するには 、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます 。

サーバー名 上記のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合 、 このフ ィ ールド で
サーバーの名前を指定し ます 。

レ イアウ ト ツール
( ネ ッ ト リ ス ト ワ
ーク フ ローのみ )

ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 、 このプロジ ェ ク ト でネ ッ ト リ ス
ト 出力の対象とするレ イアウ ト ツールを選択し ます 。

詳細設定ボタ ン ： 以下へのパスを指定する詳細ダイアログ
ボ ッ クスが開きます ：

制約定義フ ァ イル (*.cns)
PCB 設定フ ァ イル (*.cfg)
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• フ ァ イル > 開 く > フ ァ イル ―VHDL フ ァ イル 、 Verilog フ ァ イル 、 スク リ プ ト 形
式 、 以前のスク リ プ ト 形式 、 またはすべてのフ ァ イルを検索する 「 開 く 」 ダイ
アログボ ッ クスを表示し ます 。

ブロ ッ ク を開 く ダイアログボ ッ クス
「 ブロ ッ ク を開 く 」 ダイアログボ ッ クスはフ ァ イル > 開 く > ブロ ッ ク プルダウン メ ニ
ューから開きます 。 このダイアログボ ッ クスでは 、 現在作業中のプロジ ェ ク ト の内部
も し く は外部にあるブロ ッ ク を開 く こ とができます 。 すべてのブロ ッ ク 、 回路図 、
ICT テーブルのいずれかのブロ ッ ク タ イプでフ ィ ルタ リ ングできます 。

ダイアログボッ クスでは 、 まず検索するプロジ ェ ク ト を選択し ます 。 次にそのプロジ
ェ ク ト から ブロ ッ ク を選択し ます 。 DxDesigner セ ッ シ ョ ンに新規回路図タ ブが追加
されます 。

Packager ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは 、 Expedition ワーク フ ローで作成し た設計でのみ使用でき
ます 。

以下の表に 、 ツール > パッ ケージ メ ニューまたは  アイ コ ンから開 く こ とのできる
Packager のオプシ ョ ンを表示し ます ：

Table 3-21. Packager ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Project File Expedition PCB Design Configuration 内のプロジ ェ
ク ト フ ァ イルのセ ッ ト を表示し ます 。  

Packaging Options ―デフ ォル ト では 、 既存のパッ ケージが保持され 、 未使用ゲー ト
にコ ンポーネン ト を配置する こ とによ り 、 使用する部品の数を最小化し ます 。
パッ ケージの動作を制御するのにこのオプシ ョ ンを使用し ます 。
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Operation • Package Symbols ―既存パッ ケージを尊重し ま
す 。 新規コ ンポーネン ト または未パッ ケージ
のコ ンポーネン ト のみパッ ケージ し ます 。 デ
フ ォル ト で このオプシ ョ ンが選択されていま
す 。

• Repackage All Symbols―すべてのFrozen Package
プロパテ ィ 値を <empty> に設定し ます 。 以前
パッ ケージ されたコ ンポーネン ト も含むすべ
てのコ ンポーネン ト をパッ ケージ し ます 。

• Repackage Unfixed Symbols―Frozen Packageプロ
パテ ィ 値が Fix 以外のすべてのコ ンポーネン ト
をパッ ケージ し ます 。

• Verify Packaging ―正し く パッ ケージ されるか
検証するため 、 設計をチ ェ ッ ク し ます 。 エラ
ーは partpkg.log フ ァ イルに書き込まれます 。

Optimization Operation フ ィ ールド で “Repackage” オプシ ョ ンの
いずれかを選択し た場合 、 このフ ィ ールドはグレ
ー表示され 、 使用不可と な り ます 。
• Design ―回路図内でのシンボルの位置に関係な

く 、 シンボルをパッ ケージに統合し ます 。 デ
フ ォル ト で このオプシ ョ ンが選択されていま
す 。

• Block ―同じ ブロ ッ ク内のシンボルのみパッ ケ
ージに統合し ます 。

• Page―同じページ上のシンボルのみパッ ケージ
に統合し ます 。

Scope 設計を構成するブロ ッ ク と各ブロ ッ ク を構成する
シー ト がド ロ ッ プダウン リ ス ト に表示されます 。  
Scope フ ィ ールド を空欄にする と 、 パッ ケージ操
作は設計全体に対し て適用されます 。 ブロ ッ ク を
選択する と 、 適用範囲はそのブロ ッ クの全シー ト
だけにな り ます 。  いずれかのブロ ッ クの特定シー
ト を選択する と 、 パッ ケージ操作の適用範囲はそ
のシー ト のみにな り ます 。

Update PDB Properties on Symbol PDB からのコ ンポーネン ト プロパテ ィ を回路図上
に表示し ます 。
ルール ： DxDatabook ではな く PDB から コ ンポー
ネン ト プロパテ ィ を取得し ている場合は 、 このオ
プシ ョ ンを選択し て く だ さい 。 詳細はDxDatabook 
User’s Guide の Annotating a Component セクシ ョ ン
をご覧 く だ さい 。

Allow Alpha-only Reference 
Designators

既存の英数字参照番号を置き換えないよ う設定し
ます 。

Table 3-21. Packager ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 設計をパッ ケージする 」

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス
パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスは 、 ツール > パーツ リ ス ター メ ニューから開 く こ
とができ 、 設計内で使用される部品のリ ス ト 作成に使うパーツ リ ス ト 作成機能を制御
し ます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• パーツ リ ス ター― Settings タ ブ

• パーツ リ ス ター― Page タ ブ

• パーツ リ ス ター― Columns タ ブ

パーツ リ ス ター実行前に設定を変更する と 、  パーツ リ ス ター初期設定フ ァ イル 
(icdbpartslister.ipl) に設定を保存するよ う プロンプ ト が表示されます 。

Log CDB Data Packager の結果タ ブ と ログフ ァ イルに 、 パッ ケー
ジングプロセスに関する詳細な情報を書き込みま
す 。 パフ ォーマンスを最適化するため 、 パッ ケー
ジエラーのデバッ グの際にこのオプシ ョ ンを有効
にし 、 エラーがすべて解消されたら このオプシ ョ
ンは無効にし て く だ さい 。

PDB Extraction Options ―設計をパッ ケージ化する際 、 DxDesigner は設計で使用さ
れているすべてのセン ト ラルラ イブ ラ リ部品のローカルコ ピーをダウンロー ド し ま
す 。 これを抽出といいます 。 抽出機能の制御に PDB Extraction Options を使用し ます

Only Extract Missing Library Data ローカルコ ピーに存在し ていない部品のみ抽出し
ます 。 ローカル部品の新たなバージ ョ ンはチ ェ ッ
ク し ません 。

Update Local Library Data with 
Newer Central Library Data

ローカルコ ピーに存在し ていない部品のみ抽出し
ます 。 セン ト ラルラ イブ ラ リ に既存のローカル部
品の新たなバージ ョ ンがある場合は上書き し ます

Rebuild Local library data; 
Preserve locally built data

ローカルデータ を削除し て 、 再度抽出を行います
例外 ： ローカルコ ピーに直接なんらかのデータ  
(FPGA Pin フ ァ イルなど ) を取り込んでいた場合
そのデータは保持されます 。

Delete local data, then rebuild all 
local library data

すべてのローカルデータ を削除し て 、 再度抽出を
行います 。

Table 3-21. Packager ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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パーツ リ ス ター― Settings タ ブ

以下の表に設定タ ブで使用可能なパーツ リ ス ター設定を記載し ます 。

Table 3-22. パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス― Settings タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Project Path ： ボッ クスに設計プロジ ェ ク ト フ ァ イル (project_name.prj)
へのパスを指定するか 、 Browse ボタ ンを ク リ ッ ク し て設計プロ
ジ ェ ク ト フ ァ イルを指定し ます 。
Block ： リ ス ト ア ッ プ し たいブロ ッ クの名前を指定するか 、
Browse ボタ ンを ク リ ッ ク し て リ ス ト から 1 つ選択し ます 。
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Output Type ： 作成し たい出力フ ァ イルの種類を指定し ます ：
• Plain-Text ―テキス ト フ ァ イルフ ォーマ ッ ト 。
• Delimited-Text ―テキス ト フ ァ イルフ ォーマ ッ ト 。 一番上の行

は 、 ユーザー指定の区切り文字で区切られたすべてのフ ィ ー
ルド名 /itemizers 文字列と な り ます 。

• HTML ―表の行と列にパーツ リ ス ト のフ ィ ールド と値が表示
された形式の HTML フ ァ イルで出力されます 。

• EXCEL ―このフ ォーマ ッ ト で生成される出力フ ァ イルは 、 一
番上の行にフ ィ ールド名 、 以降の行にフ ィ ールド値が含まれ
た形式と な り ます 。 一番最後の行には 、 必要に応じ て列の値
の合計が表示されます 。 それに続 く 各行は 、 同じ区切り文字
で区切られたフ ィ ールド値の文字列と な り ます 。  

以下の例をご参照 く だ さい ：
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
pltest Thursday, January 6, 2005 4:17 pm Page 1
# QTY REFDES DEVICE PACKAGE VALUE COST 
--------------------------------------------
1 4 U1,U4,$1I2,GATE1 MC74AC00 14PDIP 
2 2 U2,GATE2 MC74AC04 14PDIP 
3 1 U3 MC74AC02 14PDIP 
-- -----
4 0.00 
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

上記の例を区切り文字 「 ; 」 で出力し た場合は以下のよ う にな り
ます ：

#;QTY;REFDES;DEVICE;PACKAGE;VALUE;COST;
1;4;U1,U4,$1I2,GATE1;MC74AC00;14PDIP;;;
2;2;U2,GATE2;MC74AC04;14PDIP;;;
3;1;U3;MC74AC02;14PDIP;;;

Delimiter: 列間で使用する 、 \t Tab 、 \ 、 ; といった区切り文字
を指定し ます 。

Path ： 出力される .lst フ ァ イルを保存する場所を指定し ます 。
View ボタ ンを ク リ ッ クする と 、 既存フ ァ イルが表示されます 。
テキス ト ボ ッ クス内のフ ァ イル名には適切な拡張子がついてい
る必要があ り ます 。 た と えば 、 Output Type と し て EXCEL フ ァ
イルを指定する場合は 、 出力フ ァ イル名のテキス ト ボ ッ クスに
file-name.xls と入力し て く だ さい 。 同様に 、 HTML フ ァ イルの場
合は file-name.htm 、 Plain および Delimited テキス ト の場合は file-
name.lst と入力し て く だ さい 。 出力フ ァ イル閲覧の際に便 利 で
す 。

Table 3-22. パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス― Settings タ ブのオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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パーツ リ ス ター― Page タ ブ

以下の表に Page タ ブで使用可能なパーツ リ ス ター設定を記載し ます 。

Run To Level:
( スペース区切
り )

パーツ リ ス ターを実行する階層を指定し ます 。 基と なる コ ンポ
ジ ッ ト シンボルを持つコ ンポーネン ト ( 基になる回路図を持つシ
ンボル ) があった場合 、  そのシンボルの LEVEL 属性値がこのボ
ッ クスに入力された値の 1 つと一致する場合 、 このシンボルの
基と なる回路図は処理されません 。
スペースで区切って複数の LEVEL 属性を入力する こ と もできま
す 。

Table 3-23. パーツ リ ス ター― Page タ ブのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Page Options

Page On ページ付けの出力を有効にする場合 、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し ます 。 ページ付けを有効にする と 、 設計名とページ番号と と
もに 、 日時のタ イムス タ ンプが各出力ページの上部に生成されま
す 。  このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ない場合 、 ページ付けの出力
は無効にな り ます 。
デフ ォル ト ：  

Page Margin 出力ページ上部に残す空白行の数を指定し ます 。
デフ ォル ト ： 3

Page Length 改ページ挿入前に生成する出力行数を指定し ます 。  
デフ ォル ト ： 63

Spacing 出力の行間隔を指定し ます 。 1 を指定する と シングルスペースで
の出力と な り ます 。 2 を指定する と ダブルスペースでの出力と な
り ます 。
デフ ォル ト ： 1

Table 3-22. パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス― Settings タ ブのオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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Header Options

Alternative 
Header

データ列のヘ ッ ダー出力を指定し ます 。  

Alt 、 Alt + Normal 、 Normal + Alt オプシ ョ ンのいずれかを選択し
た場合 、  所定のテキス ト ボ ッ クスに代替ヘ ッ ダーテキス ト を入力
し て く だ さい 。

使用可能オプシ ョ ン ：
• None - 

データ列のヘ ッ ダー出力は無効です 。
• Normal -

標準のデータ列ヘ ッ ダーを出力し ます 。 標準データ列ヘ ッ ダー
を使用する場合 、 パーツ リ ス ターは 、 各データ列にフ ィ ールド
定義で宣言された列ラベルをつけます 。

• Alt - 
代替データ列ヘ ッ ダーを出力し ます 。 代替データ列ヘ ッ ダーを
使用する場合 、 パーツ リ ス ターは現在の file_name.ipl フ ァ イル
( 設定の保存先と し て指定された場所 ) で 、 以下のラ イ ンを検索
し ます 。
<Header type=”ALT”>your alternate text</Header>

• Alt + Normal -
代替ヘ ッ ダーの後に標準ヘ ッ ダーを出力し ます 。 代替ヘ ッ ダー
テキス ト は file_name.ipl フ ァ イルでは以下のよ う に表示されま
す ：
<Header type=”ALT_NORMAL”>your alternate text</Header>

• Normal + Alt - 
標準ヘ ッ ダーの後に代替ヘ ッ ダーを出力し ます 。
代替ヘ ッ ダーテキス ト は file_name.ipl フ ァ イルでは以下のよ う
に表示されます ：
<Header type=”NORMAL_ALT”>your alternate text</Header>

デフ ォル ト ： Normal

Table 3-23. パーツ リ ス ター― Page タ ブのオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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パーツ リ ス ター― Columns タ ブ

パーツ リ ス ターの Column タ ブ設定では 、 出力レポー ト の列の表示方法を定義できま
す 。 以下の表に Column タ ブで使用可能な標準定義の設定を記載し ます 。

Table 3-24. パーツ リ ス ター― Column タ ブ― Standard オプシ ョ ン

オプシ
ョ ン

説明

ITEM 出力フ ァ イル内の各項目行へ項目番号 (1 、 2 、 3 など ) を割り当てる 、
出力フ ァ イル内のフ ィ ールド を定義し ます 。 このチ ェ ッ クボッ クスを選択
し た場合 、  Item 列の列ラベル 、 列幅 、 テキス ト 位置調整 ( 右揃え 、 左揃
え ) を指定できます 。
出力例 ： 以下の設定の場合 、 ( 注意 ： 区切り文字には "|" が設定されてい
ます )

以下のレポー ト 例で丸で囲まれた列をご覧 く だ さい ：

QTY 特定項目のイ ンス タ ンス数を把握するための出力内のフ ィ ールド を定義し
ます 。 マルチスロ ッ ト ( 複数ゲー ト ) デバイス (74LS00 など ) の場合 、
QTY はゲー ト 数ではな く 、 デバイス数と な り ます 。  このチ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し た場合 、  この列の列ラベル 、 列幅 、 テキス ト 位置調整 ( 右揃
え 、 左揃え ) を指定できます 。
出力例 ： 以下の設定の場合 、 ( 注意 ： 区切り文字には "|" が設定されてい
ます )

以下のレポー ト 例で丸で囲まれた列をご覧 く だ さい ：

Column Label Column Width Justify
 ITEM # 3 Left

# |QTY |REFDES |DEVICE |PACKAGE |VALUE |COST  |
-------------------------------------------------------------
1 |2 |U88,U89,|24LCS52ST | | | |
2 |4 |U81,U82,|74SSTV168-| | | |

Column Label Column Width Justify
 QTY QTY 4 Left

# |QTY |REFDES |DEVICE |PACKAGE |VALUE |COST  |
-------------------------------------------------------------
1 |2 |U88,U89,|24LCS52ST | | | |
2 |4 |U81,U82,|74SSTV168-| | | |



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 107

Add/Edit Attribute ダイアログボ ッ クス

このダイアログボ ッ クスはパーツ リ ス ター ( ダイアログボ ッ クス ) > Columns ( タ ブ ) 
> Property ( リ ス ト ボ ッ クス ) から開きます 。 Property リ ス ト ボ ッ クスで右ク リ ッ ク し
て く だ さい 。 Add/Edit Attribute ダイアログボ ッ クス項目の中には 、 Property リ ス ト ボ
ッ クスで先に項目を選択するのが必要なものあ り ます

Table 3-25 に 、 パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クスで列を追加または編集し た際に
Add/Edit Attribute ダイアログボ ッ クスで行える設定を記載し ます 。

Table 3-26 には 、 デフ ォル ト で出力される列のカス タ マイズ設定を記載し ます 。 これ
らの既存の列を修正 、 変更し た り 、 独自の列を追加できます 。

パーツ リ ス ターダイアログボ ッ クス内の 「 ヒ ン ト 」 に 、 リ ス ト ボ ッ クス内で右ク リ ッ
クする と リ ス ト 設定を さ らに編集できる こ とが書かれています 。 右ク リ ッ クオプシ ョ
ンには以下があ り ます ：

REFER-
ENCE

設計内で呼び出される 、 カ ンマで区切られた参照番号を含む出力フ ァ イル
内のフ ィ ールド を定義し ます 。 このチ ェ ッ クボッ クスを選択し た場合 、
この列の列ラベル 、 列幅 、 テキス ト 位置調整 ( 右揃え 、 左揃え ) を指定で
きます 。  
テキス ト 例 ： 以下の設定の場合 、 ( 注意 ： 区切り文字には "|" が設定され
ています )

以下のレポー ト 例で丸で囲まれた列をご覧 く だ さい ：

Mode 以下のいずれかを選択し ます ：
• Compress―参照番号を圧縮し て (C1, C2, C3...C12 を C1-12のよ う に )表記

し ます 。
• Expand ―参照番号をすべて表示 ( 列挙 ) し ます 。
• Expand w/Slots―参照番号をすべて表示 (列挙 ) し 、 スロ ッ ト (ゲー ト )の

使用を記載し ます 。  
例 ： U2 が 74LS32(4 スロ ッ ト ) で 、 最初と最後のスロ ッ ト が設計内で
使用されている場合 、 パーツ リ ス ト 作成機能はそれら を "U2/0, U2/3" と
記載し ます 。 マルチスロ ッ ト デバイスの最初のスロ ッ ト ( または単一デ
バイス上のユニークなスロ ッ ト ) は常にスロ ッ ト 0 と な り ます 。

Table 3-24. パーツ リ ス ター― Column タ ブ― Standard オプシ ョ ン (cont.)
オプシ
ョ ン

説明

Column Label Column Width Justify
 REFERENCE REFDES 10 Left

# |QTY |REFDES |DEVICE |PACKAGE |VALUE |COST  |
-------------------------------------------------------------
1 |2 |U88,U89,|24LCS52ST | | | |
2 |4 |U81,U82,|74SSTV168-| | | |
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• Add at End ―新規の列を リ ス ト の最後に追加し ます 。 Add/Edit Attribute ダイア
ログボッ クスが開きます 。

• Add Here ―右ク リ ッ ク し た現在のカーソル位置に新規の列を追加し ます 。
Add/Edit Attribute ダイアログボ ッ クスが開きます 。  

• Edit ―右ク リ ッ クで選択し た項目を修正し ます 。 Add/Edit Attribute ダイアログ
ボッ クスが開きます 。

• Remove ―選択し た項目を削除し ます 。

• Move Up ―リ ス ト 内で項目を上に移動し ます 。 出力フ ァ イルでは列は左に移動
し ます 。

• Move Down―リ ス ト 内で項目を下に移動し ます 。 出力フ ァ イルでは列は右に移
動し ます 。

Table 3-25. パーツ リ ス ター― Columns タ ブ > Add/Edit Attribute ダイアログ

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

Attribute Name 属性名を入力し ます 。

Column Label 列の名前 。

Column Width データ フ ィ ールドの幅 ( 列数など ) を示し ます 。

Decimal Places コ ス ト や地域といった数字の属性値と一緒に使用され 、 0 以上
の整数と な り ます 。 dec フ ィ ールド では 、 出力データ フ ィ ール
ド に表示する小数位の数を指定し ます 。 この設定はオプシ ョ ン
で 、 デフ ォル ト は 0( ゼロ ) です 。

Multiply By 数値の属性値と共に使用され 、 定義されたフ ィ ールドの出力デ
ータにそのフ ィ ールド で参照されるデバイスの数 (QTY) を掛け
るのに使用されます 。  この設定はオプシ ョ ンで 、 1 または
QTY の値を持つこ とができます 。 QTY を指定し ない場合 、 デ
フ ォル ト 設定は 1 と な り ます 。 スカ ラー量で設定する場合は
Decimal 設定も行って く だ さい 。

Column Type 回路図で使用されるプロパテ ィ の一部の値を含む出力フ ァ イル
内のフ ィ ールド を定義し ます 。 通常 、 パーツ リ ス ターでサポー
ト する ラ イブ ラ リ プロパテ ィ メ ンテナンス と使用方法には 3 つ
のス タ イルがあ り ます 。 ラ イブ ラ リ プロパテ ィ メ ンテナンスで
は 、 プロパテ ィ が回路図シンボルを実際の部品に物理的にマ ッ
ピングする方法を扱います 。  

有効なオプシ ョ ンは SINGULAR 、 ITEMIZER 、 MULTIPLE で
す 。
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形式を指定し て貼り付けダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは編集 > 特殊貼り付け メ ニューから開きます 。 このダイアロ
グボッ クスでは 、 ク リ ッ プボー ドの内容を ド キュ メ ン ト に指定フ ォーマ ッ ト で貼り付
けまたは埋め込み 、  も し く は他のアプ リ ケーシ ョ ンで更新可能な情報へのリ ン ク を作
成できます 。

Table 3-26. パーツ リ ス ター― Columns タ ブ―追加オプシ ョ ン

Property
Name

Label Width Dec. 
Places

Multiply 
By

Col. 
Type

Enabled Visible Sum Sort

Part 
Number

DEVI-
CE

10 0 ITEM
IZER

False True False False

PKG_
TYPE

PACK-
AGE

10 0 ITEM
IZER

False True False False

VALUE VALUE 10 0 ITEM
IZER

False True False False

UCOST COST 5 2 QTY ITEM
IZER

False True True False

Table 3-27. 形式を指定し て貼り付けダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

リ ン ク元 リ ン ク元データの名前およびその場所を表示し ます 。 ク リ ッ プ
ボー ドのデータがリ ン ク元データ と その場所を提供し ないアプ
リ ケーシ ョ ン (MS-DOS ベースのアプ リ ケーシ ョ ンなど ) から
コ ピーされている場合は 「 リ ン ク元不明 」 と表示されます 。

貼り付け ク リ ッ プボー ドの内容を挿入し ます 。

貼り付けを選択する と 、 他アプ リ ケーシ ョ ンへのリ ン クは作成
されません 。 リ ン ク を作成するには 、 リ ン ク貼り付けを選択し
て く だ さい 。

リ ン ク貼り付け ク リ ッ プボー ドの内容を ド キュ メ ン ト に挿入し 、 他のアプ リ ケ
ーシ ョ ンへのリ ン ク を作成し ます 。

ク リ ッ プボー ドの内容が 、 データ を回路図エデ ィ タに リ ン クで
きるアプ リ ケーシ ョ ンから コ ピーされている場合のみ 、 このボ
タ ンを使用できます 。

ク リ ッ プボー ド に情報を コ ピーする前に 、 リ ン クする情報を含
むフ ァ イルを保存し て く だ さい 。
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印刷ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスはフ ァ イル > 印刷メ ニューから開き 、 こ こ で印刷オプシ ョ ン
を設定し ます 。

貼り付ける形式 ク リ ッ プボー ドから貼り付ける情報の形式を選択し ます 。

図 ク リ ッ プボー ドの内容を表すグラ フ ィ ッ クおよびオブジ ェ ク ト
の編集が必要なデータ 。 リ ス ト 内のオブジ ェ ク ト の名前はク リ
ッ プボー ドの内容のタ イプに依存し ます 。

リ ッ チテキス
ト 形式

フ ォーマ ッ ト テキス ト 。 例 ： Microsoft Excel 表形式

テキス ト フ ォーマ ッ ト な し テキス ト 。

ピ クチャ Windows メ タ フ ァ イルのよ う な 、 情報のグラ フ ィ ッ ク表示 。

ビ ッ ト マ ッ プ Windows のペイ ン ト といった他アプ リ ケーシ ョ ンから コ ピーさ
れた画像のグラ フ ィ ッ ク表示 。

結果 選択し たオプシ ョ ンの結果を記載し ます 。

Table 3-28. 印刷ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

 全色に黒を
割付

モ ノ ク ロプ リ ン タ での印刷時に 、 すべての色に黒をマ ッ ピングし
ます 。

 フ ァ イルへ
出力

ド キュ メ ン ト をプ リ ン タ ではな く フ ァ イルに出力する場合 、 この
オプシ ョ ンを選択し ます 。 OK を選択する と 、 フ ァ イルへ出力ダ
イアログボ ッ クスが表示されるので 、 こ こ で出力フ ァ イルのフ ァ
イル名を選択し ます 。

ページ範囲 印刷し たいページを以下から選んで指定し ます ：
• プロジ ェ ク ト ―プロジ ェ ク ト 全体を印刷し ます 。
• 現行回路図―回路図表示ウ ィ ン ド ウで選択し た現在の回路図

を印刷し ます 。
• シー ト ―指定し たシー ト またはシー ト の範囲を印刷し ます 。

複数シー ト を指定する場合は 、 カ ンマで区切り ます 。
例 ： sch1.sheet1, sch3.sheet5-sheet12.

部数 印刷部数を指定し ます 。

Table 3-27. 形式を指定し て貼り付けダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン (cont.)
ダイアログ
オプシ ョ ン

説明
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プロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスはネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロープロジ ェ ク ト からのみアクセス
できます 。 Expedition フ ローでは 、 ラ イブ ラ リ マネージャから同様のダイアログボ ッ
クスにアクセス可能です 。

このダイアログボ ッ クスはツール > プロパテ ィ 定義エデ ィ タ メ ニューから開きます 。

プロパテ ィ 定義エデ ィ タ では 、 セン ト ラルラ イブ ラ リ内の使用可能なプロパテ ィ やそ
のフ ォーマ ッ ト を定義できます 。 このエデ ィ タ を使用し て 、 新規プロパテ ィ の定義 、
プロパテ ィ タ イプや関連する構文の定義 、 システム定義プロパテ ィ の一部の変更など
が行えます 。  プロパテ ィ の値はデータ オブジ ェ ク ト に保存され 、 プロパテ ィ 定義エデ
ィ タ では定義されません 。 ユーザー定義のプロパテ ィ は DxDesigner でシンボルや部
品のカス タム情報を追加するのに使用し ます 。

Table 3-29 にダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ンを記載し ます 。  
Table 3-30 にこのエデ ィ タ で使用されるデフ ォル ト 値と範囲を記載し ます 。
Table 3-31 にエデ ィ タ で使用される正規表現を記載し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 プロパテ ィ 定義エデ ィ タの使用－ネ ッ ト リ ス ト
ワーク フ ロー 」

オプシ ョ ン 線の太さ―印刷するオブジ ェ ク ト の線の太さ をピ クセルで指定し
ます 。 この設定はバスおよびテキス ト には適用されません 。 この
フ ィ ールド に 0 を指定する と 、 デフ ォル ト の 1 ピ クセルに設定さ
れます 。

ズーム • 最適フ ィ ッ ト ― 紙上の使用可能なすべてのスペースを使って
シー ト 全体を印刷し ます 。

• 倍率―倍率を 0.1 (10%) 、 1.0 (100%) 、 1.5 (150%) のよ う に指定
し ます 。

印刷ボタ ン

プロパテ ィ プ リ ン タの設定ダイアログボ ッ クスを表示し ます 。

プレビ ュー ド キュ メ ン ト の印刷プレビ ューを表示し ます 。 プレビ ューを閉じ
るには 、 閉じ るボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

Table 3-28. 印刷ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン (cont.)
ダイアログ
オプシ ョ ン

説明
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Table 3-29. プロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

Properties file .prp フ ァ イルへのパスを指定し ます 。  New Properties File  
ボタ ンを使用する と新規プロパテ ィ フ ァ イルを指定できます 。

Property list 現在の .prp フ ァ イルで定義された既存プロパテ ィ がリ ス ト ア ッ
プ されます 。 Packager 使用時に回路図に配置し たいプロパテ
ィ のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択 し ます 。  
リ ス ト は以下のよ う に管理できます ：
• 新規プロパテ ィ を追加するには 、 New Properties ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます 。 リ ス ト の一番下にプロパテ ィ が追加され
ます 。 新規プロパテ ィ 名を入力し 、  "Character String" 、  
"Integer" 、 "Real" のいずれかの形式を選択し ます 。

• 新規プロパテ ィ を削除するには 、 Delete Property  ボタ ン
を ク リ ッ ク し ます 。

• 新規プロパテ ィ の削除を取り消すには 、 Undo Delete ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます 。

• リ ス ト を ソー ト するにはリ ス ト 最上部の Name またはFormat
フ ィ ールド名を ク リ ッ ク し ます 。

Advanced このボタ ンを ク リ ッ クする と 、 プロパテ ィ 定義エデ ィ タが展開
され 、 Property リ ス ト で選択し たプロパテ ィ に対する詳細機能
が表示されます 。

Options applied 
in design entry

ダイアログボ ッ クスのこのセクシ ョ ンでは 、 選択し たプロパテ
ィ の内容の一部 ( デフ ォル ト 色 、 デフ ォル ト フ ォ ン ト など ) を
編集できます 。 詳細は Table 3-30 をご覧 く だ さい 。

Attach selected 
property to

選択し たプロパテ ィ に関連付けるオブジ ェ ク ト タ イプ ( シンボ
ル 、 ピン 、 ネ ッ ト など ) を指定し ます 。

Include selected 
property in 
property lists for

DxDesigner では Design entry オプシ ョ ンのみ選択可能です 。

Ignore notation.. プロパテ ィ 値を表示する際に注釈の設定を無視し ます 。 この機
能を有効にするにはチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て く だ さい 。

Import ( ボタ ン ) このボタ ンを ク リ ッ クする と 、 Import Properties From File
ダイアログボ ッ クスが開きます 。 こ こ では 、 前に作成し たプロ
パテ ィ を現在のプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するための取り込み
元フ ァ イルを指定できます 。
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Table 3-30 に 、 ダイアログボ ッ クスのこのセクシ ョ ンで使用されるプロパテ ィ 、 デフ
ォル ト 値 、 範囲のデフ ォル ト を記載し ます 。

正規表現は 、 Table 3-31: に示す以下の "1 文字 " の正規表現から作成できます 。

Table 3-30. プロパテ ィ 定義エデ ィ タ でのデフ ォル ト 値と範囲

属性 デフ ォル ト オプシ ョ ン

Property Number

注意 ： Property Number 情報は表示の
みで編集できません 。 プロパテ ィ 名
が重複し ている と 、 問題が発生する
場合があ り ます 。

Old number Integer

Regular Expressions 
( 参照 ： Table 3-31)

"*" ( 編集可能 ) 正規表現文字列

Maximum number of characters 132 ( 編集可能 ) 1 - 255

Maximum number of lines 1 ( 編集可能 ) 1 - xxx

Default Text Height .08 ( 編集可能 ) 任意の高さ

Visible No Yes / No

Instanced Allowed Single Single / Multiple

Overrideable Yes Yes / No

Default Font Default 
( 編集可能 )

使用可能なフ ォ ン ト の
ド ロ ッ プダウン リ ス ト

Default Color Red 
( 編集可能 )

使用可能な色のド ロ ッ プ
ダウン リ ス ト

Table 3-31. プロパテ ィ 定義エデ ィ タ で使用される正規表現

文字 説明

c この表に記載されていない任意の通常文字 。 通常文字は 、 その通常文
字にマ ッ チ し ます 。

\ バッ クスラ ッ シュ 。 特殊文字が続いた場合 、 正規表現は囲まれた文字
にマ ッ チ し ます 。

. 任意の 1 文字にマ ッ チ し ます 。

[c..] 角括弧で囲まれた 、 空ではない文字列で 、 文字列内の任意の 1 文字に
マ ッ チ し ます 。 た と えば [abcdef] は 'abcdef' の任意の 1 文字にマ ッ チ し
ます 。 文字列がキャ レ ッ ト (^) で始まる場合 、 正規表現はその文字列
内の残りの文字以外の任意の文字と一致し ます 。 た と えば 、 [^12345] 
は '12345' 以外の任意の 1 文字と マ ッ チ し ます 。 キャ レ ッ ト が文字列内
の他の位置にある場合は 、 通常文字と し て解釈されます 。
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シンボル / パーツの置換ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは 、 シンボルを選択し て ( 右ク リ ッ ク ) > シンボルを置換
から開きます 。 このダイアログボ ッ クスでは 、 以下のオプシ ョ ンを選択できます 。

[]...] 角括弧内の先頭 ( または最初の ^ の後 ) に右角括弧があっても 、 文字
列の終了にはな り ません 。 この位置にある右角括弧は通常文字と し て
扱われます 。

[l-r] マイナス記号 '-' で区切られた 2 つの文字は 、  連続する ASCII 文字列
範囲と マ ッ チする こ と を意味し ます 。 た と えば 、 範囲 '[0-9]' は 、 文字
列 '[0123456789]' と同じ意味にな り ます 。 マイナス記号が文字列の先
頭 ( または最初の ^ の後 ) または末尾にある場合 、 通常文字と し て扱
われます 。

e* 正規表現 が 0 個以上ある こ と を示し ます 。

e+ 表現が 1 個以上ある こ と を示し ます 。

e? 表現が 0 個か 1 個ある こ と を示し ます 。

e1e2 正規表現の連結 。

e1|e2 e1 または e2 のいずれかにマ ッ チ し ます 。

(...) 正規表現 は演算子の優先順位を定義するために 、 丸括弧で囲まれる場
合があ り ます 。 演算子の優先順位は '[]' 、 '*+?' 、 連結と な り 、 優先順
位の一番低いものは '|' です 。 正規表現の構築を容易にするために定義
された特殊なマク ロ もあ り ます 。

Table 3-32. シンボル / パーツの置換ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

置換後のシンボ
ル / パーツは ：

希望のシンボルへのパスを入力するか 、  参照ボタ ンを使用し ま
す 。 参照 ボタ ンを ク リ ッ クする と シンボルウ ィ ン ド ウが開き 、
置換に使用するシンボルを選択できます 。

" 参照番号 " を
保存する

このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た場合 、 シンボル置換を行って
も既存の参照番号は保持されます 。

パーツ番号を置
換する

置換時のパーツ番号の変更を 、 以下から選択し ます 。
• ク リ ア― 既存のパーツ番号を削除し ます 。
• 置換する―リ ス ト ボ ッ クスを使用し て 、 新規パーツ番号を選

択し ます 。

Table 3-31. プロパテ ィ 定義エデ ィ タ で使用される正規表現 (cont.)

文字 説明
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner User’s Guide の 「 シンボルやパーツの置換 」  

縮尺変更ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスは 、 回路図ウ ィ ン ド ウで右ク リ ッ ク ( 選択 ) > 縮尺変更また
はフ ォーマ ッ ト > 縮尺変更を選択 、 または縮尺変更できるオブジ ェ ク ト を選択し た状
態で  アイ コ ンを ク リ ッ クする こ とによ り開きます 。 このダイアログボ ッ クスで 、
指定し た倍率を使って 、 選択オブジ ェ ク ト の拡大 / 縮小が行えます 。

次の選択対象を
置換する

以下のいずれかを選択し ます 。
• アクテ ィ ブなシー ト ― アクテ ィ ブなシー ト 上のシンボルのみ

置換し ます 。
• 全ての開かれたシー ト ― 開いているすべてのシー ト 上のシン

ボルを置換し ます 。

プロパテ ィ 値 置換されたシンボルのプロパテ ィ 値の扱いについて 、 以下から
選択し ます 。
• ラ イブ ラ リの値のみを使用― 置換シンボルには 、 ラ イブ ラ リ

で定義されたプロパテ ィ 値のみが使用されます 。
• マージ ( ラ イブ ラ リの値優先 ) ―新規シンボルのプロパテ ィ 値

は置換シンボルのプロパテ ィ 値と マージ されます 。 重複する
プロパテ ィ がある場合 、 ラ イブ ラ リ にある新規シンボル値が
既存値に優先し ます 。

Table 3-33. 縮尺変更ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明

倍率 使用する倍率を選択し ます 。 拡大するには 1 よ り大きい数字を 、
縮小するには 0 から 1 の間の数字を入力し ます 。

Table 3-32. シンボル / パーツの置換ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

ダイアログ
オプシ ョ ン

説明
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設定ダイアログボ ッ クス
設定ダイアログボ ッ クスは 、 DxDesigner のプルダウン メ ニューからセ ッ ト ア ッ プ >
設定を選択するか 、 CTRL+ALT+G で開きます 。 設定ダイアログボ ッ クスには以下の
カテゴ リ とサブカテゴ リがあ り ます 。

プロジ ェ ク ト の設定

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Project ( セクシ ョ ン ) の上部セクシ ョ ンでは 、 現在のプロジ ェ
ク ト に対し て以下の場所を指定できます 。

• セン ト ラルラ イブ ラ リパス (Expedition ワーク フ ローのみ )
name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (DesignInfo セクシ ョ ン内 ) ：
KEY CentralLibrary "path_to_central_library"

• 特殊コ ンポーネン ト
( 参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 特殊コ ンポーネン ト の設定 」 )

name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (DesignInfo セクシ ョ ン内 ) ：
KEY PinComponents "path_to_special_components"

• プロジ ェ ク ト の設定

• 回路図エデ ィ タの設定

• グ リ ッ ド―設定ダイアログボ
ッ クス

• ス ト ローク 、 パンおよびズー
ム― 設定ダイアログボ ッ クス

• 新規シー ト ― 設定ダイアログ
ボ ッ クス

• 新規オブジ ェ ク ト ―設定ダイ
アログボ ッ クス

• ネ ッ ト ―回路図エデ ィ ター設
定ダイアログボ ッ クス

• ICT

• 一般―設定ダイアログボ ッ ク
ス

• スラ イス＆ダイス―設定ダイ
アログボ ッ クス

• プロパテ ィ ―設定ダイアログ
ボ ッ クス

• ナビゲータの設定

• ブロ ッ ク―設定ダイアログ
ボッ クス

• シンボル―設定ダイアログ
ボッ クス

• ネ ッ ト ―ナビゲータ設定―
設定ダイアログボ ッ クス

• 表示―設定ダイアログボ ッ クス

• 表示―オブジ ェ ク ト ―設定
ダイアログボ ッ クス

• 表示―フ ォ ン ト マ ッ ピング
―設定ダイアログボ ッ クス

• 起動時に実行―設定ダイアログ
ボッ クス

• 詳細―設定ダイアログボ ッ クス
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• ボーダーシンボル 
( 参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 設計をボーダーで囲む 」 )

name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (DesignInfo セクシ ョ ン内 ) ：
KEY BorderSymbols "path_to_border_symbols"

• バスコ ンテンツ 
name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (DesignInfo セクシ ョ ン内 ) ：
KEY Bus_Contents "path_to_bus_contents"

• プロパテ ィ 定義 ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローのみ )
name.prj フ ァ イルでの相当箇所 :
KEY PropertyDefinitions "path_to/netlist.prp")

• リ モー ト サーバー設定マネージャ を使用する―サーバーを指定する場合はこの
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます 。 プロジ ェ ク ト 作成後にこのチ ェ ッ クボ ッ クス
の設定を変更し た場合 、 変更を適用するには DxDesigner の再起動が必要です
( 参照 ： DxDesigner Administrator’s Guide の 「 iCDB 管理 」 )

• サーバー名― 「 リ モー ト サーバー設定マネージャ を使用する 」 チ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し た場合 、 こ こ で専用のク ラ イアン ト サーバー設定マネージャサーバ
ーへのパスを入力し ます 。

name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (iCDB セクシ ョ ン内 ) ：
KEY DedicatedServerName "path_to_server"

サーバーを変更するには 、 プロジ ェ ク ト を開いてこのフ ィ ールド を変更する必
要があ り ます 。

サーバーが使用不可になった場合 、 プロジ ェ ク ト を開 く こ とはできません 。
手動で name.prj フ ァ イルを編集し て新規サーバー名を指定し て く だ さい 。

希望のオブジ ェ ク ト を表示させるには参照ボタ ン  を ク リ ッ クするか 、 対応する
フ ィ ールド に絶対パスを入力し ます 。

プロジ ェ ク ト > Designs セクシ ョ ンの残りの部分は 、 以下のサブセクシ ョ ンに分けら
れます ：

• Designs > (Schematic# または name) ―一覧表示された各回路図に対し て以下の設
定を行います ：

Table 3-34. プロジ ェ ク ト 設定―設計― Schematic# オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

最上レベル
ブロ ッ ク

ド ロ ッ プダウン リ ス ト から ト ッ プレベルのブロ ッ ク を選択し
ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY RootBlock “block_name”
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フ ォワー ド ア ノ
テーシ ョ ンを許
可

(Expedition
ワーク フ ロー
のみ )

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可する場合 、 チ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY SchematicDesignStatus “0”
  = 0 ( フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可 )
  = 1 ( フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可し ない )

デフ ォル ト ：  = 0 ( フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可 )

バッ クア ノ テー
シ ョ ンを許可

(Expedition
ワーク フ ロー
のみ )

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可する場合 、 チ ェ ッ クボ ッ
クスを選択し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY SchematicDesignBackAnno “0”
  = 0 ( バッ クア ノ テーシ ョ ンを許可 )
  = 1 ( バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可し ない )

デフ ォル ト：  = 0 ( フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを許可 )

注意 ：  Packager ( ツール > パッ ケージ ) では 、  =1( バッ クア
ノ テーシ ョ ンを許可し ない ) 設定は無視されます 。 この設定
がされていても 、 Packager はピン番号と参照番号の両方を更
新し ます 。

レ イアウ ト
ツール

( ネ ッ ト リ ス ト
ワーク フ ロー
のみ )

設計の対象と なるレ イアウ ト ツールをプルダウン リ ス ト から
選択し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY LayoutID “ID”

ID = 以下のいずれか ：
ALLEGRO14
ALLEGRO15
ALLEGRO16
EXPEDITION
PADS2007
RINF (Zuken Visula Rinf)
RINF_VDP (Zuken Visula Rinf VDP)

カス タム制約条
件フ ァ イル使用

( ネ ッ ト リ ス ト
ワーク フ ロー
のみ )

カス タムの制約定義フ ァ イルの場所を指定する場合はこのチ
ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY CnsFileName “path_to_file”

Table 3-34. プロジ ェ ク ト 設定―設計― Schematic# オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
設定ダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 119

カス タムコ ン フ
ィ ギュ レーシ ョ
ン フ ァ イル使用

( ネ ッ ト リ ス ト
ワーク フ ロー
のみ )

カス タムの PCB 設定フ ァ イルの場所を指定する場合はこの
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY PcgbCfgFileName “path_to_file”

競合の解決 (Expedition ワーク フ ローのみ )

フ ロン ト エン
ド を常時優先

このラジオボタ ンが ON になっている場合 、 フ ロン ト ア ノ
テーシ ョ ンまたはバッ クア ノ テーシ ョ ンが行われているかに
かかわらず 、 競合解消ではフ ロン ト エン ドが常に優先されま
す 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY SchematicConflict “FE”

デフ ォル ト：  (KEY SchematicConflict “Default”)

バッ クエン ド
を常時優先

このラジオボタ ンが ON になっている場合 、 フ ロン ト ア ノ
テーシ ョ ンまたはバッ クア ノ テーシ ョ ンが行われているかに
かかわらず 、 競合解消ではバッ クエン ドが常に優先されます

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY SchematicConflict “BE”

デフ ォル ト：  (KEY SchematicConflict “Default”)

ラ イブ ラ リ オプシ ョ ン (Expedition ワーク フ ローのみ )

検索パスの
スキーム

検索パスを設定し ます 。

name.prj フ ァ イル例 : (schematic_name SECTION 内 )
KEY SearchPathScheme “(Default)”

Symbol 
Partitions

使用可能なシンボルのパーテ ィ シ ョ ン一覧表示および管理が
行えます 。 以下のボタ ンを使用し て 、 シンボルパーテ ィ シ ョ
ン リ ス ト の作成および管理を行います 。

 ―新規 ( または <Insert> キーを使用 ) ：
リ ス ト ボ ッ クスに新規エン ト リ を作成し ます 。

―削除 ( または <Delete> キーを使用 ) ：
選択し たエン ト リ を削除し ます 。

―上へ移動 ( または <Alt> + < ↑ > を使用 ) ：
選択し たエン ト リ を 1 つ上のレベルに移動し ます 。

―下へ移動 ( または <Alt> + < ↓ > を使用 ) ：
選択し たエン ト リ を 1 つ下のレベルに移動し ます 。

Table 3-34. プロジ ェ ク ト 設定―設計― Schematic# オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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• シンボルラ イブ ラ リ ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローのみ ) ―新規または既存のネ ッ
ト リ ス ト ワーク フ ロープロジ ェ ク ト 内にある 旧DxDesigner シンボルラ イブ ラ
リの場所を指定し ます 。 ( 参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「  プロジ ェ ク ト に
ラ イブ ラ リ を追加 ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローのみ ) 」 )

• 特殊コ ンポーネン ト ―回路図に追加する特殊ピン コ ンポーネン ト の選択リ ス ト
を作成し ます 。  

• バスコ ンテンツ―使用可能なバスおよびそれらの値を一覧表示し ます 。  

• ボーダー―使用可能なボーダーサイズと設定を一覧表示し ます 。  

• ネ ッ ト 名区切り文字―ネ ッ ト 名をバス要素に分解する方法を制御し ます 。
各プロジ ェ ク ト に対する設定がそれぞれ name.prj フ ァ イル内に保存されます 。
以下のいずれかを選択し て く だ さい ：

• な し  “ ”

• 丸括弧 “()”

• 角括弧 “[]”

name.prj フ ァ イルでの相当箇所 (DesignInfo セクシ ョ ン内 ) ：  
KEY NetNameDelimiter “net_name_delimiter” 

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ネ ッ ト の派生 」

関連 ト ピ ッ ク

• project.prj フ ァ イル

• DxDesigner User’s Guide の 「  DxDesigner のワーク フ ロー 」

PDB Search 
Path

使用可能な Parts Data Base パスの一覧表示および管理が行え
ます 。 上記 Symbol Partitions リ ス ト と同様のナビゲータボタ
ンを使用し ます 。

Table 3-34. プロジ ェ ク ト 設定―設計― Schematic# オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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回路図エデ ィ タの設定

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor セクシ ョ ンは 、 以下のサブセクシ ョ ンに
分かれています ：

単位― 設定ダイアログボ ッ クス

以下の設定はセ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > Units ( サブセク
シ ョ ン ) から行えます 。  

• 単位― 設定ダイアログボ ッ クス

• グ リ ッ ド―設定ダイアログボ ッ
クス

• ス ト ローク 、 パンおよびズーム
― 設定ダイアログボ ッ クス

• 新規シー ト ― 設定ダイアログボ
ッ クス

• 新規オブジ ェ ク ト ―設定ダイア
ログボ ッ クス

• ネ ッ ト ―回路図エデ ィ ター設定
ダイアログボ ッ クス

Table 3-35. 設定ダイアログボ ッ クス―回路図設定―単位オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

単位 DxDesigner の測定単位を設定するには 、  ド ロ ッ プダウン リ ス ト
から以下のいずれかを選択し ます ：
• ミ リ  (value = "mm")
• センチ (value = "cm")
• イ ンチ

設定が行われる と 、 デフ ォル ト シー ト サイズや新規シー ト 、  
グ リ ッ ド スペーシングの測定に 、 こ こ で選択された測定単位が
使用されます 。

デフ ォル ト : イ ンチ
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="UNIT" value="mm"/>

このラ イ ンはセンチ (cm) と ミ リ  (mm) にのみ使用されます 。
DxDesigner.xml フ ァ イルに UNIT のエン ト リがない場合 、
イ ンチが使用されます 。
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グ リ ッ ド―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > Grid ( サブセクシ ョ ン ) から
以下の設定が行えます 。  

ス ト ローク 、 パンおよびズーム― 設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > Strokes, Pan and Zoom
( サブセクシ ョ ン ) から以下の設定が行えます 。  

Table 3-36. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―グ リ ッ ド オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

表示 アク テ ィ ブな回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド表示間
隔のイ ン ク リ メ ン ト を ON(value = "1" 、  ) または OFF (value = 
"0" 、  ) し ます 。
デフ ォル ト ：   (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="GRIDON" value="1"/>

グ リ ッ ド
スペーシング

アク テ ィ ブな回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド表示の
間隔のイ ン ク リ メ ン ト を表示し ます 。  
デフ ォル ト ： ( 単位設定に応じ て ) 0.100in 、 0.254cm 、 2.54mm 
のいずれか
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="GRID_HR" value="254000"/>

グ リ ッ ドの
明る さ

グ リ ッ ドの明る さ を 、 1( 最も暗い ) から 255( 最も明るい ) まで
の値を使って変更し ます 。
デフ ォル ト ： 255 (key name="COLOR" value="0xffffff")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > LAYERS element)
(.xml フ ァ イルでは同等の 16 進数を使用し ます 。 た と えば 、
10 進数 255 は .xml フ ァ イルでは 0xffffff のよ う にな り ます )

<GRID_LAYER>
key name="COLOR" value="0xffffff"/>

グ リ ッ ド
イ ン ターバル
マーキング

アク テ ィ ブな回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド イ ン タ
ーバル記号を表示し ます 。 グ リ ッ ド イ ン ターバル記号 (+) は 10
グ リ ッ ド イ ン ターバル毎に表示されます 。
デフ ォル ト ：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="GRID_HIGHLIGHT_MARKS" value="1"/>

Table 3-37. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―パン とズームオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト の
パンニングと
ズーム

パン とズームの動作を DxDesigner のデフ ォル ト 値に設定し ます
デフ ォル ト :  (1 = DxDesigner 設定 ON)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="DEFAULT_ZOOM" value="1"/>
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Expedition
パンニングと
ズーム

Expedition レ イアウ ト ツールのパン とズームと同様の動作にな り
ます 。
デフ ォル ト ：  (0 = Expedition パンニングとズーム OFF)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="EXPEDITION_ZOOM" value="1"/>

PADS パンニン
グとズーム

PADS レ イアウ ト ツールのパン とズームと同様の動作にな り ます
デフ ォル ト ：   (0 = PADS パンニングとズーム OFF)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="PADS_ZOOM" value="1"/>

ス ト ローク コ マン ドや機能の実行に使用する定義済みマウス動作のパターン
切り替え と 、 設計ウ ィ ン ド ウでス ト ロークの描画に使用するマウ
スボタ ンの選択を行います 。  以下から選択し て く だ さい ：
• ス ト ロークオフ

ス ト ローク を以下に設定 ：
 OFF (value = "1") または 
 ON (value="0")

デフ ォル ト ：  ( ス ト ローク ON 、 "STROKES" value = "0") 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :
(DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="STROKES" value="1"/>

• 右ボタ ン
ス ト ローク コ マン ド (value = "0" ) の実行に使用するボタ ンを
、 右ボタ ンまたは中央ボタ ンで切り替えます 。  
デフ ォル ト ：   ("MIDSTROKE" value = "0") 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :
(DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="MIDSTROKE" value="0"/>

• 中央ボタ ン
ス ト ローク コ マン ド (value = "1" ) の実行に使用するボタ ンを
、 右ボタ ンまたは中央ボタ ンで切り替えます 。
デフ ォル ト ：   ("MIDSTROKE" value = "0") 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : 
(DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="MIDSTROKE" value="1"/>

Table 3-37. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―パン とズームオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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新規シー ト ― 設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > New Sheets ( サブセクシ ョ ン )
から以下の設定が行えます 。  

Table 3-38. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―新規シー ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト シー ト サイズ

サイズ すべての新規回路図およびシンボルに対するデフ ォル ト のシー ト
サイズと方向 ( 縦長または横長 ) を設定し ます 。  
以下のサイズのいずれかを 、 横長で次のよ う に指定し ます ：

幅 x 高さ  ( 単位設定によ り適用される値が決ま り ます ) 
• A - 11" (297.4mm) x 8.5" (215.9mm) (SHEETSIZE value="0")
• B - 17" (431.8mm) x 11" (279.4mm) (SHEETSIZE value="1")
• C - 22" (558.8mm) x 17" (431.8mm) (SHEETSIZE value="2")
• D - 34" (863.6mm) x 22" (558.8mm) (SHEETSIZE value="3")
• E - 44" (1117.6mm) x 34" (863.6mm) (SHEETSIZE value="4")
• A4 - 297mm (11.69") x 210mm (8.26") (SHEETSIZE value="5")
• A3 - 420mm (16.53") x 297mm (11.69") (SHEETSIZE value="6")
• A2 - 594mm (23.38") x 420mm (16.53") (SHEETSIZE value="7")
• A1 - 841mm (33.11") x 594mm (23.38") (SHEETSIZE value="8")
• A0 - 1189mm (46.81") x 841mm (33.11") (SHEETSIZE value="9")
• Custom ―ユーザー定義の幅および高さ

(SHEETSIZE value="10")
シー ト サイズ "Custom" を選択し た場合 、 幅と高さの設定も
必要です 。

デフ ォル ト ： B (SHEETSIZE value="1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)

<key name="SHEETSIZE" value="1"/>
<key name="SHEETSIZE" value="10"/> の場合 、 以下のラ イ ン
が DxDesigner.xml フ ァ イルに追加されます ：
<SIZES>

<size name="Z_SIZE_HR">
<key name="HEIGHT" value="your_value"/>
<key name="WIDTH" value="your_value"/>

</size>
</SIZES>

幅 シー ト の幅を設定し ます 。 シー ト サイズを Custom に設定し ない
限り 、 シー ト の幅は自動的に設定されます 。 Custom 以外に設定
されている場合に幅の設定を変える と 、 シー ト サイズの設定は自
動的に Custom に変更されます
デフ ォル ト ： 17.00 
( デフ ォル ト の単位設定 「 イ ンチ 」 と し て 17 イ ンチ )
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高さ シー ト の高さ を設定し ます 。 シー ト サイズを Custom に設定し な
い限り 、 シー ト の高さは自動的に設定されます 。 Custom 以外に
設定されている場合に高さの設定を変える と 、 シー ト サイズの設
定は自動的に Custom に変更されます 。
デフ ォル ト ： 11.00
( デフ ォル ト の単位設定 「 イ ンチ 」 と し て 11 イ ンチ )

シー ト の向き 以下のいずれかを選択し ます ：
• 縦長   (value="1")

• 横長  (value="0")

デフ ォル ト ：   縦長 (value="1")
 横長 (value="0") 

DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (SETTINGS element)
<key name ="ORIENTATION" value="0">

Table 3-38. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―新規シー ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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ボーダーシー ト
オプシ ョ ン

新規回路図へのシー ト ボーダーの自動配置を切り替えます 。 デフ
ォル ト の回路図ボーダーが存在し ている必要があ り ます 。 存在し
ていない場合 、 デフ ォル ト のボーダーシー ト を新規作成する必要
があ り ます 。

• 新規回路図シー ト にボーダーを自動的に追加する ： ボーダー
が固定された回路図を所要の場所から新規回路図に配置し ま
す 。
デフ ォル ト ：  (0 = off)
DxDesigner.xml 設定 ：  
<key name="DEFSHEET" value="1"/>

• ユーザ設定ボーダーシンボルを有効にする ： ユーザー定義の
ボーダーシンボルを新規回路図に配置し ます 。 検索順序内に
あるシンボルを使用できます 。
デフ ォル ト ：   (1 = on)
DxDesigner.xml 設定例 ：  
<key name="DEFMETHOD" value="1"/>

• 基の回路図にシー ト  1 ボーダーを使う ： すべてのシー ト に対
し て同じユーザー定義のボーダーを使用するか 、 設計内の
最初のシー ト では異なるボーダーを使用するかを選択でき
ます 。
デフ ォル ト :  (0 = off)
DxDesigner.xml 設定例 ：
<key name="DEF_USESHEET1" value="0"/>

ルール ：  
a. この設定は ト ッ プレベルの回路図には適用されません 。 こ

の設定では 、 コ ンポジ ッ ト コ ンポーネン ト をプ ッ シュする
際に回路図の最初のシー ト に使用するボーダーを指定し ま
す 。  

b. このオプシ ョ ンを選択し た場合 、 基になる回路図の最初の
シー ト には 「 シー ト 1 用のボーダー 」 で指定し たボーダー
が使用されます 。  

c. このオプシ ョ ンを選択し ない場合 、 基になる回路図のすべ
てのシー ト に対し て 「 シー ト 2N 用のボーダー 」 で指定し た
ボーダーが使用されます 。

Table 3-38. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―新規シー ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
設定ダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 127

新規オブジ ェ ク ト ―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ  >  設定 >  Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > New Objects ( サブセクシ ョ
ン ) から以下の設定を行えます 。  

ネ ッ ト ―回路図エデ ィ ター設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > Nets ( サブセクシ ョ ン )
から以下の設定を行えます 。  

Table 3-39. 設定ダイアログボ ッ クス－回路図設定―新規オブジ ェ ク ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト
テキス ト
原点

作成するすべての新規テキス ト 、 ラベルおよびプロパテ ィ のデフ ォル
ト の基準原点を設定し ます 。 有効なオプシ ョ ンは以下のとお り です ：
• Lower Center....<key name="TEXTORIGIN" value="0" />
• Lower Left.......<key name="TEXTORIGIN" value="1" />
• Lower Right......<key name="TEXTORIGIN" value="2" />
• Middle Center....<key name="TEXTORIGIN" value="3" />
• Middle Left.......<key name="TEXTORIGIN" value="4" />
• Middle Right......<key name="TEXTORIGIN" value="5" />
• Upper Center.....<key name="TEXTORIGIN" value="6" />
• Upper Left........<key name="TEXTORIGIN" value="7" />
• Upper Right.......<key name="TEXTORIGIN" value="8" />

デフ ォル ト： Middle Center <key name="TEXTORIGIN" value="3" />
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： ( 上記の例をご参照 く だ さい )

デフ ォル ト
テキス ト
サイズ

デフ ォル ト ： 0.10" ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合
は 2.54mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="TEXTSIZE_HR" value="254"/> 
TEXTSIZE_HR の値は (mm での値 ) x 100 と し て記載されます 。
た と えば 、 デフ ォル ト の 2.54mm(0.10") は 254 と表示されます 。

Table 3-40. 設定ダイアログボ ッ クス―ネ ッ ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

回避距離 迂回距離を設定し ます 。 回避配線が有効な場合 、 ネ ッ ト はこの
距離を使用し て回路図上のコ ンポーネン ト や他のネ ッ ト を迂回
し ます 。  
デフ ォル ト ： 0.20" ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の
場合は 5.05mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：
(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ADISTANCE_HR" value="505"/>
ADISTANCE_HR 値は (mm での値 ) x 100 と し て記載されます 。
た と えば 、 デフ ォル ト の 5.05mm(0.20") は 505 と表示されま
す 。
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ICT テーブル― 設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Interconnectivity Table (ICT) セクシ ョ ンでは ICT テーブルの表
示と動作を制御し ます 。 設定ダイアログボ ッ クスのこのセクシ ョ ンは 、 以下のサブカ
テゴ リ に分けられています 。

• 一般―設定ダイアログボ ッ クス

• スラ イス＆ダイス―設定ダイアログボ ッ クス

• プロパテ ィ ―設定ダイアログボ ッ クス

一般―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Interconnectivity Table ( セクシ ョ ン ) > General ( サブセクシ ョ
ン ) から以下の設定を行えます 。

ネ ッ ト をピンに
スナ ッ プ

指定し たコ ンポーネン ト に一番近いピンへの配線スナ ッ プ
ON(value ="1" ) と OFF (value ="0" ) を切り替えます 。  
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : 
(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="SNAPTOPIN" value="1"/>

配線モー ド 新規結線の配線モー ド を指定し ます 。 有効なオプシ ョ ンは以下
のとお り です ：
• 直線 (value = "0")
• 直交 (value = "1")
• 回避 (value = "2")

デフ ォル ト：  回避 (value = "2")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :
(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ROUTE" value="2"/>
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 配線モー ド 」

Table 3-41. 設定ダイアログボ ッ クス―一般オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

シンボルラベ
ルフ ォーマ ッ
ト

ICT テーブルでのシンボルラベルの表示方法を 、 展開リ ス ト から選択
し ます 。
デフ ォル ト： $(Name)$(Symbol)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_SYMBOL_FORMAT" value="$(NAME)$(Symbol)" />

Table 3-40. 設定ダイアログボ ッ クス―ネ ッ ト オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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コ ンポーネン
ト の表示 ...

2 つのラジオボタ ンで 、 コ ンポーネン ト の表示を切り替えます
( 以下はデフ ォル ト 設定です ) ：
•  コ ンポーネン ト を行に 、 ネ ッ ト を列に表示 (value = "1")
•  コ ンポーネン ト を列に 、 ネ ッ ト を行に表示 (value = "0")

DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="ICE_COMPONENTS_IN_COLUMNS" value="1" />

ソー ト プルダウン リ ス ト からいずれかのソー ト 条件を選択し ます ：
• Name (value = "0")
• Type (value = "1")
• Hierarchy (value = "2")

デフ ォル ト :Type (value = "1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_SORT" value="1" />

自動フ ィ ッ ト
表示

自動フ ィ ッ ト の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_AUTOFIT" value="1" />

詳細接続は複
数のド ラ イバ
を作成し ない

複数ド ラ イバ作成の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_ADVANCED_CONNECT_NO_CREATE_MULTIDRIVERS" 
value="1" />

セル表示

名前 セル名の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_CELLS SHOW_NETS" value="1" />

方向 セル方向の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_CELLS SHOW_DIRECTION" value="1" />

幅 セル幅の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_CELLS SHOW_WIDTH" value="1" />

ピン番号 セルのピン番号の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_CELLS SHOW_PIN_NUMBER" value="1" />

ピン ド ロ ッ プダウン リ ス ト 表示

Table 3-41. 設定ダイアログボ ッ クス―一般オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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スラ イス＆ダイス―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Interconnectivity Table ( セクシ ョ ン ) > Slice and Dice ( サブセク
シ ョ ン ) から以下の設定が行えます 。

名前 ピン名の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_PINSDROPDOWNLIST SHOW_NETS" value="1" />

方向 ピン方向の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_PINSDROPDOWNLIST SHOW_DIRECTION" 
value="1" />

幅 ピン幅の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_PINSDROPDOWNLIST SHOW_WIDTH" value="1" />

ピン番号 ド ロ ッ プダウン リ ス ト 内でピン番号の ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_PINSDROPDOWNLIST SHOW_PIN_NUMBER" 
value="1" />

グローバ
ルネ ッ ト

グローバルネ ッ ト の表示 ON/OFF を切り替えます 。
デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="ICE_PINSDROPDOWNLIST SHOW_GLOBAL_NETS"
value="1" />

Table 3-42. 設定ダイアログボ ッ クス－スラ イス＆ダイスオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト 以下はスラ イス & ダイスのネ ッ ト オプシ ョ ンです ：
• スラ イスアン ド ダイスのコ ンポーネン ト 間に接続されているネ ッ ト

のみを表示 (value = "0")
• スラ イスアン ド ダイスのコ ンポーネン ト に接続されているネ ッ ト を

表示 (value = "1")
• 全ネ ッ ト を表示 (value ="2")

デフ ォル ト ： スラ イスアン ド ダイスのコ ンポーネン ト 間に接続されて
いるネ ッ ト のみを表示 (value ="0")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS  element)

<key name="ICE_SLICEANDDICE_NETS_SHOW_MODE" value="0" />

Table 3-41. 設定ダイアログボ ッ クス―一般オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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プロパテ ィ ―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > ICT ( セクシ ョ ン ) > Properties ( サブセクシ ョ ン ) から以下の
設定が行えます :

ナビゲータ設定―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Navigator セクシ ョ ンでは 、 ナビゲータ ツ リーウ ィ ン ド ウでど
のよ う に情報を表示するかを制御し ます 。 設定ダイアログボ ッ クスのこのセクシ ョ ン
は 、 以下のサブカテゴ リ に分けられています ：

Table 3-43. 設定ダイアログボ ッ クス―プロパテ ィ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Property 使用可能なプロパテ ィ のリ ス ト が表示されます 。 Visible 列を使用し
て表示し たいプロパテ ィ  ( チ ェ ッ ク  ) や非表示にし たいプロパテ ィ  (
未チ ェ ッ ク  ) を指定し ます 。
デフ ォル ト ： 使用可能なプロパテ ィ はすべて非表示 に指定されてい
ます 。
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner section)

<key name=”ICT_HIDDEN_PRPS”>
<value>=property_name1</value>
<value>=property_name2</value>

. . . 
</key>

property_name = 未チ ェ ッ ク   のプロパテ ィ
(Visible と し てマーク されていないもの )

ボタ ン

スキームを
ロー ド

どのプロパテ ィ を表示するかの設定が保存された XML 形式フ ァ イル
(filename.p4i) を検索 、 選択 、 読み込むこ とができる  Load Properties 
Scheme ダイアログボ ッ クスが開きます 。

スキームを
保存

どのプロパテ ィ を表示するかの現在の設定を filename.p4i に保存する
ための Save Properties Scheme ダイアログボ ッ クスが開きます 。

全部解除 リ ス ト されたすべてのプロパテ ィ を非表示 ( 未チ ェ ッ ク  ) にし ます

全部チ ェ ッ ク リ ス ト されたすべてのプロパテ ィ を表示 ( チ ェ ッ ク  ) し ます 。

• ブロ ッ ク―設定ダイアログボ ッ クス

• シンボル―設定ダイアログボ ッ クス

• ネ ッ ト ―ナビゲータ設定―設定ダイアログボ ッ クス
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ブロ ッ ク―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Navigator ( セクシ ョ ン ) > Blocks ( サブセクシ ョ ン ) で
以下を設定できます 。  

Table 3-44. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―ブロ ッ クオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

階層表示 回路図ウ ィ ン ド ウで表示がアクテ ィ ブになった際 、 対応するツ リ
ー ノ ー ドが選択され 、 ナビゲータ ツ リーのコ ンテンツウ ィ ン ド ウ
が更新されます 。

デフ ォル ト：

表示を展開 回路図ウ ィ ン ド ウでアクテ ィ ブな表示が現在ナビゲータ ツ リーで
選択されているルー ト ノ ー ド以外の設計ルー ト から派生し ている
場合 、 その表示の設計ルー ト ノ ー ドが選択され 、 ナビゲータ ツ リ
ーのコ ンテンツウ ィ ン ド ウが設計全体のフ ラ ッ ト 表示で更新され
ます 。

デフ ォル ト： 

シー ト 表示 設計上の各シー ト と コ ンポジ ッ ト ノ ー ド をツ リー内でアイ コ ン表
示し ます 。

デフ ォル ト： 

ラベル
フ ォーマ ッ ト ：

ナビゲータ ツ リーでのブロ ッ ク ラベルの表示方法を展開リ ス ト か
ら選択し ます 。

た と えば 、 Label format: $(Name) と設定する と 、
ナビゲータ ではこのよ う に表示されます :

Label format: $(Name): $(View) とい う設定は 、
ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：
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シンボル―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Navigator ( セクシ ョ ン ) > Symbols ( サブセクシ ョ ン ) では
以下を設定できます 。  

情報ヒ ン ト
フ ォーマ ッ ト :

ナビゲータ ツ リーでのヒ ン ト 情報 ( リ ス ト 項目にカーソルを合わ
せた際に表示されるテキス ト ボ ッ クス ) の表示方法を展開リ ス ト
から選択し ます 。

た と えば 、 Info Tip format: $(Name) を選択する と 、
ナビゲータ情報ヒ ン ト ボ ッ クスはこのよ う に表示されます ：

Info Tip format: $(Name): $(View) を選択する と 、
ナビゲータ情報ヒ ン ト ボ ッ クスはこのよ う に表示されます :

Table 3-45. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―シンボルオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

全てのコ ンポー
ネン ト を表示

ナビゲータ ツ リーにすべてのシンボルコ ンポーネン ト を表示し ま
す 。

デフ ォル ト： 

階層的なものだ
けを表示

ナビゲータ ツ リーに階層的シンボルコ ンポーネン ト のみ表示し ま
す 。

デフ ォル ト ：  

Table 3-44. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―ブロ ッ クオプシ ョ ン  
オプシ ョ ン 説明

情報ヒ ン ト
ボ ッ ク ス

すべてのコ ンポーネン ト が
表示されます 。

階層的コ ンポーネン ト のみ
表示されます 。
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ネ ッ ト ―ナビゲータ設定―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Navigator ( セクシ ョ ン ) > Nets ( サブセクシ ョ ン ) では 、 以下
を設定できます 。  

コ ンポーネン ト
は表示し ない

ナビゲータ ツ リーにシンボルコ ンポーネン ト を表示し ません 。

デフ ォル ト ：  

ラベル
フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのシンボルラベルの表示方法を展開リ ス ト か
ら選択し ます 。

た と えば 、 Label format: $(Name) ($(Symbol)) を選択する と 、
ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：

情報ヒ ン ト
フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのヒ ン ト 情報 ( リ ス ト 項目にカーソルを合わ
せた際に表示されるテキス ト ボ ッ クス ) の表示方法を展開リ ス ト
から選択し ます 。

Info Tip format: $(Type): $(Path)/$(Name) ($(Symbol) とい う設定は
、 ナビゲータ情報ヒ ン ト ボ ッ クスではこのよ う に表示されます ：

Table 3-46. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―ネ ッ ト オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ネ ッ ト とバスを
表示

ナビゲータ ツ リーにネ ッ ト とバスを表示し ます 。

デフ ォル ト ：  

Table 3-45. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―シンボルオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明

ナビゲータ ツ リーにコ ンポーネン ト は表示されません 。

情報ヒ ン ト
ボ ッ クス

すべてのネ ッ ト とバス
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表示―設定ダイアログボ ッ クス

本 ト ピ ッ クでは 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Display ( セクシ ョ ン ) で指定できる設定 
(Table 3-47 参照 ) と以下のサブセクシ ョ ンについて説明し ます ：

• 表示―オブジ ェ ク ト ―設定ダイアログボ ッ クス

• 表示―フ ォ ン ト マ ッ ピング―設定ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト ラベル
フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのネ ッ ト ラベルの表示方法を展開リ ス ト から
選択し ます 。

た と えば 、 Net label format: $(Name) を選択する と 、
ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：

ネ ッ ト 情報ヒ ン
ト フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのネ ッ ト 情報ヒ ン ト の表示方法を展開リ ス ト
から選択し ます 。

た と えば 、 Net label format: $(Type): $(Path)/$(Name)
を選択する と 、 ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：

バスラベル
フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのバスラベルの表示方法を展開リ ス ト から選
択し ます 。

た と えば 、 Bus label format: $(Name) を選択する と 、
ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：

バス情報ヒ ン ト
フ ォーマ ッ ト

ナビゲータ ツ リーでのバス情報ヒ ン ト の表示方法を展開リ ス ト か
ら選択し ます 。

た と えば 、 Bus label format: $(Type): $(Path)/$(Name)
を選択する と 、 ナビゲータ ではこのよ う に表示されます ：

Table 3-46. 設定ダイアログボ ッ クス―ナビゲータ設定―ネ ッ ト オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner.xml フ ァ イル

Table 3-47. 設定ダイアログボ ッ クス―表示オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

プロパテ ィ プロパテ ィ の表示 ON(value = "1") と OFF(value = "0") を切り替え
ます 。  
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(OBJECTS > ATTRIBUTE element)

<key name="VISIBLE" value="1"/>
すべての ATTRIBUTE element 例については 、  プロパテ ィ の説明
をご覧 く だ さい 。

ボーダー ボーダーの表示 ON(value = "1") と OFF(value ="0") を切り替えま
す 。  
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="BORDERON" value="1"/>

コ ンポーネン ト
テキス ト

コ ンポーネン ト のテキス ト の表示 ON(value = "1") と OFF(value = 
"0") を切り替えます 。  
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="COMPTEXTON" value="1"/>

名前 回路図上のラベル名の表示 ON(value = "1") と OFF(value = "0") を
切り替えます 。  
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :
(DxDesigner > OBJECTS > LABEL element)

<key name="VISIBLE" value="1"/>

ピン番号 回路図上のピン番号の表示 ON(value = "1") または OFF(value = 
"0") を切り替えます 。  
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="PNUMSON" value="0"/>

参照番号 参照番号の表示 ON(value = "1") と OFF(value = "0") を切り替えま
す 。
デフ ォル ト ：  (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :(DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="RNUMSON" value="0"/>

テキス ト 回路図内でのテキス ト の表示 ON(value = "1") と OFF(value = "0")
を切り替えます 。  
デフ ォル ト： 1 (on = ) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 :
(DxDesigner > OBJECTS > TEXT element)

<key name="VISIBLE" value="1"/>
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表示―オブジ ェ ク ト ―設定ダイアログボ ッ クス

オブジ ェ ク ト 設定は 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Display ( セクシ ョ ン ) > Objects
( サブセクシ ョ ン ) から行えます 。 このセクシ ョ ンでは 、 Table 3-48 と Table 3-49 に記
載されるオブジ ェ ク ト の適用可能な色 、 テキス ト 、 塗り つぶし ス タ イル 、 線ス タ イル
、 フ ォ ン ト を変更できます 。

Table 3-48 の項目は回路図ラジオボタ ンが選択されている場合のみ有効です 。

Table 3-49 の項目は ICT ラジオボタ ンが選択されている場合のみ有効です 。

変更し たい内容のボ ッ クスを ク リ ッ ク し て く だ さい 。 た と えば 、 ア ノ テーシ ョ ンオブ
ジ ェ ク ト の色を変更し たい場合 、 Annotation 行の色ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます 。
変更可能なボッ クスが展開し て 、 選択できるオプシ ョ ンが表示されます 。 詳細は 141
ページの 「 DxDesigner COLORS Element 」 をご覧 く だ さい 。

回路図ボタ ン― Table 3-48 内のオブジ ェ ク ト を表示させ 、 オブジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ下
部に回路図例を示し 、 設定がどのよ う に反映されるかを イ ン タ ラ クテ ィ ブに表示し ま
す 。

ICT ボタ ン― Table 3-49 内のオブジ ェ ク ト を表示させ 、 オブジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ下部
に ICT スプレ ッ ド シー ト 例を示し 、 設定がどのよ う に反映されるかを イ ン タ ラ クテ ィ
ブに表示し ます 。

ツールチ ッ プ
表示

ツールチ ッ プの表示 ON(value = "1") と OFF(value = "0") を切り替
えます 。 ツールチ ッ プは 、 以下のオブジ ェ ク ト のラベルと プロパ
テ ィ から構成されます ：  
• コ ンポーネン ト  

デフ ォル ト：  (1 = on)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (SETTINGS element)
<key name="COMPONENT_TOOLTIPS" value="1"/>

• ネ ッ ト
デフ ォル ト：  (0 = off)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (SETTINGS element)
<key name="NET_TOOLTIPS" value="0"/>

• ピン
デフ ォル ト： Default:  (0 = off)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : 
(DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="PIN_TOOLTIPS" value="0"/>

Table 3-47. 設定ダイアログボ ッ クス―表示オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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Table 3-48. 設定ダイアログボッ クス―表示オプシ ョ ン― ( 回路図 ) オブジ ェ ク ト
オプシ ョ ン

オブジ ェ ク ト オプシ ョ ン

Arc

Property
(ATTRIBUTE)

Box

Circle

Component

Line

Net

Pin

色 、 塗りつぶし ス タ イル 、 線ス タ イル 、 線の太さ を変更できます
色のデフ ォル ト ：
• Arc, Box, Circle, Line, Pin.........0xff00ff
• Property (ATTRIBUTE)............0xffff00
• Component......................0x00ffff
• Net.............................0x00ff00

塗りつぶし ス タ イルのオプシ ョ ン :
• Hollow ...........<key name="FILL_STYLE" value="0" />
• Solid.............<key name="FILL_STYLE" value="1" />
• Diagdn1..........<key name="FILL_STYLE" value="2" />
• Diagdn2..........<key name="FILL_STYLE" value="3" />
• Grey08...........<key name="FILL_STYLE" value="4" />
• Diagdn2..........<key name="FILL_STYLE" value="5" />
• Diagup1..........<key name="FILL_STYLE" value="6" />
• Horiz............<key name="FILL_STYLE" value="7" />
• Vert.............<key name="FILL_STYLE" value="8" />
• Grid2............<key name="FILL_STYLE" value="9" />
• Grid1............<key name="FILL_STYLE" value="10" />
• X2..............<key name="FILL_STYLE" value="11" />
• X1..............<key name="FILL_STYLE" value="12" />
• Grey50...........<key name="FILL_STYLE" value="13" />
• Grey92...........<key name="FILL_STYLE" value="14" />
• Grey04...........<key name="FILL_STYLE" value="15" />

線ス タ イルのオプシ ョ ン ：
• Solid ( デフ ォル ト ).<key name="LINE_STYLE" value="0" />
• Dash.............<key name="LINE_STYLE" value="1" />
• Center............<key name="LINE_STYLE" value="2" />
• Phantom..........<key name="LINE_STYLE" value="3" />
• Big dash..........<key name="LINE_STYLE" value="4" />
• Dot..............<key name="LINE_STYLE" value="5" />
• Dash-Dot.........<key name="LINE_STYLE" value="6" />
• Medium Dash.....<key name="LINE_STYLE" value="7" />

線の太さ ： 1 ～ 10 の値を入力し ます (1= 最も細い )
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > OBJECTS element)

<OBJECT_NAME> 
<key name="COLOR" value="0xff00ff" /> 
<key name="FILL_STYLE" value="0" /> 
<key name="LINE_STYLE" value="0" />
<key name="SELECTABLE" value="1" /> 
<key name="VISIBLE" value="1" /> 
<key name="LINE_THICKNESS" value="1"/>

</OBJECT_NAME>

OBJECT_NAME = ARC 、 ATTRIBUTE 、 BOX 、 CIRCLE 、  
COMPONENT 、 LINE 、 NET 、 PIN のいずれか 。
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Annotation

Background

Border

Drag

Grid

Highlight

Selection

Unplaced 
component

Value

以下の色 ( デフ ォル ト は以下に記載 ) を変更できます 。
色のデフ ォル ト ：
• Annotation..........0xffff00
• Background.........0x000000
• Border..............0x00ffff
• Drag................0x00ff00
• Highlight............0xff00ff
• Grid, Selection.......0xffffff
• Unplaced component..0xc0c0c0
• Value...............0xc0c0c0

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > LAYERS element)
<layer name=NAME_LAYER> 
<key name="COLOR" value="0x000000" /> 
<key name="FILL_STYLE" value="0" /> 
<key name="LINE_STYLE" value="0" /> 

</layer>

NAME = ANNOTATION 、 BACKGROUND 、 BORDER 、 DRAG 、
GRID 、 HIGHLIGHT 、 SELECTION 、 UNPLACEDCOMPONENT
、  VALUE のいずれか 。

Label

Text

これらのオブジ ェ ク ト のテキス ト 色 ( デフ ォル ト  = 0xffff00) と フ ォ
ン ト を変更できます 。

フ ォ ン ト の選択オプシ ョ ンは以下のとお り です ：
• Fixed ( デフ ォル ト )...<key name="FILL_STYLE" value="0" />
• Roman..........<key name="FILL_STYLE" value="1" />
• Roman Italic.....<key name="FILL_STYLE" value="2" />
• Roman Bold.....<key name="FILL_STYLE" value="3" />
• Sans Serif.......<key name="FILL_STYLE" value="5" />
• Script...........<key name="FILL_STYLE" value="6" />
• Sans Serif Bold...<key name="FILL_STYLE" value="7" />
• Script Bold......<key name="FILL_STYLE" value="8" />
• Gothic..........<key name="FILL_STYLE" value="9" />
• Old English......<key name="FILL_STYLE" value="10" />
• Kanji...........<key name="FILL_STYLE" value="11" />
• Plot............<key name="FILL_STYLE" value="12" />

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > OBJECTS element)
<OBJECT_NAME> 
<key name="VISIBLE" value="1"/> 
<key name="SELECTABLE" value="1"/> 
<key name="COLOR" value="0xffff00"/> 
<key name="FILL_STYLE" value="0"/> 
<key name="LINE_STYLE" value="0"/> 

</OBJECT_NAME>
OBJECT_NAME = LABEL か TEXT のいずれか 。

Table 3-48. 設定ダイアログボッ クス―表示オプシ ョ ン― ( 回路図 ) オブジ ェ ク ト
オプシ ョ ン (cont.)

オブジ ェ ク ト オプシ ョ ン
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Table 3-49. 設定ダイアログボッ クス―表示―オブジ ェ ク ト (ICT) オプシ ョ ン

ダイアログボ ッ ク
ス内でのオブジ ェ
ク ト 名 (.xml フ ァ
イルでの名前 )

オプシ ョ ン

Block
(COMPONENT)
Editable Block
(FUB)
FPGA
(FPGA)
Pin
(PIN)
Symbol
(SYMBOL)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0x80b0e0) と テキス ト
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<OBJECT_NAME>
<key name="COLOR" value="0x80b0e0" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 

</OBJECT_NAME>

Bus
(BUS)
View
(BLOCK)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0x60c000) と テキス ト
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<OBJECT_NAME>
<key name="COLOR" value="0x60c0" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 

</OBJECT_NAME>

Diff Pair
(DIFFPAIR)
Global Net
(NETS)
Net
(NET)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0xe02020) と テキス ト
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<OBJECT_NAME>
<key name="COLOR" value="0xe02020" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 
</OBJECT_NAME>

OBJECT_NAME = COMPONENT FUB FPGA PIN SYMBOL

OBJECT_NAME = BUS か BLOCK

OBJECT_NAME =  DIFFPAIR  NETS NET の
いずれか 。
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DxDesigner COLORS Element

DxDesigner で定義され DxDesigner.xml フ ァ イルに保存された各オブジ ェ ク ト と レ イ
ヤ には 、 以下の例で太字で記されたラ イ ンのよ う な COLOR 定義ラ イ ンが含まれてい
ます ：

<NET> 
<key name="VISIBLE" value="1" /> 
<key name="SELECTABLE" value="1" /> 
<key name="COLOR" value="0x00ff00" /> 
<key name="FILL_STYLE" value="1" /> 

Editable Cell
(EDITCELL)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0xe0e0e0) と テキス ト  
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<EDITCELL>
<key name="COLOR" value="0xe02020" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 

</EDITCELL>

Invalid Cell
(INVALIDCELL)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0xb0b0b0) と テキス ト
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<INVALIDCELL>
<key name="COLOR" value="0xe02020" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 

</INVALIDCELL>

Group
(GROUP)
Port
(PORT)

これらのオブジ ェ ク ト の色 ( デフ ォル ト  = 0x40c000) と テキス ト
色 ( デフ ォル ト  - 0x000000) を変更できます 。

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (ICE > OBJECTS element)
<OBJECT_NAME>
<key name="COLOR" value="0x40c0" /> 
<key name="TEXTCOLOR" value="0x0" /> 

</OBJECT_NAME>

Table 3-49. 設定ダイアログボッ クス―表示―オブジ ェ ク ト (ICT) オプシ ョ ン 
ダイアログボ ッ ク
ス内でのオブジ ェ
ク ト 名 (.xml フ ァ
イルでの名前 )

オプシ ョ ン

編集可能なセル

無効なセル

OBJECT_NAME =  GROUP か PORT
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<key name="LINE_STYLE" value="0" /> 
</NET>

Figure 3-1 に 、 オブジ ェ ク ト に割り当てる こ とのできるデフ ォル ト 色を示し ます 。

Figure 3-1. DxDesigner オブジ ェ ク ト と レ イ ヤ のデフ ォル ト 色オプシ ョ ン

選択色は DxDesigner.xml フ ァ イル内で 16 進数の値に変換されます 。 16 進数値は 、
R( 赤 ) 、 G( 緑 ) 、 B( 青 ) の強度を定義し 、 それぞれのユニークな色の値を作成し ま
す 。 以下の例は黒の値を定義し ています 。 0x に続 く 最初の 2 つの数字は R の強度設
定 (00 は R な し ) 、 次の 2 つの数字は G 、 最後の 2 つの数字は B を表し ています 。

<!-- R-G-B- -->
<value>0x000000</value>

2007 DxDesigner 以前の設計での色を変換するのに役立つよ う 、 DxDesigner.xml フ ァ
イルの COLORS 要素を定義するセクシ ョ ンは SCREEN と PRINTER 用の 2 つのセク
シ ョ ンに分かれ 、 Figure 3-2 で示すよ う に 2007 以前のバージ ョ ンでの色設定と対応し
ています 。 旧 バージ ョ ンの設計を現在のバージ ョ ンに変換する際 、 DxDesigner.xml
フ ァ イルのこのセクシ ョ ンを使う と 、 旧 設定を新規値のセ ッ ト にマ ッ ピング ( また
は元のデフ ォル ト を維持 ) するのに役立ちます 。

デフ ォル ト 色に加え 、 カ ラーパレ ッ ト で Other ボタ ンを ク リ ッ ク し て 「 色 」 ダイアロ
グボッ クスを開き 、 カス タム色を定義する こ と もできます 。

このカ ラーパレ ッ ト は 、 各色に対
する 16 進数値へのマ ッ ピングを示
す Figure 3-2 の SCREEN 定義のカ
ラーパレ ッ ト と同様のものです 。
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Figure 3-2. 現行 DxDesigner.xml にマ ッ ピングされた 旧 バージ ョ ンでの色設定

<COLORS>
<key name="SCREEN">
<!-- R-G-B- -->
<value>0x000000</value> ID 0
<value>0x800000</value> ID 1
<value>0x008000</value> ID 2
<value>0x808000</value> ID 3
<value>0x000080</value> ID 4
<value>0x800080</value> ID 5
<value>0x008080</value> ID 6
<value>0xc0c0c0</value> ID 7
<value>0x808080</value> ID 8
<value>0xff0000</value> ID 9
<value>0x00ff00</value> ID 10
<value>0xffff00</value> ID 11
<value>0x0000ff</value> ID 12
<value>0xff00ff</value> ID 13
<value>0x00ffff</value> ID 14
<value>0xffffff</value> ID 15

</key>

 <key name="PRINTER">
<!-- R-G-B- -->
<value>0x000000</value>
<value>0x800000</value>
<value>0x008000</value>
<value>0x808000</value>
<value>0x000080</value>
<value>0x800080</value>
<value>0x008080</value>
<value>0xc0c0c0</value>
<value>0x808080</value>
<value>0xff0000</value>
<value>0xa00000</value>
<value>0xffff00</value>
<value>0x0000ff</value>
<value>0xff00ff</value>
<value>0x400040</value>
<value>0x000000</value>

</key>
</COLORS>
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表示―フ ォ ン ト マ ッ ピング―設定ダイアログボ ッ クス

フ ォ ン ト マ ッ ピングの変更は 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Display ( セクシ ョ ン ) > Font 
Mapping ( サブセクシ ョ ン ) から行えます 。

Note
ユーザー環境によ っては 、 こ こに記載するデフ ォル ト フ ォ ン ト の一部がシステ
ムにイ ンス ト ールされていないこ とがあ り ます 。 その場合 、 システムのフ ォ ン
ト マ ッ ピングによ り 、 以下に記載されたフ ォ ン ト ではな く 他の代替フ ォ ン ト が
使用されます 。 以下の表にあるデフ ォル ト 値の一部では 、 そのよ う な代替シス
テムフ ォ ン ト を太字で記載し ています 。

Table 3-50. 設定ダイアログボ ッ クス―表示―フ ォ ン ト マ ッ ピングオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Fixed DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<FIXED> 
<key name="FACE" value="Courier" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="0" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" />

</FIXED>

Roman DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<ROMAN> 
<key name="FACE" value="Roman" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 
</ROMAN>

Roman Italic DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<ROMANITALIC> 
<key name="FACE" value="Roman" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="1" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</ROMANITALIC> 
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Roman Bold DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<ROMANBOLD> 
<key name="FACE" value="Roman" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="700" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="1" /> 

</ROMANBOLD> 

Roman Bold 
Italic

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<ROMANBOLDITALIC> 
<key name="FACE" value="Roman" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="700" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="1" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="1" /> 

</ROMANBOLDITALIC> 

Sans Serif DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<SANSSERIF> 
<key name="FACE" value="MS Sans Serif" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="0" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</SANSSERIF>

Script DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<SCRIPT> 
<key name="FACE" value="Script" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</SCRIPT>

Table 3-50. 設定ダイアログボ ッ クス―表示―フ ォ ン ト マ ッ ピングオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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Sans Serif Bold DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<SANSSERIFBOLD> 
<key name="FACE" value="MS Sans Serif" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="700" /> 
<key name="CHARSET" value="0" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="1" /> 

</SANSSERIFBOLD>

Script Bold DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<SCRIPTBOLD> 
<key name="FACE" value="Script" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="700" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="1" /> 

</SCRIPTBOLD>

Gothic DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<GOTHIC> 
<key name="FACE" value="Century Gothic" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</GOTHIC>

Old English DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<OLDENGLISH> 
<key name="FACE" value="Bookman Old Style" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="300" /> 
<key name="CHARSET" value="255" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</OLDENGLISH>

Table 3-50. 設定ダイアログボ ッ クス―表示―フ ォ ン ト マ ッ ピングオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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起動時に実行―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Run on Startup ( セクシ ョ ン ) では 、 プロジ ェ ク ト が起動し た
時に実行するスク リ プ ト の形式を定義できます 。

Kanji DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<KANJI> 
<key name="FACE" value="Kanji" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="1" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</KANJI>

Plot DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  
(DxDesigner > FONT_MAP element 。 デフ ォル ト 値で表示 )

<PLOT> 
<key name="FACE" value="Arial" /> 
<key name="STYLE" value="NONE" /> 
<key name="WEIGHT" value="400" /> 
<key name="CHARSET" value="1" /> 
<key name="ITALIC" value="0" /> 
<key name="UNDERLINE" value="0" /> 
<key name="STRIKEOUT" value="0" /> 
<key name="BOLD" value="0" /> 

</PLOT>

Table 3-51. プロジ ェ ク ト 設定ダイアログボ ッ クス―起動時に実行タ ブオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Forms アク テ ィ ブなプロジ ェ ク ト で使用可能な形式を一覧表示し ます

Script アク テ ィ ブなプロジ ェ ク ト で使用可能なスク リ プ ト を一覧表示し ます

 ―現在のリ ス ト に新規形式またはスク リ プ ト を挿入し ます

 ―現在のリ ス ト から形式またはスク リ プ ト を削除し ます

 ―選択し たラ イ ン項目を リ ス ト 内で上に移動し ます

 ―選択し たラ イ ン項目を リ ス ト 内で下に移動し ます

Table 3-50. 設定ダイアログボ ッ クス―表示―フ ォ ン ト マ ッ ピングオプシ ョ ン 
オプシ ョ ン 説明
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詳細―設定ダイアログボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Advanced ( セクシ ョ ン ) から以下の設定を行う こ とができます 

Table 3-52. 設定ダイアログボ ッ クス―詳細オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Auto Pan ON (value = "1") の場合 、 コ ンポーネン ト を ド ラ ッ グし た際に自動的に
画面にパン し ます 。 この設定によ り 、 オブジ ェ ク ト を動かす度に F6 キ
ーを押し てパンする手間を省 く こ とができます 。
デフ ォル ト ： 1 (on = ) 
DxDesigner.xml フ ァ イルで相当する例 ： (SETTINGS element)

<key name="AUTOPAN" value="1"/>

Begin Nets in 
Space

ON (value = "1 、 ) の場合 、 ネ ッ ト を任意の位置から開始できます 。 こ
のオプシ ョ ンが選択されていない場合 (value = "0" 、 ) 、 ネ ッ ト はコ ン
ポーネン ト ピンまたは他のネ ッ ト の分岐地点でのみ開始できます 。
デフ ォル ト ：   (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="BEGIN_NETS_IN_SPACE" value="1"/>

Box Size すべてのボ ッ クスまたはダング リ ングジ ョ イ ン ト の作図サイズ ( 半径 )
を設定し ます 。
デフ ォル ト ： 0.050" ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合は
1.27mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="BOXSIZE_HR" value="127000"/>

Bus Dot 
Width

すべてのネ ッ ト ソルダー ド ッ ト の作図サイズ ( 半径 ) を設定し ます 。
デフ ォル ト ： 0.120 ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合は
3.05mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="BUS_DOTSIZE_HR" value="305000"/>

Copy 
Constraints 
on Copy 
Block/
Sheet

Copy Block や Copy Sheet 操作中の制約のコ ピーを ON にし ます 。 この
オプシ ョ ンを選択し ない場合は回路図データのみコ ピーされます 。
デフ ォル ト ：   (1 = on) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)

<key name="COPY_CONSTRAINTS_ON_COPY_BLOCK" value="1" />

Copy 
Constraints 
Overwrites 
All Values

このオプシ ョ ンが選択されている場合 、 Copy Block/Sheet 操作中にコ ピ
ーされた制約は 、 ブロ ッ クやシー ト がコ ピーされたプロジ ェ ク ト 内の
既存の制約値を上書き し ます 。
デフ ォル ト ：  (0 = off) 
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  (SETTINGS element)

<key name="COPY_CONSTRAINTS_OVERWRITES_VALUES" value="0" /> 



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
設定ダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 149

Crosshair 
Cursor

カーソルの外観を以下のよ う に切り替えます ：
• None....(value ="0")
• Small .......(value = "1")
• Full Extent (value = "2")

デフ ォル ト ： Small (value = "0")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="CROSSCURSOR" value="1"/>

Detect 
Components 
whose 
Symbol has 
changed

このオプシ ョ ンが選択されている場合 (value = "1" 、 ) 、 旧 コ ンポー
ネン ト のチ ェ ッ ク とハイ ラ イ ト を行います 。
デフ ォル ト ：  (value = "1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="CHECK_COMP_DATES" value="1"/>

Display 
Object While 
Moving

オブジ ェ ク ト 操作中のオブジ ェ ク ト 表示 ON(value = "1" 、 ) と
OFF(value = "0" 、 ) を切り替えます 。

このオプシ ョ ンが選択されている場合 、 追加や貼り付け 、 移動 、 コ ピ
ー 、 回転といったオブジ ェ ク ト 操作の実行中はオブジ ェ ク ト が表示され
続けます 。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は 、 オブジ ェ ク ト を
表すバウンデ ィ ングボ ッ クスが操作完了まで表示されます 。

デフ ォル ト ：  (value = "1")
ヒ ン ト ： チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し た状態 (ON) にし てお く と 、 オブジ
ェ ク ト の移動が遅 く な り ます 。 オブジ ェ ク ト 操作が遅いと感じ る場合 、
このオプシ ョ ンの設定を変更し て く だ さい 。  
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="DETAIL" value="1"/>

Dot Size 選択距離の境界線を指定するピ クセル数を表す正の整数 。  
デフ ォル ト ： 0.050"( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合は
1.27mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)

<key name="DOTSIZE_HR" value="127000"/>

Expedition 
Style Key-
bindings

Expedition レ イアウ ト ス タ イルのキーバイ ン ド を有効 (value = "1" 、 )
または無効 (value = "0" 、 ) にし ます 。
デフ ォル ト ：  (value = "1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="KEYBINDINGS" value="1"/>

Extra Errors チ ェ ッ クユーテ ィ リ テ ィ によ って実行される追加テス ト およびエラー
レポー ト 操作を切り替えます 。  
• On (value = "1" 、 ) 
• Off (value = "0" 、 )

デフ ォル ト ：  (value = "1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="XTRAERRS" value="1"/>

Table 3-52. 設定ダイアログボ ッ クス―詳細オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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Inverted Pin 
Bubble Size

反転されたピンのバブルのサイズを制御し ます 。
デフ ォル ト ： 0.050" ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合は
1.27mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ：  (SETTINGS element)

<key name="BUBBLESIZE_HR" value="127000"/>

Language ユーザーイ ン ターフ ェ ース言語を以下のいずれかに設定し ます ：
• Default
• English (value = "ENG")
• Japan (value = "JPN")

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)
<key name="LANGUAGE" value="ENG"/>

Pintype 
Arrows

ピン タ イプの矢印のタ イプを フルとハーフ ( ヨ ーロ ッパ ) ス タ イルから
選択し ます ：
• None .........(PINTYPE_ARROWS, value ="0", 

..................EURO_ARROWS, not applicable)
• Full Size....(PINTYPE_ARROWS, value = "1", 

...................EURO_ARROWS, value = "0")
• Half Size...(PINTYPE_ARROWS, value ="1", 

....................EURO_ARROWS, value = "1")
注意 ：
• ピン タ イプ矢印はModuleおよびCompositeブロ ッ ク タ イプを持つシン

ボルの場合のみ表示されます 。 Pin ブロ ッ ク タ イプの場合はこれら
は表示されません 。

• シンボルピン上にピン タ イプが存在し ない場合 、 ピン タ イプ矢印は
表示されません 。

ピン タ イプによ り矢印は異な り ます 。  Table 3-53 に リ ス ト を記載し ます

デフ ォル ト ： Full Size ...(PINTYPE_ARROWS, value = "1", 
 EURO_ARROWS, value = "0")

DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)
<key name="PINTYPE_ARROWS" value="1"/>
<key name="EURO_ARROWS" value="0"/>

Selection 
Distance

選択距離の境界線を指定するピ クセル数を表す正の整数 。  
デフ ォル ト ： 0.10" ( 単位設定が 「 イ ンチ 」 の場合 。 「 ミ リ 」 の場合は
2.54mm)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)

<key name="SDISTANCE_HR" value="254000"/>

Show bit 
numbers

ON(value = "1") の場合 、 派生し たバス上にビ ッ ト 数を表示し ます 。
デフ ォル ト ：   (value = "1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (SETTINGS element)

<key name="BITNUMBERS" value="0"/>

Table 3-52. 設定ダイアログボ ッ クス―詳細オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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Unique names 
on copy

コ ピー操作の際にネ ッ ト 、 コ ンポーネン ト またはピンにユニークなラベ
ルの作成を ON(value = "1" 、 ) または OFF (value = "0" 、 ) を切り替
えます 。
デフ ォル ト ：  (value = "0")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="UNIQUE_LABEL" value="0"/>

Verbose 
Errors

SCH/SYM パーサーのデータベース検証の詳細 ON/OFF を切り替えます
• On (value = "1" 、 )―すべてのエラー /警告メ ッ セージを生成し ます 
• Off (value = "0" 、 ) ― 設計の読み込みが完了し た際に メ ッ セージの

数を集計し ます 。
デフ ォル ト ：  (value ="1")
DxDesigner.xml フ ァ イル例 : (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="DB_ERR_VERBOSE" value="1"/>

Create 
automatic 
backup

自動バッ クア ッ プ機能を以下のとお り切り替えます ：
• On (value = “1” 、  ) ―ユーザーが回路図または ICT を開 く と 、

DxDesigner は自動的にフ ァ イル＞バッ クア ッ プを実行し ます 。
• Off (value = “0” 、 ) ―自動バッ クア ッ プを行いません

デフ ォル ト ：  (value = “0”)
DxDesigner.xml フ ァ イル例 ： (DxDesigner > SETTINGS element)

<key name="DB_AUTO_BACKUP" value="0"/>

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図を前の状態に戻す 」

Table 3-53. ピン タ イプ / 矢印タ イプ例

ピン タ イプ 矢印タ イプ 例

ANALOG Hollow

BI Solid

IN Solid

OCL Filled Diagonal

OEM Hollow

OUT Solid

TRI Hollow

Table 3-52. 設定ダイアログボ ッ クス―詳細オプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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シンボルウ ィ ン ド ウ
表示 > シンボルプルダウン メ ニュー項目から開きます 。 シンボルウ ィ ン ド ウには以下
の 3 つのタ ブがあ り ます ：

• Parts View ： シンボルを部品番号で一覧表示し ます 。

• Symbol View ： シンボルをシンボルタ イプで一覧表示し ます 。

• Reuse Blocks ： ラ イブ ラ リ内の再 利 用可能なブロ ッ ク を一覧表示し ます 。

各タ ブでは列上にシンボルが一覧表示されます 。 各列のヘ ッ ダーにはテキス ト フ ィ ー
ルドがあ り 、 こ こに文字列を入力し て 、 その文字列と一致する列内の項目を フ ィ ルタ
リ ングできます 。

また各タ ブには 、 ネ ッ ト 追加やシンボルへのネ ッ ト 名追加を行う ラジオボ ッ クスが配
置されてお り 、 Reuse Blocks タ ブには Reusable Blocks Process Guide で説明されている
追加のオプシ ョ ンがあ り ます 。

各タ ブの右側には 、 選択し たシンボルを表示するウ ィ ン ド ウと シンボル配置ボタ ンが
あ り ます 。 回路図内でシンボル配置ボタ ンを ク リ ッ クする と 、 各位置にシンボルを配
置できます 。

Verilog Netlister ダイアログボ ッ クス
Verilog Netlister ダイアログボ ッ クスはフ ァ イル > エクスポー ト  > Verilog ネ ッ ト リ ス
ト メ ニューから開き 、 設計の Verilog ネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルを作成できます 。 ネ ッ ト
リ ス ターはまず iCDB Compiler ユーテ ィ リ テ ィ を実行し 、 その設計の Common 
Database を生成し ます 。 次に適切なユーテ ィ リ テ ィ を実行し て設計のシ ミ ュ レーシ ョ
ンに使用される Verilog ネ ッ ト リ ス ト (.v) フ ァ イルを作成し ます 。

これらのユーテ ィ リ テ ィ は Verilog Netlister ダイアログボ ッ クスから自動的に起動する
ため 、 各ユーテ ィ リ テ ィ を別途起動する必要はあ り ません 。

設計内に state 、 flowchart または table blocks が存在する場合 、 適切な HDL Generator
がブロ ッ ク上で実行され 、 Verilog ネ ッ ト リ ス ト (.v) が作成されます 。  

エラーが発生し た場合はエラー メ ッ セージが作成されます 。

Verilog ネ ッ ト リ ス ト は 、 Verilog Netlister ダイアログボ ッ クスまたはコ マン ド ラ イ ン
から作成する こ とができます 。 すべての設定は 、 Verilog ネ ッ ト リ ス ト 作成時にプロ
ジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ に作成される hdlutils.ini フ ァ イルに保存されます 。

Verilog Netlister ダイアログボ ッ クスには以下のタ ブがあ り ます ：

• Verilog Netlister タ ブ― Table 3-54 をご参照 く だ さい 。



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
Verilog Netlister ダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 153

• Port Mapping タ ブ―このタ ブで 、 DxDesigner のピン タ イプを HDL のポー ト タ イ
プにマ ッ ピングできます 。

• External Packages タ ブ―作成されるネ ッ ト リ ス ト に挿入するパッ ケージを指定
し ます 。 verilog で有効な構文は次のとお り です ： `include "package_name.v" 

関連 ト ピ ッ ク

• HDL パラ メ ータ

HDL パラ メ ータ

下位レベルのブロ ッ ク を再 利 用可能にするため 、 ブロ ッ ク内でパラ メ ータが使用さ
れる こ とがよ く あ り ます ( 例 ： MOSFET の長さ と幅の値 ) 。 名前付きパラ メ ータ を下
位レベルブロ ッ クに渡し 、 各イ ンス タ ンスに対し て異なる値を指定する こ とによ り 、
定義はそのままで下位レベルブロ ッ クのプロパテ ィ を変更する こ とができます 。

Table 3-54. Verilog Netlister ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Output File 出力される Verilog ネ ッ ト リ ス ト のフ ァ イルを指定し ます

Log File Verilog ネ ッ ト リ ス ト 操作で出力されるログフ ァ イルを指定
し ます 。

From Block 特定の回路図名を入力するか 、 設計内のすべての回路図の
Verilog フ ァ イルを作成するにはこのフ ィ ールド を空欄のま
まにし ます 。

Global Signals グローバル信号が配置されるモジュール名を指定し ます 。

Default Target Library デフ ォル ト のコ ンパイルラ イブ ラ リ を指定し ます 。

Timescale Timescale フ ィ ールド に Time Unit/Time Precision を入力し 、
Verilog ネ ッ ト リ ス ト の代替タ イムスケールを指定し ます 。
デフ ォル ト のタ イムスケールは 1ns/1ns です 。

Down To 指定された Level プロパテ ィ でモジュールを作成し ます 。

Generate Only 1-Bit Wide 
Nets, Pins and Ports

バスを展開し ます 。

Generate Multiple 
Netlists, One For Each 
Entity

各モジュールを別々のフ ァ イルに配置し ます 。 その場合 、
Output File フ ィ ールドは Output Folder に変更されます 。

Do not create parameters 
for corresponding 
component attributes

コ ンポーネン ト パラ メ ータの生成を無効にし ます 。

Suppress Messages 出力ログ内で メ ッ セージを抑制し ます 。
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Verilog Netlister では 、 Parameter Value テキス ト プロパテ ィ を下位レベルのブロ ッ ク イ
ンス タ ンス ( 回路図内のブロ ッ クシンボルや Block Name テキス ト プロパテ ィ を持つ
シンボル ) につける こ とによ り 、 パラ メ ータのパスがサポー ト されています 。
Parameter 値で定義されたパラ メ ータはすべて下位レベルブロ ッ クに渡され 、 下位レ
ベルブロ ッ ク内のすべてのコ ンポーネン ト に対し て表示されます 。 Parameter 値のテ
キス ト は以下のよ う にな り ます ：

MY_L=10
MY_W=20

同じ ラ イ ンで複数のパラ メ ータ を指定する場合 、 各パラ メ ータ を " " で囲んで く だ さ
い 。 例 ：

"MY_L=10","MY_W=20"

SPICE の場合 、 以下のいずれかの文字 ( 大文字または小文字を使用 ) と と もに数字を
末尾につけて等級尺度を指定できます ：

f - 1E-15
p - 1E-12
n - 1E-9
u - 1E-6
mil - 25.4E-6
m - 1E-3
k - 1E+3
meg - 1E+6
g - 1E+9
t - 1E+12

パラ メ ータ では 、 単純な算術演算子 (+ 、 - 、 * 、 /) 、 括弧によるグループ化 、 また
他のパラ メ ータへの参照などを含め 、 さ らに複雑な式を定義できます 。 た と えば 、 以
下も有効なパラ メ ータ定義です ：

MY_PARM=(10.5p+@MY_OTHER_PARM)*2

他のパラ メ ータへの参照の場合 、 そのパラ メ ータの名前の前に @ が必要です 。 下位
レベルサーキッ ト のイ ンス タ ンスについている Parameter Value テキス ト プロパテ ィ に
上位レベルパラ メ ータへの参照を明示的にイ ン クルー ド する こ とによ り 、 パラ メ ータ
を階層内の複数レベルに渡すこ とができます 。 例 ：

MY_PARM_2=@MY_PARM

この場合 、 @MY_PARM は下位レベルサーキ ッ ト のイ ンス タ ンスを含むサーキッ ト
に渡されたパラ メ ータ を参照し ています 。 MY_PARM_2 は 、 上記よ り渡された
MY_PARM の値を使用し て 、 その下位レベルサーキ ッ ト の新規パラ メ ータ を定義し て
います 。  両方に同じ名前を使用する こ と もできます 。

パラ メ ータ を定義する際 、 可読性を高めるため 、 式内にホワイ ト スペースを追加する
こ と も可能です 。 パラ メ ータ名では大文字 / 小文字は区別されません 。
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関連 ト ピ ッ ク

• HDL オブジ ェ ク ト

• ユーザー定義 Name/Value ペア と し ての HDL パラ メ ータ

• 物理的プロパテ ィ と し て使用される HDL パラ メ ータ

• Verilog でのパラ メ ータの使用

HDL オブジ ェ ク ト

HDL パラ メ ータは 、 コ ンポーネン ト イ ンス タ ンス と ネ ッ ト に対し て有効で 、
Parameter Value テキス ト プロパテ ィ をシンボルイ ンス タ ンス と ネ ッ ト につける こ と で
定義し ます 。 設計内で定義されたブロ ッ ク または設計外 ( ラ イブ ラ リ など ) で定義さ
れたモデルを表すシンボルイ ンス タ ンスにつけられた場合 、 HDL パラ メ ータはブロ
ッ ク定義またはラ イブ ラ リ モデルに渡されるユーザー定義の名前 / 値ペア と し て機能
し ます 。  

HDL パラ メ ータが プ リ ミ テ ィ ブなデバイスを表すシンボルまたはネ ッ ト についてい
る場合 、 パラ メ ータはそのデバイスまたはネ ッ ト の物理的プロパテ ィ と し て解釈され
ます 。 物理的プロパテ ィ と し て使用される HDL パラ メ ータ ト ピ ッ クではこの特殊な
ケースをよ り詳細に説明し ています 。

ユーザー定義 Name/Value ペア と し ての HDL パラ メ ータ

以下は 、 ユーザー定義の名前 / 値ペア と し ての HDL パラ メ ータの簡単な使用例と そ
れに対応するネ ッ ト リ ス ト での結果を示し ています 。
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Figure 3-3. ユーザー定義 Name/Value ペア と し ての Verilog HDL パラ メ ータ

上記の回路図には lower とい う名前のブロ ッ クのイ ンス タ ンスが 1 つ含まれ 、 RISE
、 FALL 、 OFF の 3 つのパラ メ ータ を定義する Parameter Value テキス ト プロパテ ィ
がつけられています 。 イ ンス タ ンスのピンはピン と同名のネ ッ ト に接続されている と
仮定し ます 。 このイ ンス タ ンスがネ ッ ト リ ス ト 化される と 、 以下のよ う な結果にな り
ます ：

SPICE:
Xlower1 In1 In2 Out1 Out2 lower RISE=5 FALL=6 OFF=7
Verilog:
lower lower1 (.In1(In1), .In2(In2), .Out1(Out1), .Out2(Out2));
defparam lower1.RISE=5;
defparam lower1.FALL=6;
defparam lower1.OFF=7;

物理的プロパテ ィ と し て使用される HDL パラ メ ータ

以下は 、 物理的プロパテ ィ を定義する Verilog HDL パラ メ ータの簡単な使用例と それ
に対応するネ ッ ト リ ス ト での結果を示し ています 。



DxDesigner ダイアログボ ッ クス
Verilog Netlister ダイアログボ ッ クス

DxDesigner Reference Manual, EE2007.3 157

Figure 3-4. 物理的プロパテ ィ を定義する Verilog HDL パラ メ ータ

上記の回路図は 、 前の図で使用されている下位ブロ ッ ク イ ンス タ ンスのブロ ッ ク定義
です 。 この定義には Verilog プ リ ミ テ ィ ブゲー ト が 2 つ 、 バッ フ ァ  'buf' と イ ンバータ  
'not' が 1 つずつ含まれます 。 バッ フ ァ 'buf' はゲー ト の伝搬遅延を指定する Parameter
値を持ちます 。 イ ンバータ 'not' はゲー ト のド ラ イブス ト レングスを指定する
Parameter 値を持ちます 。 ポー ト Out2 に接続されたワイ ヤ は 、 そのワイ ヤ の伝搬遅
延の上昇 、 下降 、 OFF を指定する Parameter 値を持ちます 。

Verilog Netlister から取得される 、 この回路図ブロ ッ クの結果は以下のよ う にな り ます
：

module lower (In1, In2, Out1, Out2);
input In1, In2;
output Out1, Out2;
parameter RISE=0;
parameter FALL=0;
parameter OFF=0;
wire In1, In2, Out1;
wire #(RISE, FALL, OFF) Out2;
buf #(5) (Out1, In1);
not (strong1, strong0) (Out2, In2);
endmodule

Note
回路図ブロ ッ クで使用されているパラ メ ータは 、 対応する Verilog モジュールで
デフ ォル ト 値 0 で定義されます 。 シ ミ ュ レーシ ョ ンエラーを防ぐため 、 常にデ
フ ォル ト 値は回路図ブロ ッ クの各イ ンス タ ンスについた特定の値で上書き し て
く だ さい 。
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Verilog でのパラ メ ータの使用

以下の表に Verilog で使用できるキーワー ド ( どのオブジ ェ ク ト に対し て有効か 、
またキーワー ド で使用できる値 ) を記載し ます 。

VHDL Netlister ダイアログボ ッ クス
VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスは 、 フ ァ イル > エクスポー ト  > VHDL ネ ッ ト リ ス
ト メ ニューから開 く こ とができます 。 このユーテ ィ リ テ ィ は 、 iCDB (Integrated 
Common Database) からデータ を抽出し て 、 VHDL IEEE 1076-1987 フ ォーマ ッ ト で出
力し ます 。 VHDL Netlister は iCDB を検索し 、 .vhd 拡張子をつけて ASCII 出力フ ィ ル
を作成し ます 。 .vhd フ ァ イルはこのプロジ ェ ク ト で指定された Generated HDL デ ィ レ
ク ト リ で作成されます 。 同じベース名を持つ既存の .vhd フ ァ イルはすべて上書き され
ます 。

パラ メ ータ をよ り役立たせるよ う 、 下位レベルブロ ッ ク内で使用される こ とがよ く あ
り ます 。 使用可能なパラ メ ータ プロパテ ィ の詳細については 、 パラ メ ータ タ イププロ
パテ ィ セクシ ョ ンをご覧 く だ さい 。

iCDB-to-VHDL netlister は 、 問題が発生し た場合 、 エラーや警告メ ッ セージを生成し ま
す 。

VHDL ネ ッ ト リ ス ト はコ マン ド ラ イ ンから VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスを呼び
出し 、 作成できます 。

以下は VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスで使用可能な タ ブです ：

• VHDL Netlister ―参照 ： Table 3-56

• Ports Mapping―DxDesigner Pin Type を HDL ポー ト タ イプにマ ッ ピングできます

Table 3-55. Verilog で使用できるキーワー ド

キーワー ド オブジ ェ ク ト サポー ト される値

DELAY= ComponentsWires single delay value または min:typ:max
RISEDELAY= ComponentsWires single delay value または min:typ:max
FALLDELAY= ComponentsWires single delay value または min:typ:max
OFFDELAY= ComponentsWires single delay value または min:typ:max
DECAY= Wires (trireg のみ ) single delay value

STRENGTH= Components small medium large

STRENGTH1= Components supply1 strong1 pull1 weak1 highz1

STRENGTH0= Components supply0 strong0 pull0 weak0 highz0

WIRETYPE Wires trireg
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• External Packages ―作成されるネ ッ ト リ ス ト に挿入するパッ ケージを指定し ま
す 。 VHDL の正しい構文は以下のとお り です ：  
library USER_lib; 
use USER_lib.USER_package.all;

関連 ト ピ ッ ク

VHDL ネ ッ ト リ ス ト の処理

名前のマ ッ ピングや外部パッ ケージなどのすべての設定は 、 VHDL ネ ッ ト リ ス ト 作
成中にプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ に作成される hdlutils.ini フ ァ イルに保存されます 。

処理は最下レベルのブロ ッ クから始ま り 、 最上レベルのブロ ッ クへと進みます 。 各ブ
ロ ッ クは 、 外部ピンをすべて記載し たポー ト マ ッ プ と と もに 、 エンテ ィ テ ィ と し て書
き込まれます 。

Table 3-56. VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Output File 出力される VHDL ネ ッ ト リ ス ト のフ ァ イルを指定し ます 。

Log File VHDL ネ ッ ト リ ス ト 操作の出力ログフ ァ イルを指定し ます

From Block 特定の回路図名を入力するか 、 設計内のすべての回路図の
VHDL フ ァ イルを作成するにはこのフ ィ ールド を空欄のま
まにし ます 。

Global Signals グローバル信号が配置されるモジュール名を指定し ます 。

Default Target Library デフ ォル ト のコ ンパイルラ イブ ラ リ を指定し ます 。

Down To 指定し た Level プロパテ ィ まで下降し エンテ ィ テ ィ を作成
し ます 。

Use VHDL-93 Naming 
Conventions

コ ンポーネン ト 、 ピン 、 ジ ェ ネ リ ッ ク名内の VHDL-93 拡
張識別子を使用し ます 。

Generate Only 1-Bit Wide 
Nets, Pins and Ports

バスを展開し ます 。

Generate Multiple 
Netlists, One For Each 
Entity

各モジュールが別々のフ ァ イルに配置されます 。 その場合
Output File フ ィ ールドは Output Folder に変更されます 。

Do not create parameters 
for corresponding 
component attributes

コ ンポーネン ト ジ ェ ネ リ クスの作成を無効にし ます 。

Suppress Messages 出力ログで メ ッ セージを抑制し ます 。

• VHDL ネ ッ ト リ ス ト の処理 • VHDL ネ ッ ト リ ス ト 出力フ ァ イル例
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次に 、 そのブロ ッ ク内でのみ表示されるシグナル 、 必要な一時シグナル 、 必要なコ ン
ポーネン ト 宣言を宣言し たアーキテ クチャが書き込まれます 。 次に 、 コ ンポーネン ト
ピン名から ブロ ッ クネ ッ ト 名へのポー ト マ ッ ピングを使用する各コ ンポーネン ト の各
イ ンス タ ンスに対し て 、 コ ンポーネン ト イ ンス タ ンス化が書き込まれます 。

VHDL では他のピン タ イプへの直接の接続を許可し ないピン タ イプ もあるため 、 一時
シグナルが必要になる場合があ り ます 。 一時シグナルは VHDL セマンテ ィ クスを満
たす間接レ イ ヤ を提供し ます 。

VHDL では 、 階層的な双方向ピンの Hier Pin Name が 、 そのピンに接続されたネ ッ ト
の Net Name と一致する必要があ り ます 。

リ モー ト サーバー設定マネージャの場所と必要なコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルを
含むプロジ ェ ク ト フ ァ イルが必要です 。

VHDL ネ ッ ト リ ス ト 出力フ ァ イル例

以下は出力フ ァ イルの例です 。

-- File : E:\scott\1405test\vhdltest1\genhdl\sbk\sample.vhd
-- CDB  : E:\scott\1405test\vhdltest1\sample.cdb
-- By   : CDB2VHDL Netlister version 15.0.0.0
-- Time : Mon May 11 14:46:27 1998
-- Entity/architecture declarations
use work.all;
library IEEE;
use IEEE.std_logic_1164.all;
entity bottom is
    port(
        P1 : out BIT;
        P2 : out BIT;
        X : in BIT;
        Y : in BIT;
        Z : in BIT
    );
end bottom;
architecture bottom of bottom is
    -- Component declarations
    component INV
        port(
            A : in BIT;
            O : out BIT
        );
    end component;
    -- Signal declarations
    signal cdb2vhdl_tmp_1 : BIT;
begin
    -- Signal assignments
    cdb2vhdl_tmp_1 <= Y after 0 ns;
    -- Component instances
    XCMP1 : INV
        port map(
            A => X,
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            O => P1
        );
    XCMP3 : INV
        port map(
            A => cdb2vhdl_tmp_1,
            O => P2
        );
    XCMP6 : INV
        port map(
            A => Z,
            O => cdb2vhdl_tmp_1
        );
end bottom;
use work.all;
library IEEE;
use IEEE.std_logic_1164.all;
entity top is
    port(
        A : in std_ulogic;
        B : in std_ulogic;
        C : in std_ulogic;
        D : in std_ulogic;
        ZZZ : out std_ulogic
    );
end top;
architecture top of top is
    -- Component declarations
    component bottom
        port(
            P1 : out BIT;
            P2 : out BIT;
            X : in BIT;
            Y : in BIT;
            Z : in BIT
        );
    end component;
    component TRISTA
        port(
            O : out BIT;
            E : in BIT;
            A : in BIT
        );
    end component;
    component AND3
        port(
            A : in BIT;
            B : in BIT;
            C : in BIT;
            O : out BIT
        );
    end component;
    component INV
        port(
            A : in BIT;
            O : out BIT
        );
    end component;
    component AND2
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        port(
            O : out BIT;
            A : in BIT;
            B : in BIT
        );
    end component;
    -- Signal declarations
    signal AAA : std_ulogic;
    signal ABC : BIT;
    signal cdb2vhdl_tmp_1 : BIT;
    signal XSIG010010 : BIT;
    signal XSIG010013 : BIT;
    signal XSIG010017 : BIT;
    signal XYZ0 : BIT;
begin
    -- Signal assignments
    AAA <= A after 0 ns;
    cdb2vhdl_tmp_1 <= '0';
    -- Component instances
    lower : bottom
        port map(
            P1 => ABC,
            P2 => XSIG010010,
            X => XYZ0,
            Y => XSIG010013,
            Z => cdb2vhdl_tmp_1
        );
    XCMP4 : TRISTA
        port map(
            To_stdulogic(O) => ZZZ,
            E => XSIG010013,
            A => XSIG010017
        );
    XCMP2 : AND3
        port map(
            A => ABC,
            B => XSIG010010,
            C => To_bit(D),
            O => XSIG010017
        );
    XCMP3 : INV
        port map(
            A => To_bit(C),
            O => XSIG010013
        );
    XYZ0_1 : AND2
        port map(
            O => XYZ0,
            A => To_bit(AAA),
            B => To_bit(B)
        );
end top;
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Chapter 4
DxDesigner メ ニュー

以下は DxDesigner のメ イ ンアプ リ ケーシ ョ ンからアクセス可能な メ ニューです ：

このセクシ ョ ンに記載された様々なキーバイ ン ド については 、 229 ページの 「
DxDesigner キーバイ ン ド―デフ ォル ト 」 および 234 ページの 「 DxDesigner キーバイ
ン ド― Expedition ス タ イル 」 で詳細に説明し ています 。

• 追加メ ニュー

• 編集メ ニュー

• フ ァ イルメ ニュー

• フ ォーマ ッ ト メ ニュー

• ヘルプ メ ニュー

• セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

• シ ミ ュ レーシ ョ ン メ ニュー

• ツールメ ニュー

• 表示メ ニュー

• ウ ィ ン ド ウ メ ニュー
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追加メ ニュー
追加メ ニューのコ マン ド を使用し て 、 シンボルや回路図フ ァ イル上でオブジ ェ ク ト を
作成できます 。  DxDesigner のメ ニューまたは ALT キー＋ A から 、 追加メ ニューにア
クセスできます 。

Table 4-1. 追加メ ニューの項目

追加メ ニュー
の項目

説明

ブロ ッ ク 回路図上でカーソルを ド ラ ッ グし て 、 ブロ ッ ク を配置し たい位置を
指定し ます 。  ブロ ッ ク を追加ダイアログボ ッ クスが表示されます 。
ダイアログボ ッ クスでブロ ッ クの名前を入力し て く だ さい 。

回路図の位置を ド ラ ッ グし た後に <Esc> キーを押すと 、 ブロ ッ クの
配置をキャ ンセルできます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：

グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合

スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合 

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ト ッ プレベル回路図にブロ ッ ク
を配置 」 および 「 (ICT での ) ブロ ッ クの追加 」  

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
f F f F

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+G CTRL+G CTRL+G CTRL+G
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ネ ッ ト ネ ッ ト を追加コ マン ド を使用する と 、 2 本のコ ンポーネン ト ピンに
接続されたネ ッ ト を追加できます 。  ネ ッ ト を追加モー ド になってい
る間は 、 回路図ウ ィ ン ド ウで複数のネ ッ ト を追加する こ とが可能で
す 。  またこのコ マン ドはぶら下がり ネ ッ ト の接続や継続にも使いま
す 。  

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合 

スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合 

*UNIX のキーバイ ン ド では 、 ネ ッ ト を 1 つのみ追加する Add 
Net Now が実行されます 。

コ マン ド ラ イ ン ： net
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図エデ ィ タ を使用し てのネ
ッ ト の作成と編集 」 および 「 手動でネ ッ ト を派生 」  

バス アクテ ィ ブな回路図ウ ィ ン ド ウにバスを追加し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： bus
参照 ： DxDesigner User’s Guide 「 バスの追加 ( グラ フ ィ ッ ク ) 」
および 「 ICT でバスを作成 、 派生 (ICT) 」

ポー ト 以下のいずれかを選択し 、 回路図上のポー ト を配置し たい位置でク
リ ッ ク し ます 。
• IN
• OUT 
• BI
• TRI
• ANALOG
• OCL
• OEM

ツールバー ：  
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 ICT へポー ト を追加 」

Table 4-1. 追加メ ニューの項目 (cont.)
追加メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト * PC-Expedition UNIX-Expedition*
n n n n

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト * PC-Expedition UNIX-Expedition*
CTRL+I CTRL+I CTRL+I CTRL+I

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
b b b b
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欠けている
ポー ト

開いている回路図ウ ィ ン ド ウに不足し ているポー ト を追加し ます 。
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 欠けているポー ト の追加 」

オンシー ト オンシー ト コネク タ を追加し ます 。 このモー ド を終了するには 、
<Esc> キーを押し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：

参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 オンシー ト / オフシー ト ピンの
追加 」

オフシー ト オフシー ト コネク タ を追加し ます 。 このモー ド を終了するには 、
<Esc> キーを押し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 オンシー ト / オフシー ト ピンの
追加 」

電源 オフシー ト コネク タ を追加し ます 。 このモー ド を終了するには 、
<Esc> キーを押し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 グローバルネ ッ ト の作成 」  

グラウン ド オフシー ト コネク タ を追加し ます 。 このモー ド を終了するには 、
<Esc> キーを押し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 グローバルネ ッ ト の作成 」  

Table 4-1. 追加メ ニューの項目 (cont.)
追加メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Alt+
Shift+Space

CTRL+Alt+
Shift+Space

CTRL+Alt+
Shift+Space

CTRL+Alt+
Shift+Space

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Alt+
Space

CTRL+Alt+
Space

CTRL+Alt+
Space

CTRL+Alt+Space

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Shift+Space Shift+Space Shift+Space Shift+Space

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Space CTRL+Space CTRL+Space CTRL+Space
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ボーダー 以下のいずれかを選択し ます ：
• ボーダーを挿入― borders.ini フ ァ イルで設定された指定のシー ト

サイズと レ イアウ ト を使用し て 、 アクテ ィ ブな回路図にボーダ
ーを追加し ます 。

• ボーダーを削除―アクテ ィ ブな回路図からボーダーを削除し ま
す 。

• ボーダーを変更―新規ボーダーを選択するためのボーダーシン
ボルダイアログボ ッ クスを表示し ます 。

• ボーダープロパテ ィ の更新―ボーダープロパテ ィ が変更できる
よ う 、 プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウにボーダーのプロパテ ィ を表示し
ます 。

参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 回路図のシー ト ボーダーの制御
」  

アレ イ 選択し たオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) のアレ イ を作成し ます 。
このコ マン ド によ り アレ イダイアログボ ッ クスが開き 、 以下を指定
できます ：
• 行
• 列
• 行のスペース
• 列のスペース

スペースの設定に正の値を使用する と 、 アレ イは 、 ウ ィ ン ド ウ内で
右方向または上方向に作成されます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： array
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト へのアレ
イの追加 」

円弧 回路図またはシンボル図面に円弧を追加し ます 。  終点を指定し 、 円
弧を指定する線分を伸ばすと 、 円弧が動的に作成されます 。

円弧の配置をキャ ンセルするには 、 Esc キーを押すか円弧の 2 番目
の終点を指定する前にマウスの左ボタ ンを離し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： arc
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加す
る 」

Table 4-1. 追加メ ニューの項目 (cont.)
追加メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
A A A A
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ボ ッ クス 回路図またはシンボル図面にボ ッ クスを追加し ます 。  マウスを ド ラ
ッ グする とボ ッ クスが動的に作成されます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： box
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加す
る 」

円 回路図またはシンボル図面に円を追加し ます 。  マウスを ド ラ ッ グす
る と円が動的に作成されます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： circle
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加す
る 」

線 回路図または回路図ウ ィ ン ド ウに 2 点間のラ イ ンまたは一連の線分
を追加し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： line
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加す
る 」

Table 4-1. 追加メ ニューの項目 (cont.)
追加メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
B B B B

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
C C C C

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
L L L L
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編集メ ニュー
以下の編集メ ニューのコ マン ド を使用し て 、 シンボルや回路図フ ァ イルを編集できま
す 。  DxDesigner のメ ニューまたは ALT キー＋ E から 、 編集メ ニューにアクセスでき
ます 。

グラ フ ィ ッ ク設計が開いているか ( 参照 ： Table 4-2) 、 スプレ ッ ド シー ト 設計 (ICT)
が開いているか (Table 4-3) によ り 、 編集プルダウン メ ニューで使用可能な メ ニューオ
プシ ョ ンが決定し ます 。

テキス ト シンボルや回路図面にテキス ト ア ノ テーシ ョ ンを追加し ます 。

テキス ト ア ノ テーシ ョ ンはシンボルや回路図面内の任意の位置に挿
入できます 。  回路図やシンボル図面内のテキス ト は 、 グラ フ ィ ッ ク
データや接続データ とは関連を持ちません 。  フ ァ イルから テキス ト
を読み込むこ と も可能です 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： text
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にテキス ト を追加 」

オブジ ェ ク ト
を挿入

様々なオブジ ェ ク ト タ イプからいずれかを ド キュ メ ン ト に追加し ま
す 。  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 オブジ ェ ク ト の埋め込み 」

Table 4-1. 追加メ ニューの項目 (cont.)
追加メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
T T T t
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Table 4-2. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の編集メ ニュー

編集メ ニュー
の項目

説明

元に戻す シンボルまたは回路図面で行った変更 ( オブジ ェ ク ト のス ト レ ッ チ
や移動など ) を元に戻し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ： undo

やり直し 元に戻すコマン ド で戻された 、 前に実行し たコ マン ド または操作を
やり直し ます 。  元に戻すコマン ド を使用し て動作を元に戻すと 、 や
り直し コマン ドが有効にな り ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

切り取り 選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) または図面の領域を切り取り 、
ク リ ッ プボー ド に格納し ます 。 ク リ ッ プボー ド上にデータがあった
場合は上書き されます 。  

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ： bcut
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」  

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Alt+Backspace
または CTRL+Z
または u

Alt+Backspace
または CTRL+Z
または u

Alt+Backspace
または CTRL+Z
または F6 か u 

Alt+Backspace
または CTRL+Z
または F6 か u

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+
Backspace か

CTRL+A か r

CTRL+
Backspace か

CTRL+A か r

CTRL+
Backspace か

F7 または r

CTRL+
Backspace か

F7 または r

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+X か

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
または t
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コ ピー 選択されたオブジ ェ ク ト または図面の領域を ク リ ッ プボー ドへコ ピ
ーし ます 。 ク リ ッ プボー ド上にデータがあった場合は上書き されま
す 。  

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  bcopy
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」

貼り付け ク リ ッ プボー ドの内容を図面上の指定位置に貼り付けます 。  回路図
に貼り付けたいものがク リ ッ プボー ド にコ ピーされている時にこの
コマン ド を使用し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ： bpaste
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ
ク ト の貼り付け 」

特殊貼り付け ク リ ッ プボー ドの内容をアク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト に形式を指定し
て貼り付けまたは埋め込みます 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ
ク ト の貼り付け 」

Table 4-2. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の編集メ ニュー (cont.)
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert または

c (copy now)または y

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
または p
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削除 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内の選択されたオブジ ェ ク ト を削除し ま
す 。  削除コマン ドは 、 元に戻すコマン ド を使って元に戻すこ とがで
きます 。

コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 線分またはバス線分を回路図から削除し た
場合 、 すべての結線がぶら下がり結線と な り ます 。

削除するオブジ ェ ク ト がぶら下がり接続の場合 、 デフ ォル ト では
( 付随する ラベルやプロパテ ィ も含めて ) 配線も同様に削除されま
す 。  ネ ッ ト ラベルやプロパテ ィ が削除されないよ う にするには 、
Ctrl+Del キーを使用し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ： delete

参照 ： ク リーンア ッ プで削除

ク リーン
ア ッ プで削除

選択されたオブジ ェ ク ト を削除し 、 ぶら下がり接続を削除し ます 。

ツールバー ：  
表示 > ツールバー > カス タ マイズ > コマン ド  ( タ ブ ) から この
アイ コ ンを使用できます 。 このアイ コ ンはク リ ッ ク & ド ラ ッ グ
でアク テ ィ ブなツールバーへ移動可能です 。

全てを選択 アク テ ィ ブな回路図内のすべてのオブジ ェ ク ト とナビゲータウ ィ ン
ド ウ内の対応するオブジ ェ ク ト を選択し ます 。  
キーバイ ン ド ：  

Table 4-2. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の編集メ ニュー (cont.)
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト  UNIX- デフ ォル ト   PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Delete か Delete
または d か Backspace Backspace

Delete か d
Backspace

 Delete または d
Backspace

Delete または d

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+A CTRL+A CTRL+ACTRL+A
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検索 • 置換 テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クスを開きます 。 このダイアログ
ボ ッ クスでは 、 1 つずつも し く は一括で 、 テキス ト の検索と置換を
行う こ とができます 。 ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ンを使って検
索を絞り込むこ とができます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 テキス ト の検索と置換 」

ネ ッ ト に
名前を付ける

1 つ以上のネ ッ ト を選択し た後 、 このコ マン ド を使ってネ ッ ト に名
前を付けるダイアログボ ッ クスを開 く こ とができます 。  このダイア
ログボ ッ クスでは 、 選択し たすべてのネ ッ ト をバス要素と し て一度
の操作で名前を付けられます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 手動でネ ッ ト を派生 」

ボッ クスの
サイズ変更

選択し た複数オブジ ェ ク ト のグループを 1 つのオブジ ェ ク ト のよ う
に扱い 、 サイズを変更し ます 。  表示されるバウンデ ィ ングボ ッ クス
のいずれかのハン ドルを ク リ ッ ク & ド ラ ッ グし 、 選択されたオブ
ジ ェ ク ト のグループ全体のサイズを変更し ます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ネ ッ ト のスペーシングの変更 」

接続遮断 選択されたネ ッ ト またはネ ッ ト 線分を 、 隣接するオブジ ェ ク ト から
接続解除し ます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 コ ンポーネン ト の接続解除 」

ネ ッ ト を
切り取る

選択され接続解除されたネ ッ ト をネ ッ ト 上のク リ ッ ク位置で切り取
り ます 。  両端が接続されたネ ッ ト は切り取る こ とができません 。

ツールバー ：  

回路図を
プ ッ シュする

基と なる回路図を持つオブジ ェ ク ト が選択されている場合 、 このコ
マン ド によ り下位階層の回路図が開きます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

Table 4-2. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の編集メ ニュー (cont.)
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+F または

CTRL+H CTRL+H
CTRL+H CTRL+F または

CTRL+H
CTRL+F または

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
h h h h
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ICT を
プ ッ シュする

ICT を開きます 。

ツールバー ：  

上位階層へ
移動

他の階層の下にある回路図を表示し ている際 、 このコ マン ド によ り
上位階層の回路図が開きます 。

ツールバー ：  

ローカルシン
ボルを編集

選択されたローカルシンボルを編集できます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 生成されたブロ ッ ク をセン ト ラ
ルラ イブ ラ リへ移動 」 と 「 生成されたブロ ッ クの編集 」

Update
Properties

プロパテ ィ を更新し て最新の値が参照されるよ う にし ます 。 た と え
ば 、  (@PATH のよ う な ) 評価済みプロパテ ィ や複数のシー ト と階層
を カバーするボーダー上のプロパテ ィ など 。 更新を適用する範囲は
以下のいずれかを選択できます 。
• プロジ ェ ク ト
• 設計
• 回路図
• シー ト

Table 4-3. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の編集メ ニュー項目

編集メ ニュー
の項目

説明

元に戻す シンボルまたは回路図面で行った変更 ( オブジ ェ ク ト のス ト レ ッ チ
や移動など ) を元に戻し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  undo

Table 4-2. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の編集メ ニュー (cont.)
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
y y y y

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Alt+Backspace
または CTRL+Z
または u

Alt+Backspace
または CTRL+Z
または u

Alt+Backspace
または CTRL+Z
F6 または u

Alt+Backspace
または CTRL+Z
 F6 または u
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やり直し 元に戻すコマン ド で戻された 、 前に実行し たコ マン ド または操作を
やり直し ます 。  元に戻すコマン ド を使用し て動作を元に戻すと 、 や
り直し コマン ドが有効にな り ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

切り取り 選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) または図面の領域を切り取り 、
ク リ ッ プボー ド に格納し ます 。 ク リ ッ プボー ド上にデータがあった
場合は上書き されます 。  

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  bcut
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」  

コ ピー 選択されたオブジ ェ ク ト または図面の領域を ク リ ッ プボー ドへコ ピ
ーし ます 。 ク リ ッ プボー ド上にデータがあった場合は上書き されま
す 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  bcopy
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」

テーブルすべ
てを コ ピー

現在のスプレ ッ ド シー ト 全体を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます 。
以前のク リ ッ プボー ドの内容は上書き されます 。

Table 4-3. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の編集メ ニュー項目 
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+
Backspace か

CTRL+A か r

CTRL+
Backspace か

CTRL+A か r

CTRL+
Backspace か

F7 または r

CTRL+
Backspace か

F7 または r

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+X または

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
CTRL+X または

Shift+Delete
または t

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert
CTRL+C または

CTRL+Insert または

c (copy now)または y
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貼り付け ク リ ッ プボー ドの内容を図面上の指定された位置に貼り付けます 。  
回路図に貼り付けたいものがク リ ッ プボー ド にコ ピーされている時
にこのコマン ド を使用し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  bpaste
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ
ク ト の貼り付け 」

削除 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内の選択されたオブジ ェ ク ト を削除し ま
す 。  削除コマン ドは 、 元に戻すコマン ド を使って元に戻すこ とがで
きます 。

回路図から コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 線分またはバス線分を削除し た
場合 、 すべての結線がぶら下がり結線と な り ます 。

削除するオブジ ェ ク ト がぶら下がり接続の場合 、 デフ ォル ト では
( 付随する ラベルやプロパテ ィ も含めて ) 配線も同様に削除されま
す 。  ネ ッ ト ラベルやプロパテ ィ が削除されないよ う にするには 、
Ctrl+Del キーを使用し て く だ さい 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コマン ド ラ イ ン ：  delete

参照 ：  ク リーンア ッ プで削除

全てを選択 アク テ ィ ブな回路図内のすべてのオブジ ェ ク ト およびナビゲータウ
ィ ン ド ウ内の対応するオブジ ェ ク ト を選択し ます 。  
キーバイ ン ド ：  

Table 4-3. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の編集メ ニュー項目 
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
CTRL+V または

Shift+Insert
または p

PC- デフ ォル ト　 UNIX- デフ ォル ト 　 PC-Expedition UNIX-Expedition
　 CTRL+Delete か Delete
　 または d か Backspace Backspace

Delete か d
Backspace

　 Delete か d 　

　 Backspace
Delete または d

　

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+A CTRL+A CTRL+ACTRL+A 
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検索 • 置換 テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クスを開きます 。  このダイアログ
ボ ッ クスでは 、 1 つずつも し く は一括で 、 テキス ト の検索と置換を
行う こ とができます 。  ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ンを使って検
索を絞り込むこ とができます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 テキス ト の検索と置換 」

レベル再設定

DiffPair 作成

ボッ クスの
サイズ変更

( グラ フ ィ ッ ク  
設計のみ )

選択し た複数オブジ ェ ク ト のグループを 1 つのオブジ ェ ク ト のよ う
に扱い 、 サイズを変更し ます 。  表示されるバウンデ ィ ングボ ッ クス
のいずれかのハン ドルを ク リ ッ ク & ド ラ ッ グし 、 選択されたオブ
ジ ェ ク ト のグループ全体のサイズを変更し ます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ネ ッ ト のスペーシングの変更 」

回路図を
プ ッ シュする

基と なる回路図を持つオブジ ェ ク ト が選択されている場合 、 このコ
マン ド によ り下位レベルの回路図が開きます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

ICT テーブル
をプ ッ シュす
る

ICT を開きます 。

ツールバー ：  

上位階層へ
移動

階層の他の層の下にある回路図を表示し ている際 、 このコ マン ド に
よ り上位レベルの回路図が開きます 。

ツールバー ：  

DiffPair を解除

ネ ッ ト を接続

ネ ッ ト をピン
に追加

Table 4-3. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の編集メ ニュー項目 
編集メ ニュー
の項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+F または

CTRL+H CTRL+H
CTRL+H CTRL+F または

CTRL+H
CTRL+F または

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
h h h h
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フ ァ イルメ ニュー
以下のフ ァ イルメ ニューは 、 フ ァ イル関連の作業で使用し ます 。  DxDesigner のメ ニ
ューまたは ALT キー＋ F から 、 フ ァ イルメ ニューにアクセスできます 。

詳細接続 ポー ト 付きネ ッ ト を追加ダイアログボ ッ クス を開きます 。

接続遮断 選択されたネ ッ ト またはネ ッ ト 線分を 、 隣接するオブジ ェ ク ト から
接続解除し ます 。

ツールバー ：  
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 コ ンポーネン ト の接続解除 」

Table 4-4. フ ァ イルメ ニューのコ マン ド

フ ァ イルメ ニ
ューの項目

説明

新規作成 以下のいずれかを選択し ます ：
• プロジ ェ ク ト ―新規ド キュ メ ン ト を作成し ます ( 参照 ：

DxDesigner User’s Guide の 「 新規プロジ ェ ク ト の作成 」  )
• 回路図―開いているプロジ ェ ク ト 内に新規回路図を作成し ます

( 参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 新規回路図の作成 」 )
• シー ト ―選択し た回路図に新規シー ト を作成し ます
• ICT テーブル―新規 ICT を作成し ます ( 参照 ： DxDesigner User’s 

Guide の 「 ICT テーブルの作成と編集 」 )
• ローカルシンボル―新規ローカルシンボルを作成し ます

( 参照 : DxDesigner User’s Guide の 「 ローカルシンボルの作成 」 )
• スク リ プ ト 形式―新規スク リ プ ト 形式を作成し ます 。 Select 

Script Language ダイアログボ ッ クスで 、 使用するスク リ プ ト 言
語を最初に選択し ます

開 く プルダウン リ ス ト から既存のプロジ ェ ク ト 、 ブロ ッ クまたはフ ァ イ
ルを開きます 。

保存 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト を保存し ます 。

閉じ る アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト を閉じ ます 。

Save to DMS DxDesigner から DMS へパーツ リ ス ト を抽出する この機能を使用す
るには 、 DMS がイ ンス ト ールされている必要があ り ます 。 詳細は
イ ンス ト ールし た DMS ソ フ ト ウ ェ アツ リーの DMS DBOM User 
Manual の Extracting Part List Data from a Design をご覧 く だ さい

Table 4-3. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の編集メ ニュー項目 
編集メ ニュー
の項目

説明
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バッ クア ッ プ アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト をバッ クア ッ プ し ます 。 セ ッ ト ア ッ プ >
設定 > Advanced ( セクシ ョ ン ) > Create automatic backup option が
有効になっている場合 、 プロジ ェ ク ト を開 く 度にバッ クア ッ プ機能
が実行されます 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図を前の状態に戻す 」

ロールバッ ク このコ マン ド によ り 、 ド キュ メ ン ト と その制約を前回のバッ クア ッ
プ時の状態へ戻し ます 。  バッ クア ッ プを最低でも一度実行し ない限
り 、 ド キュ メ ン ト をロールバッ クする こ とはできません 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図を前の状態に戻す 」

エクスポー ト 現在の設計を以下のいずれかにエクスポー ト し ます ：
• Windows メ タ フ ァ イル
• HPGL
• PDF ― DxPDF ダイアログボ ッ クスを開き 、  DxDesigner 回路図を

読み込み 、 その回路図設計の階層表示を生成し て 、 設計を
Adobe Acrobat PDF フ ァ イルと し て保存し ます 。

• EDIFネ ッ ト リ ス ト ―EDIF Interfacesダイアログボ ッ クスを開き 、  
EDIF Netlist Writer を設定できるよ う にし ます 。

• EDIF 回路図― EDIF Interfaces ダイアログボ ッ クスを開き 、 EDIF 
Schematic Writer を設定できるよ う にし ます 。

• VHDL ネ ッ ト リ ス ト ― VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスを開き
ます 。

• Verilogネ ッ ト リ ス ト ―Verilog Netlisterダイアログボ ッ クスを開き
ます 。

• Analog ネ ッ ト リ ス ト ― SPICELink ダイアログボ ッ クス を 開きま
す 。

• ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示―設計をネ ッ ト リ ス ト と し て ASCII フ
ァ イルおよび ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示タ ブに書き出し ます 。

• 外部データベース―専用プロジ ェ ク ト フ ァ イルと と もに接続デ
ータおよび制約データ をエクスポー ト する こ とによ り 、 ス タ ン
ド アロンの DxDesigner データベースを作成し ます 。  参照 ：
DxDesigner User’s Guide の 「 外部データベースの作業 」 。  

イ ンポー ト 以下のいずれかを現在の設計に取り込みます ：
• EDIF ネ ッ ト リ ス ト ― EDIF Interfaces ダイアログボ ッ クスを開き  

EDIF Netlist Reader を設定できるよ う にし ます 。
• EDIF 回路図― EDIF Interfaces ダイアログボ ッ クスを開き 、  EDIF 

Schematic Reader を設定できるよ う にし ます 。
• 外部データベース
• シンボル
• IFF 回路図 (RF が使用されている場合 )

Table 4-4. フ ァ イルメ ニューのコ マン ド  (cont.)
フ ァ イルメ ニ
ューの項目

説明
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フ ォーマ ッ ト メ ニュー
以下のフ ォーマ ッ ト メ ニューのコ マン ド によ り 、 シンボルや回路図シー ト 上のオブジ
ェ ク ト を操作できます 。  DxDesigner のメ ニューまたは ALT キー＋ O から メ ニューに
アクセスできます 。

グラ フ ィ ッ ク設計が開いているか (Table 4-5 参照 ) 、 スプレ ッ ド シー ト 設計 (ICT) が
開いているか (Table 4-6 参照 ) によ り 、 フ ォーマ ッ ト プルダウン メ ニューで使用可能
な メ ニューオプシ ョ ンが決定し ます 。

印刷 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト を印刷し ます 。
キーバイ ン ド ：  

終了 回路図エデ ィ タ を終了し ます 。
キーバイ ン ド ：  

Table 4-5. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合のフ ォーマ ッ ト メ ニュー項目

フ ォーマ ッ ト
メ ニューの
項目

説明

回転 選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) を中心点の軸を使用し て 90 度ず
つ左方向へ回転し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  rotate ( カーソルを ク リ ッ ク し て回転軸を定義 )
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ネ ッ ト 方向の調整 」  および
「 選択し たオブジ ェ ク ト の回転 」

Table 4-4. フ ァ イルメ ニューのコ マン ド  (cont.)
フ ァ イルメ ニ
ューの項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+P CTRL+P CTRL+P CTRL+P

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
ALT+F4 ALT+F4 ALT+F4 ALT+F4

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Shift+R CTRL+Shift+R CTRL+Shift+R CTRL+Shift+R

または F3
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反転 選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) を中心軸の点を中心に垂直に反転
し 、 鏡面反射のよ う に描きます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  reflect ( に類似 )
参照 :DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の反転 」  

ミ ラー 選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) を中心軸の点を中心に水平に反転
し 、 鏡面反射のよ う に描きます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  reflect ( に類似 )
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の反転 」

反転 • ミ ラー
モー ド

選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) を中心軸の点を中心に水平に反転
し 、 同様に垂直に反転し ます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の反転 」

縮尺変更 選択されたオブジ ェ ク ト またはオブジ ェ ク ト グループのサイズを 、
縮尺変更ダイアログボッ クスで指定し た倍率で変更し ます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： scale
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の縮尺変更
」

ス ト レ ッ チ オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て任意の方向へ引き伸ばすこ とができま
す 。  引き伸ばすこ とができるオブジ ェ ク ト は 、  線 、 ボ ッ クス 、 円 、
円弧 、 ピンです 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： stretch
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト のス ト レ ッ
チ 」

Table 4-5. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合のフ ォーマ ッ ト メ ニュー項目 
フ ォーマ ッ ト
メ ニューの
項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+Shift+F CTRL+Shift+F F5 CTRL+Shift+F

または F5

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+F CTRL+F F4 F4
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左端に揃える 選択された複数のオブジ ェ ク ト を左端に揃えます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： align

右端に揃える 選択された複数のオブジ ェ ク ト を右端に揃えます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： align

上端に揃える 選択された複数のオブジ ェ ク ト を上端に揃えます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： align

下端に揃える 選択された複数のオブジ ェ ク ト を下端に揃えます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： align

グ リ ッ ド に
スナ ッ プ

選択されたオブジ ェ ク ト ( 複数可 ) をグ リ ッ ド にスナ ッ プ し ます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ： snap

Table 4-6. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合のフ ォーマ ッ ト メ ニュー
項目

フ ォーマ ッ ト
メ ニューの項目

説明

自動フ ィ ッ ト ウ ィ ン ド ウに合う よ う テーブルのサイズを変更し ます 。

非表示 選択されたテーブルの行や列を回路図ウ ィ ン ド ウ上で非表示に
し ます 。

非表示取り消し ナビゲータウ ィ ン ド ウで選択し た項目を回路図ウ ィ ン ド ウ上で
表示させます 。

グループ化 可視性と操作性を高めるため 、 選択された複数オブジ ェ ク ト を
グループ化し ます 。

グループ解除 選択されたオブジ ェ ク ト のグループ化を解除し ます 。  

Table 4-5. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合のフ ォーマ ッ ト メ ニュー項目 
フ ォーマ ッ ト
メ ニューの
項目

説明
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ヘルプ メ ニュー
以下のヘルプ メ ニューは 、 製品上の追加情報を検索するのに役立ちます 。  DxDesigner
のメ ニューまたは ALT キー＋ H から 、 フ ァ イルメ ニューにアクセスできます 。

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー
セ ッ ト ア ッ ププルダウン メ ニューから以下の設定を行う こ とができます 。  DxDesigner
のメ ニューまたは ALT キー＋ S から メ ニューにアクセスできます 。

Table 4-7. ヘルプ メ ニューの項目

ヘルプ メ ニューの
項目

説明

InfoHub のド キュ
メ ン ト

InfoHub にはド キュ メ ン ト へのリ ン クがあ り 、 ド キュ メ ン ト は
通常 HTML と PDF 両方のフ ォーマ ッ ト で用意されています 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「  DxDesigner での情報検索 」  

エラー メ ッ セージ 以前のオン ラ イ ン ド キュ メ ン ト にアクセス し ます 。 最新のド キ
ュ メ ン ト は InfoHub に保存されています 。

本日のヒ ン ト DxDesigner の機能に関する短いヒ ン ト を表示し ます 。

バイ ン ドの表示 DxDesigner キーバイ ン ド と ス ト ローク を ラ ンダムに項目化し た
テキス ト ウ ィ ン ド ウを表示し ます 。

ス ト ローク を表示 DxDesigner キーバイ ン ド と ス ト ローク を ラ ンダムに項目化し た
テキス ト ウ ィ ン ド ウを表示し ます 。  ス ト ロークはウ ィ ン ド ウの
下部に表示されます 。

DxDesigner の
バージ ョ ン情報

ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン と著作権情報を表示し ます 。

Table 4-8. セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの項目

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー
の項目

説明

設定 DxDesigner セ ッ シ ョ ンの設定を行う ための設定ダイアログ
ボ ッ クスを表示し ます 。

ツールバー ：  

ラ イセンスオプシ ョ ン アプ リ ケーシ ョ ンが起動する際にどのイ ンス ト ールオプシ
ョ ンを読み込むかを設定するためのラ イセンスオプシ ョ ン
ダイアログボ ッ クスを表示し ます 。

ク ロスプロービング ク ロスプロービング機能の ON と OFF を切替えます 。
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シ ミ ュ レーシ ョ ン メ ニュー
このメ ニューは DxAMS ラ イセンスオプシ ョ ンが有効の場合のみ使用可能です 。

シ ミ ュ レーシ ョ ンプルダウン メ ニューから実行できる コ マン ド については 、
HyperLynx Analog Simulation I/F User’s Manual の Simulation Control Dialog Box Content
ト ピ ッ クで説明し ています 。

ツールメ ニュー 
ツールメ ニューでは以下のコ マン ド を使用できます 。  DxDesigner のメ ニューまたは
ALT キー＋ T から ツールメ ニューにアクセスできます 。

Table 4-9. ツールメ ニュー の項目

ツールメ ニュー 
の項目

説明

シンボル生成 シンボル生成ダイアログボ ッ クスを開きます

シンボル更新 コ ンポーネン ト 定義の更新ダイアログボ ッ クスを開きます

ローカル信号を
リ ス ト ア ッ プ

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウにローカル信号を リ ス ト ア ッ プ し ます

グローバル信号を
リ ス ト ア ッ プ

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウにグローバル信号を リ ス ト ア ッ プ し ます

相互参照 イ ン ト ロダクシ ョ ンダイアログボ ッ クスを表示し ます 。 設計内の
接続性を追跡する こ とができ 、 特に階層設計やマルチシー ト の回
路図に対し て便 利 です 。
参照 ： Cross-Referencing a Design manual の Cross Reference Wizard 

検証 回路図のチ ェ ッ ク を行う前に設計ルールチ ェ ッ ク を設定するため
の DRC (schematic_name) ダイアログボ ッ クスを開きます 。 DRC 
は設計内の電気ルール違反を検知する イベン ト 駆動型ツールです

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 設計の検証 」

PCB イ ン ター
フ ェ イス

( ネ ッ ト リ ス ト  
ワーク フ ロー
のみ )

PCB イ ン ターフ ェ イスダイアログボ ッ クスを開きます 。  このダ
イアログでは 、 DxDesigner と (Mentor Graphics を含む ) 複数ベン
ダ製 PCB レ イアウ ト システムの 1 つとの間で 、 設計データ を イ
ンポー ト / エクスポー ト できます 。
参照 ： PCB Interfaces User’s Guide
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DxLibrary ス タ ジ
オ

( ネ ッ ト リ ス ト  
ワーク フ ロー
のみ )

 Library Studio ダイアログボ ッ クスを開きます 。 このダイアログ
では新規ワークスペースを作成するか 、 既存ワークスペースを
Library ス タ ジオツールで開 く かを指定できます 。  

DxLibraryStudioTM は 、 コ ンポーネン ト ラ イブ ラ リの管理者が 、
企業のパーツデータベースを作成 ・ 管理するための Design 
Exchange ツールです 。
参照 ： Managing Parts Databases with DxLibraryStudio の Starting a 
New Workspace 

プロパテ ィ 定義
エデ ィ タ

( ネ ッ ト リ ス ト  
ワーク フ ロー
のみ )

プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を使用し て 、  セン ト ラルラ イブ ラ リ で
使用可能なプロパテ ィ と そのフ ォーマ ッ ト を定義し ます 。 このエ
デ ィ タ を使用し て 、 新規プロパテ ィ の定義 、 プロパテ ィ タ イプ と
関連する構文の定義 、 定義済みシステムプロパテ ィ の内容の一部
の変更などを行う こ とができます 。 参照 ： Library Manager 
Process Guide の Using the Property Definition Editor to Establish 
Common Properties 

パッ ケージ
(Expedition 
ワーク フ ロー
のみ )

Packager ダイアログボ ッ クスボ ッ クスを開きます 。 パッ ケージャ
は 、 参照番号を割り当てる こ とによ り 、 フ ォーワー ド ア ノ テーシ
ョ ン用の設計を準備し ます 。 階層設計の場合 、 フ ラ ッ ト 設計に変
更されます 。

ツールバー ：  

制約条件エデ ィ タ
システム

(Expedition 
ワーク フ ロー
のみ )

共通の環境で設計制約条件を定義 ・ 詳細設定を行える 、 制約条件
エデ ィ タ システム (CES) ツールを開きます 。  

ツールバー ：  
参照 :Constraint Editor System (CES) User’s Manual

Expedition PCB
(Expedition 
ワーク フ ロー
のみ )

PCB のレ イアウ ト 、 分析 、 製造に使用する Expedition PCB ツール
を開きます 。

ツールバー ：  
参照 : Expedition PCB User’s Guide

ラ イブ ラ リ
マネージャ

(Expedition 
ワーク フ ロー
のみ )

ラ イブ ラ リ マネージャ ツールを開きます 。 このツールでは 、 ラ イ
ブ ラ リ オブジ ェ ク ト の関連付けを行う こ とによ り 、 異なる ラ イブ
ラ リ内のデータ間の関連性を保つこ とができます 。

ツールバー ：  
参照 : Library Manager Process Guide

Table 4-9. ツールメ ニュー の項目 (cont.)
ツールメ ニュー 
の項目

説明
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パーツ リ ス ター 設計内で仕様する部品のリ ス ト を作成するためのパーツ リ ス ト 作
成機能を設定する 、 パーツ リ ス ターダイアログボッ クスを開きま
す 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 BOM( 部品表 ) の生成 」

アーカ イバ DxArchiver ツールを開きます 。 このツールは DxDesigner 内の特
定の設計またはプロジ ェ ク ト に関連付けられた回路図 、 シンボル
、 他のデータ を収集 ・ 保存するプロジ ェ ク ト 管理ユーテ ィ リ テ ィ
です 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 プロジ ェ ク ト のアーカ イブ 」

LineSim リ ン ク LineSim Link - DxDesigner/HyperLynx LineSim interface ダイアログ
ボ ッ クスを開きます 。

シ ミ ュ レーシ ョ ン
• セ ッ ト ア ッ プ

VHDL または Verilog シ ミ ュ レーシ ョ ンを設定するシ ミ ュ レーシ
ョ ンセ ッ ト ア ッ プダイアログボ ッ クスを開きます 。

PSpice ラ イブ ラ リ
を変換 

(DxAMS ラ イ
センスオプシ
ョ ンが選択さ
れている場合
有効 )

PSpice モデルのラ イブ ラ リ フ ァ イルを HyperLynx Analog に変換
・ イ ンポー ト できる PSpice to HyperLynx Analog Library Converter
ダイアログボ ッ クスを開きます 。

参照 ： HyperLynx Analog Simulation I/F User’s Manual の Converting 
a PSpice Libary

VHDL モデル生成
(DxAMS ラ イ
センスオプシ
ョ ンが選択さ
れている場合
有効 )

NewVHDL モデルを生成するか 、 この VHDL モデルツールで既
存の VHDL モデルを編集し ます 。

カス タ マイズ プログラムをツールメ ニューに追加できる Customize Tools Menu
ダイアログボ ッ クスを開きます 。  このコ マン ド を使って メ ニュ
ー項目を編集する こ と もできます 。
参照 ： Customize Tools Menu ダイアログボ ッ クス

Table 4-9. ツールメ ニュー の項目 (cont.)
ツールメ ニュー 
の項目

説明
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表示メ ニュー
表示メ ニューを使用し て 、 デスク ト ッ プ環境を カス タ マイズし た り 、 シンボルや回路
図フ ァ イルの表示を変更できます 。 表示メ ニューは DxDesigner メ ニューバーまたは
ALT キー +V から開 く こ とができます 。

• Table 4-10 は 、 グラ フ ィ ッ ク設計が開いている時に表示される メ ニュー項目で
す 。

• Table 4-11 は 、 スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている時に表示される メ ニュ
ー項目です 。  

• Table 4-12 は 、 両方の設計タ イプで表示される メ ニュー項目です 。

Table 4-10. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の表示メ ニュー

表示メ ニューの
項目

説明

全てを全体表示 アクテ ィ ブなウ ィ ン ド ウに表示された回路図またはシンボルを全
面表示し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  full

ズームイ ン 倍率を上げて拡大表示する こ とによ り 、 回路図ウ ィ ン ド ウやシン
ボルウ ィ ン ド ウ内の表示領域を狭 く し ます 。  ウ ィ ン ド ウサイズは
「 ウ ィ ン ド ウ幅 / 2 の平方根 」 とい う計算式で決定されます 。  

このコ マン ドは 、 ズームアウ ト コ マン ド と併せて使用し ます 。

ツールバー ：  
コ マン ド ラ イ ン ：  in
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク
ト のズーム 」

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Home または F4 Home または F4 Home Home または F10
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ズームアウ ト 倍率を下げて縮小表示する こ とによ り 、 回路図ウ ィ ン ド ウやシン
ボルウ ィ ン ド ウ内の表示領域を広 く し ます 。  ウ ィ ン ド ウサイズは
「 ウ ィ ン ド ウ幅 * 2 の平方根 」 とい う計算式で決定されます 。

このコ マン ドは 、 ズームイ ン コ マン ド と併せて使用し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  out
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク
ト のズーム 」

領域をズーム ウ ィ ン ド ウの選択された領域でズームイ ン し ます 。  この機能を先
に選択し てから 、 カーソルでズーム領域を定義し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ： zoom
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク
ト のズーム 」

選択を フ ィ ッ ト
表示

アクテ ィ ブウ ィ ン ド ウの選択オブジ ェ ク ト または領域にズームイ
ン し ます 。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト 設定よ り も さ らにズームイ ン し たい場合 、 構
文 VL_FULL_ZOOM=1 を使って VL_FULL_ZOOM 環境変数を設定
し ます 。  この環境変数を設定し ない場合 、 選択領域から中距離で
ズームイ ン し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

コ マン ド ラ イ ン ：  zselect
参照 ：  DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク
ト のズーム 」

Table 4-10. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の表示メ ニュー (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
F8 F8 F8 F8

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+W か F9 CTRL+W か F9 CTRL+W
または z または z

CTRL+W か F9 　

または z

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Z Z Z Z
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ズームを保存 後で ( セ ッ シ ョ ン中 ) 呼び出せるよ う 、 ズームし た領域を保存し ま
す 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

ズームを復元 保存されたズーム領域を復元し ます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

前のシー ト 回路図ウ ィ ン ド ウの表示を変更し て 、 フ ラ ッ ト 階層の前のシー ト
を表示し ます 。
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 シー ト 間の行き来 」

次のシー ト 回路図ウ ィ ン ド ウの表示を変更し て 、 フ ラ ッ ト 階層の次のシー ト
を表示し ます 。
キーバイ ン ド ：  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 シー ト 間の行き来 」

シー ト へ移る 回路図ウ ィ ン ド ウの表示を変更し て 、 ページへ移動ダイアログボ
ッ クスで指定し たフ ラ ッ ト 階層内のシー ト を表示し ます 。

ツールバー ：  

Table 4-11. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の表示メ ニュー項目

表示メ ニューの
項目

説明

表示の切り替え 行と列を入れ替えます 。  スプレ ッ ド シー ト 上で次のアイ コ ンを ク
リ ッ クするのと同じ効果があ り ます ：

スラ イス &
ダイス

Table 4-10. グラ フ ィ ッ ク設計が開いている場合の表示メ ニュー (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Shift+F9 Shift+F9 Shift+F9 Shift+F9

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Shift+F10 Shift+F10 Shift+F10 Shift+F10

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Page Up Page Up Page Up Page Up

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
Page Down Page Down Page Down Page Down
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新規アイテムを
非表示

展開 テーブルの選択されたレベルを展開し ます 。

全てを展開 テーブルのすべてのレベルを展開し ます 。

折り たたむ テーブルの選択されたレベルを折り たたみます 。

全てを折り たた
む

テーブルのすべてのレベルを折り たたみます 。

ソー ト 選択された複数オブジ ェ ク ト を以下のいずれかの方法でソー ト し
ます ：
• 階層
• 名前
• タ イプ

Table 4-12. 両方の設計タ イプで共通の表示メ ニュー項目

表示メ ニューの
項目

説明

回路図タ ブ 回路図ウ ィ ン ド ウの下部にある回路図タ ブの表示と非表示を切り
替えます 。

ナビゲータ ナビゲータウ ィ ン ド ウの表示と非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  

シンボル  シンボルウ ィ ン ド ウの表示と非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 コ ンポーネン ト の追加 ( グラ
フ ィ ッ ク ) 」 および 「 コ ンポーネン ト の配置 (ICT) 」  

ICT ビ ューワ ICT ビ ューワウ ィ ン ド ウの表示と非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  

プロパテ ィ プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウの表示と非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  

アウ ト プ ッ ト アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの表示と非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  

Table 4-11. スプレ ッ ド シー ト (ICT) 設計が開いている場合の表示メ ニュー項目 
表示メ ニューの
項目

説明
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他のウ ィ ン ド ウ

選択フ ィ ル
タ

選択フ ィ ルタ を表示 / 非表示にし ます 。  選択フ ィ ルタ を使う と 、
選択操作に含むオブジ ェ ク ト タ イプを選ぶこ とができます 。  選択
ボ ッ クスには 、 以下のチ ェ ッ クボ ッ クスが含まれます ：

• 全て
• 円弧
• ボ ッ クス
• 円
• シンボル
• ラベル
• 線
• ネ ッ ト
• ピン
• プロパテ ィ
• テキス ト
• リ ッパー

• シンボルグループ
• 参照番号
• ピンプロパテ ィ

• ピングループ

ツールバー : 

バリ アン ト
(Expedition 
ワーク フ ロ
ーのみ )

Variant Manager を物理バリ アン ト モー ド で開きます 。
参照 ：  Enterprise Variant Manager User’s Manual の Physical Variants
ト ピ ッ ク 。

機能管理
バリ アン ト
(Expedition 
ワーク フ ロ
ーのみ )

Variant Manager を フ ァ ン クシ ョ ンモー ド で開きます 。
参照 ：  Enterprise Variant Manager User’s Manual の Function 
Managed Variants ト ピ ッ ク 。

制約条件
エデ ィ タ
( ネ ッ ト リ ス
ト ワーク フ
ローのみ )

DxDesigner 制約条件エデ ィ タウ ィ ン ド ウを開きます 。

Table 4-12. 両方の設計タ イプで共通の表示メ ニュー項目 (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明



DxDesigner Reference Manual, EE2007.3192

DxDesigner メ ニュー
表示メ ニュー

Expedition 
Cell Preview

Expedition Cell Preview の表示 / 非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

DxDataBook DxDataBook ツールの表示 / 非表示を切り替えます 。

ツールバー ：  
キーバイ ン ド ：  

参照 ：  DxDataBook User’s Guide 

ツールバー 以下のコ マン ド を ク リ ッ クする と 、 そのツールバーが表示されて
いる場合は非表示にな り ます 。  ツールバーが非表示の場合は 、 コ
マン ド を ク リ ッ クする と表示されます 。

追加 デフ ォル ト 設定で表示されている以下の追加ツールバーを表示 /
非表示にし ます 。  これらのコ マン ドのほとんどは 、 追加メ ニュー
から実行可能です 。

ア ド イ ン Expedition Cell Preview や DxDataBook などのツールのボタ ンを表
示するツールバーの表示 / 非表示を切り替えます 。
例 ：

コマン ド
ラ イ ン

コ マン ド ラ イ ンの表示 / 非表示を切り替えます 。  テキス ト コ マン
ドの入力にはコ マン ド ラ イ ンを使用し ます 。

メ イ ン メ イ ンツールバーを表示 / 非表示にし ます 。  このツールバーには
以下のデフ ォル ト 設定に示される一般的な タ スクに関するボタ ン
が含まれています ：

Table 4-12. 両方の設計タ イプで共通の表示メ ニュー項目 (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+ALT+K CTRL+ALT+K CTRL+ALT+K CTRL+ALT+K

PC- デフ ォル ト UNIX- デフ ォル ト PC-Expedition UNIX-Expedition
CTRL+ALT+D CTRL+ALT+D CTRL+ALT+D CTRL+ALT+D
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変換 変換ツールバーを表示 / 非表示にし ます 。  デフ ォル ト の変換ツー
ルバーには以下の動作のツールバーボタ ンが含まれます 。

表示 表示ツールバー ( 以下はデフ ォル ト ボタ ン ) の非表示 / 表示を切り
替えます ：

RF ( ラ イセンスが有効な場合 ) 以下の RF ツールバーの非表示 / 表示
を切り替えます ：

参照 ：  RF in DxDesigner - Expedition Flow User’s Guide.
HLA
simulation

 ( ラ イセンスが有効な場合 ) 下記の HLA simulation ツールバーを表
示 / 非表示にし ます ：

参照 ： HyperLynx Analog Simulation I/F User’s Manual の Toolbar 
Buttons for HyperLynx Analog.

カス タ マイ
ズ

Customize(toolbars) ダイアログボ ッ クスを表示し 、 表示するツール
バーの設定や各ツールバーに配置するボタ ンの変更などを行えま
す 。  カス タムのツールバーを追加し 、 好きなコ マン ド ボタ ンを追
加する こ と も可能です 。

Table 4-12. 両方の設計タ イプで共通の表示メ ニュー項目 (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明

編集 > 削除
編集 > 接続遮断
フ ォーマ ッ ト > 回転 

フ ォーマ ッ ト > 反転
フ ォーマ ッ ト > ミ ラー
フ ォーマ ッ ト > 反転 • ミ ラーモー ド

フ ォーマ ッ ト > ス ト レ ッ チ
フ ォーマ ッ ト > 縮尺変更

フ ォーマ ッ ト > 右端に揃える 

フ ォーマ ッ ト > 左端に揃える 
フ ォーマ ッ ト > 上端に揃える

フ ォーマ ッ ト > 下端に揃える

フ ォーマ ッ ト > グ リ ッ ド
に スナ ッ プ
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ウ ィ ン ド ウ メ ニュー
ウ ィ ン ド ウ メ ニューコ マン ド を使用し てウ ィ ン ド ウの操作が行えます 。  DxDesigner
のメ ニューまたは ALT キー＋ W から 、 このメ ニューにアクセスできます 。

RF ( ラ イセンスが有効な場合 ) 以下のサブ メ ニューが使用できます ：
• RF Connect
• RF Group/Ungroup
• RF DRC
• RF Parameters
• Default Units
• Frequency Range
• Substrates

参照 ：  RF in DxDesigner - Expedition Flow User’s Guide.

Table 4-13. ウ ィ ン ド ウ メ ニューの項目

ウ ィ ン ド ウ メ ニュー
の項目

説明

新しいウ ィ ン ド ウ アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウと同じ内容を含む新規ウ ィ ン ド ウを開
きます 。

どち らかのウ ィ ン ド ウで ド キュ メ ン ト の内容を変更し た場合
同じ内容を含む他のド キュ メ ン ト すべてにその変更が反映さ
れます 。  新規ウ ィ ン ド ウを開 く と 、 それがアクテ ィ ブなウ ィ
ン ド ウと な り 、 他の開いているウ ィ ン ド ウよ り も一番手前に
表示されます 。

重ねて表示 各ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーが見えるよ う 、 開いているウ ィ
ン ド ウを重ねて表示し ます 。

並べて表示 すべてのウ ィ ン ド ウが見えるよ う 、 開いているウ ィ ン ド ウを
並べて表示し ます 。

アイ コ ンの整列 すべてのド キュ メ ン ト のアイ コ ンをアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン
ド ウの下部に並べて表示し ます 。

全てを閉じ る DxDesigner セ ッ シ ョ ンのすべての回路図ウ ィ ン ド ウを閉じ ま
す 。

Table 4-12. 両方の設計タ イプで共通の表示メ ニュー項目 (cont.)
表示メ ニューの
項目

説明
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Chapter 5
コマン ド ラ イ ン コマン ド

次の ト ピ ッ クでは 、 さ まざまな タ スクの実行時に使用できる コ マン ドやス ト ロークに
ついて説明し ます :

• コ マン ド ラ イ ン コ マン ド一覧

• Shell レベルのコ マン ド

• icdbpartslister.exe の使用方法

• コ マン ド ラ イ ンを使用し た PDF 作成

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner キーバイ ン ド と ス ト ローク

コマン ド ラ イ ン コ マン ド一覧
コ マン ドは ABC 順にグループ分けされています 。 オン ラ イ ンでの閲覧時には 、 下の
文字を ク リ ッ クする と各アルフ ァベ ッ ト 文字のグループにアクセスできます :

A

Table 5-1. コ マン ド ラ イ ン コ マン ド―アルフ ァベ ッ ト ロケーター

A B C D E F G I L M N O P Q R S T U V W Z

Table 5-2. A - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

ansize n = 0 ～ 4
アクテ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを  an に変
更し ます 。 このコ マン ド を実行する と 、 シー ト のサイズは自動的に 
an へと変更されます 。 ( このコマン ド を実行し ても 、 シー ト サイズ
に対応するプロジ ェ ク ト 設定が変更されるわけではあ り ません 。 )

adistance コ ンポーネン ト 間の迂回距離を設定し ます 。 配線距離は aroute コ マ
ン ド によ り指定できます 。 配線がコ ンポーネン ト や他の接続と接近
する と 、 迂回距離に準じ て 、 自動的に接続が回避されます 。
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ainvis アクテ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内で 、 指定された属性を
非表示にし ます 。 コ マン ド ラ イ ンに ainvis コ マン ド と入力し て実行
する と 、 Make Attribute Invisible ダイアログボ ッ クスが開きます 。
Name フ ィ ールド に属性名を入れて特定の属性を非表示にするか 、
Name フ ィ ールド にワイルド カー ド (*) を入力する とすべてのプロパ
テ ィ を非表示にできます 。

align 選択されたコ ンポーネン ト をウ ィ ン ド ウの側面に揃えます 。
構文 ： align side 

side は次のいずれかと な り ます ： left 、 right 、 top 、 bottom
anvis アクテ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内で 、 指定されたプロパ

テ ィ の名前の部分を表示し ます 。 Make Attribute Name Visible ダイア
ログボ ッ クスが表示されます 。 Name フ ィ ールド に属性名を入力し
て 、 OK を ク リ ッ ク し て く だ さい 。 属性名の入力にはワイルド カー
ド も使用できます 。

aoff 属性設定をオフにし ます 。  
aon 属性設定をオンにし ます 。

arc 回路図やシンボル図に円弧を追加し ます 。 終点を指定し 、 円弧を指
定する線分を伸ばすこ と で 、 円弧を動的に作成できます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加す
る 」

aroute 配線モー ド を フル回避配線に変更し ます 。 このコマン ド を実行する
こ とによ り 、 DxDesigner.xml フ ァ イル (key name="ROUTE" 
value="2") で指定された配線モー ドが回避配線に変更されます 。

array 選択し たオブジ ェ ク ト (1 つまたは複数 ) のアレ イ を作成し ます 。
アレ イの作成は 、 コ マン ド を選択し て 、 相対間隔または絶対間隔を
定義し て行います 。 スペースの設定に正の値を使用する と 、 アレ イ
はウ ィ ン ド ウ内で右方向または上方向に作成されます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト へのアレ
イの追加 」

arrowson ピン タ イプ矢印をオンにし ます 。

arrowsoff ピン タ イプ矢印をオフにし ます 。

asize アクテ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを  a に変
更し ます 。 このコ マン ド を実行する と シー ト のサイズは自動的に a 
に変更されます 。  ( このコ マン ド を実行し ても 、 シー ト サイズのプ
ロジ ェ ク ト 設定は変更されません 。 )

Table 5-2. A - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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B

avis アクテ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内で 、 指定された属性を
表示し ます 。

属性を表示するには 、 コ マン ド ラ イ ンに avis コマン ド を入力し て く
だ さい 。 Make Attributes Visible ダイアログボ ッ クスが表示されます
。 Name フ ィ ールド に属性名を入力し 、 OK を ク リ ッ ク し て く だ さ
い 。 属性名の入力にはワイルド カー ド も使用できます 。

avvis アクテ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内で 、 指定された属性の
値の部分を表示し ます 。

値を表示するには 、 コ マン ド ラ イ ンに avvis コマン ド を入力し て く だ
さい 。 Make Attribute Value Visible ダイアログボ ッ クスが表示されま
す 。 Name フ ィ ールド に属性名を入力し 、 OK を ク リ ッ ク し て く だ
さい 。 属性名の入力にはワイルド カー ド も使用できます 。

Table 5-3. B - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

bb このコ マン ド を実行する と 、 現在の図面の境界ボ ッ クスを変更する
ための Change Bounding Box ダイアログボ ッ クスが開きます 。
• L1X: 左下 x 座標 　 ( 通常は 0)
• L1Y: 左下 y 座標 　 ( 通常は 0)
• UrX: 右上 x 座標 　 ( 通常は図面の幅 )
• UrY: 右上 y 座標 　 ( 通常は図面の高さ )

bcast broadcasting をオンまたはオフにし ます 。

bcomposite blocktype コ ンポジ ッ ト を設定し ます 。

bcopy 選択されたオブジ ェ ク ト または図面の領域を ク リ ッ プボー ドへコ ピ
ーし ます 。 ク リ ッ プボー ド上にデータがあった場合は上書き されま
す 。  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」

bcut 選択されたオブジ ェ ク ト または図面の領域をウ ィ ン ド ウから切り取
りバッ フ ァへ格納し ます 。 バッ フ ァ上にデータがあった場合は上書
き されます 。  
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取
り 、 あるいはコ ピー 」

boff アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウのボーダーをオフにし ます 。

Table 5-2. A - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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C

bon アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウのボーダー表示をオンにし ます 。

box 回路図やシンボル図にボ ッ クスを追加し ます 。  マウスを ド ラ ッ グ
する とボッ クスが動的に作成されます 。
参照 ： DxDesigner User's Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加する
」

bpaste アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの指示された場所へバッ フ ァの内容を コ ピー
し ます 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ ク
ト の貼り付け 」

bsize アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを  b に変
更し ます 。 このコ マン ド を実行する と 、 シー ト のサイズは自動的に b
へと変更されます 。 ( このコマン ド を実行し ても 、 シー ト サイズに対
応するプロジ ェ ク ト 設定が変更されるわけではあ り ません 。 )

bus アク テ ィ ブな回路図ウ ィ ン ド ウにバスを追加し ます 。

バス とは 、 バス内でグループ と し ても個々でも操作できるネ ッ ト の
集合です 。 バスは 、 コ ンポーネン ト 間に作成し た り 、 ひとつのコ ン
ポーネン ト から作成し た り 、 ネ ッ ト 間に作成できます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 バスの追加 」  

Table 5-4. C - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

cattribute 選択された回路図 、 コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 シンボルやピンのプ
ロパテ ィ ウ ィ ン ド ウを ( まだ開いていない場合 ) 表示し ます 。

cb 開いている回路図のボーダーを変更できます 。 コ マン ド を実行する
と 、 Change Border 変更ダイアログボ ッ クスが表示されます 。 使用し
たいボーダーのあるパスを入力するか 、 参照ボタ ンを使用し て指定
し て く だ さい 。

ccomp 選択されたコ ンポーネン ト が示すシンボルを変更し ます 。  

構文 ： ccomp new_component_name
new_component_name を入力し ない場合 、 Change Component ダイ
アログボッ クスが開き 、 コ ンポーネン ト 名の入力と REFDES の保
存がプロンプ ト されます 。 デフ ォル ト 設定では REFDES 保存は行
いません 。

Table 5-3. B - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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cdoff

cdon

chgattr 選択されたプロパテ ィ のみ変更できる Change Attribute ダイアログボ
ッ クスが表示されます 。

chglabel 選択されたラベル ( 名 ) のみ変更できる Change Label ダイアログボ ッ
クスが表示されます 。

chgtext 選択されたテキス ト のみ変更できる Change Text ダイアログボ ッ クス
が表示されます 。

cinst 選択されたすべてのコ ンポーネン ト のピン番号を更新し ます 。 この
コ マン ドは REFDES 属性情報は更新し ません 。

circle アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウに円を追加し ます 。
参照 ： DxDesigner User's Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加する
」

color アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの選択オブジ ェ ク ト の色を指定された色に変
更し ます 。

例 ： color blue

入力コ マン ドが "color" のみの場合 、 Change Color ダイアログボ ッ ク
スが開き 、 色を入力するよ う プロンプ ト されます 。

component 回路図にコ ンポーネン ト を追加し ます 。

コ ンポーネン ト 名が指定されない場合 、 コ ンポーネン ト 名を入力で
きるよ う コ ンポーネン ト 追加ダイアログボ ッ クスが表示されます 。

copy 選択されたオブジ ェ ク ト やオブジ ェ ク ト グループを コ ピーし ます 。

参照 ： bpaste
DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取り 、 ある
いはコ ピー 」

csize アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを  c に変更
し ます 。 このコ マン ド を実行する と シー ト のサイズは自動的に c に変
更されます 。  ( このコマン ド を実行し ても 、 シー ト サイズに対応する
プロジ ェ ク ト 設定が変更されるわけではあ り ません 。 )

ctoff すべてのコ ンポーネン ト シンボルに関連付けられているすべてのテ
キス ト 、 ラベル 、 プロパテ ィ を非表示にし ます 。 コ ンポーネン ト レ
ベルで追加するテキス ト 、 ラベル 、 属性には適用されません 。  

Table 5-4. C - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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cton すべてのコ ンポーネン ト シンボルに関連付けられているすべてのテ
キス ト 、 ラベル 、 プロパテ ィ の表示を ON に切り替えます 。 コ ンポー
ネン ト レベルで追加するテキス ト 、 ラベル 、 属性には適用されませ
ん 。

cuapply シンボルに一致するよ う にコ ンポーネン ト を更新し 、 準拠し ている
ものと し てマーク し 、 オプシ ョ ンのハイ ラ イ ト を ク リ ア し ます 。 こ
のコ マン ド を実行する と 、 Apply Symbol Updates to Components ダイ
アログボッ クスが表示されます 。 コ マン ドの適用対象を選択後 (All
または Selected) 、 目的のスロ ッ ト を選択し ます 。

cucheck コ ンポーネン ト について 、 シンボルとの整合性をチ ェ ッ ク し ます 。
準拠し ている場合 、 設計上のコ ンポーネン ト はラ イブ ラ リのシンボ
ルと一致し ている こ とにな り ます 。 このコ マン ド によ り 、 旧 版のコ
ンポーネン ト がすべてハイ ラ イ ト され 、 選択されます 。

cycle 特殊ピンをユーザー設定リ ス ト にある同タ イプの次のコ ンポーネン
ト に自動的に変更し ます 。  

Table 5-5. D - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

db ボーダーを削除し ます 。

dbevoff SCH/SYM パーサーの読み込み時のデータベース詳細検証をオフにし
ます 。  
• オフ―設計の読み込みの完了後に メ ッ セージ数が記録されます 。
• オン―すべてのエラー • 警告メ ッ セージが生成されます 。  

dbevon SCH/SYM パーサーの読み込み時のデータベース詳細検証をオンにし
ます 。  
• オン―すべてのエラー • 警告メ ッ セージが生成されます 。
• オフ―設計の読み込みの完了後に メ ッ セージ数が記録されます 。

defshoff デフ ォル ト のボーダー機能をオフに切り替えます 。 新規の回路図に
はデフ ォル ト のボーダーが適用されません 。

defshon デフ ォル ト のボーダー機能をオンに切り替えます 。 新規の回路図に
はデフ ォル ト のボーダーが適用されます 。

defsh1off 基と なる回路図に対し て異なるボーダーを使用する機能をオフにし
ます 。 これによ り 、 シー ト 2-N と同じボーダーが使用されるよ う に
な り ます 。

Table 5-4. C - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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defsh1on 基と なる回路図に対し て異なるボーダーを使用する機能をオンにし
ます 。 これによ り 、 シー ト 1 のボーダーが使用されるよ う にな り ま
す 。

defshcfg ユーザーが設定可能なフ ァ イル ( と場所 ) にあるボーダーを使用し ま
す 。

defshfix 固定されたフ ァ イルと場所にあるボーダーを使用し ます 。

delete アク テ ィ ブ ド キュ メ ン ト で選択されているオブジ ェ ク ト を削除し ま
す 。 delete コマン ド で削除し たオブジ ェ ク ト は 、 undo コ マン ド で回
復する こ とができます 。

コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 線分またはバス線分を回路図から削除する
と 、 すべての結線がぶら下がり結線と な り ます 。  

削除するオブジ ェ ク ト がぶら下がり結線を持っている場合 、 デフ ォ
ル ト でこれらの ( 付属のラベルやプロパテ ィ を含む ) ワイ ヤ も同様
に削除されます 。 ネ ッ ト ラベルやプロパテ ィ を保持し たい場合は 、
Ctrl+Del キーを使用し て く だ さい 。

directory すべての回路図 、 および 、 回路図 ( メ モ リ内 ) 上で使用されているシ
ンボルが一覧表示され 、 どのラ イブ ラ リから回路図やシンボルにア
クセス し たかを確認できます 。

dirsym プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ内のすべてのシンボルフ ァ イルを name.prj 
フ ァ イルで指定されている とお り に一覧表示し ます 。

コ マン ド ラ イ ン フ ィ ールド に dirsym コマン ド を入力し 、 コマン ド を
実行し ます 。

制限事項 ： フ ァ イル名は最初の 16 文字までが表示されます 。

doff オブジ ェ ク ト に対する操作の実行中 、 オブジ ェ ク ト の表示をオフに
し ます 。  viewdraw.ini フ ァ イルで現在設定されている値が 、 詳細のデ
フ ォル ト 値にな り ます 。

このコ マン ド を使用する と 、 操作が終了するまで 、 オブジ ェ ク ト を
表す境界ボッ クスが表示されます 。 don コ マン ド を使用する と 、 オ
ブジ ェ ク ト に対する追加 、 貼り付け 、 移動 、 コ ピー 、 回転などの操
作の実行中 、 オブジ ェ ク ト が継続し て表示されます 。

Table 5-5. D - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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E

don オブジ ェ ク ト に対する操作の実行中 、 オブジ ェ ク ト の表示をオンに
し ます 。  viewdraw.ini フ ァ イルで現在設定されている値が 、 詳細のデ
フ ォル ト 値にな り ます 。

このコ マン ド を使用する と 、 オブジ ェ ク ト に対する追加 、 貼り付け
、 移動 、 コ ピー 、 回転などの操作の実行中 、 オブジ ェ ク ト が継続し
て表示されます 。 doff コ マン ド を使用する と 、 操作が完了するまで
オブジ ェ ク ト を表す境界ボ ッ クスが表示されます 。

ヒ ン ト ： このコ マン ド を使用する と オブジ ェ ク ト の動きが遅 く な り
ます 。 遅すぎる場合はオプシ ョ ン設定を変更し て く だ さい 。 詳細設
定をすばや く 切り替えるには 、 オブジ ェ ク ト のド ラ ッ グ中にマウス
の右ボタ ンを ク リ ッ クするか Space キーを押し て く だ さい 。

dsize アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを d に変
更し ます 。 このコ マン ド を実行する と 、 シー ト のサイズは自動的に d
へと変更されます 。 ( このコマン ド を実行し ても 、 シー ト サイズに対
応するプロジ ェ ク ト 設定が変更されるわけではあ り ません 。 )

Table 5-6. E - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

egoff fm ユニーク ラベルがオフのグローバルを除外し ます 。

egon fm ユニーク ラベルがオンのグローバルを除外し ます 。

esize アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図やシンボルシー ト のサイズを e に変更
し ます 。 このコ マン ド を実行する と 、 シー ト のサイズは自動的に e へ
と変更されます 。 ( このコマン ド を実行し ても 、 シー ト サイズに対応
するプロジ ェ ク ト 設定が変更されるわけではあ り ません 。 )

execute
commandid

コ マン ド ID を実行し ます 。

exit DxDesigner のセ ッ シ ョ ンを終了し ます 。

Table 5-5. D - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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F

G

I

Table 5-7. F - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

fcloseall 開いているすべてのシンボルと回路図ウ ィ ン ド ウを保存し ます 。  

フ ァ イルが変更されている場合は 、 保存を行うか確認するダイアロ
グが開きます 。

form フ ォームを実行し ます 。

full アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウに表示されている回路図やシンボルを全面表
示し ます 。

Table 5-8. G - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

gmove 動きを速 く し ます 。

goff 現在の回路図ウ ィ ン ド ウやシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド表示を
オフにし ます 。 指定されたスペーシング数から判断し 、 描画する
ド ッ ト が多すぎる場合はグ リ ッ ドは表示されません 。

gon 現在の回路図ウ ィ ン ド ウやシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド表示を
オンにし ます

grid グ リ ッ ド表示のオン / オフ を切り替えます 。

ground 回路図にグラウン ド ピンを追加し ます 。

gspace 現在の回路図ウ ィ ン ド ウやシンボルウ ィ ン ド ウのグ リ ッ ド表示の
スペース増分を変更し ます 。 グ リ ッ ド増分は 0.01 イ ンチです 。

Table 5-9. I - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

ib 開いている回路図にボーダーを挿入し ます 。 コ マン ド を実行する と
回路図のシー ト サイズと方向 ( 縦長 、 横長 ) に合ったデフ ォル ト の
ボーダーが挿入されます 。

in 設計にズームイ ン し ます 。
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L

io 階層 IO ピンを イ ンス タ ンス生成し たい 、 開かれた回路図に対応する
シンボル上に存在するピンを選択し ます 。

Table 5-10. L - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

label 選択オブジ ェ ク ト にラベルを追加し ます 。 label コマン ド を使う と 、
ラベルを追加し 、 そのラベルに対する名前 、 拡張 、 表示 、 スコープ
、 センス値を指定できます 。

line 回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内の 2 点間に直線を追加し た り 、 一連
の線分を追加し ます 。
参照 ： DxDesigner User's Guide の 「 回路図にグラ フ ィ ッ ク を追加する
」

linvis アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウで指定ラベルを非表示に
し ます 。

コ マン ドの実行前または実行中にラベルを選択し ないと 、 ラベルを
指定する Make Label Invisible ダイアログボッ クスが表示されます 。
ワイルド カー ド文字を使用し て 、 ラベルのグループを指定する こ と
も可能です 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 名前の表示を変更 」

loff アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウのネ ッ ト やコ ンポーネン
ト 、 ピン と関連付けられている ラベルの表示をオフにし ます 。

logmemory メ モ リ をログし ます 。

lon アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウのネ ッ ト やコ ンポーネン
ト 、 ピン と関連付けられている ラベルの表示をオンにし ます 。

longstrings 回路図シー ト を検索し て 127 文字よ り長いラベルやプロパテ ィ 、
テキス ト 、 OAT をレポー ト し ます 。

lsense アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内のラベル上に反転バー
を描画し 、 論理反転を示すラベルを変更し ます 。 選択し たラベルに
上線 ( オーバーバー ) が既に施されている場合にこのコ マン ド を実行
する と 、 ラベルから上線が削除されます 。

Table 5-9. I - コマン ド ラ イ ン コマン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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M

N

lvis アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内で特定のラベルを表示
し ます 。

コ マン ドの実行前または実行中にラベルを選択し ないと 、 ラベルを
指定する Make Label Visible ダイアログボ ッ クスが表示されます 。
ワイルド カー ド文字を使用し て 、 ラベルのグループを指定する こ と
も可能です 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 名前の表示を変更 」

Table 5-11. M - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

move 選択オブジ ェ ク ト を カーソルにつけ 、 移動できるよ う にし ます 。
配置の微調整には矢印キーも使用できます 。

コ マン ド実行後に移動を完了させるには 、 マウスの左ボタ ンを ク リ
ッ ク し て く だ さい 。

Table 5-12. N - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

name 選択された属性の名前を変更し ます 。

例 ： name NEW_ATT_NAME
NEW_ATT_NAME を入力し ない場合 、 新規の属性名を入力する
Change Attribute Name ダイアログボ ッ クスが表示されます 。

Table 5-10. L - コ マン ド ラ イ ン コマン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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narray ネ ッ ト を配置し てラベルを付ける と 、 ネ ッ ト が自動的にバスへ追加
されます 。 ネ ッ ト を選択し てから 、 このコ マン ド を実行し て く だ さ
い 。

構文 ：
narray direction

上の場合の direction は以下のいずれかと な り ます ：
• righttoleft
• lefttoright
• toptobottom
• bottomtotop

naspace 自動ネ ッ ト アレ イ間隔 。

net 回路図ウ ィ ン ド ウで 、 2 つのコ ンポーネン ト ピン と ネ ッ ト ( も し く は
いずれか ) を接続するネ ッ ト を追加し ます 。 このコマン ドはぶら下が
り ネ ッ ト を接続し た り伸ばすのにも使用できます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図エデ ィ タ を使用し てのネ ッ
ト の作成と編集 」  および 「 手動でネ ッ ト を派生 」

noff すべての回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウのオブジ ェ ク ト に関連付
けられている社内呼称の表示をオフにし ます 。 ネ ッ ト やコ ンポーネ
ン ト にラベルが付けられている場合 、 社内呼称は表示されません 。

non すべての回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウのオブジ ェ ク ト に関連付
けられている社内呼称の表示をオンにし ます 。 ネ ッ ト やコ ンポーネ
ン ト にラベルが付けられている場合 、 社内呼称は表示されません 。

nsym 新規ローカルシンボル 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ローカルシンボルの生成 」

Table 5-12. N - コマン ド ラ イ ン コマン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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O

P

Table 5-13. O - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

o1 through o9 作成されるすべての新規テキス ト やラベル 、 プロパテ ィ のデフ ォル
ト 原点を設定し ます 。 原点の数字は以下の位置を表し ます ：

1-------------------4--------------------7

| | |

| | |

2-------------------5--------------------8

| | |

| | |

3-------------------6--------------------9

odetail アク テ ィ ブな回路図やシンボルの各オブジ ェ ク ト や選択オブジ ェ ク
ト についての詳細な説明を一覧表示し ます 。 オブジ ェ ク ト が選択さ
れていない場合 、 アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウ内の全オブジ ェ ク ト につい
て表示されます 。

offsheet オフシー ト コネク タ を追加し ます 。

onsheet オンシー ト コネク タ を追加し ます 。

oroute 配線モー ド を完全な直交配線に変更し ます 。 このコ マン ド を実行す
る と  DxDesigner.xml フ ァ イルで指定された配線モー ドが直交配線に
変更されます 。

out 設計上でズームアウ ト し ます 。

Table 5-14. P - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

pdbslot PDB からのスロ ッ ト を変更し ます 。

placedetail プレースホルダーのレポー ト 。

poff ピン番号の表示をオフにし ます 。

pon ピン番号の表示をオンにし ます 。
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pop 以前に発行し た psch 、 psym 、 psheet のコマン ド ス タ ッ クで 、 前の
コ マン ド に戻り ます 。 pop コ マン ド には 、 引数と し て戻るレベル数
を指定し ます 。 引数を指定し ない場合 、 値 1 が適用されます 。  
pop コマン ド を実行する前にオブジ ェ ク ト を選択する必要はあ り ませ
ん 。 コ マン ド ス タ ッ クによ って結果が確定されます 。

特殊条件 ：
ナビゲータ ツ リーのシー ト ノ ー ドからシー ト を開 く と きに pop コ マ
ン ド を実行する と 、 必ずシー ト 1 に戻り ます 。 これは 、 シー ト 1 を
含め 、 すべてのシー ト において適用される条件です 。

理由 ：  
ナビゲータ ツ リーは 、 設計ルー ト を開き 、 それから目的のシー ト へ
移動するためです 。

回避方法 ：
フ ァ イル > 開 く メ ニューか 、 ナビゲータ ツ リーの設計ルー ト から回
路図を開いて く だ さい 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 シー ト 間の行き来 」

power 電源接続を追加し ます 。

psch 回路図ブロ ッ ク内に階層を移動し ます 。

コ マン ド を選択する前にコ ンポーネン ト を選択する と 、 選択し た
コ ンポーネン ト に対応する回路図に移動できます 。
参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 シー ト 間の行き来 」  

psheet 回路図シー ト やシンボルセ ッ ト を順に下位階層へ移動 、 または特定
のシー ト へと移動し ます 。

• 順番に下位階層のシー ト へ移動するには 、 コ マン ド ラ イ ン フ ィ ー
ルド に psheet コマン ド を入力し て実行し て く だ さい 。

特定のシー ト へ移動するにはコ マン ド ラ イ ン フ ィ ールド に psheet
コ マン ド と シー ト 番号を入力し てコ マン ド を実行し て く だ さい 。
例 ： psheet 12

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 シー ト 間の行き来 」  
psym シンボルブロ ッ ク内に階層を移動し ます 。

コ マン ド を選択する前にコ ンポーネン ト を選択する と 、 選択し た
コ ンポーネン ト に対応するシンボルに移動できます 。

purge

Table 5-14. P - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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Q

R

Table 5-15. Q - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

quit DxDesigner を終了し ます 。

Table 5-16. R - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

read アク テ ィ ブなブロ ッ クで メ モ リ を更新し ます 。 これは開かれている
回路図やシンボルのみに適用されます 。

reflect 指定された水平線や垂直線を基準に選択オブジ ェ ク ト を左右反転像
と し て反射し ます 。 オブジ ェ ク ト の反射の基準と なる線の指定には
マウスを使用し ます 。

反射基準線は一番近い直交線にスナ ッ プ し 、 オブジ ェ ク ト はその線
を基準に 180 度反射されます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の反転 」

refresh アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウのデータ を更新し ます 。 データ表示が乱れた
場合にこのコ マン ド を使用し て く だ さい 。

RenameNet ネ ッ ト の名称変更 。

roff 参照番号の表示をオフにし ます 。

ron 参照番号の表示をオンにし ます 。

rotate 選択オブジ ェ ク ト を左方向に 90 度単位で回転させます 。  

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 ネ ッ ト 方向の調整 」  および
「 選択し たオブジ ェ ク ト の回転 」

run コマン ド ラ イ ンからスク リ プ ト を実行し ます 。 run コマン ドの後に
スク リ プ ト 名を入力し て く だ さい 。
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S

Table 5-17. S - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

scale 選択し たオブジ ェ ク ト やオブジ ェ ク ト グループのサイズを指定の値
まで縮尺変更し ます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト の縮尺変更
」

schematic 新規または既存の回路図ウ ィ ン ド ウを開き 、 回路図やシンボルの作
成や編集を行います 。

scomp シンボル名を指定し て 、 コ ンポーネン ト を選択し ます 。

sdistance 選択し たオブジ ェ ク ト の周囲の距離をスク リーン ピ クセルで選択し
ます 。 回路図またはシンボル ウ ィ ン ド ウでオブジ ェ ク ト を選択する
には 、 カーソルを選択するオブジ ェ ク ト の内側に合わせなければな
り ません 。

setenv 環境変数を設定し ます 。

sicdb ICDB イ ンデ ッ クスを選択し ます 。

seticdbstore
retries

ICDB 保存リ ト ラ イ を設定し ます 。

size 回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内のテキス ト やプロパテ ィ 、 ラベルを
指定のサイズに変更し ます 。

slabel 回路図やシンボルウ ィ ン ド ウで指定されたラベルを選択し ます 。

slot 選択し たコ ンポーネン ト やコ ンポーネン ト グループのスロ ッ ト を 、
パッ ケージの指定し たスロ ッ ト に変更 / 更新し ます 。

sname 社内呼称またはラベルを指定し て 、 回路図やシンボルウ ィ ン ド ウ内
のオブジ ェ ク ト ( コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 ピン 、 バスなど ) を選択
し ます 。
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snap 開いている回路図内のオブジ ェ ク ト をセ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアロ
グ )> グ リ ッ ド ( セクシ ョ ン ) で定義 ・ 有効にし たグ リ ッ ド にスナ ッ
プ させます ( 参照 ： 122 ページの 「 グ リ ッ ド―設定ダイアログボ ッ ク
ス 」 ) 。

Snap コマン ド には 、 コマン ドのスコープを示すパラ メ ータ ("all" また
は "selected") が必要です 。 このコマン ド を有効にするには 、 グ リ ッ ド
が選択されてお り 、 グ リ ッ ドの間隔が定義されている必要があ り ま
す 。

例 ：
snap selected 

選択オブジ ェ ク ト が定義されたグ リ ッ ド にスナ ッ プ されます 。

soff 「 ピンにスナ ッ プ 」 オプシ ョ ンをオフにし ます 。

son 「 ピンにスナ ッ プ 」 オプシ ョ ンをオンにし ます 。

sroute 配線モー ド を直線配線に変更し ます 。

stext 回路図やシンボルウ ィ ン ド ウで 、 指定されたテキス ト 文字列を選択
し ます 。 テキス ト 文字列の入力にはワイルド カー ド も使用できます

stretch 選択オブジ ェ ク ト を任意の方向へ引き伸ばし ます 。 引き伸ばし可能
なオブジ ェ ク ト は 、 線 、 ボ ッ クス 、 円 、 円弧 、 ピンです 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択し たオブジ ェ ク ト のス ト レ ッ
チ 」

string 選択文字列の名前を変更し ます 。 このコ マン ド では 、 選択された
ラベル 、 属性 、 名前 、 テキス ト 文字列の名前を変更し ます 。

stub 選択し たコ ンポーネン ト にネ ッ ト ス タ ブやオプシ ョ ン ラベルを追加
し ます 。

構文 ：
stub Parameter

以上において ：
• Parameter = No ―ス タ ブにラベルを付けない場合 。
• Parameter = Label ―ス タ ブにラベルを付ける場合 。 これらのラベ

ルには対応するシンボルピンの名前が使用されます 。

svalue 回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウ内の指定の属性値に関連付けられ
ているオブジ ェ ク ト およびそれに関連付けられているオブジ ェ ク ト
( コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 ピン 、 バスなど ) を選択し ます 。

system システムウ ィ ン ド ウを開きます 。

Table 5-17. S - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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T

U

V

Table 5-18. T - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

text アク テ ィ ブな回路図やシンボルウ ィ ン ド ウにテキス ト を追加し ます

テキス ト はシンボルや回路図面内のどの場所にでも挿入できます 。
回路図やシンボル図面内のテキス ト は 、 グラ フ ィ ッ クデータや接続
データ とは関連あ り ません 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 回路図にテキス ト を追加 」

toff 回路図内のテキス ト の表示をオフにし ます 。 この設定のデフ ォル ト
はオンです 。

ton 回路図内のテキス ト の表示をオンにし ます 。 この設定のデフ ォル ト
はオンです 。

Table 5-19. U - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

ubat 開いている回路図のボーダーに割り当てられたプロパテ ィ のデフ ォ
ル ト 値を更新し ます 。

undo オブジ ェ ク ト のス ト レ ッ チや移動といった 、 シンボルや回路図内の
変更を元に戻し ます 。

uoff コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 バスまたはピンを 、 バッ フ ァへから コ ピ
ー 、 配列 ( アレ イ ) 、 貼り付けを行った と きに実行される 、 社内呼称
にも とづいた固有ラベルの作成機能をオフにし ます 。

uon コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 バスまたはピンを 、 バッ フ ァへから コ ピ
ー 、 配列 ( アレ イ ) 、 貼り付けを行った と きに実行される 、 社内呼称
にも とづいた固有ラベルの作成機能をオンにし ます 。

Table 5-20. V - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド

コマン ド 説明

value 選択された属性の値の部分を指定の値に変更し ます 。
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W

Z

voff シ ミ ュ レーシ ョ ン値の表示をオフにし ます 。

von シ ミ ュ レーシ ョ ン値の表示をオンにし ます 。

Table 5-21. W - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

wclose アク テ ィ ブなシンボルや回路図を閉じ ます 。 前回の保存以降に変更
が行われている場合は 、 変更を保存するかプロンプ ト されます 。
保存せずに ド キュ メ ン ト を閉じ た場合 、 保存し ていない変更は全て
失われます 。

同じ ド キュ メ ン ト に対し て複数ウ ィ ン ド ウが開かれている場合 、 こ
のコ マン ド によ り 、 同じ ド キュ メ ン ト を表示し ている全てのウ ィ ン
ド ウが閉じ られます 。 同じ ド キュ メ ン ト を表示し ている複数のウ ィ
ン ド ウのう ちの 1 つを閉じ たい場合は 、 ド キュ メ ン ト コ ン ト ロール
メ ニューの閉じ る コ マン ド を使用し て く だ さ い 。

wtext テキス ト フ ァ イルを開きます 。

Table 5-22. Z - コマン ド ラ イ ン コマン ド

コマン ド 説明

zoom ウ ィ ン ド ウ内の指定領域にズームイ ン し ます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク ト の
ズーム 」

zselect ウ ィ ン ド ウ内の選択領域にズームイ ン し ます 。

ヒ ン ト ： デフ ォル ト よ り さ らにズームイ ン し たい場合 、 構文
VL_FuLL_ZOOM=1 を適用し て VL_FULL_ZOOM 環境変数を設定し
て く だ さい 。 この環境変数を設定し ない場合 、 選択領域から中距離
でズームイ ン し ます 。

参照 ： DxDesigner User’s Guide の 「 選択領域あるいはオブジ ェ ク ト の
ズーム 」

Table 5-20. V - コ マン ド ラ イ ン コ マン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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Shell レベルのコマン ド
• icdbpartslister.exe の使用方法

• コ マン ド ラ イ ンを使用し た PDF 作成

• コ マン ド ラ イ ンから dxpdf.ini オプシ ョ ンを使用

icdbpartslister.exe の使用方法

コ マン ド ラ イ ンに次のよ う に入力し てパーツ リ ス ターを呼び出し ます ：

icdbpartslister.exe [-o path][-i path]...[-b name][-d path][--] 
[--version][-h]

以上において 、

• -o path (output path) ― 出力フ ァ イルのパス

• -i path (config path)― コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルのパス 。 複数のコ ン フ ィ
ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルのパスを入力できます 。

• -b name (block name) ―ブロ ッ ク名 。

• -d path (projectPath) ―プロジ ェ ク ト フ ァ イルへのパス 。

• --, (ignore_rest) ―このフ ラグ以降のラベルが付いた引数はすべて無視されます

• --version ―バージ ョ ン情報を表示し て終了し ます 。

• -h, (help) ―使用状況情報を表示し て終了し ます 。

例 ： circuit1 とい う設計名の場合 、 パーツ リ ス ターを次のよ う に呼び出せます ：

zsize アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの回路図シー ト またはシンボルシー ト のサイ
ズを カス タムサイズに変更し ます 。 このコ マン ド を実行する と 、
カス タムシー ト サイズを指定する こ とにな り ます 。 ( このコマン ド を
実行し ても 、 シー ト サイズに対応し たプロジ ェ ク ト 設定が変更され
るわけではあ り ません 。 )

ルール ： zsize コマン ドは以下のいずれかの方法で実行し ます ：
• 幅と高さのそれぞれの値を入力し た後 、 直ちに Tab キーを押し 、

次に Enter を押し て く だ さい 。
• 値を入力し た後 、 Enterキーは押さ ないで く だ さい 。 Enterキーでは

な く OK を ク リ ッ ク し て く だ さい 。
• コ マン ド ラ イ ンボ ッ クスで次の構文を使用し ます ：

zsize width height

Table 5-22. Z - コ マン ド ラ イ ン コマン ド  (cont.)
コマン ド 説明
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icdbPartsLister circuit1 -i circuit1.ipl -o circuit1.lst

ただ し 、 初期設定フ ァ イルおよび出力フ ァ イルの設定は任意であるため 、 別個のパー
ツ リ ス ト やコ ス ト 集計のよ う な さ まざまなアウ ト プ ッ ト フ ァ イルを作成するために複
数の異なる初期設定フ ァ イルを作成できます 。 複数の異なる設計に対し てコ ス ト 集計
を作成し たい場合などは 、 このための初期設定フ ァ イルを持っている可能性があ り 、
以下のコ マン ド でパーツ リ ス ターを呼び出すこ とが可能です ：

icdbPartsLister circuit1 - i costlist.ipl -o costlist.lst

パーツ リ ス ターは呼び出されている初期設定フ ァ イル (.ipl) を ( デフ ォル ト では ) 現在
のプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ内で検索し ます 。 現行プロジ ェ ク ト 内に .ipl フ ァ イルを
見つからない場合は 、 次に WDIR 環境変数で定義されているよ う に "STANDARD" デ
ィ レ ク ト リ内を検索し ます 。 それでも .ipl フ ァ イルが見つからない場合は問題がある
こ と を示すエラー メ ッ セージが作成されます 。

コ マン ド ラ イ ンを使用し た PDF 作成

DxPDF イ ン ターフ ェースの使用に加え 、 DOS や UNIX のコマン ド ラ イ ンから
DxDesigner の回路図の PDF フ ァ イルを生成できます 。  

コ マン ド ラ イ ンのプログラムの名前 :sch2pdf.exe.

sch2pdf を使って次のよ う なコ マン ド ラ イ ンのオプシ ョ ンを使用できます ：

sch2pdf -project <project_file> [-eevm <filename>] [-a <output_filename>]
[-c <colorCode>] [-g* global_override] [-i <hyperlink>] [-l <level>] 
[-m <page_order_file_path >] [-o <order>] [-s] [-p] [-f] [-v] [-u <font_name>] 
[-schematic <name>]

Table 5-23 、 Table 5-24 、 Table 5-25 、 Table 5-26 でコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを説明
し ます 。

Table 5-23. PDF フ ァ イル作成時のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

-a <design>.pdf のデフ ォル ト の出力フ ァ イル名をオーバーラ イ ド し ます

-c colorCode オプシ ョ ンについてのリ ス ト については Table 5-24 をご参
照 く だ さい 。

-eevm PDF 作成を  eevm モー ド に切り替えます 。

-f 使用中のシステムで使用可能なフ ォ ン ト のリ ス ト と と もに PDF フ ァ
イルを Adobe Acrobat で表示し ます 。

-i コ ンポーネン ト 属性値を URL になる可能性のある ものと し て処理し
ます 。

-m 出力の形式にページ順序フ ァ イル (.out) を使用し ます
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次の表でコ マン ド ラ イ ンの色コー ド について説明し ます 。

他のコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンについては 、 次の表に記載し ます 。

-p コ ンポーネン ト にポ ッ プア ッ プ メ ニューを追加し ます 。

-project .prj プロジ ェ ク ト フ ァ イルへのパス

-s Adobe Acrobat ビ ューアを起動し て出力フ ァ イルを表示し ます 。

-schematic 作成する特定の回路図 (1 つ ) の名前を指定し ます 。

-u 特定名のフ ォ ン ト に対する フ ォ ン ト マ ッ ピングを無効にし ます 。

-v PDF ド キュ メ ン ト 上の全てのハイパーリ ン ク を表示し ます 。

Table 5-24. PDF 作成時のコマン ド ラ イ ン色コー ド

Color Code 説明

0 白地に黒 。 黒のテキス ト を抑制し ます 。

1 白地にカ ラー 。

2 黒地にカ ラー 。

3 白地に黒 。 テキス ト を黒で出力し ます 。

Table 5-25. PDF 作成の追加コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

global override メ モ リ割当のデフ ォル ト 設定をオーバーラ イ ド し ます 。 この方法
を使用し ないと完成できないよ う な大規模な設計でのみ使用し て
く だ さい 。

hyperlink 有効な URL と し てチ ェ ッ ク される コ ンポーネン ト のプロパテ ィ 名
の値 。

level コ ンポジ ッ ト シンボルの下方伝達を止めるプロパテ ィ ( 個別に複数
レベルを指定し ます ) 。

order 値がシー ト 順序をオーバーラ イ ド する コ ンポーネン ト プロパテ ィ
名 (Scout と共に使用し て く だ さい ) 。

Table 5-23. PDF フ ァ イル作成時のコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン (cont.)
オプシ ョ ン 説明
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大規模設計に使用する詳細オプシ ョ ンを次の表に記載し ます 。

コマン ド ラ イ ンから dxpdf.ini オプシ ョ ンを使用 
以下の構文を使用し て 、 dxpdf.ini フ ァ イルに含まれるオプシ ョ ンを コマン ド ラ イ ンで
指定する こ とができます ：

-dxpdf.prefname <argument>

コ マン ド ラ イ ンから ラ イ ン幅を指定する場合の例

次のオプシ ョ ンを使用し て く だ さい ：

-dxpdf.LineThickness n

Table 5-26. PDF 作成の詳細コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ga 最大ア ノ テーシ ョ ン数

go 最大オブジ ェ ク ト 数

gp 最大ページ数
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Chapter 6
名前と プロパテ ィ

こ こ では 、 以下について説明し ます ：

• 名前の特性 

• プロパテ ィ の特性 

• 大文字 ・ 小文字の保持のキーワー ド  

名前の特性
ネ ッ ト やバス 、 コ ンポーネン ト にはそれぞれを命名するために固有の文字列が当てら
れます 。 コ ンポーネン ト と ピンの名前識別子は 1 つだけです 。 ネ ッ ト とバスは 、 ネ ッ
ト やバスセグ メ ン ト ご とに 1 つの名前とい う よ う に 、 同じ名前の名前識別子を複数持
つこ とができます 。

名前識別子には以下のオプシ ョ ンがあ り ます :

• 表示―表示する / 表示し ない

• 方向―反転する / 反転し ない

DxDesigner はピン と ネ ッ ト 名を通じ てシンボルと基になる回路図の間の接続性を保持
し ます 。 シンボル上のピンはすべてラベル付けされている必要があ り 、 基と なる回路
図のネ ッ ト は 、 そのシンボルのピンに対応するよ う にラベル付けされている必要があ
り ます 。  

このセクシ ョ ンの残りの ト ピ ッ クでは 、 名前の特徴と名前の追加方法について説明し
ます :

• 名前の識別子における不正な文字

• ラベルの付いていないオブジ ェ ク ト

• 名前の範囲

• 複合名称

• ユニークな名前

• ピン名

• バス名



DxDesigner Reference Manual, EE2007.3220

名前と プロパテ ィ
名前の特性

名前の識別子における不正な文字

名前の文字列には 、 次の文字を除 く すべての文字を使用できます ： < > ' , ( ) = \

名前にはスペースを使用する こ と もできます 。

ラベルの付いていないオブジ ェ ク ト

コ ンポーネン ト やピン 、 ネ ッ ト 、 バスにラベルを付けない場合 、 DxDesigner は自動
的にこれらのオブジ ェ ク ト に内部名を与えます 。 すべての内部名は $ で始ま り ます
( 例 ： $1N12) 。 オブジ ェ ク ト にラベルを付ける と 、 内部名のほかに指定し た名前が表
示されます 。  

名前の範囲

名前は 、 開始値 、 終止値 、 および増分値を整数で指定する こ とによ り 、 バスやピンの
数値範囲を表現する こ とが可能です 。 DxDesigner は範囲指定がある名前を展開し て
一連の名前を作成し ます 。  

名前の範囲指定のフ ォーマ ッ ト

名前の範囲指定フ ォーマ ッ ト は次のよ う にな り ます :

NAME[F:L:I] 

F は最初の数値 、 L は最後の数値 、 I は範囲内の数値の間隔です 。
間隔の指定がない場合 、 値は 1 と な り ます 。

例

以下に 、 有効な範囲指定のフ ォーマ ッ ト を示し ます ：

• out.[1:5] は 、 out.1 、 out.2 、 out.3 、 out.4 、  out.5 を作成し ます 。  

• a[10:3:2] は 、 a10 、 a8 、 a6 、 a4 を作成し ます 。  

• a[1:2]b[2:1] は 、 a1b2 、 a1b1 、 a2b2 、 a2b1 を作成し ます 。  

範囲指定の後に基数修飾子を付加する こ と で 、 2 進数 、 16 進数 、 または 8 進数によ
る範囲指定を行う こ とが可能です 。 限定子と範囲指定は / で区切って く だ さい 。  

• A[8:C/H] とい う名前識別子はA8 、 A9 、 AA 、 AB 、 および AC に相当し ます 。  

制限事項 ：

バスの範囲は数字でのみ指定できます 。 た と えば 、 data[b7:b0] は有効なフ ォーマ ッ ト
ではあ り ません 。 ラベルを付けたいバス範囲が 10 進数である場合 ( 例 ： 7:0) 、
data[7:0] とい う フ ォーマ ッ ト を使用し て く だ さい 。
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複合名称

単一の範囲と し て表現できないバスやピンにラベルを付けるには 、 複合名称やバン ド
ルを使用し ます 。 複合名称の作成には 、 ( 範囲の指定を問わない ) 複数個の名前識別
子を使用し ます 。 名前はカ ンマで区切り ます 。 複合名称識別子は左から右へ個別に展
開されます 。  

複合名称フ ォーマ ッ ト

複合名称を入力するには 、 次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます :

NAME[F:L:I], NAME,NAME[F:L],... 

F は最初の数値 、 L は最後の数値 、 I は範囲内の数値の間隔です 。
間隔の指定がない場合 、 値は 1 と な り ます 。

例

• A[0:3],B,D[1:4] ＝ A0 、 A1 、 A2 、 A3 、 B 、 D1 、 D2 、 D3 、 D4

• A[2:1],B[3:0],C ＝ A2 、 A1 、 B3 、 B2 、 B1 、 B0 、 C

ユニークな名前

コ ンポーネン ト やネ ッ ト 、 バス 、 ピンがバッ フ ァから コ ピー ・ アレ イ ・ 貼り付けされ
る と 、 DxDesigner は異なる タ イプの名前を作成し ます 。

ピン名

名前識別子を使用し て 、 ピンの名前と範囲 ( 幅 ) を指定し ます 。 ピン名によ り 、 コ ン
ポーネン ト 間の接続が確立し 、 保持されます 。 マルチビ ッ ト ピンのピン範囲は 、 接続
するバスの範囲と同一にする必要があ り ます 。

コ ンポーネン ト が $ARRAY プロパテ ィ を持つ場合は例外と な り ます 。 シンボル上の
ピンはすべて 、 ネ ッ ト リ ス ト 処理において識別用のラベルを持っている必要があ り ま
す 。 抵抗器やコ ンデンサのよ う な 、 通常ラベルを持たないシンボルについてはラベル
を非表示にし て く だ さい 。

バス名

バス名はバスに含まれるネ ッ ト を指定し ます 。 バスに接続されているネ ッ ト の名前は
バス名と一致し ている必要があ り ます 。  

例

XBUS[1:3] とい う ラベルの付いたバスは 、 XBUS1 、 XBUS2 および XBUS3 とい う ラ
ベルの付いたネ ッ ト だけを持つこ とができます 。
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プロパテ ィ の特性
ワイ ヤ リ ス ト 時の解釈用のシンボル定義の作成にはプロパテ ィ を使用し ます 。 次に
あげる対象にプロパテ ィ を追加する こ とができます : 

Note
ボッ クスや線 、 円弧 、 円にカス タムプロパテ ィ を付与する こ とはできません 。

次の ト ピ ッ クではプロパテ ィ の特性について説明し ます ：

表示オプシ ョ ン

プロパテ ィ の表示オプシ ョ ンはプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウのチ ェ ッ クボ ッ クスで制御され
ます 。

シンボルと ( も し く は ) 回路図レベルにてプロパテ ィ を表示 / 非表示にできます 。 シ
ンボルウ ィ ン ド ウでプロパテ ィ が表示されている場合 、 回路図ウ ィ ン ド ウにおいても
表示されます 。 シンボルで表示されているプロパテ ィ を指定し た場合 、 それら を回路
図上で非表示にする こ とはできません 。  

シンボルへの配置作業中にプロパテ ィ を表示するよ う にし てお く と 、 作業がしやす く
な り ます 。 ただ し 、 一般的にはプロパテ ィ の配置完了後は 、 回路図が煩雑になるのを
避けるため 、 プロパテ ィ を非表示にし て く だ さい 。  

Note
プロパテ ィ を非表示にし ても プロパテ ィ が削除される こ とはあ り ません 。 回路
図の表示が煩雑になるのを防いでいるだけです 。  

• シンボル ( アンア タ ッ チ ド ) 

• シンボルピン 

• 回路図 ( アンア タ ッ チ ド ) 

• コ ンポーネン ト  

• コ ンポーネン ト ピン 

• ネ ッ ト セグ メ ン ト  

• バスセグ メ ン ト  

• 表示オプシ ョ ン

• プロパテ ィ のフ ォーマ ッ ト

• 名前と値における制限事項

• ネ ッ ト リ ス ト のプロパテ ィ 認識

• ユーザー定義プロパテ ィ

• 複数および同一プロパテ ィ

• プロパテ ィ 範囲
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Note
参照番号 (REFDES) プロパテ ィ を回路図上で非表示にするには 、 ( プロパテ ィ 名
と プロパテ ィ 値用に 1 つずつある ) プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウの参照番号チ ェ ッ ク
ボッ クスの選択を解除し て く だ さい 。  

プロパテ ィ のフ ォーマ ッ ト

プロパテ ィ のフ ォーマ ッ ト は :NAME = VALUE です 。 ネ ッ ト リ ス ト に認識させるプロ
パテ ィ 名を正確に指定する必要があ り ます 。 た と えば 、 参照番号と シンボルを関連付
けるには REFDES=U? のよ う にプロパテ ィ を追加し て く だ さい 。 REFDES がプロパテ
ィ 名で U? がプロパテ ィ 値にな り ます 。  

プロパテ ィ 値を定義する場合 、 次のよ う ない く つかの方法があ り ます :

• 明示値― ( ユーザー指定の ) 定数値 。

• 複数値―複数のプロパテ ィ を示す値 。  

• 変数値―変化する値 。  

• 数式値―設計の特性に依存する値 。  

名前と値における制限事項

$ や * で始まるプロパテ ィ 名は作成し ないで く だ さい 。 $ で始まる名前は予約されて
お り 、 * はワイルド カー ド です 。 また 、 プロパテ ィ 値には % と ? を使用する こ とは
避けて く だ さい 。

プロパテ ィ 値では 、 / 、 * 、 − 、 ＋などの演算文字を使用し ないで く だ さい 。 ただ し
、 パラ メ ータ プロパテ ィ に変数定義を指定する場合は除きます 。 プロパテ ィ 名は必ず
大文字で入力し ます 。 プロパテ ィ 値は 、 一定の条件下において 、 大文字のみ 、 小文字
のみ 、 または大文字 / 小文字の両方を使用し て入力し ます 。 ただ し 、 ネ ッ ト リ ス ト を
使用するサー ドパーテ ィ 製のツールでは 、 必ずし も大文字と小文字の混在するプロパ
テ ィ 値をサポー ト する とは限らないため 、 ご注意 く だ さい 。 このよ う なツールでは大
文字での入力が必要です 。 大文字と小文字の混在が可能かど うかは 、 ツールの販売元
にご確認 く だ さい 。

ネ ッ ト リ ス ト のプロパテ ィ 認識 
DxDesigner にはプロパテ ィ 数を無制限に許可する柔軟なスキームがあ り ます 。 特定の
プロパテ ィ セ ッ ト を探す各レ イアウ ト ツールによ り 、 ネ ッ ト リ ス ト 作成時にはほとん
どのプロパテ ィ が認識されます 。

フ ラ ッ ト 型と階層型のいずれの場合も 、 ネ ッ ト リ ス ト は明示的かつ複数のプロパテ ィ
値を認識し ます 。 変数および数式のプロパテ ィ 値はフ ラ ッ ト なネ ッ ト リ ス ト だけによ
り認識されます 。
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ユーザー定義プロパテ ィ

設計で使用するオプシ ョ ンのラベルや部品番号などの 、 設計に関する固有の情報を定
義するために 、 任意のプロパテ ィ を作成できます 。  

ユーザー定義プロパテ ィ は DxDesigner では認識できません 。 ネ ッ ト リ ス ト 実行前に
ユーザー定義プロパテ ィ を追加し た場合 、 ネ ッ ト リ ス ト プロセスによ り それらがネ ッ
ト リ ス ト フ ァ イルに リ ス ト されます 。 スク リ プ ト や DxDesigner のユーテ ィ リ テ ィ を
使う と 、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の機能について 、 ユーザー定義プロパテ ィ を認識でき
ます 。

複数および同一プロパテ ィ

ほとんどのオブジ ェ ク ト には複数プロパテ ィ ( 異なる名前が付いた複数のプロパテ ィ
) を関連付ける こ とができます 。 1 つのオブジ ェ ク ト に関連する同一プロパテ ィ ( 同
じ名前が付いた複数プロパテ ィ ) は通常異なる値を持ちます 。

以下のオブジ ェ ク ト では 、 1 つのオブジ ェ ク ト に複数プロパテ ィ ( 異なる名前が付い
た複数のプロパテ ィ ) を含むこ とができます 。 1 つのオブジ ェ ク ト に関連する同一プ
ロパテ ィ  ( 同じ名前が付いた複数のプロパテ ィ ) は 、 通常異なる値を持ちます 。

DxDesigner では 、 下記のとお り同一プロパテ ィ を使用できます : 

*PCB イ ンテグレーシ ョ ンプログラムを実行する場合は 、 同一プロパテ ィ を コ ン フ ィ ギュ レーシ
ョ ン フ ァ イルで有効にする必要があ り ます 。 詳細は PCB Integration Help をご参照 く だ さい 。

シンボルプロパテ ィ の多 く はコ ンポーネン ト レベルからはアクセスできません 。 シン
ボルのプロパテ ィ 値をオーバーラ イ ド するには 、 コ ンポーネン ト に同じ プロパテ ィ を
追加し 、 コ ンポーネン ト 上でプロパテ ィ 値を変更し ます 。  

複数プロパテ ィ 値

複数プロパテ ィ 値のフ ォーマ ッ ト は以下のとおり です : 

Table 6-1. 有効な同一プロパテ ィ

オブジ ェ ク ト 同一プロパテ ィ

シンボル 無制限

回路図 使用不可

コ ンポーネン ト 使用不可 ( ただ し  SIGNAL 、 PROBE 、 EQUATE 、 および
PINSWAP プロパテ ィ は除 く )*

ピン 使用不可

ネ ッ ト ・ バス
セグ メ ン ト

使用不可 ( ただ し  PROBE プロパテ ィ は除 く )*
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name = value,value,value 

複数プロパテ ィ 値はカ ンマやコ ロンで分けて く だ さい
( 例 ： #=[a,b,c,d] 、  TPHL=10:17:25) 。  

プロパテ ィ 範囲

開始値 、 終止値 、 および増分値を整数で指定する こ とによ り 、 バスやピンの数値範囲
を表現する こ とが可能です 。 DxDesigner は範囲指定があるプロパテ ィ 値を展開し て
一連のプロパテ ィ を作成し ます 。  

プロパテ ィ 値範囲指定のフ ォーマ ッ ト

プロパテ ィ 値の範囲指定のフ ォーマ ッ ト は次のよ う にな り ます :
NAME[F:L:I] 

F は最初の数 、 L は最後の数 、 I は値域内にある数値間の間隔です 。 間隔の指
定がない場合 、 値は 1 と されます 。

数値はコ ロンで区切って く だ さい 。 範囲は角括弧で囲んで く だ さい 。 また 、 範
囲は数値的にのみ表現する こ とができます 。

プロパテ ィ 範囲の例

以下の表にある値は次のよ う にな り ます ：

PCB の設計で 、 複数のプロパテ ィ 値の #=1 、 4 、 8 、 12 が 、 シンボルピンに付与さ
れて PARTS=4 プロパテ ィ と組み合わされる と 、 次のよ う な意味のピンを示し ます 。  

• パッ ケージの 1 番目の部品のピン 1 

• パッ ケージの 2 番目の部品のピン 4 

• パッ ケージの 3 番目の部品のピン 8 

• パッ ケージの 4 番目の部品のピン 12 

Table 6-2. プロパテ ィ 範囲の例

範囲 プロパテ ィ

#=[1:4] #=1 、 #=2 、 #=3 、  #=4 
#=[1:20:2] #=1 、  #=3 、 #=5 、 #=7 、 #=9 、 #=11 、 #=13 、

#=15 、 #=17 、 #=19 
#=A[1:3],#=B[1:3],#=C[1:3] #=A1 、 #=A2 、 #=A3 、 #=B1 、 #=B2 、 #=B3 、

#=C1 、 #=C2 、  #=C3 
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大文字 ・ 小文字の保持のキーワー ド

次のキーワー ドは大文字 ・ 小文字の判別の維持を制御するために .ini フ ァ イルにて使
われます 。

• PRESERVE_CASE

• ALLOW_VALUE_MIXED

• ALLOW_VALUE_MIXED_FILE 

PRESERVE_CASE
構文

PRESERVE_CASE <0|1> 

デフ ォル ト

Default = 0. 

説明

0 に設定されている場合 、 大文字 ・ 小文字判別の維持は無効にな り ます 。 その他のキ
ーワー ドは全て無視され 、 全ての値は大文字に変更されます 。 これは 旧 バージ ョ ン
の DxDesigner と同じ動作と な り ます 。  

1 に設定されている場合 、 大文字 • 小文字判別の維持は有効にな り ます 。 その他すべ
てのキーワー ドがアク テ ィ ブにな り ます 。  

ALLOW_VALUE_MIXED
構文

ALLOW _VALUE_MIXED <property name> 

説明

PRESERVE_CASE が 1 でない限り無視されます 。 どのプロパテ ィ が大文字 ・ 小文字
混在の値を持つこ と を許容されるのかを指定し ます 。  

各プロパテ ィ につきキーワー ドの 1 イ ンス タ ンスを必要と し ます 。  

別の方法

ALLOW_VALUE_MIXED_FILE キーワー ド を使用し て く だ さい 。
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ALLOW_VALUE_MIXED_FILE
構文 

ALLOW_VALUE_MIXED_FILE <filename> 

<filename> は値が大文字 ・ 小文字混在である こ とが許容されるプロパテ ィ のリ ス ト を
含むユーザー作成のテキス ト フ ァ イルの名前です 。  

<filename> の引数と し て完全パスを与える こ とができます 。 完全パスを与えない場合
、 フ ァ イルはプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ に存在する ものと解釈されます 。  
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Chapter 7
DxDesigner キーバイ ン ド と ス ト ローク

キーバイ ン ド とはシ ョ ー ト カ ッ ト キー ( 簡単なキー操作に関連付けられたコマン ド )
を使用し て 、 DxDesigner の一般的なコ マン ド を実行する方法です 。 1 つのキーを押
すこ と で実行される ものや 、 複数キーの組み合わせで実行される ものもあ り ます 。
次の ト ピ ッ クでは 、 システム定義されたキーバイ ン ド について説明し ます 。

• DxDesigner キーバイ ン ド―デフ ォル ト

• DxDesigner キーバイ ン ド― Expedition ス タ イル

キーバイ ン ドの定義の一部と し てス ト ロークの定義があ り ます 。 ス ト ローク とはコ マ
ン ドやフ ァ ン クシ ョ ンを実行するために使用するマウスの動きのパターンを事前に定
義し たものです 。 マウスの右ボタ ンを押し た状態で 、 回路図上の仮想のグ リ ッ ド にス
ト ロークパターンを 「 描画 」 し ます 。 グ リ ッ ドはパターンを数列に置き換えてコ マン
ド を実行し ます 。  

DxDesigner のセ ッ シ ョ ンでこれらのス ト ローク定義を有効にし てお く ためには 、 セ ッ
ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログ ) > Schematic Editor ( セクシ ョ ン ) > Stroke, Pan and 
Zoom ( セクシ ョ ン ) でス ト ロークオフボタ ンが選択されていない必要があ り ます 。  

以下の表に 、 ス ト ロークが認識し 、 コ マン ド と し て解釈する数列を記載し ます 。

ス ト ローク と コ マン ドのマ ッ ピングについては 、 DxDesigner セ ッ シ ョ ンのセ ッ ト
ア ッ プのキーバイ ン ド定義の説明をご参照 く だ さい 。

DxDesigner キーバイ ン ド―デフ ォル ト
Table 7-2 は $SDD_HOME/standard/vdbindings.vbs から ロー ド される DxDesigner のデフ
ォル ト のキーバイ ン ド を示し ます 。 これらのキーバイ ン ドは次の設定を し ない限り有
効です : セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > Advanced ( セクシ ョ ン ) > Expedition Style Keybindings 
( チ ェ ッ クボ ッ クス ) 。 (DxDesigner.xml で同様の設定を行う には ：
<key name="KEYBINDINGS" value="0"/>)

Table 7-1. ス ト ローク を定義する数列

ス ト ロークグ リ ッ ド

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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Table 7-3 は vdbindings.vbs フ ァ イルに保存されているデフ ォル ト の DxDesigner ICT ビ
ューワのキーバイ ン ド を示し ます 。

Table 7-4 は vdbindings.vbs フ ァ イルに保存されているデフ ォル ト の DxDesigner ス ト ロ
ーク定義を示し ます 。

Table 7-2. DxDesigner vdbindings.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

フ ァ イル操作

新規プロジ ェ ク ト CTRL+N フ ァ イル保存 CTRL+S

ブロ ッ ク を開 く CTRL+O フ ァ イルを閉じ る CTRL+F4

フ ァ イル印刷 CTRL+P DxDesigner を閉じ る ALT+F4

ダイアログやメ ニューを開 く

追加メ ニュー ALT+A セ ッ ト ア ッ プ
メ ニュー

ALT+S

編集メ ニュー ALT+E 設定ダイアログ CTRL+ALT+G

フ ァ イルメ ニュー ALT+F ツールメ ニュー ALT+T

テキス ト の検索 • 置換
ダイアログ

CTRL+H 表示メ ニュー ALT+V

フ ォーマ ッ ト メ ニュー ALT+O ウ ィ ン ド ウ メ ニュー ALT+W

ヘルプ メ ニュー ALT+H

ウ ィ ン ド ウを開 く

DxDatabook ウ ィ ン ド
ウを開 く

CTRL+ALT+D プロパテ ィ ウ ィ ン ド
ウを開 く

ALT+Enter

Expedition Cell Preview
ウ ィ ン ド ウを開 く

CTRL+ALT+K コ マン ド ラ イ ンウ ィ
ン ド ウを開 く

Space

回路図にオブジ ェ ク ト を追加

円弧を追加 A 線を追加 L

ブロ ッ ク を追加 f オフページピンを
追加

CTRL+Alt+Space

矩形を追加 B オンページピンを
追加

CTRL+Alt+Shift+
Space

バスを追加 b ネ ッ ト を追加 n

円を追加 C 電源ピンを追加 Shift+Space

グラウン ド ピンを追加 CTRL+Space テキス ト を追加 T
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階層 I/O ピンを追加 CTRL+Shift+
Space

編集

コ ピー CTRL+C 
または
CTRL+Insert

直ちに移動 CTRL+E 
または m

切り取り CTRL+X 
または 
Shift+Delete

貼り付け CTRL+V 
または
Shift+Insert

削除 Delete または d
または
Backspace

ネ ッ ト の再取り付け CTRL+R

垂直に反転 CTRL+Shift+F やり直し CTRL+A 
または
CTRL+Backspace 
または r

水平に反転 ( ミ ラー ) CTRL+F 90 度回転 CTRL+Shift+R

元に戻す Alt+Backspace 
または CTRL+Z 
または u

オブジ ェ ク ト の選択

選択モー ド s または ESC 

設計をナビゲー ト する―回路図ウ ィ ン ド ウ

順番に次の回路図シー
ト に移動

Page Down
または 
Page Up

回路図をプ ッ シュ h

開いている回路図ウ ィ
ン ド ウタ ブ間を移動

CTRL+Tab シンボルエデ ィ タ で
シンボルをプ ッ シュ

y

ユーザー設定リ ス ト 内
の同タ イプの次のコ ン
ポーネン ト の特殊ピン
へ移動

CTRL+Y

設計の表示

( カーソルに ) パン F6 または Insert 領域をズーム CTRL+W または 
F9 または z

ズームイ ン F7 フル表示にズーム Home または F4

Table 7-2. DxDesigner vdbindings.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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ÉtÉ@ÉCÉã

再表示 F5 か CTRL+D
または END 

ズームアウ ト F8

ズームの復元 Shift+F10 選択項目にズーム Z

ズームの保存 Shift+F9

ヘルプの 利 用 ( 最新のヘルプについては 、 以下ではな く ヘルプ > InfoHub のド キュ
メ ン ト をご使用 く だ さい )

DxDesigner ヘルプ起動 CTRL+F1 次のヘルプ Shift+F5

機能についてのヘルプ F1 次のエラー メ ッ セー
ジ

Shift+F4

コ ンテ クス ト ヘルプ Shift+F1

その他

左マウスボタ ン CTRL+Shift+F2 
か CTRL+F2
も し く は
F2

回路図をスク ロール
する

矢印ボタ ン
( 上 、 下 、 左 、 右 )

中央マウスボタ ン F3

Table 7-3. DxDesigner ICT ビ ューワ vdbindings.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

オブジ ェ ク ト の追加

ネ ッ ト 追加 CTRL+I ブロ ッ ク を追加 CTRL+G

編集

削除 Delete ピンを展開 CTRL+Page Down

編集ス ター ト Insert か F2 やり直し CTRL+Y

ピンをたたむ CTRL+Page Up 元に戻す CTRL+Z

オブジ ェ ク ト の選択

全てを選択 CTRL+A

Table 7-4. DxDesigner vdbindings.vbs ス ト ローク定義一覧

コ マン ド 図形 数列

線を追加 852

Table 7-2. DxDesigner vdbindings.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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選択対象を削除 74123698

または

741236987

ヘルプ 
( 最新情報についてはヘルプ
> InfoHub のド キュ メ ン ト
をご参照 く だ さい 。 )

123658

または

12368

最後のコ マン ドの呼び戻し 12369

水平に反転 ( ミ ラー ) 9632147

再表示 74123

90 度回転 3698741

元に戻す 7412369

全面表示 951

ズームイ ン 357

ズームアウ ト 753

Table 7-4. DxDesigner vdbindings.vbs ス ト ローク定義一覧 (cont.)
コ マン ド 図形 数列
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DxDesigner キーバイ ン ド― Expedition ス タ イル
このセクシ ョ ンで説明する Expedition ス タ イルのキーバイ ン ドは 、
Windows では $SDD_HOME/standard/exped_wvo.vbs 、
UNIX では $SDD_HOME/standard/exped_pv.vbs に保存され 、
そこから ロー ド されます 。 これらのキーバイ ン ドは 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 
Advanced ( セクシ ョ ン ) > Expedition Style Keybindings ( チ ェ ッ クボ ッ クス )
設定によ り有効にな り ます 。

以下の表にキーバイ ン ド を記載し ます :

exped_wvo.vbs (Windows) フ ァ イル :

• Table 7-5 ― DxDesigner キーバイ ン ド

• Table 7-6 ― DxDesigner ICT ビ ューワキーバイ ン ド

• Table 7-7 ― DxDesigner ス ト ローク定義

exped_pv.vbs (UNIX) フ ァ イル :

• Table 7-8 ― DxDesigner キーバイ ン ド

• Table 7-9 ― DxDesigner ICT ビ ューワキーバイ ン ド

• Table 7-10 ― DxDesigner ス ト ローク定義
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exped_wvo.vbs (Windows) フ ァ イル

Table 7-5. DxDesigner exped_wvo.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

フ ァ イル操作

新規プロジ ェ ク ト CTRL+N フ ァ イル保存 CTRL+S

ブロ ッ ク を開 く CTRL+O フ ァ イルを閉じ る CTRL+F4

フ ァ イルを印刷 CTRL+P DxDesigner を閉じ る ALT+F4

ダイアログやメ ニューを開 く

追加メ ニュー ALT+A セ ッ ト ア ッ プ
メ ニュー

ALT+S

編集メ ニュー ALT+E 設定ダイアログ CTRL+ALT+G

フ ァ イルメ ニュー ALT+F ツールメ ニュー ALT+T

テキス ト の検索 • 置換
ダイアログ

CTRL+F か 
CTRL+H

表示メ ニュー ALT+V

フ ォーマ ッ ト メ ニュー ALT+O ウ ィ ン ド ウ メ ニュー ALT+W

ヘルプ メ ニュー ALT+H

ウ ィ ン ド ウを開 く

DxDatabook ウ ィ ン ド
ウを開 く

CTRL+ALT+D プロパテ ィ ウ ィ ン ド
ウを開 く

ALT+Enter

Expedition Cell Preview
ウ ィ ン ド ウを開 く

CTRL+ALT+K コ マン ド ラ イ ン
ウ ィ ン ド ウを開 く

Space

回路図にオブジ ェ ク ト を追加

円弧を追加 A 線を追加 L

ブロ ッ ク を追加 f オフページピンを
追加

CTRL+Alt+Space

矩形を追加 B オンページピンを
追加

CTRL+Alt+Shift+
Space

バスを追加 b ネ ッ ト を追加 n

円を追加 C 電源ピンを追加 Shift+Space

グラウン ド ピンを追加 CTRL+Space テキス ト を追加 T

階層 I/O ピンを追加 CTRL+Shift+
Space
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編集

コ ピー CTRL+C 
または
CTRL+Insert

直ちに移動 CTRL+E 
または m

切り取り CTRL+X 
または 
Shift+Delete

貼り付け CTRL+V または
Shift+Insert

削除 CTRL+Delete 
か Delete か d 
または 
Backspace

ネ ッ ト の再取り付け CTRL+R

文字列を編集 S やり直し F7 または 
CTRL+Backspace
または r

垂直に反転 F5 90 度回転 CTRL+Shift+R か F3

水平に反転 ( ミ ラー ) F4 元に戻す Alt+Backspace 
または
CTRL+Z か F6 
または u

オブジ ェ ク ト の選択

選択モー ド s または ESC 全てを選択 CTRL+A

設計をナビゲー ト する―回路図ウ ィ ン ド ウ

順番に次の回路図シー
ト に移動

Page Down 
または
Page Up

回路図をプ ッ シュ h

開いている回路図ウ ィ
ン ド ウタ ブ間を移動

CTRL+Tab シンボルエデ ィ タに
てシンボルをプ ッ シ
ュ

y

ユーザー設定リ ス ト 内
の同タ イプの次のコ ン
ポーネン ト の特殊ピン
へ移動

CTRL+Y

設計の表示

( カーソルへ ) パン Insert フル表示にズーム Home

ズームの復元 Shift+F10 ズームアウ ト F8

ズームを保存 Shift+F9 選択にズーム Z

Table 7-5. DxDesigner exped_wvo.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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領域をズーム CTRL+W か F9 
か z

ヘルプの 利 用 ( 最新の情報については 、 以下の代わり にヘルプ > InfoHub のド キュ
メ ン ト をご使用 く だ さい )

DxDesigner ヘルプ
起動

CTRL+F1 次のヘルプ Shift+F5

機能についてのヘルプ F1 次のエラー メ ッ セー
ジ

Shift+F4

コ ンテ クス ト ヘルプ Shift+F1

その他

左マウスボタ ン CTRL+Shift+
F2 か CTRL+F2
または F2

回路図をスク ロール
する

矢印ボタ ン
( 上 、 下 、 左 、 右 )

Table 7-6. DxDesigner ICT ビ ューワ exped_wvo.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

オブジ ェ ク ト の追加

ネ ッ ト を追加 CTRL+I ブロ ッ ク を追加 CTRL+G

編集

削除 Delete ピンを展開 CTRL+Page Down

編集ス ター ト Insert か F2 やり直し CTRL+Y

ピンをたたむ CTRL+Page Up 元に戻す CTRL+Z

オブジ ェ ク ト の選択

全てを選択 CTRL+A

Table 7-5. DxDesigner exped_wvo.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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exped_pv.vbs (UNIX) フ ァ イル

Table 7-7. DxDesigner exped_wvo.vbs ス ト ローク定義一覧

コ マン ド 図形 数列

線を追加 852

選択対象を削除 74123698

または

741236987

ヘルプ
( 最新情報についてはヘルプ
> InfoHub のド キュ メ ン ト を
ご参照 く だ さい 。 )

123658

または

12368

最後のコ マン ドの呼び戻し 12369

水平に反転 ( ミ ラー ) 9632147

再表示 74123

90 度回転 3698741

元に戻す 7412369

全体表示 951

ズームイ ン 357

ズームアウ ト 753

Table 7-8. DxDesigner exped_pv.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

フ ァ イル操作

新規プロジ ェ ク ト CTRL+N フ ァ イル保存 CTRL+S 

ブロ ッ ク を開 く CTRL+O フ ァ イルを閉じ る CTRL+F4

フ ァ イルを印刷 CTRL+P DxDesigner を閉じ る ALT+F4
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ダイアログやメ ニューを開 く

追加メ ニュー ALT+A セ ッ ト ア ッ プ
メ ニュー

ALT+S

編集メ ニュー ALT+E 設定ダイアログ CTRL+ALT+G

テキス ト の検索 • 置換
ダイアログ

CTRL+F か 
CTRL+H

ツールメ ニュー ALT+T

フ ァ イルメ ニュー ALT+F 表示メ ニュー ALT+V

フ ォーマ ッ ト メ ニュー ALT+O ウ ィ ン ド ウ メ ニュー ALT+W

ヘルプ メ ニュー ALT+H

ウ ィ ン ド ウを開 く

DxDatabook ウ ィ ン ド
ウを開 く

CTRL+ALT+D プロパテ ィ ウ ィ ン ド
ウを開 く

ALT+Enter

Expedition Cell Preview
ウ ィ ン ド ウを開 く

CTRL+ALT+K コ マン ド ラ イ ン
ウ ィ ン ド ウを開 く

Space

回路図にオブジ ェ ク ト を追加

円弧を追加 A ラベルを追加 l

ブロ ッ ク を追加 F 線を追加 L

矩形を追加 B オフページピンを追
加

CTRL+Alt+Space

バスを追加 b オンページピンを追
加

CTRL+Alt+Shift+
Space

円を追加 C ネ ッ ト を追加 n

グラウン ド ピンを追加 CTRL+Space 電源ピンを追加 Shift+Space

階層 I/O ピンを追加 CTRL+Shift+
Space

テキス ト を追加 t

編集

コ ピー CTRL+C 
または
CTRL+Insert 
または c 
(copy now)

直ちに移動 CTRL+E または m

切り取り CTRL+X 
または 
Shift+Delete

貼り付け CTRL+V または
Shift+Insert

Table 7-8. DxDesigner exped_pv.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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削除 Delete か d 
または
Backspace

ネ ッ ト の再取り付け CTRL+R

垂直に反転 CTRL+Shift+F 
または F5

やり直し CTRL+Backspace か 
F7 または r

水平に反転 ( ミ ラー ) F4 90 度回転 CTRL+Shift+R か F3

元に戻す Alt+Backspace 
または
CTRL+Z または u 
または F6

オブジ ェ ク ト の選択

選択モー ド ESC 全てを選択 CTRL+A

設計をナビゲー ト する―回路図ウ ィ ン ド ウ

順番に次の回路図シー
ト に移動

Page Down 
または 
Page Up

回路図をプ ッ シュ  h

開いている回路図ウ ィ
ン ド ウタ ブ間を移動

CTRL+Tab シンボルエデ ィ タに
てシンボルをプ ッ シ
ュ

y

ユーザー設定リ ス ト 内
の同タ イプの次のコ ン
ポーネン ト の特殊ピン
へ移動

CTRL+Y

設計の表示

( カーソルへ ) パン Insert 領域をズーム CTRL+W

ズームイ ン
( 領域を定義 )

z または F9 フル表示にズーム Home または F10

リ フ レ ッ シュ F5 か CTRL+D
または END 

ズームアウ ト F8

ズームを戻す Shift+F10 選択にズーム Z

ズームを保存 Shift+F9

ヘルプの 利 用 ( 最新のヘルプについては 、 以下ではな く ヘルプ > InfoHub のド キュ
メ ン ト をご使用 く だ さい )

DxDesigner ヘルプ
起動

CTRL+F1 次のヘルプ Shift+F5

Table 7-8. DxDesigner exped_pv.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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機能についてのヘルプ F1 次のエラー メ ッ セー
ジ

Shift+F4

コ ンテ クス ト ヘルプ Shift+F1

その他

左マウスボタ ン CTRL+Shift+
F2 または
CTRL+F2 
または F2

回路図をスク ロール
する

矢印ボタ ン
( 上 、 下 、 左 、 右 )

中央マウスボタ ン CTRL+Shift+
F3 または 
CTRL+F3

Table 7-9. DxDesigner ICT ビ ューワ exped_pv.vbs キーバイ ン ド一覧

 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド

オブジ ェ ク ト の追加

ネ ッ ト を追加 CTRL+I ブロ ッ ク を追加 CTRL+G

編集

削除 Delete ピンを展開 CTRL+Page Down

編集ス ター ト Insert または 
F2

やり直し CTRL+Y

ピンをたたむ CTRL+
Page Up

元に戻す CTRL+Z

オブジ ェ ク ト の選択

全てを選択 CTRL+A

Table 7-8. DxDesigner exped_pv.vbs キーバイ ン ド一覧 (cont.)
 動作 キーバイ ン ド 動作 キーバイ ン ド
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Table 7-10. DxDesigner exped_pv.vbs ス ト ローク定義一覧

コ マン ド 図形 数列

線を追加 852

選択対象を削除 74123698

または

741236987

ヘルプ
( 代わり にヘルプ >
InfoHub のド キュ メ ン ト を
ご使用 く だ さい )

123658

または

12368

最後のコ マン ドの呼び戻し 12369

水平に反転 ( ミ ラー ) 9632147

再表示 74123

90 度回転 3698741

元に戻す 7412369

全体表示 951

ズームイ ン 357

ズームアウ ト 753
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— A —
ADISTANCE, DxDesigner.xml key name, 24, 

127
AUTOLOG, DxDesigner.xml key name, 24
AUTOPAN, DxDesigner.xml key name, 24, 

148

— B —
BEGIN_NETS_IN_SPACE DxDesigner.xml key 

name, 24, 148
BITNUMBERS DxDesigner.xml key name, 150
BORDERON, DxDesigner.xml key name, 24, 

136
BorderSymbols keyword (name.prj 内 ), 

117
BOXSIZE DxDesigner.xml key name, 24
BOXSIZE_HR DxDesigner.xml key name, 148
BUBBLESIZE DxDesigner.xml key name, 24
BUBBLESIZE_HR DxDesigner.xml key name, 

150
Bus_Contents keyword (name.prj 内 ), 117
BUS_DOTSIZE DxDesigner.xml key name, 24
BUS_DOTSIZE_HR DxDesigner.xml key 

name, 148
BUSWIDTH DxDesigner.xml key name, 24

— C —
CentralLibary keyword (name.prj 内 ), 

116
CHECK_COMP_DATES DxDesigner.xml key 

name, 24, 149
CnsFileName keyword (name.prj 内 ), 118
COMPONENT_TOOLTIPS, DxDesigner.xml key 

name, 137
COMPTEXTON, DxDesigner.xml key name, 

24, 136
contents.bc, バスコンテンツファイル , 

28
例 , 29

CROSSCURSOR DxDesigner.xml key name, 
24, 149

— D —
DB_AUTO_BACKUP DxDesigner.xml key 

name, 151
DB_ERR_VERBOSE DxDesigner.xml key 

name, 24, 151
DedicatedServerName keyword (name.prj

内 ), 117
DEF_USESHEET1, DxDesigner.xml key 

name, 24, 126
DEFAULT_ZOOM, DxDesigner.xml key name, 

122
DEFMETHOD, DxDesigner.xml key name, 24, 

126
DEFSHEET, DxDesigner.xml key name, 24, 

126
DETAIL DxDesigner.xml key name, 24, 149
DMS, 178
DOTSIZE DxDesigner.xml key name, 25
DOTSIZE_HR DxDesigner.xml key name, 149
DRC

あいまい性 , 83
正規表現構文 , 83

DRC ダイアログボックス
デフ ォル ト 設定を変更 , 30

DxDesigner
コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルおよ

び初期設定フ ァ イルの概要 , 15
環境変数 , 59
表示特性 , 137

DxDesigner.xml, 128, 129, 130, 131
DxDesigner.xml LAYERS

ANNOTATION elements, 23, 139
BACKGROUND elements, 24, 139
BORDER elements, 23, 139
DRAG elements, 24, 139
GRID elements, 24, 139
GRID_LAYER elements, 122

索引
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HIGHLIGHT elements, 24, 139
SELECTION elements, 23, 139
UNPLACEDCOMPONENT elements, 139
VALUE elements, 23, 139

DxDesigner.xml OBJECTS
ARC elements, 23, 138
ATTRIBUTE elements, 22, 138

VISIBLE, 136
BOX elements, 22, 138
CIRCLE elements, 23, 138
COMPONENT elements, 22, 138
LABEL elements, 22, 139

VISIBLE, 136
LINE elements, 23, 138
NET elements, 22, 138
PIN elements, 22, 138
TEXT elements, 23, 139

VISIBLE, 136
DxDesigner.xml SETTINGS elements

ADISTANCE, 24, 127
AUTOLOG, 24
AUTOPAN, 24, 148
BEGIN_NETS_IN_SPACE, 24, 148
BITNUMBERS, 150
BORDERON, 24, 136
BOXSIZE, 24
BOXSIZE_HR, 148
BUBBLESIZE, 24
BUBBLESIZE_HR, 150
BUS_DOTSIZE, 24
BUS_DOTSIZE_HR, 148
BUSWIDTH, 24
CHECK_COMP_DATES, 24, 149
COMPONENT_TOOLTIPS, 137
COMPTEXTON, 24, 136
CROSSCURSOR, 24, 149
DB_AUTO_BACKUP, 151
DB_ERR_VERBOSE, 24, 151
DEF_USESHEET1, 24, 126
DEFAULT_ZOOM, 122
DEFMETHOD, 24, 126
DEFSHEET, 24, 126
DETAIL, 24, 149
DOTSIZE, 25
DOTSIZE_HR, 149

EURO_ARROWS, 25
EXCLUDE_GLOBALS_FM_UNIQUE_ON_C

OPY, 25
EXPEDITION_ZOOM, 25, 123
GRID, 25
GRID_HIGHLIGHT_MARKS, 25, 122
GRID_HR, 122
GRIDON, 25, 122
KEYBINDINGS, 25, 149
LANGUAGE, 150
MIDSTROKE, 25, 123
NET_TOOLTIPS, 137
ORIENTATION, 25, 125
PADS_ZOOM, 123
PIN_TOOLTIPS, 137
PINTYPE_ARROWS, 25, 150
PNUMSON, 25, 136
RNUMSON, 25, 136
ROUTE, 25, 128
SDISTANCE, 26
SDISTANCE_HR, 150
SHEETSIZE, 26, 124
SNAPTOPIN, 26, 128
STROKES, 26, 123
TEXTORIGIN, 26, 127
TEXTSIZE, 26, 127
UNIQUE_LABEL, 26, 151
UNIT, 121
UNLIMITED_TEXT, 26
XTRAERRS, 26, 149

— E —
EURO_ARROWS DxDesigner.xml key name, 25
EXCLUDE_GLOBALS_FM_UNIQUE_ON_COPY 

DxDesigner.xml key name, 25
EXPEDITION_ZOOM, DxDesigner.xml key 

name, 25, 123
expedition ワークフロー , 97

— G —
GRID, DxDesigner.xml key name, 25
GRID_HIGHLIGHT_MARKS, DxDesigner.xml 

key name, 25, 122
GRID_HR, DxDesigner.xml key name, 122
GRID_LAYER, DxDesigner.xml key name, 

122
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GRIDON, DxDesigner.xml key name, 25, 122

— H —
HPGL_HEIGHT_SCALE 変数

概要 , 59
HPGL_WIDTH_SCALE 変数

概要 , 59

— I —
.ipl, パーツリスターコンフィギュレー

ションファイル , 101
icdbpartslister.exe 使用方法 , 214
ICE_ADVANCED_CONNECT_NO_CREATE_MULTID

RIVERS, DxDesigner.xml key name, 
129

ICE_AUTOFIT, DxDesigner.xml key name, 
129

ICE_CELLS SHOW_DIRECTION, 
DxDesigner.xml key name, 129

ICE_CELLS SHOW_NETS, DxDesigner.xml 
key name, 129

ICE_CELLS SHOW_PIN_NUMBER, 
DxDesigner.xml key name, 129

ICE_CELLS SHOW_WIDTH, DxDesigner.xml 
key name, 129

ICE_COMPONENTS_IN_COLUMN, 
DxDesigner.xml key name, 129

ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_DIRECTION, 
DxDesigner.xml key name, 130

ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_GLOBAL_NETS
, DxDesigner.xml key name, 130

ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_NETS, 
DxDesigner.xml key name, 130

ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_PIN_NUMBER, 
DxDesigner.xml key name, 130

ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_WIDTH, 
DxDesigner.xml key name, 130

ICE_SLICEANDDICE_NETS_SHOW_MODE, 
DxDesigner.xml key name, 130

ICE_SORT, DxDesigner.xml key name, 129
ICE_SYMBOL_FORMAT, DxDesigner.xml key 

name, 128
ICT_HIDDEN_PRPSE, DxDesigner.xml key 

name, 131

— K —
KEYBINDINGS DxDesigner.xml key name, 

25, 149

— L —
LANGUAGE DxDesigner.xml key name, 150
LAYERS elements, DxDesigner.xml

ANNOTATION, 23, 139
BACKGROUND, 24, 139
BORDER, 23, 139
DRAG, 24, 139
GRID, 24, 139
GRID_LAYER, 122
HIGHLIGHT, 24, 139
SELECTION, 23, 139
UNPLACEDCOMPONENT, 139
VALUE, 23, 139

LayoutID keyword (name.prj 内 ), 118
LineSim リンク - Merge Differences, 95
LM_LICENSE_FILE 変数

概要 , 59

— M —
Merge Differences ダイアログボックス , 

95
MGC_EPD_INVISIBLE_ ADDIN_LIST 変数

概要 , 59
MGLS_LICENSE_FILE 変数

概要 , 59
MIDSTROKE, DxDesigner.xml key name, 25, 

123

— N —
NET_TOOLTIPS, DxDesigner.xml key name, 

137
NetNameDelimiter keyword (name.prj 内

), 120

— O —
OBJECTS elements, DxDesigner.xml

ARC, 23, 138
ATTRIBUTE, 22, 136, 138

VISIBLE, 136
BOX, 22, 138
CIRCLE, 23, 138
COMPONENT, 22, 138
LABEL, 22, 136, 139
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VISIBLE, 136
LINE, 23, 138
NET, 22, 138
PIN, 22, 138
TEXT, 23, 136, 139

VISIBLE, 136
ORIENTATION, DxDesigner.xml key name, 

25, 125

— P —
.prj, プロジェクトファイル , 18
PADS_ZOOM, DxDesigner.xml key name, 123
PATH 変数

概要 , 59
PcgbCfgFileName keyword (name.prj 内 ), 

119
PDF ファイル

コ マン ド ラ イ ンを使用し て作成 , 215
PIN_TOOLTIPS, DxDesigner.xml key name, 

137
PinComponents keyword (name.prj 内 ), 

116
PINTYPE_ARROWS DxDesigner.xml key 

name, 25, 150
PNUMSON, DxDesigner.xml key name, 25, 

136

— R —
RNUMSON, DxDesigner.xml key name, 25, 

136
RootBlock keyword (name.prj 内 ), 117
ROUTE, DxDesigner.xml key name, 25, 128

— S —
sch2pdf, pdf 作成コマンド , 215
SchematicDesignBackAnno keyword 

(name.prj 内 ), 118
SchematicDesignStatus keyword 

(name.prj 内 ), 118
SDISTANCE, DxDesigner.xml key name, 26
SDISTANCE_HR, DxDesigner.xml key name, 

150
SearchPathScheme keyword (name.prj 内

), 119
SECTION DesignInfo (name.prj 内 )

BorderSymbols keyword, 117

Bus_Contents keyword, 117
CentralLibary keyword, 116
NetNameDelimiter keyword, 120
PinComponents keyword, 116

SECTION iCDB (name.prj 内 )
DedicatedServerName keyword, 117

SECTION schematic_name (name.prj 内 )
CnsFileName keyword, 118
LayoutID keyword, 118
PcgbCfgFileName keyword, 119
RootBlock keyword, 117
SchematicDesignBackAnno keyword, 118
SchematicDesignStatus keyword, 118
SearchPathScheme keyword, 119

SETTINGS elements, DxDesigner.xml
ADISTANCE, 24, 127
AUTOLOG, 24
AUTOPAN, 24, 148
BEGIN_NETS_IN_SPACE, 24, 148
BITNUMBERS, 150
BORDERON, 24, 136
BOXSIZE, 24
BOXSIZE_HR, 148
BUBBLESIZE, 24
BUBBLESIZE_HR, 150
BUS_DOTSIZE, 24
BUS_DOTSIZE_HR, 148
BUSWIDTH, 24
CHECK_COMP_DATES, 24, 149
COMPONENT_TOOLTIPS, 137
COMPTEXTON, 24, 136
CROSSCURSOR, 24, 149
DB_AUTO_BACKUP, 151
DB_ERR_VERBOSE, 24, 151
DEF_USESHEET1, 24, 126
DEFAULT_ZOOM, 122
DEFMETHOD, 24, 126
DEFSHEET, 24, 126
DETAIL, 24, 149
DOTSIZE, 25
DOTSIZE_HR, 149
EURO_ARROWS, 25
EXCLUDE_GLOBALS_FM_UNIQUE_ON_C

OPY, 25
EXPEDITION_ZOOM, 25, 123
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GRID, 25
GRID_HIGHLIGHT_MARKS, 25, 122
GRID_HR, 122
GRIDON, 25, 122
ICE_ADVANCED_CONNECT_NO_CREATE

_MULTIDRIVERS, 129
ICE_AUTOFIT, 129
ICE_CELLS_PIN_NUMBER, 129
ICE_CELLS_SHOW_DIRECTION, 129
ICE_CELLS_SHOW_NETS, 129
ICE_CELLS_SHOW_WIDTH, 129
ICE_COMPONENTS_IN_COLUMNS, 129
ICE_PINSDROPDOWNLIST_GLOBAL_NE

TS, 130
ICE_PINSDROPDOWNLIST_PIN_NUMBER

, 130
ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_DIREC

TION, 130
ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_NETS, 

130
ICE_PINSDROPDOWNLIST_SHOW_WIDT

H, 130
ICE_SLICEANDDICE_NETS_SHOW_MODE

S, 130
ICE_SORT, 129
ICE_SYMBOL_FORMAT, 128
ICT_HIDDEN_PRPS, 131
KEYBINDINGS, 25, 149
LANGUAGE, 150
MIDSTROKE, 25, 123
NET_TOOLTIPS, 137
ORIENTATION, 25, 125
PADS_ZOOM, 123
PIN_TOOLTIPS, 137
PINTYPE_ARROWS, 25, 150
PNUMSON, 25, 136
RNUMSON, 25, 136
ROUTE, 25, 128
SDISTANCE, 26
SDISTANCE_HR, 150
SHEETSIZE, 26, 124
SNAPTOPIN, 26, 128
STROKES, 26, 123
TEXTORIGIN, 26, 127
TEXTSIZE, 26, 127

UNIQUE_LABEL, 26, 151
UNIT, 121
UNLIMITED_TEXT, 26
XTRAERRS, 26, 149

SHEETSIZE, DxDesigner.xml key name, 26, 
124

SNAPTOPIN, DxDesigner.xml key name, 26, 
128

STROKES, DxDesigner.xml key name, 26, 
123

— T —
TEXTORIGIN, DxDesigner.xml key name, 

26, 127
TEXTSIZE, DxDesigner.xml key name, 26, 

127

— U —
UNIQUE_LABEL DxDesigner.xml key name, 

26, 151
UNIT, DxDesigner.xml key name, 121
UNLIMITED_TEXT DxDesigner.xml key 

name, 26

— V —
VISIBLE, DxDesigner.xml key name, 136

— W —
WDIR 変数

概要 , 60

— X —
XTRAERRS DxDesigner.xml key name, 26, 

149

— ア —
ウィンドウ

メ ニュー , 194
オブジェクト

ラベルな し , 220
オブジェクト , 表示設定

ICT
Block, 140
Bus, 140
Diff Pair, 140
Editable Block, 140
Editable Cell, 141
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FPGA, 140
Global Net, 140
Group, 141
Invalid Cell, 141
Net, 140
Pin, 140
Port, 141
Symbol, 140
View, 140

フ ォ ン ト マ ッ ピング , 144
回路図

Label, 139
Text, 139

オブジェクト、表示設定
回路図

Arc, 138
Box, 138
Circle, 138
Component, 138
Line, 138
Net, 138
Pin, 138
Property, 138

— カ  —
キーバインド

PC, 229, 234
定義 , 229

コマンドラインから dxpdf.ini ファイル
オプションを使用 , 217

コマンドラインコマンド
adistance, 195
ainvis, 196
align, 196
ansize, 195
anvis, 196
aoff, 196
aon, 196
arc, 196
aroute, 196
array, 196
arrowsoff, 196
arrowson, 196
asize, 196
avis, 197
avvis, 197

bb, 197
bcast, 197
bcomposite, 197
bcut, 197
boff, 197
bon, 198
box, 198
bpaste, 198
bsize, 198
bus, 198
cattribute, 198
cb, 198
ccomp, 198
chgattr, 199
chglabel, 199
chgtext, 199
cinst, 199
circle, 199
color, 199
component, 199
copy, 199
csize, 199
ctoff, 199
cton, 200
cuapply, 200
cucheck, 200
cycle, 200
db, 200
dbevoff, 200
dbevon, 200
defsh1off, 200
defsh1on, 201
defshcfg, 201
defshfix, 201
defshoff, 200
defshon, 200
delete, 201
directory, 201
dirsym, 201
doff, 201
don, 202
dsize, 202
egoff, 202
egon, 202
esize, 202
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exit, 202
fcloseall, 203
form, 203
full, 203
goff, 203
gon, 203
grid, 203
ground, 203
gspace, 203
ib, 203
in, 203
io, 204
label, 204
line, 204
linvis, 204
loff, 204
logmemory, 204
lon, 204
longstrings, 204
lsense, 204
lvis, 205
move, 205
name, 205
narray, 206
naspace, 206
net, 206
noff, 206
non, 206
nsym, 206
o1 through o9, 207
odetail, 207
offsheet, 207
onsheet, 207
oroute, 207
out, 207
pdbslot, 207
placedetail, 207
poff, 207
pon, 207
pop, 208
power, 208
psch, 208
psheet, 208
psym, 208
quit, 209

read, 209
reflect, 209
refresh, 209
roff, 209
ron, 209
rotate, 209
run, 209
scale, 210
schematic, 210
scomp, 210
sdistance, 210
setenv, 210
sicdb, 210
size, 210
slabel, 210
slot, 210
sname, 210
snap, 211
soff, 211
son, 211
sroute, 211
stext, 211
stretch, 211
string, 211
stub, 211
svalue, 211
system, 211
text, 212
toff, 212
ton, 212
ubat, 212
undo, 212
uoff, 212
uon, 212
value, 212
voff, 213
von, 213
wclose, 213
zoom, 213
zselect, 213
zsize, 214

— サ —
シミュレーションメニュー , 184
ストローク , 定義 , 229
セットアップメニュー , 183
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— タ  —
ダイアログボックス

Apply Symbol Updates to Components, 
200

Change Attribute, 199
Change Border, 198
Change Bounding Box, 197
Change Component, 198
Change Label, 199
Change Text, 199
Customize Tools Menu, 64, 186
Customize(toolbar), 66
DRC schematic_name

デフ ォル ト 設定を変更 , 30
DRC schematic_name, 68
DxDesigner のバージ ョ ン情報 , 62
DxPDF, 84

Advanced タ ブ , 86
General タ ブ , 85

EDIF Interfaces
EDIF Netlist Reader, 179
EDIF Netlist Writer, 179
EDIF Schematic Reader, 179
EDIF Schematic Writer, 179

Library Studio, 185
LineSim リ ン ク , 93

Options タ ブ , 93
Schematic Topology タ ブ , 95

Load Properties Scheme, 131
Make Attributes Visible, 197
Merge Differences, 95
New Toolbar, 67
PSpice to HyperLynx Analog Libary 

Converter, 186
Save Properties Scheme, 131
Select Script Language, 178
Verilog Netlister, 152
VHDL Netlister, 158
アーカ イバウ ィ ザー ド , 63
アレ イ , 167
オブジ ェ ク ト の挿入 , 92
コ ンポーネン ト 定義の更新 , 184
シー ト へ移動 , 189
シ ミ ュ レーシ ョ ン･セ ッ ト ア ッ プ , 186
シンボル生成 , 91

詳細オプシ ョ ン , 91
テキス ト 検索置換ダイアログボ ッ クス

, 89
検索タ ブ , 89
置換タ ブ , 91

ネ ッ ト に名前を付ける , 96
パーツ リ ス ター , 101

Settings タ ブ , 102
ブロ ッ ク を追加 , 62, 164
プロパテ ィ 定義エデ ィ タ , 111
ボーダーシンボル , 167
ラ イセンスオプシ ョ ン , 92, 183
色 , 142
印刷 , 110
形式を指定し て貼り付け , 109
縮尺変更 , 115, 181
新規プロジ ェ ク ト , 97
設定 , 116
選択 , 191
相互参照

イ ン ト ロダクシ ョ ン , 184
開 く , 98

ツールメニュー , 184

— ナ —
ナビゲータ情報ヒントボックス , 133, 134
ネットリストワークフロータイプ , 97

— ハ —
パーツリスター

icdbpartslister.exe 使用方法 , 214
コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イル , 101
初期設定フ ァ イル , 37

バス
名前 , 221

バスバンドル
バスコ ンテンツ フ ァ イル , 28

ピン
名前 , 221

ファイルメニュー , 178
フォーマットメニュー , 180
プロパティ

DRC で使用されるプロパテ ィ , 70
ネ ッ ト リ ス ト の認識 , 223
フ ォーマ ッ ト , 223
ユーザー定義 , 224
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特性 , 222
名前と値における制限事項 , 223
範囲 , 225
複数および同一プロパテ ィ , 224
複数値 , 224

ヘルプメニュー , 183

— マ —
マウス動作 , ストローク , 229
メニュー

ウ ィ ン ド ウ , 194
シ ミ ュ レーシ ョ ン , 184
セ ッ ト ア ッ プ , 183
ツール , 184
フ ァ イル , 178
フ ォーマ ッ ト , 180
ヘルプ , 183
追加 , 164
表示 , 187
編集 , 169

— ラ  —
ラベル

ラベルの付いていないオブジ ェ ク ト , 
220

レイヤ , 表示設定
回路図

Annotation, 139
Background, 139
Border, 139
Drag, 139
Grid, 139
Highlight, 139
Selection, 139
Unplaced component, 139
Value, 139

— ワ —
ワークフロータイプ

expedition, 97
ネ ッ ト リ ス ト , 97

— 漢字 —
大文字・小文字の保持

キーワー ド , 226
回路図

ス ト ローク定義 , 229

環境変数 , 59
構文

正規表現 , 83
情報ヒントボックス , ナビゲータ , 133, 

134
正規表現構文 , 83, 90
設定ダイアログボックス

ICT, 128
グ リ ッ ド , 122
ナビゲータ , 131
ネ ッ ト , 127
パン とズーム , 122
起動時に実行 , 147
詳細 , 148
新規オブジ ェ ク ト , 127
新規シー ト , 124
単位 , 121
表示 , 135

追加メニュー , 164
名前

バス , 221
ピン , 221
ユニーク , 221
追加と編集 , はじめに , 219
範囲 , 220
不正な文字 , 220
複合名称 , 221

範囲
プロパテ ィ , 225

表示
オプシ ョ ン , 222

表示メニュー , 187
表示特性 , 137
編集メニュー , 169
文字

識別子内の不正な文字 , 220
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Third-Party Information

This section provides information on open source and third-party software that may be included in the DxDesigner product.

• This product may use libxslt open source software.

©Daniel Veillard.  All Rights Reserved.
©Norman Walsh. All Rights Reserved.
©Thomas Broyer, Charlie Bozeman and Daniel Veillard. All Rights Reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Stenberg. All Rights Reserved.
©Panagiotis Louridas. All Rights Reserved.

• This product may use libxml open source software.

©John Fleck. All rights reserved.
©O'Reilly & Associates, Inc. All rights reserved.
©Gary Pennington and Daniel Veillard. All rights reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Veillard. All rights reserved.
©Daniel Veillard. All rights reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Stenberg. All rights reserved.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN
AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE

• This software application may include zlib third party software.

©Christian Michelsen

Permission to use, copy, modify, distribute and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted
without fee, provided that the above copyright notice appear in all copies and  that both that copyright notice and this
permission notice appear in supporting documentation.  Christian Michelsen Research AS makes no representations about
the suitability of this software for any purpose.  It is provided "as is" without express or implied warranty





End-User License Agreement
The latest version of the End-User License Agreement is available on-line at:

www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm

END-USER LICENSE AGREEMENT (“Agreement”)

This is a legal agreement concerning the use of Software between you, the end user, as an authorized
representative of the company acquiring the license, and Mentor Graphics Corporation and Mentor Graphics
(Ireland) Limited acting directly or through their subsidiaries (collectively “Mentor Graphics”). Except for license
agreements related to the subject matter of this license agreement which are physically signed by you and an
authorized representative of Mentor Graphics, this Agreement and the applicable quotation contain the parties'
entire understanding relating to the subject matter and supersede all prior or contemporaneous agreements. If you
do not agree to these terms and conditions, promptly return or, if received electronically, certify destruction of
Software and all accompanying items within five days after receipt of Software and receive a full refund of any
license fee paid. 

1. GRANT OF LICENSE. The software programs, including any updates, modifications, revisions, copies, documentation
and design data (“Software”), are copyrighted, trade secret and confidential information of Mentor Graphics or its
licensors who maintain exclusive title to all Software and retain all rights not expressly granted by this Agreement.
Mentor Graphics grants to you, subject to payment of appropriate license fees, a nontransferable, nonexclusive license to
use Software solely: (a) in machine-readable, object-code form; (b) for your internal business purposes; (c) for the license
term; and (d) on the computer hardware and at the site authorized by Mentor Graphics. A site is restricted to a one-half
mile (800 meter) radius. Mentor Graphics’ standard policies and programs, which vary depending on Software, license
fees paid or services purchased, apply to the following: (a) relocation of Software; (b) use of Software, which may be
limited, for example, to execution of a single session by a single user on the authorized hardware or for a restricted period
of time (such limitations may be technically implemented through the use of authorization codes or similar devices); and
(c) support services provided, including eligibility to receive telephone support, updates, modifications, and revisions. 

2. EMBEDDED SOFTWARE. If you purchased a license to use embedded software development (“ESD”) Software, if
applicable, Mentor Graphics grants to you a nontransferable, nonexclusive license to reproduce and distribute executable
files created using ESD compilers, including the ESD run-time libraries distributed with ESD C and C++ compiler
Software that are linked into a composite program as an integral part of your compiled computer program, provided that
you distribute these files only in conjunction with your compiled computer program. Mentor Graphics does NOT grant
you any right to duplicate, incorporate or embed copies of Mentor Graphics' real-time operating systems or other
embedded software products into your products or applications without first signing or otherwise agreeing to a separate
agreement with Mentor Graphics for such purpose.

3. BETA CODE. Software may contain code for experimental testing and evaluation (“Beta Code”), which may not be used
without Mentor Graphics’ explicit authorization. Upon Mentor Graphics’ authorization, Mentor Graphics grants to you a
temporary, nontransferable, nonexclusive license for experimental use to test and evaluate the Beta Code without charge
for a limited period of time specified by Mentor Graphics. This grant and your use of the Beta Code shall not be construed
as marketing or offering to sell a license to the Beta Code, which Mentor Graphics may choose not to release
commercially in any form. If Mentor Graphics authorizes you to use the Beta Code, you agree to evaluate and test the
Beta Code under normal conditions as directed by Mentor Graphics. You will contact Mentor Graphics periodically
during your use of the Beta Code to discuss any malfunctions or suggested improvements. Upon completion of your
evaluation and testing, you will send to Mentor Graphics a written evaluation of the Beta Code, including its strengths,
weaknesses and recommended improvements. You agree that any written evaluations and all inventions, product
improvements, modifications or developments that Mentor Graphics conceived or made during or subsequent to this
Agreement, including those based partly or wholly on your feedback, will be the exclusive property of Mentor Graphics.
Mentor Graphics will have exclusive rights, title and interest in all such property. The provisions of this section 3 shall
survive the termination or expiration of this Agreement.

 IMPORTANT INFORMATION 

USE OF THIS SOFTWARE IS SUBJECT TO LICENSE RESTRICTIONS. CAREFULLY READ THIS 
LICENSE AGREEMENT BEFORE USING THE SOFTWARE. USE OF SOFTWARE INDICATES YOUR 
COMPLETE AND UNCONDITIONAL ACCEPTANCE OF THE TERMS AND CONDITIONS SET FORTH 

IN THIS AGREEMENT. ANY ADDITIONAL OR DIFFERENT PURCHASE ORDER TERMS AND 
CONDITIONS SHALL NOT APPLY.

http://www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm


4. RESTRICTIONS ON USE. You may copy Software only as reasonably necessary to support the authorized use. Each
copy must include all notices and legends embedded in Software and affixed to its medium and container as received from
Mentor Graphics. All copies shall remain the property of Mentor Graphics or its licensors. You shall maintain a record of
the number and primary location of all copies of Software, including copies merged with other software, and shall make
those records available to Mentor Graphics upon request. You shall not make Software available in any form to any
person other than employees and on-site contractors, excluding Mentor Graphics' competitors, whose job performance
requires access and who are under obligations of confidentiality. You shall take appropriate action to protect the
confidentiality of Software and ensure that any person permitted access to Software does not disclose it or use it except as
permitted by this Agreement. Except as otherwise permitted for purposes of interoperability as specified by applicable and
mandatory local law, you shall not reverse-assemble, reverse-compile, reverse-engineer or in any way derive from
Software any source code. You may not sublicense, assign or otherwise transfer Software, this Agreement or the rights
under it, whether by operation of law or otherwise (“attempted transfer”), without Mentor Graphics’ prior written consent
and payment of Mentor Graphics’ then-current applicable transfer charges. Any attempted transfer without Mentor
Graphics' prior written consent shall be a material breach of this Agreement and may, at Mentor Graphics' option, result in
the immediate termination of the Agreement and licenses granted under this Agreement. The terms of this Agreement,
including without limitation, the licensing and assignment provisions shall be binding upon your successors in interest
and assigns. The provisions of this section 4 shall survive the termination or expiration of this Agreement.

5. LIMITED WARRANTY. 

5.1. Mentor Graphics warrants that during the warranty period Software, when properly installed, will substantially
conform to the functional specifications set forth in the applicable user manual. Mentor Graphics does not warrant
that Software will meet your requirements or that operation of Software will be uninterrupted or error free. The
warranty period is 90 days starting on the 15th day after delivery or upon installation, whichever first occurs. You
must notify Mentor Graphics in writing of any nonconformity within the warranty period. This warranty shall not be
valid if Software has been subject to misuse, unauthorized modification or improper installation. MENTOR
GRAPHICS' ENTIRE LIABILITY AND YOUR EXCLUSIVE REMEDY SHALL BE, AT MENTOR GRAPHICS'
OPTION, EITHER (A) REFUND OF THE PRICE PAID UPON RETURN OF SOFTWARE TO MENTOR
GRAPHICS OR (B) MODIFICATION OR REPLACEMENT OF SOFTWARE THAT DOES NOT MEET THIS
LIMITED WARRANTY, PROVIDED YOU HAVE OTHERWISE COMPLIED WITH THIS AGREEMENT.
MENTOR GRAPHICS MAKES NO WARRANTIES WITH RESPECT TO: (A) SERVICES; (B) SOFTWARE
WHICH IS  LICENSED TO YOU FOR A LIMITED TERM OR LICENSED AT NO COST;  OR
(C) EXPERIMENTAL BETA CODE; ALL OF WHICH ARE PROVIDED “AS IS.”

5.2. THE WARRANTIES SET FORTH IN THIS SECTION 5 ARE EXCLUSIVE. NEITHER MENTOR GRAPHICS
NOR ITS LICENSORS MAKE ANY OTHER WARRANTIES, EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY, WITH
RESPECT TO SOFTWARE OR OTHER MATERIAL PROVIDED UNDER THIS AGREEMENT. MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SPECIFICALLY DISCLAIM ALL IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT OF
INTELLECTUAL PROPERTY.

6. LIMITATION OF LIABILITY. EXCEPT WHERE THIS EXCLUSION OR RESTRICTION OF LIABILITY
WOULD BE VOID OR INEFFECTIVE UNDER APPLICABLE LAW, IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS
OR ITS LICENSORS BE LIABLE FOR INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING LOST PROFITS OR SAVINGS) WHETHER BASED ON CONTRACT, TORT OR ANY OTHER
LEGAL THEORY, EVEN IF MENTOR GRAPHICS OR ITS LICENSORS HAVE BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS' OR ITS LICENSORS'
LIABILITY UNDER THIS AGREEMENT EXCEED THE AMOUNT PAID BY YOU FOR THE SOFTWARE OR
SERVICE GIVING RISE TO THE CLAIM. IN THE CASE WHERE NO AMOUNT WAS PAID, MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SHALL HAVE NO LIABILITY FOR ANY DAMAGES WHATSOEVER. THE
PROVISIONS OF THIS SECTION 6 SHALL SURVIVE THE EXPIRATION OR TERMINATION OF THIS
AGREEMENT.

7. LIFE ENDANGERING ACTIVITIES. NEITHER MENTOR GRAPHICS NOR ITS LICENSORS SHALL BE
LIABLE FOR ANY DAMAGES RESULTING FROM OR IN CONNECTION WITH THE USE OF SOFTWARE IN
ANY APPLICATION WHERE THE FAILURE OR INACCURACY OF THE SOFTWARE MIGHT RESULT IN
DEATH OR PERSONAL INJURY.   THE PROVISIONS OF THIS SECTION 7 SHALL SURVIVE THE
EXPIRATION OR TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

8. INDEMNIFICATION. YOU AGREE TO INDEMNIFY AND HOLD HARMLESS MENTOR GRAPHICS AND ITS
LICENSORS FROM ANY CLAIMS, LOSS, COST, DAMAGE, EXPENSE, OR LIABILITY, INCLUDING
ATTORNEYS' FEES, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH YOUR USE OF SOFTWARE AS



DESCRIBED IN SECTION 7. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 8 SHALL SURVIVE THE EXPIRATION OR
TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

9. INFRINGEMENT. 

9.1. Mentor Graphics will defend or settle, at its option and expense, any action brought against you alleging that
Software infringes a patent or copyright or misappropriates a trade secret in the United States, Canada, Japan, or
member state of the European Patent Office. Mentor Graphics will pay any costs and damages finally awarded
against you that are attributable to the infringement action. You understand and agree that as conditions to Mentor
Graphics' obligations under this section you must: (a) notify Mentor Graphics promptly in writing of the action;
(b) provide Mentor Graphics all reasonable information and assistance to defend or settle the action; and (c) grant
Mentor Graphics sole authority and control of the defense or settlement of the action.

9.2. If an infringement claim is made, Mentor Graphics may, at its option and expense: (a) replace or modify Software so
that it becomes noninfringing; (b) procure for you the right to continue using Software; or (c) require the return of
Software and refund to you any license fee paid, less a reasonable allowance for use.

9.3. Mentor Graphics has no liability to you if infringement is based upon: (a) the combination of Software with any
product not furnished by Mentor Graphics; (b) the modification of Software other than by Mentor Graphics; (c) the
use of other than a current unaltered release of Software; (d) the use of Software as part of an infringing process; (e) a
product that you make, use or sell; (f) any Beta Code contained in Software; (g) any Software provided by Mentor
Graphics’ licensors who do not provide such indemnification to Mentor Graphics’ customers; or (h) infringement by
you that is deemed willful. In the case of (h) you shall reimburse Mentor Graphics for its attorney fees and other costs
related to the action upon a final judgment.

9.4. THIS SECTION IS SUBJECT TO SECTION 6 ABOVE AND STATES THE ENTIRE LIABILITY OF MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS AND YOUR SOLE AND EXCLUSIVE REMEDY WITH RESPECT TO ANY
ALLEGED PATENT OR COPYRIGHT INFRINGEMENT OR TRADE SECRET MISAPPROPRIATION BY
ANY SOFTWARE LICENSED UNDER THIS AGREEMENT.

10. TERM. This Agreement remains effective until expiration or termination. This Agreement will immediately terminate
upon notice if you exceed the scope of license granted or otherwise fail to comply with the provisions of Sections 1, 2, or
4. For any other material breach under this Agreement, Mentor Graphics may terminate this Agreement upon 30 days
written notice if you are in material breach and fail to cure such breach within the 30 day notice period. If Software was
provided for limited term use, this Agreement will automatically expire at the end of the authorized term. Upon any
termination or expiration, you agree to cease all use of Software and return it to Mentor Graphics or certify deletion and
destruction of Software, including all copies, to Mentor Graphics’ reasonable satisfaction.   

11. EXPORT. Software is subject to regulation by local laws and United States government agencies, which prohibit export
or diversion of certain products, information about the products, and direct products of the products to certain countries
and certain persons. You agree that you will not export any Software or direct product of Software in any manner without
first obtaining all necessary approval from appropriate local and United States government agencies.

12. RESTRICTED RIGHTS NOTICE. Software was developed entirely at private expense and is commercial computer
software provided with RESTRICTED RIGHTS. Use, duplication or disclosure by the U.S. Government or a U.S.
Government subcontractor is subject to the restrictions set forth in the license agreement under which Software was
obtained pursuant to DFARS 227.7202-3(a) or as set forth in subparagraphs (c)(1) and (2) of the Commercial Computer
Software - Restricted Rights clause at FAR 52.227-19, as applicable. Contractor/manufacturer is Mentor Graphics
Corporation, 8005 SW Boeckman Road, Wilsonville, Oregon 97070-7777 USA.

13. THIRD PARTY BENEFICIARY. For any Software under this Agreement licensed by Mentor Graphics from Microsoft
or other licensors, Microsoft or the applicable licensor is a third party beneficiary of this Agreement with the right to
enforce the obligations set forth herein.

14. AUDIT RIGHTS. You will monitor access to, location and use of Software. With reasonable prior notice and during
your normal business hours, Mentor Graphics shall have the right to review your software monitoring system and
reasonably relevant records to confirm your compliance with the terms of this Agreement, an addendum to this
Agreement or U.S. or other local export laws. Such review may include FLEXlm or FLEXnet report log files that you
shall capture and provide at Mentor Graphics’ request. Mentor Graphics shall treat as confidential information all of your
information gained as a result of any request or review and shall only use or disclose such information as required by law
or to enforce its rights under this Agreement or addendum to this Agreement. The provisions of this section 14 shall
survive the expiration or termination of this Agreement.



15. CONTROLLING LAW, JURISDICTION AND DISPUTE RESOLUTION. THIS AGREEMENT SHALL BE
GOVERNED BY AND CONSTRUED UNDER THE LAWS OF THE STATE OF OREGON, USA, IF YOU ARE
LOCATED IN NORTH OR SOUTH AMERICA, AND THE LAWS OF IRELAND IF YOU ARE LOCATED
OUTSIDE OF NORTH OR SOUTH AMERICA. All disputes arising out of or in relation to this Agreement shall be
submitted to the exclusive jurisdiction of Portland, Oregon when the laws of Oregon apply, or Dublin, Ireland when the
laws of Ireland apply. Notwithstanding the foregoing, all disputes in Asia (except for Japan) arising out of or in relation to
this Agreement shall be resolved by arbitration in Singapore before a single arbitrator to be appointed by the Chairman of
the Singapore International Arbitration Centre (“SIAC”) to be conducted in the English language, in accordance with the
Arbitration Rules of the SIAC in effect at the time of the dispute, which rules are deemed to be incorporated by reference
in this section 15. This section shall not restrict Mentor Graphics’ right to bring an action against you in the jurisdiction
where your place of business is located. The United Nations Convention on Contracts for the International Sale of Goods
does not apply to this Agreement.

16. SEVERABILITY. If any provision of this Agreement is held by a court of competent jurisdiction to be void, invalid,
unenforceable or illegal, such provision shall be severed from this Agreement and the remaining provisions will remain in
full force and effect. 

17. PAYMENT TERMS AND MISCELLANEOUS. You will pay amounts invoiced, in the currency specified on the
applicable invoice, within 30 days from the date of such invoice. Any past due invoices will be subject to the imposition
of interest charges in the amount of one and one-half percent per month or the applicable legal rate currently in effect,
whichever is lower. Some Software may contain code distributed under a third party license agreement that may provide
additional rights to you. Please see the applicable Software documentation for details. This Agreement may only be
modified in writing by authorized representatives of the parties. Waiver of terms or excuse of breach must be in writing
and shall not constitute subsequent consent, waiver or excuse. 

Rev. 060210, Part No. 227900



エンドユーザ・ライセンス契約書（「本契約」）

この合意書は、ソフトウェアの使用に関し、ライセンスを入手するエンドユーザとして会社の権限ある代表者であるお客様と、Mentor Graphics Corporation お
よび Mentor Graphics (Ireland) Limited（これら二社が直接、またはその子会社を通して活動する場合を含み、以下「メンター・グラフィックス」と総称する）
の間に成立する、正式な契約です。この契約の主題に関し、それぞれの権限ある者が署名したライセンス契約がある場合を除き、本契約と該当する見積書は、お
客様とメンター・グラフィックスの間の完全なる合意を定めたものであり、これらに先立ちまたは同時になされた合意にとって代わるものです。これらの条件に
同意されない場合、ソフトウェアの受領後５日以内にソフトウェアおよび全ての付属品目を直ちに返却し、電子的手段により受領したときはその破棄を証明して、
支払済みライセンス料の全額払戻をお受けください。

第 １ 条 ラ イセンスの許諾  ソ フ ト ウ ェ ア ・ プログラム （そのア ッ プデー ト 、 修正、 改訂、 コ ピー、 ド キュ メ ンテーシ ョ ンおよびデザイ ン ・ データ を含み、 以下 「本
ソ フ ト ウ ェ ア」 とい う ） は、 著作権によ り保護されてお り、 本ソ フ ト ウ ェ アの全部に対し独占的権原を保持し、 かつ本契約で明示的に許諾されていない全ての権
利を留保する メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー （メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに対する使用許諾者、 以下同様） の営業秘密および秘密情報です。
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 適切なラ イセンス料の支払を条件に、 本ソ フ ト ウ ェ アを使用でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 （ ａ ） 機械読取り可能なオブ
ジ ェ ク ト ・ コー ドの形態によ り、 （ ｂ ） お客様の内部業務目的のために、 （ ｃ ） ラ イセンス期間中、 そ し て （ ｄ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し たコ ンピ ュー
タ ・ ハー ド ウ ェ アならびにサイ ト で使用する場合に限り、 お客様に対し許諾し ます。 なお １ サイ ト は、 半径 ０ ． ５ マイル （ ８ ０ ０ メ ー ト ル） 以内に制限されてい
ます。 本ソ フ ト ウ ェ ア、 支払済みラ イセンス料または購入済みサービスに応じ て異なる メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの標準規定は、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの再配置、
（ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用制限 （例えば、 認定されたハー ド ウ ェ ア上での単一ユーザによる単一セ ッ シ ョ ンの実行、 または限定期間の使用等の制限を含み、 これ
らの制限はオーソ ラ イゼーシ ョ ン ・ コー ド または類似の仕組を利用し て技術的に実施される）、 ならびに （ ｃ ） 電話サポー ト 、 ア ッ プデー ト 、 修正および改訂を対
象とするサポー ト ・ サービス、 に適用されます。
  
第 ２ 条 Ｅ Ｓ Ｄ ソ フ ト ウ ェ ア  お客様が組込みソ フ ト ウ ェ ア開発 （以下 「Ｅ Ｓ Ｄ」 と い う ） 用の本ソ フ ト ウ ェ アを使用する ラ イセンスを購入し、 本契約が適用され
る場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムの不可欠な部分と し て、 複合プログラムに連係される Ｅ Ｓ Ｄ Ｃ およ
び Ｃ++ コ ンパイ ラの本ソ フ ト ウ ェ ア と共に頒布される Ｅ Ｓ Ｄ ラ ン タ イム ・ ラ イブ ラ リ を含めて、 Ｅ Ｓ Ｄ コ ンパイ ラ を用いて生成された実行可能フ ァ イルを複製
および頒布でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 お客様に対し許諾し ます。 但し これらのフ ァ イルは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムと
の組合せでのみ頒布される こ と を条件と し ます。 本条で明示的に許諾される ものを除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのリ アルタ イム ・ オペレーテ ィ ング ・ システ
ムまたは他の Ｅ Ｓ Ｄ 用の本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーし、 またはこれをお客様の製品に組込むいかなる権利も、 初めに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス との間で当該目的の
契約を別途締結し、 またはその他方法によ り合意し ない限り、 お客様に対し許諾されません。  
  
第 ３ 条 ベータ ・ コー ド  本ソ フ ト ウ ェ アには、 実験試用および評価用のコー ド （以下 「ベータ ・ コー ド」 と い う） を含んでいる場合があ り ます。 このコー ド は、
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの明示的な許諾な しに使用できません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し た場合、 ベータ ・ コー ド を試験および評価する実験的使用
のための一時的で譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが特定する限定期間中のみ、 お客様に対し無償で許諾し ます。 この許諾およびお
客様によるベータ ・ コー ド の使用は、 ベータ ・ コー ド のラ イセンスを販売するためのマーケテ ィ ングまたは申込とは解釈されないものと し ます。 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スは、 ベータ ・ コー ド をいかなる形態でも商業的に リ リ ース し ないこ と を選択できます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スがお客様に対し ベータ ・ コー ド の使
用を許諾する場合、 お客様はベータ ・ コー ド を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが指示する環境下で評価および試験する こ と に同意し ます。 お客様には、 ベータ ・ コー
ドの使用期間中、不具合または改良の提案等について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス と定期的に連絡し て頂きます。 またお客様の評価および試験が完了し だい、 ベー
タ ・ コー ドの長所、 弱点および推奨する改良点を含めて、 評価書をお客様から メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへお送り頂 く ものと し ます。 お客様は、 評価書、 および
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約の期間中またはその後に考案または創作する全ての発明、 または製品の改良、 修正も し く は開発物も、 お客様からのフ ィ ー ド
バッ クに一部または完全に基づ く ものを含めて、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの独占的財産と なる こ と に同意し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該財産の全
部について独占的な権利、 権原および権益を保有し ます。 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ４ 条 使用の制限  お客様は、 許諾された使用をサポー ト するため合理的に必要な場合のみ本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーできます。 各コ ピーには、 本ソ フ ト ウ ェ アを
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スから受領し た際に組込まれてお り、 その記憶媒体および包装に添付されていた全ての告知文および表示を含めなければな り ません。 コ
ピーは全て、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの所有物に留ま り ます。 お客様は、 他のソ フ ト ウ ェ ア と融合し たコ ピーを含めて、 本ソ フ ト ウ ェ
アのコ ピー全部に関し数量および主たる保管場所の記録簿を保持し、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが要求し だい当該記録を利用でき るよ う に し ます。 お客様は、 メ
ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの競合相手を除外し た う えで、 その職務の履行が本ソ フ ト ウ ェ アへのア クセスを必要と し、 かつ秘密保持義務を負 う 、 お客様の従業員お
よびお客様施設現場に在する請負業者以外の者に対し て、 本ソ フ ト ウ ェ アをいかなる形態で も利用可能に し てはな り ません。 またお客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アの秘
密性を保護するため適切な措置を講じ、 かつ本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セスを許されたいかなる者も、 本契約で許可される場合を除き、 これを開示または使用し な
いこ と を保証する ものと し ます。 当該国または地域で適用される強行法規に従い相互運用性の目的で認められる場合を除き、 お客様は、 逆アセンブル、 逆コ ンパ
イル、 リバース ・ エンジニア リ ング、 その他いかなる方法でも、 本ソ フ ト ウ ェ アから ソース ・ コー ド を引出そ う と し てはな り ません。 お客様は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの書面による事前同意およびその時点で該当する ト ラ ンスフ ァー料の支払な く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 本契約または本契約に基づ く 権利を、 法適用の効果
またはその他によるかを問わず、 サブ ラ イセンス （再使用許諾）、 譲渡、 その他の方法で移転する こ と （以下 「移転実施」 と い う ） はできません。 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの書面によ る事前同意がない移転実施は、 いずれも本契約の重大な違反になる ものと し、 本契約および本契約に基づき許諾された ラ イセンスは メ ン
ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り催告な く 直ちに終了し ます。 本契約の諸条件は、 ラ イセンスおよび譲渡に関する条項を含め、 お客様の相続人、 地位承継者ま
たは譲受人に対し ても拘束力を持ちます。 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ５ 条 限定的保証  

第 １ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その保証期間中、 本ソ フ ト ウ ェ アが適切にイ ンス ト ールされている場合は、 該当するユーザ ・ マニ ュ アルで定める機能
上の仕様と実質的に一致する こ と を保証し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 本ソ フ ト ウ ェ アがお客様の要求を満たすこ と、 または本ソ フ ト ウ ェ アの稼動に中
断も し く はエ ラーが生じ ないこ とは保証し ていません。保証期間は、本ソ フ ト ウ ェ アの引渡後 １ ５ 日目またはイ ンス ト ール時点のいずれか早い方から起算する ９ ０
日間と し ます。 お客様は不一致を保証期間中に メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し なければな り ません。 本項の保証は、 本ソ フ ト ウ ェ アの誤用、 許諾され
ていない修正、 も し く は不適切なイ ンス ト ールがな されていた場合には有効と な り ません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの全責任およびお客様唯一の救済手段は、
お客様が本契約を他の点でも全て遵守し ていたこ と を条件に、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アがメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却
されてから支払済み価格を払戻すか、 （ ｂ ） 本項の限定的保証を満た さ ない本ソ フ ト ウ ェ アを修正または取替える こ との、 いずれか一方と し ます。 また、 （ ａ ） 各
種のサービス、 （ ｂ ） お客様へ期間を限定し て、 も し く は無償で許諾される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｃ ） 実験用ベータ ・ コー ド は、 全て 「現状のまま」 の条件で
提供される ものと し、 これらについて メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは一切の保証を行いません。

第 ２ 項  本条に定める と こ ろが、 本契約に基づ く 唯一の保証と な り ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 本契約に基づき提供される本
ソ フ ト ウ ェ アまたは他の資料について、 明示的、 黙示的または法定上かを問わず、 他のいかなる保証も行いません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセ
ンサーは、 商業性、 特定目的への適合性、 および知的財産の非侵害について、 一切の黙示的保証を否認し ます。  

第 ６ 条 責任の限定  本条で定める責任の排除および制限が、 法令または規則によ り無効と される場合を除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー
は、 いかなる場合も間接的、 付随的、 派生的または特別な損害 （逸失利益または節約機会の喪失を含む） について、 その損害の可能性を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スまたはそのラ イセンサーが予め知ら されていた場合といえど も、 契約、 不法行為、 またはその他の法理に基づ く かにかかわらず、 その責めを負わないものと し
ます。 いかなる場合も、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの本契約に基づ く 責任は、 当該請求が生じ た本ソ フ ト ウ ェ アまたはサービスの対価と
し てお客様が支払済みの金額を超えないものと し ます。 支払済み金額がない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーは、 いかなる損害について
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も一切の責任を負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  
  
第 ７ 条 人命に関る活動  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 その不具合または不正確が死亡事故または人身傷害を もたらす可能性のある応用
分野では、 本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連するいずれの損害について も、 その責めを負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終
了後も存続し ます。  
  
第 ８ 条 免 責  前条にい う分野での本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連する全ての請求、 損失、 代価、 損害、 経費または賠償責任 （弁護士報酬を含む） につい
て、 お客様にはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーを補償し免責する こ とに同意頂きます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続
し ます。  
  
第 ９ 条 侵 害  
  第 １ 項  米国、 カナダ、 日本、 または欧州特許庁の加盟国において、 本ソ フ ト ウ ェ アが特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用である と、 お客様が
提訴された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担で防御または解決し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該侵害訴訟に帰すべき訴訟
費用および損害賠償でお客様に対する最終裁定額を支払います。 本条に基づ く 義務を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが履行する条件と し て、 お客様には、 （ ａ ） 提訴の
事実を直ちに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し、 （ ｂ ） 当該訴訟を防御または解決するために、 全ての合理的な情報および支援を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スへ提供し、 かつ （ ｃ ） 当該訴訟を防御または解決する単独の裁量権を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ付与し なければなら ないこ と を了解の う え、 これに同意頂き
ます。  
  第 ２ 項  権利侵害の申立がな された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担によ り、 （ ａ ） 非侵害と なるよ う に本ソ フ ト ウ ェ アを代替も し
く は修正するか、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用を継続でき る権利をお客様のために取得するか、 （ ｃ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの返却を要求し、 かつ使用による合理的な控
除額を差引いた支払済みラ イセンス料をお客様へ払戻すこ との、 いずれかを行う こ とができます。  
  第 ３ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 権利侵害の主張が、 （ ａ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの供給によ ら ない製品との組合せ、 （ ｂ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス
以外による本ソ フ ト ウ ェ アの修正、 （ ｃ ） 変更な しの現行リ リ ース以外による本ソ フ ト ウ ェ アの使用、 （ ｄ ） 侵害する方法 ・ 工程の部分と し ての本ソ フ ト ウ ェ アの
使用、 （ ｅ ） お客様が作成、 使用または販売する製品、 （ ｆ ） 本ソ フ ト ウ ェ アに含まれるベータ･コー ド 、 （ ｇ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの顧客に対し その補償を
行わない メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのラ イセンサーによ り提供される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｈ ） お客様の故意とみな される侵害のいずれかに基づ く 場合は、
お客様に対し一切の責任を負いません。 また上記 （ ｈ ） のと き、 お客様は当該訴訟に関連し て メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに生じ た弁護士報酬その他の費用を、 終
局判決があ り し だい メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ補償する ものと し ます。  
  第 ４ 項  本条は第 ６ 条に従う ものと し、本契約に基づき ラ イセンス された本ソ フ ト ウ ェ アによる特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用に係るあら
ゆる主張について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーの全責任、 な らびにお客様唯一の救済手段を定める ものと な り ます。  
  
第 １ ０ 条 期 間  本契約は期間満了または終了時まで有効に存続し ます。 お客様が許諾されたラ イセンスの範囲を超え、 または第 １ 条、 第 ２ 条ないし第 ４ 条の規定
を遵守し ない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スからの通知を も っ て本契約は直ちに終了し ます。 その他重大な契約違反があ り、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面
による通知から ３ ０ 日以内に是正されない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スはその通知から ３ ０ 日を も っ て本契約を終了する こ とができます。 本ソ フ ト ウ ェ アが
期間限定の使用のために提供された場合、 本契約は当該許諾期間の満了を以っ て自動的に終了し ます。 いずれの場合も、 本契約の期間満了または終了し だい、 お
客様にはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが合理的に納得でき るよ う に、 そのコ ピー全部を含めて、 本ソ フ ト ウ ェ アの一切の使用を止め メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返
却するか、 または本ソ フ ト ウ ェ アの削除および破棄を書面によ り証明する こ と に同意頂きます。  
  
第 １ １ 条 輸 出  本ソ フ ト ウ ェ アは、 一定の製品、 当該製品の情報、 および当該製品から直接作成された製品を、 一定の国および人物へ輸出または迂回流出する こ
と を禁じ る各国法および米国政府機関による規制の対象と な り ます。 お客様には、 初めに各国および米国政府機関から必要な全ての承認を取得する こ と な く 、 本
ソ フ ト ウ ェ アまたは本ソ フ ト ウ ェ アから直接作成された製品を、 いかなる方法でも輸出し ないこ と に同意頂きます。  
  
第 １ ２ 条 制限的権利の告知  本ソ フ ト ウ ェ アは、 も っぱら民間の経費によ り開発され、かつ制限的権利 (RESTRICTED RIGHTS) が適用された う えで提供される商用
のコ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アです。 米国政府またはその下請業者による使用、 複製または開示は、 本ソ フ ト ウ ェ アを取得し た際の当該ラ イ センス契約が DFARS
227.7202-3(a) に準拠し て定める制限、 または FAR 52.227-19 で商用コ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アの制限的権利に係る条項の (c)(1) および (2) 項が定める制限の、 い
ずれか適用のある方に従います。契約者／製造業者は、8005 SW Boeckman Road, Wilsonville, Oregon 97070-7777 USA 所在の Mentor Graphics Corporation にな り ます。  
  
第 １ ３ 条 第三受益者  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約に基づき ラ イセンスする Microsoft または他のラ イセンサーの本ソ フ ト ウ ェ アに関し て、 Microsoft また
は該当する ラ イセンサーは、 本契約の定める義務を強制する権利を持った、 本契約上の受益者たる第三者に当た り ます。  
  
第 １ ４ 条 監査権  お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アに対するア クセス、 所在ならびに使用を管理し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 合理的な期間の予告を行な っ た
う えで、 お客様のソ フ ト ウ ェ ア管理システム、 ならびに本契約、 覚書または米国その他輸出管理規制の遵守を確認するために合理的に必要と される記録を、 お客
様の通常の営業時間中に検査する権利を有する ものと し ます。 この検査には、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの求めに応じ て検索し提供される FLEXlm または
FLEXnet レポー ト のログ ・ フ ァ イルが含まれる こ とがあ り ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 その依頼または検査の結果得られた全ての情報を秘密に保持し、
法律に従い、 あるいはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの権利を本契約または覚書に基づき執行するために必要な情報のみを使用または開示する ものと し ます。 本条の
規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  

第 １ ５ 条 準拠法、 裁判管轄および紛争解決  本契約は、 お客様が南北ア メ リ カに位置する場合は米国オレゴン州法に、 南北ア メ リ カ以外に位置する場合はアイル
ラ ン ド 法に、 それぞれ準拠し て解釈される ものと し ます。 本契約に起因または関連し て生じ る全ての紛争は、 オレゴン州法が適用される場合はオレゴン州ポー ト
ラ ン ド を、 アイルラ ン ド 法が適用される場合はアイルラ ン ド 共和国ダブ リ ンを、 それぞれ専属的合意管轄地と し て これに服し ます。前述にかかわらず、 アジア （日
本を除 く ） における本契約に起因または関連し た紛争は、 シンガポールにおいて、 Singapore International Arbitration Centre （SIAC） の議長によ り選任された単独
の仲裁人によ り、 英語を使用し て解決されます。 この場合、 紛争がおきた時点で有効な SIAC 仲裁規則が適用され、 同規則は本条の一部を成すものと し ます。 本
条の規定は、 お客様に対する訴訟を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが、 お客様の営業場所が位置する裁判管轄区域において提起する権利を排除し ないものと し ます。
国際物品売買契約に関する国連条約の条項は本契約に適用されません。  
  
第 １ ６ 条 可分性  本契約でいずれかの条項が、 管轄権を有する裁判所によ り無効、 執行不能、 または違法である と判示された場合、 その条項は本契約から切離さ
れて、 残りの条項が完全に有効なまま存続する ものと し ます。  
  
第 １ ７ 条 支払ならびに雑則  お客様は請求された金額を、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの見積書に別途定められていない限り、 当該請求書の発行日から ３ ０ 日以内

に指定された通貨によ り メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スにお支払いただきます。 支払期日を過ぎた請求書には、 月 １ ½％または適用される法定利率のいずれか低い方

の率が利息と し て加算されます。 一部の本ソ フ ト ウ ェ アには第三者のラ イセンス契約に基づき配布される コー ドが含まれ、 お客様に追加の権利が付与される場合

があ り ます。 詳細は該当する本ソ フ ト ウ ェ アの ド キュ メ ンテーシ ョ ンをご覧 く だ さい。 本契約は、 両当事者の権限ある代表者が署名し て書面にて合意し た場合の

み、 修正する こ とができます。 条件の放棄または違反の免除は書面による同意を要し、 その後の同意、 権利放棄または免除を構成し ないものと し ます。
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